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医学部保健衛生学科 

 

《医学部保健衛生学科》 

●教育理念 

本学科は、看護学、検査技術学の２つの専門領域における知識・技術を教授することにと

どまらず、豊かな教養と高い倫理観に裏づけされた医療人としての感性を有し、学際的視野

にたち、自ら問題を提起し、これを解決できる能力を備えた医療人を養成します。 

 

●教育目標 

〈看護学専攻〉 

高度先進化する科学技術の基礎理解力を持ち、高齢化社会における保健医療・福祉等のさ

まざまな職種と連携して、専門職としての役割を果たす人間性豊かな人材を育成する。 

 

〈検査技術学専攻〉 

先端医療技術の進展に対応しうる学際的視野と研究能力を有する資質の高い人材および医

学、保健医療における検査技術の発展とその教育・指導に従事する人材を育成する。 

 

●求める学生像 

〈看護学専攻〉 

1. 看護学・保健医療福祉に深い関心がある 

2. 豊かな感性と優れたコミュニケーション能力を有する 

3. 論理的思考力、問題解決能力を備えている 

4. 倫理的感受性と探究心に富む 

 

〈検査技術学専攻〉 

1. 医学・保健医療に深い関心を有し、患者・要介護者や社会に対する奉仕的精神、責任

感、倫理観を有する 

2. 豊かな人間性をもち、観察力、論理的思考力、問題解決力、総合判断力を備えている 

3. 継続的に自己啓発し、探求心が旺盛である 

 

◆ディプロマ・ポリシー 

医学部保健衛生学科では、全学共通科目、専門科目における講義・演習・実習を通して、

学年ごとに設定された進級要件（東京医科歯科大学全学共通科目履修規則及び東京医科歯科

大学専門科目履修規則）を満たし、卒業までに、所定の単位を修得し、以下の要件を満たし

ている者に、それぞれ学士(看護学)、学士（保健学)の学位を授与する。 

１．幅広い教養と高い専門知識・技術の修得 

物事を多面的に捉えられる幅広い教養を身に付け、看護学または検査技術学の基礎から

応用に至る高い専門知識と技術を修得している。 



 
 

２．医療人としての豊かな感性と人間性の形成 

多様な背景を持つ人々の主体性や価値観を理解し、豊かな感性を持って個々を尊重した

関係を築くことができる医療人としての人間性が形成されている。 

３．問題提起・解決能力の修得 

社会情勢の影響あるいは業務の特性によって時々刻々と変化する臨床現場の中で、問題

を的確に見出し解決に向かわせる柔軟な理解力・洞察力・行動力が養われている。 

４．自己学習能力・創造性の形成 

看護または臨床検査の分野におけるスペシャリストを目指して学習を継続する自己学習

能力を身に付け、大学院あるいは職場において診療・教育・研究・開発活動を進展させて

いくことができる創造性が形成されている。 

５．国際性の形成 

国際情勢に関心を示し、看護または臨床検査の分野におけるスペシャリストとして国際

貢献に関与できる基礎学力が養われている。 

 

卒業時到達目標は、他の医療専門職等とのチームワーク、保健医療に関わる倫理観、広く

社会を捉える国際性、基盤となる高い専門性およびそれを追求する研究的姿勢を併せて養う

ことが重要と考える。保健衛生学科の学習を通して、保健医療の実践の場のみならず、教育・

研究の場においても、人々の健康的生活に貢献し、看護学・検査技術学の発展に寄与できる

医療人に成長することが期待される。 

 

◆カリキュラム・ポリシー 

〈看護学専攻〉 

東京医科歯科大学の教育理念、および医学部保健衛生学科の教育理念に基づき、全学共通

科目、専門科目を系統的、段階的に学習できるように配し、ディプロマ・ポリシーを実現す

るためのカリキュラムの策定方針を以下の通り定める。 

１．幅広い教養と豊かな人間性と倫理観を涵養するために、一般教育とリベラルアーツを融

合した共通教育には、学科・専攻横断的な自由選択科目を配置し、価値観の多様化する現

代において看護と関連づけながら学びを深められるよう、看護に関する専門教育科目、医

療と人間について学ぶ教養科目を有機的に配置する。 

２．自ら問題を提起し、解決する能力を備えた、看護学の実践、教育、研究者としての基礎を培

い、自己の知識や技術の向上を常に目指す研究的姿勢を身につけるために、討論、グループワ

ーク、多職種連携教育、ラーニングマネジメントシステムやシミュレーション・ラボを活用

して科目を展開するとともに、論理的思考能力、リテラシー能力、批判的思考、統合的思考、

論理的思考の向上を目指して、少人数制の卒業研究ならびに統合的実践科目を配置する。 

３．看護師および保健師としての知識・技術・態度を修得し、将来リーダーを担いうる資質

を培うために、看護の科学的根拠となる知識からより専門性の高い各看護学の分野の科目

へ、看護の対象を個人、家族、集団、地域、組織へと広げ、看護研究、看護管理へと学習

を拡大していけるよう科目を配置する。 

 



 
 

４．多職種との連携を図りながら看護の専門性を発揮できる基礎的能力の獲得を目指して、

学習段階に応じた臨地実習科目をすべての学年に配置する。 

５．国際的に活躍でき、医療の国際化に対応できる人材を育成することを目指して、４年間

を通じて学習できるよう語学と国際的な看護に関する科目を配置する。 

６．学習成果の評価は、各授業科目のシラバスにおいて、到達目標、授業計画、成績評価基

準・方法を明示し、定期試験、レポート提出、講義への参加状況などに基づき、医療人と

して要求される専門的能力について、多面的に評価する。 

 

〈検査技術学専攻〉 

東京医科歯科大学の教育理念、および医学部保健衛生学科の教育理念に基づき、検査技術

学専攻の教育目的を踏まえた教育目標の達成を見据え、ディプロマ・ポリシーを実現するた

めのカリキュラムの策定方針を以下の通り定める。 

１．臨床検査技師国家試験に必要な科目を含めて、全学共通科目および専門科目を４年間で

系統的、段階的に学習できるよう配置する。 

２．臨地実習、インターンシップ、他学科・他専攻との共通科目等により、チーム医療の一

翼として活躍できる臨床検査技師に必要な実践的知識、技術、態度、コミュニケーション

能力を修得させる。 

３．国際化、情報化に対応して、英語と情報リテラシー科目は４年間に渡って継続的に学習

できるように配置する。 

４．本学大学院医歯学総合研究科、生体材料工学研究所、難治疾患研究所、大学病院、医歯

学研究支援センター等の全学的協力および四大学連合複合領域コースの活用により、広い

分野にわたる選択科目を開講するとともに、卒業研究等により大学院教育との連携を図る。 

５．学習成果の評価は、各授業科目のシラバスにおいて、到達目標、授業計画、成績評価基

準・方法を明示し、定期試験、レポート提出、講義への参加状況などに基づき、医療人とし

て要求される専門的能力について、多面的に評価する。 

 

 

 

 

 

 



お知らせ 

 

授業日程は、適宜変更と

なります。 

 

最新のものは、WebClass、

及びキャンパス教育支援シ

ステムより、ご確認ください。 
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② 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

4/3 月

4 火

5 水
※学部入学式
（10:00～）

6 木

7 金

③ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

4/10 月

11 火 多職種連携Ⅰ 多職種連携Ⅰ 多職種連携Ⅰ 多職種連携Ⅰ

12 水 同期型(zoom) 同期型(zoom)

13 木

14 金

④ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

4/17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

⑤ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

4/24 月

25 火

26 水

27 木

28 金 昭和の日

⑥ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

5/1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

⑦ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

5/8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

⑧ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

5/15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

⑨ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

5/22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

5/29 月

30 火

31 水

6/1 木

2 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

6/5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

6/12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

6/19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

6/26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等
7/3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

7/10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等
7/17 月 海の日

18 火

19 水

20 木

21 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

7/24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

7/31 月

8/1 火

2 水

3 木

4 金

教養部オリエンテーション・ガイダンス

２０２３年度専門科目時間割（検査技術学専攻：第１学年）

（前期）

【午前予定】新入生健診、四種抗体検査

【午後予定】保健衛生学科新入生ガイダンス、情報システム説明会（湯島・情報検索室（M&Dタワー４階））

海外研修報告会（16：20～17：50） 海外研修報告会（16：20～17：50）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

!!授業形態「ハイフレックス型」の注意点!!

看護・検査の合同科目はハイフレックス型授業を導入しています。

（看護登校）の場合は看護学生が登校、検査学生は同期型で参加、

（検査登校）の場合は看護学生が同期型、検査学生は登校です。

3



8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

9/11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

① 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

9/18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

② 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

9/25 月
臨床検査総合管
理学(1)

登校(面接授
業)

講義室2
臨床検査総合管
理学(2)

登校(面接授業) 講義室2
臨床検査総合管
理学(3)

登校(面接授業) 講義室2
臨床検査総合管
理学(4)

登校(面接授業) 講義室2

26 火
病原体検査学講義Ⅰ
（1）

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
人体構造学講義
(1)

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
人体構造学講義
(2)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室2
人体構造学講義
(3)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室2

27 水

28 木

29 金 生化学講義(Ⅰ)(1) 同期型(zoom) 生化学講義(Ⅰ)(2) 同期型(zoom)

③ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

10/2 月

3 火
病原体検査学講義Ⅰ
（2）

同期型(zoom)
人体構造学講義
(4)

同期型(zoom)
人体構造学講義
(5)

同期型(zoom)
人体構造学講義
(6)

同期型(zoom)

4 水

5 木

6 金 生化学講義(Ⅰ)(3) 同期型(zoom) 生化学講義(Ⅰ)(4) 同期型(zoom)

④ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

10/9 月

10 火
病原体検査学講義Ⅰ
（3）

ハイフレックス
型（看護登校）

人体構造学講義
(7)

ハイフレックス
型（看護登校）

人体構造学講義
(8)

ハイフレックス型
（看護登校）

人体構造学講義
(9)

ハイフレックス型
（看護登校）

11 水

12 木

13 金 生化学講義(Ⅰ)(5) 同期型(zoom) 生化学講義(Ⅰ)(6) 同期型(zoom)

⑤ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

10/16 月
臨床検査総合管
理学(5)

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
講義Ⅰ（1）

登校(面接授業) 講義室2

17 火
病原体検査学講義Ⅰ
（4）

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室4
人体構造学講義
(10)

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室4
人体構造学講義
(11)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室4
人体構造学講義
(12)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室4

18 水

19 木

20 金 生化学講義(Ⅰ)(7) 同期型(zoom) 生化学講義(Ⅰ)(8) 同期型(zoom)

⑥ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

10/23 月

24 火
病原体検査学講義Ⅰ
（5）

同期型(zoom)
人体構造学講義
(13)

非同期型
(webclass)

人体構造学講義
(14)

ハイフレックス型
（看護登校）

人体構造学講義
(15)

ハイフレックス型
（看護登校）

25 水

26 木

27 金 生化学講義(Ⅰ)(9)
ハイフレックス型
（看護登校）

生化学講義
(Ⅰ)(10)

ハイフレックス型
（看護登校）

⑦ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

10/30 月
生化学講義
(Ⅰ)(11)

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室4
生化学講義
(Ⅰ)(12)

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室4
臨床検査総合管
理学（6）

登校(面接授業) 講義室4
医用システム情報学
講義Ⅰ（2）

登校(面接授業) 講義室4

31 火
病原体検査学講義Ⅰ
（6）

同期型(zoom)
人体構造学講義
(16)

非同期型
(webclass)

人体構造学講義
(17)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室2
人体構造学講義
(18)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室2

11/1 水

2 木

3 金

⑧ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

11/6 月
病理検査学講義
（Ⅰ）(1)

同期型(zoom)
臨床検査総合管
理学（7）

同期型(zoom)
医用システム情報学
講義Ⅰ（3）

同期型(zoom)

7 火
病原体検査学講義Ⅰ
（7）

同期型(zoom)
人体構造学講義
(19)

非同期型
(webclass)

人体構造学講義
(20)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室2
人体構造学講義
(21)

ハイフレックス型
（検査登校）

講義室2

8 水

9 木

10 金

⑨ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

11/13 月
病理検査学講義
（Ⅰ）(2)

同期型(zoom) 移動時間
臨床検査総合管
理学（8）

登校(面接授業) 講義室4
医用システム情報学
講義Ⅰ（4）

登校(面接授業) 講義室4

14 火
病原体検査学講義Ⅰ
（8）

ハイフレックス
型（看護登校）

人体構造学講義
(22)

ハイフレックス
型（看護登校）

人体構造学講義
(23)

ハイフレックス型
（看護登校）

15 水

16 木

17 金
病理検査学講義
（Ⅰ）(3)

ハイフレックス
型（看護登校）

病理検査学講義
（Ⅰ）(4)

ハイフレックス
型（看護登校）

⑩ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

11/20 月
病理検査学講義
（Ⅰ）(5)

ハイフレックス
型（検査登校） 講義室4

臨床検査総合管
理学（9）

登校(面接授業) 講義室4
医用システム情報学
講義Ⅰ（5）

登校(面接授業) 講義室4

21 火
分析化学検査学
（Ⅰ）(1)

非同期型
(webclass)

分析化学検査学
（Ⅰ）(2)

登校(面接授業) 講義室2
分析化学検査学
（Ⅰ）（3）

登校(面接授業) 講義室2
分析化学検査学
（Ⅰ）（4）

登校(面接授業)
7F

実習室
分析化学検査学
（Ⅰ）（5）

登校(面接授
業)

7F
実習室

22 水

23 木

24 金
病原体検査学講義Ⅰ
（9/試験）

登校(面接授
業) 講義室4

人体構造学講義
(24/試験)

登校(面接授業) 講義室4

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

（後期）

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

スポーツの日

敬老の日

創立記念行事

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

文化の日

勤労感謝の日
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⑪ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

11/27 月
病理検査学講義
（Ⅰ）(6)

同期型(zoom)
病理検査学講義
（Ⅰ）(7)

同期型(zoom)
生化学講義
(Ⅰ)(13)

同期型(zoom)

28 火
病理検査学講義
（Ⅰ）(8)

同期型(zoom)
生化学講義
(Ⅰ)(14)

同期型(zoom)
生化学講義
(Ⅰ)(15)

同期型(zoom)

29 水

30 木

12/1 金
分析化学検査学
（Ⅰ）(6)

非同期型
(webclass)

分析化学検査学
（Ⅰ）(7)

登校(面接授業) 講義室2
分析化学検査学
（Ⅰ）（8）

登校(面接授業) 講義室2
分析化学検査学
（Ⅰ）（9）

登校(面接授業)
7F

実習室
分析化学検査学
（Ⅰ）（10）

登校(面接授
業)

7F
実習室

⑫ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

12/4 月
臨床検査総合管
理学（10）

登校(面接授業) 講義室4
医用システム情報学
講義Ⅰ（6）

登校(面接授業) 講義室4

5 火
分析化学検査学
（Ⅰ）(11)

非同期型
(webclass)

分析化学検査学
（Ⅰ）(12)

登校(面接授業) 講義室4
分析化学検査学
（Ⅰ）（13）

登校(面接授業) 講義室4
分析化学検査学
（Ⅰ）（14）

登校(面接授業)
7F

実習室
分析化学検査学
（Ⅰ）（15）

登校(面接授
業)

7F
実習室

6 水

7 木

8 金
病理検査学講義
（Ⅰ）(9/試験)

登校(面接授業) 講義室4

⑬ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

12/11 月

12 火
分析化学検査学
（Ⅰ）(16)

非同期型
(webclass)

分析化学検査学
（Ⅰ）(17)

登校(面接授業) 講義室4
分析化学検査学
（Ⅰ）（18）

登校(面接授業) 講義室4
分析化学検査学
（Ⅰ）（19）

登校(面接授業)
7F

実習室
分析化学検査学
（Ⅰ）（20）

登校(面接授
業)

7F
実習室

13 水

14 木

15 金
生化学講義
(Ⅰ)(16/試験)

登校(面接授業) 講義室4

⑭ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

12/18 月

19 火
分析化学検査学
（Ⅰ）(21)

非同期型
(webclass)

分析化学検査学
（Ⅰ）(22)

登校(面接授業) 講義室4
分析化学検査学
（Ⅰ）（23）

登校(面接授業) 講義室4
分析化学検査学
（Ⅰ）（24）

登校(面接授業)
7F

実習室
分析化学検査学
（Ⅰ）(25)

登校(面接授
業)

7F
実習室

20 水

21 木

22 金
臨床検査総合管理
学（11）

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
講義Ⅰ（7）

登校(面接授業) 講義室2

⑮ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

1/1 月

2 火

3 水

4 木

5 金
臨床検査総合管理
学（12）

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
講義Ⅰ（8）

登校(面接授業) 講義室2

⑯ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

1/8 月

9 火

10 水

11 木

12 金
分析化学検査学
（Ⅰ）（26/試験）

登校(面接授業) 講義室4

⑰ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

1/15 月

16 火

17 水

18 木

19 金
臨床検査総合管理
学（13/試験）

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
講義Ⅰ（9/試験）

登校(面接授業) 講義室2

⑱ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

1/22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

⑲ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

1/29 月

30 火

31 水

2/1 木

2 金

⑳ 8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

2/5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

2/12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

建国記念の日

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

補講・再試

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

成人の日

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

補講・再試

補講・再試

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

補講・再試

補講・再試

補講・再試

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通
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8：50～9：35 9：45～10：30 授業形態 講義室等 10：40～11：25 11：35～12：20 授業形態 講義室等 13：20～14：05 14：15～15：00 授業形態 講義室等 15：10～15：55 16：05～16：50 授業形態 講義室等 17：00～17：45 17：55～18：40 授業形態 講義室等

2/19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

全　　学　　科　　・　　専　　攻　　共　　通
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時間割番号 013002A 

科目名 人体構造学講義 科目 ID MT-130300-L 

担当教員 星 治, 藤代 瞳[HOSHI OSAMU, FUJISHIRO Hitomi] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 1 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Anatomy 

【科目責任者】星治 

授業の目的、概要等 

解剖学は正常なからだの形態と構造を細胞から器官レベルまで研究する学問で，医学の最も基礎的な領域である。 

授業の到達目標 

からだを構成している細胞から器官にいたる各単位について，基本的な構造を理解することを目標とする。実物観察により理解を深める

ことも重視する。到達目標は以下の通りである。 

1)解剖学の概念、人体の基本的な構成要素を理解する。 

2)組織学のあらましを理解する。人体の解剖学的方向用語を理解する。 

3)骨組織の基本構造、骨の発生を理解する。頭蓋の構造を理解する。 

4)脊柱、胸郭、上肢の骨格、下肢の骨格の基本的な構造を理解する。 

5)筋の形態と構造、頭部の筋の構造を理解する。 

6)胸腹部の筋、上肢の筋、下肢の筋の構造を理解する。 

7)鼻腔、副鼻腔、咽頭、喉頭の基本的な構造を理解する。 

8)気管、気管支、肺の基本的な構造を理解する。 

9)発生学の基本的な概念を理解する。 

10)心臓の構造、刺激伝導系の構造を理解する。 

11)肺循環と体循環の違いを理解する。動脈系、静脈系、リンパ管系の基本的な構造を理解する。 

12)血管の種類とその基本的な構造を理解する。 

13)腎臓の基本的な構造を理解する。 

14)尿管、膀胱、尿道の基本的な構造を理解する。 

15)精巣と精巣上体、精管、卵巣、卵管、子宮の基本的な構造を理解する。 

16)各種の内分泌器官の基本的な構造を理解する。 

17)消化管全般の基本構造、口腔、咽頭、食道、胃のそれぞれの基本的な構造を理解する。 

18)小腸、大腸のそれぞれの基本的な構造を理解する。 

19)肝臓、胆嚢、膵臓のそれぞれの基本的な構造を理解する。 

20)神経系の構成要素とそれらの基本的な構造を理解する。 

21)中枢神経系・末梢神経系のなりたちと、それぞれの基本的な構造を理解する。 

22)眼球とその付属器の基本的な構造を理解する。 

23)平衡聴覚器、嗅覚器、味覚器、皮膚の基本的な構造を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 9/26 10:40-12:20 保健衛生学

科講義室2

解剖学総論Ⅰ 解剖学とは何か、人体の

構成単位、器官と系統、

星 治 解剖学の概念、人体の基本的な構

成要素を理解する。

3-4 9/26 13:20-15:00 保健衛生学

科講義室2

解剖学総論Ⅱ 細胞と組織、人体の方向

用語

星 治 組織学のあらましを理解する。人体

の解剖学的方向用語を理解する。

5-6 9/26 15:10-16:50 保健衛生学

科講義室2

骨格系Ⅰ 骨組織、骨の発生、骨の連

結、頭蓋

藤代 瞳 骨組織の基本構造、骨の発生を理

解する。頭蓋の構造を理解する。

7-8 10/3 10:40-12:20 遠隔授業 

（同期型）

骨格系Ⅱ 脊柱、胸郭、上肢の骨格、

下肢の骨格

藤代 瞳 脊柱、胸郭、上肢の骨格、下肢の骨

格の基本的な構造を理解する。

9-10 10/3 13:20-15:00 遠隔授業 

（同期型）

筋系Ⅰ 筋の形態と構造、頭部の

筋

星 治 筋の形態と構造、頭部の筋の構造

を理解する。

11-12 10/3 15:10-16:50 遠隔授業 筋系Ⅱ 胸腹部の筋、上肢の筋、下 星 治 胸腹部の筋、上肢の筋、下肢の筋
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（同期型） 肢の筋 の構造を理解する。

13-14 10/10 10:40-12:20 遠隔授業 

（同期型）

呼吸器系Ⅰ 鼻腔、副鼻腔、咽頭、喉頭 星 治 鼻腔、副鼻腔、咽頭、喉頭の基本的

な構造を理解する。

15-16 10/10 13:20-15:00 遠隔授業 

（同期型）

呼吸器系Ⅱ 気管、気管支、肺 星 治 気管、気管支、肺の基本的な構造を

理解する。

17-18 10/10 15:10-16:50 遠隔授業 

（同期型）

発生学 発生学：ヒトの発生、受精

から出生までのあらまし

原田 理代 発生学の基本的な概念を理解す

る。

19-20 10/17 10:40-12:20 保健衛生学

科講義室4

泌尿器系Ⅰ 腎臓 星 治 腎臓の基本的な構造を理解する。

21-22 10/17 13:20-15:00 保健衛生学

科講義室4

泌尿器系Ⅱ 尿管、膀胱、尿道 星 治 尿管、膀胱、尿道の基本的な構造を

理解する。

23-24 10/17 15:10-16:50 保健衛生学

科講義室4

循環器系Ⅰ 心臓の構造、刺激伝導系 佐藤 昇 心臓の構造、刺激伝導系の構造を

理解する。

25-26 10/24 10:40-12:20 遠隔授業 

（非同期型）

生殖器系（男

性、女性）

精巣と精巣上体、精管、卵

巣、卵管、子宮 

秋田 恵一 精巣と精巣上体、精管、卵巣、卵

管、子宮の基本的な構造を理解す

る。

27-28 10/24 13:20-15:00 遠隔授業 

（同期型）

循環器系Ⅱ 肺循環と体循環、動脈系、

静脈系、リンパ管系

星 治 肺循環と体循環の違いを理解する。

動脈系、静脈系、リンパ管系の基本

的な構造を理解する。

29-30 10/24 15:10-16:50 遠隔授業 

（同期型）

循環器系Ⅲ 血管の構造 星 治 血管の種類とその基本的な構造を

理解する。

31-32 10/31 10:40-12:20 遠隔授業 

（非同期型）

内分泌系 内分泌器官 秋田 恵一 各種の内分泌器官の基本的な構造

を理解する。

33-34 10/31 13:20-15:00 保健衛生学

科講義室2

消化器系Ⅰ 消化管の基本構造、口腔、

咽頭、食道、胃

星 治 消化管全般の基本構造、口腔、咽

頭、食道、胃のそれぞれの基本的

な構造を理解する。

35-36 10/31 15:10-16:50 保健衛生学

科講義室2

消化器系Ⅱ 小腸、大腸 星 治 小腸、大腸のそれぞれの基本的な

構造を理解する。

37-38 11/7 10:40-12:20 遠隔授業 

（非同期型）

消化器系Ⅲ 肝臓、胆嚢、膵臓 星 治 肝臓、胆嚢、膵臓のそれぞれの基

本的な構造を理解する。

39-40 11/7 13:20-15:00 保健衛生学

科講義室2

神経系Ⅰ 神経系の構成 阪上 洋行 神経系の構成要素とそれらの基本

的な構造を理解する。

41-42 11/7 15:10-16:50 保健衛生学

科講義室2

神経系Ⅱ 中枢神経系・末梢神経系 阪上 洋行 中枢神経系・末梢神経系のなりたち

と、それぞれの基本的な構造を理

解する。

43-44 11/14 10:40-12:20 遠隔授業 

（同期型）

感覚器系Ⅰ 眼球とその付属器 藤代 瞳 眼球とその付属器の基本的な構造

を理解する。

45-46 11/14 13:20-15:00 遠隔授業 

（同期型）

感覚器系Ⅱ 平衡聴覚器、嗅覚器、味覚

器、皮膚

藤代 瞳 平衡聴覚器、嗅覚器、味覚器、皮膚

の基本的な構造を理解する。

47-48 11/24 10:40-12:20 保健衛生学

科講義室4

定期試験

授業方法 

同期型もしくは非同期型授業（可能な場合は対面授業）。一部アクティブラーニングを実施する。 

授業内容 

人体を各系統に分け，それらを構成する各器官の形態と構造について講義し，基礎的な人体解剖学の概念を修得できるように努める。一

部演習も行う。 

成績評価の方法 

小テストの成績（10％）、学期末筆記試験の成績（90%）により総合的に評価する。一部，英文による出題もある。 
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成績評価の基準 

学期末筆記試験の成績が 100点満点で 60点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

指定の教科書を事前に読み込むこと。特に，講義当日の内容に該当する項目のところは十分に押さえておく。 

試験の受験資格 

授業時間数の 3分の 2以上出席した場合に定期試験を受験することができる。出席の扱いは以下の通り 

同期型の場合：講義を最初から最後まで参加しているログが確認できた場合を出席とする 

非同期の場合：webclassでの確認テストで 60点以上だった場合を出席とする 

教科書 

解剖学／秋田恵一, 星治 著,秋田, 恵一, 1962-,星, 治,：医歯薬出版，2021 

参考書 

藤田恒夫：入門人体解剖学 南江堂 

牛木辰男：入門組織学 南江堂 

他科目との関連 

人体の様々な病態を理解するためには，からだの構造の基本的な知識が必要である。このため，解剖学は他の多くの科目と関連してい

る。特に，生理学，病理学，病態学とは密接な関連がある。 

履修上の注意事項 

時間数が限られているので，予習，復習することが必要である。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治:o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

藤代 瞳:fujishiro.aps@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治:オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 
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時間割番号 013200 

科目名 病理検査学講義(Ⅰ) 科目 ID MT-131000-L 

担当教員 星 治, 副島 友莉恵[HOSHI OSAMU, SOEJIMA YURIE] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 1～ 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Pathological Technology(Ⅰ)，Lecture 

【科目責任者】星 治 

授業の目的、概要等 

病理学とは疾病の本態を解析、解明するにあたり必要な学問であり、基礎と臨床との両者にまたがった医学・医療の基本となる分野であ

る。本講義では、病理学総論として疾病病変の基礎を理解し、2 年次の病理検査学講義(Ⅱ)での病理学各論、病理組織検査法、細胞診検

査法への基盤を作っていく。 

授業の到達目標 

1).疾病病変の共通の変化、病態の本質、その病因を系統的に把握し説明できる。 

2).疾病の本態を理解し、医学・医療の基本的知識・思考を習得することを目標とする。 

3).教科書の基本的用語に併記してある英語を読み書きできる。 

4).第1回：病気の原因（病因）と疾患との関係を理解する。 

5).第2回：局所、全身の様々な循環障害を理解する。 

6).第3回：主な物質代謝障害について理解する。 

7).第4, 5回：腫瘍の本態と病態、代表的な悪性腫瘍について理解する。  

8).第6回：様々な炎症のメカニズム、感染症による炎症を理解する。 

9).第7回：免疫現象、アレルギーのメカニズムを理解する。 

10).第8回：先天異常、放射線による障害と細胞変化、老化と老年病について理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 11/6 08:50-10:30 遠隔授業（同

期型）

病理学・病因論・

進行性病変ほか

病理学の概要、病因、退

行性病変、進行性病変

大橋 健一 【到達目標】1),2),3),4)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

3-4 11/13 08:50-10:30 遠隔授業（同

期型）

循環障害 局所・全身の循環障害 大橋 健一 【到達目標】1),2),3),5)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

5-6 11/17 08:50-10:30 遠隔授業（同

期型）

物質代謝障害 物質代謝障害 大橋 健一 【到達目標】1),2),3),6)   

【学習方法】ハイフレックス   

【その他】講義後に確認テスト

7-8 11/17 10:40-12:20 遠隔授業（同

期型）

腫瘍病理総論１ 良性腫瘍と悪性腫瘍、

がんの発生・進展機序、

原因

大橋 健一 【到達目標】1),2),3),7)   

【学習方法】ハイフレックス   

【その他】講義後に確認テスト

9-10 11/20 08:50-10:30 保健衛生学

科講義室4

腫瘍病理総論２ 主要ながん、前がん病

変、がんの組織型、転

移

大橋 健一 【到達目標】1),2),3),7)   

【学習方法】ハイフレックス   

【その他】講義後に確認テスト

11-12 11/27 08:50-10:30 遠隔授業（同

期型）

炎症、感染症 炎症、感染症 副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3),8)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

13-14 11/27 10:40-12:20 遠隔授業（同

期型）

免疫と免疫異常 免疫、自己免疫疾患 副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3),9)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

15-16 11/28 08:50-10:30 遠隔授業（同

期型）

先天異常、放射

線病理学、老化

先天異常、放射線病理

学、老化と老年病

副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3),10)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト
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17-18 12/8 13:20-15:00 保健衛生学

科講義室4

筆記試験 星 治, 

副島 友莉恵

授業方法 

○Zoomによる同期授業、対面授業 

・配布資料は事前にWebClassで公開する。

・毎講義後にWebclassで確認テストを行う。

・動画は復習に使用できるよう一定期間WebClass上に閲覧可能な状態で置いておく。

・質問はメールやWebClassの掲示板を利用し対応する。重要な内容については全員に伝える。

本講義は看護学専攻との合同講義である。 

授業内容 

授業スケジュールに各回の内容を示す。 

成績評価の方法 

１）筆記試験（12月8日実施） 

２）WebClassでの確認テスト 

筆記試験の約10%に英語の問題を出題する。 

成績評価の基準 

評価は筆記試験(80%)、確認テスト(20%)とし、60%以上を合格とする。また、この点数を本科目の評価とする。合格点に満たないものは再試

験を実施する。再試験は 60点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

人体構造学講義で基本的な人体の形態と構造を学習済みのものとして扱う。 

配布資料は各自でWebClassよりダウンロード、印刷しておくこと。 

試験の受験資格 

2/3（6 回）以上の出席をもって受験資格とする。出欠の確認は、登校の場合はカードリーダー、同期授業（zoom）の場合は最初から最後ま

で参加しているログおよび確認テストの提出により行う。特別な事情で授業に参加できない場合は、授業前に科目責任者、担当教員また

は保健衛生教務係にメールで連絡をすること。緊急の場合には電話でもよいがその後メールすること。連絡ができないような特別な場合

にはその限りではない。以上の十分な対応が行われていたと判断された場合には、事情などに応じてレポート提出により出席を代替する

ことがあるので、指示に従うこと。 

教科書 

病理学/病理検査学／松原修 [ほか] 著,松原, 修,鴨志田, 伸吾,大河戸, 光章,小松, 京子,古田, 則行,：医歯薬出版，2016 

参考書 

スタンダード病理学／沢辺元司, 長坂徹郎編,沢辺, 元司,長坂, 徹郎,大西, 俊造,梶原, 博毅,神山, 隆一,：文光堂，2015 

病理学／大橋健一著者代表,大橋, 健一(病理学),谷澤, 徹,藤原, 正親,柴原, 純二,：医学書院，2021 

メディックメディア社の「病気が見える」シリーズはビジュアルであり、病態の理解に役立つので推薦する。 

他科目との関連 

病理学は医学・医療の基本となる分野であり、解剖学、生理学といった基礎的な科目から臨床的な科目とも密接に関連している。 

履修上の注意事項 

講義画面の撮影は禁止する。講義動画、講義資料、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ず

る。 

備考 

昨年度の授業評価アンケートを踏まえ、引き続き丁寧な授業を実施し、質問の受付けと対応を行う。 

参照ホームページ 

授業で用いた資料の多くはWebClassで公開するので自学自習に役立てること。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治:o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

副島 友莉恵:soejima.mp@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治:オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 湯島キャンパス３号館１６階 

副島 友莉恵:オフィスアワーは特に定めない  3号館16階 
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時間割番号 013220 

科目名 生化学講義(Ⅰ) 科目 ID MT-131100-L 

担当教員 鈴木 喜晴[SUZUKI NOBUHARU] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 1～ 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Biochemisty 

【科目責任者】鈴木喜晴 

主な講義場所 

zoomによる遠隔授業（同期型） 

授業の目的、概要等 

生化学は生体に関するあらゆる学問の基礎と言っても過言ではない。長い歴史の過程で数多くの関連知見が得られ、現在も目覚ましい

科学技術の発展と共に、生化学は進歩し続けている。本講義では、特に生体高分子の構造、反応、機能に着目し、細胞や組織、個体レベ

ルでの生命現象の理解を深めることを目的とする。また、様々な生化学に関わる最新の基礎研究にも触れ、当該研究分野の現状を学

ぶ。さらに、英語による解説ビデオ等から、当該分野における国際的な重要性についても理解を深める。アクティブラーニングとして、各

章の終わりに演習問題を行い習得度を確認する。 

授業の到達目標 

１）基礎的な物質や現象の用語とその意味を理解・習得する。 

２）１の内容を体系的に理解し、設問に対し、口頭または記述で説明できる。 

３）関連分野での基礎研究や臨床研究に応用できる実践的な知識を身につける。 

４）１〜３の内容を体系的に理解した上で、より専門的な研究内容について考察・議論できる。 

各章での具体的な目標は以下の通りである。 

１章：細胞の構造と構成要素について理解する。生化学における化学、物理学、遺伝学、進化論の基礎を理解する。 

２章：水の分子レベルでの性質と機能を学ぶ。 

３章：アミノ酸の種類と性質を理解し整理する。タンパク質の一次構造を学ぶ。 

４章：タンパク質の二次構造、三次構造、四次構造を理解する。 

５章：タンパク質の相互作用とその評価方法を学ぶ。 

６章：触媒としての酵素の機能をエネルギー論や基質特異性から学ぶ。 

７章：糖質の構造と機能を理解する。糖質の同定法や機能解析法を学ぶ。 

８章：核酸の構造と機能を理解する。核酸の同定法や機能解析法（PCRなど）を学ぶ。 

９章：脂質の構造と機能を理解する。脂質の同定法や機能解析法を学ぶ。 

１０章：高エネルギーリン酸化合物や生物学的酸化還元反応を担う分子について学ぶ。 

１１章：解糖、糖新生、ペントースリン酸経路の仕組みを学ぶ。 

１２章：解糖と糖新生の協調的調節機構を学ぶ。グリコーゲンの代謝（分解と合成）の仕組みを理解する。 

１３章：クエン酸回路の仕組みを学ぶ。 

１４章：脂質の異化（β酸化反応）を理解する。 

１５章：アミノ酸の異化について学ぶ。 

１６章：ミトコンドリアでの電子伝達経路の仕組みを学ぶ。 

１７章：脂肪酸の生合成経路を理解する。 

１８章：アミノ酸やアミノ酸派生体、ヌクレオチドの生合成経路を学ぶ。 

１９章：各種ホルモンの分泌器官、性質、作用を整理・理解する。 

２０章：遺伝子、染色体、ゲノムの構造を学ぶ。 

２１章： DNAの複製、修復、組換えの仕組みを学ぶ。 

２２章： RNAの種類と合成経路、機能を整理・理解する。 

２３章：タンパク質の合成経路の仕組みを学ぶ。 

２４章：遺伝子発現調節の概要と詳細を理解する。 
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授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 9/29 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

オリエンテーション

／1章. 生化学の

基礎

本講義についての説明／1章. 

細胞の基礎；化学の基礎；遺伝

学の基礎；進化論の基礎

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

3-4 9/29 15:10-16:50 遠隔授業

（同期型）

2章. 水／3章. ア

ミノ酸、ペプチドお

よびタンパク質

2章. 水系における弱い相互作

用；水、弱酸、弱塩基のイオン

化；生物系の pH変化に対する

緩衝作用；反応物としての水；

生物の水環境への適合性／3

章. アミノ酸；ペプチドとタンパ

ク質；タンパク質研究法；タンパ

ク質の構造 一次構造

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

5-6 10/6 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

4章. タンパク質の

三次元構造／5章. 

タンパク質の機能

4章. タンパク質構造の概念；タ

ンパク質の二次構造；タンパク

質の三次構造と四次構造；タン

パク質の変性とフォールディン

グ／5章. リガンドに対するタン

パク質の可逆的結合；タンパク

質とリガンドの間の相補的相互

作用

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

7-8 10/6 15:10-16:50 遠隔授業

（同期型）

6章. 酵素 6章. 酵素の発見；酵素の作用

機構；酵素反応速度論による作

用機構の研究；酵素反応の例；

調節酵素

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

9-10 10/13 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

7章. 糖質と糖鎖生

物学／8章. ヌクレ

オチドと核酸

7章. 単糖と二糖；多糖；複合糖

質：プロテオグリカン、糖タンパ

ク質、スフィンゴ糖脂質；情報分

子としての糖質：シュガーコー

ド；糖質研究／8章. 基本事項；

核酸の構造；核酸の化学；ヌク

レオチドの他の機能

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

11-12 10/13 15:10-16:50 遠隔授業

（同期型）

9章. 脂質 9章. 貯蔵脂質；膜に存在する

構造脂質；シグナル分子、補因

子および色素としての脂質；脂

質研究

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

13-14 10/20 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

10章. 生体エネル

ギー論と生化学反

応のタイプ／11章. 

解糖、糖新生およ

びペントースリン酸

経路

10章. ホスホリル基転移と

ATP；生物学的な酸化還元反応

／11章. 解糖；解糖への供給経

路；嫌気的条件下でのピルビン

酸代謝運命：発酵；糖新生；グ

ルコース酸化のペントースリン

酸経路

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

15-16 10/20 15:10-16:50 遠隔授業

（同期型）

12章. 代謝調節の

原理

12章. 解糖と糖新生の協調的

調節；動物におけるグリコーゲ

ン代謝；グリコーゲンの合成と

分解の協調的調節

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 
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17-18 10/27 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

13章. クエン酸回

路／14章. 脂肪酸

の異化

13章. アセチルCoA（活性酢

酸）の生成；クエン酸回路の反

応；クエン酸回路の調節／14

章. 脂肪の消化、動員および運

搬；脂肪酸の酸化；ケトン体

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

19-20 10/27 15:10-16:50 遠隔授業

（同期型）

15章. アミノ酸の酸

化と尿素の生成

15章. アミノ酸の代謝運命；窒

素排泄と尿素回路；アミノ酸の

分解経路

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

21-22 10/30 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室4

16章. 酸化的リン

酸化

16章. ミトコンドリアにおける呼

吸鎖；ATP合成；酸化的リン酸

化の調節；ミトコンドリア遺伝

子：その起源と変異の影響

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

23-24 10/30 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室4

17章. 脂質の生合

成／18章. アミノ

酸、ヌクレオチドお

よび関連分子の生

合成

17章. 脂肪酸とエイコサノイド

の生合成；トリアシルグリセロ

ールの生合成；膜リン脂質の生

合成；コレステロール、ステロイ

ド、イソプレノイドの生合成／18

章. アミノ酸の生合成；アミノ酸

に由来する分子；ヌクレオチド

の生合成と分解

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

25-26 11/27 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

19章. 哺乳類の代

謝のホルモンによ

る調節と統合／20

章. 遺伝子と染色

体

19章. ホルモン：多様な機能の

ための多様な構造；インスリン

と糖尿病／20章. 染色体の成

分；DNAのスーパーコイル形

成；染色体の構造

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

27-28 11/28 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

21章. DNA代謝／

22章. RNA代謝

21章. DNA複製；DNA修復；

DNA組換え／22章. RNAの

DNA依存的合成；RNAプロセシ

ング；RNA依存的なRNAと

DNAの合成

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

29-30 11/28 15:10-16:50 遠隔授業

（同期型）

23章. タンパク質

代謝／24章. 遺伝

子発現調節

23章. 遺伝暗号；タンパク質合

成；タンパク質のターゲティン

グと分解／24章. 遺伝子発現

調節の原理；真核生物における

遺伝子発現調節

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）、４）  

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

31-32 12/15 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室4

期末試験 鈴木 喜晴

授業方法 

同期授業、対面授業：講義スライドや資料、ビデオを用いて解説しながら進める。本講義内容は主に参考書１、２「レーニンジャーの新生化

学（上、下）」に沿って「授業の到達目標」の下に進めて行き、国家試験対策を意識して、参考書３「最新臨床検査学講座 生化学」も利用す

る。アクティブラーニングとして、各章の終わりに演習問題を行い理解度を確認する。その他講義内容に応じて、口頭での設問や考えを問

う等のアクティブラーニングも活用する。 

授業内容  授業スケジュールを参照 

成績評価の方法 

１）学期末試験の成績 

２）講義中の章末演習問題の成績 

３）出席状況 
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成績評価の基準 

合計回数の 3分の 2以上の出席を必要とする。 

章末演習問題：3問中2問以上正解で 1点×21章［初日（4月4日）の講義分は適用しない］=21点 

出席点：出席1回で 0.6点×15=9点 

期末筆記試験（本試験）：70点 

合計：100点 

＊期末試験後、平均点、最高点、最低点を考慮して、点数配分に多少の変更があり得る。 

上記に従い、60点以上で合格とする。60点未満の場合、再試験（筆記試験）を行い、60点以上で合格とする。学期末試験には英語の問題

を 10%程度出題する。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回講義の前に WebClass から講義資料をダウンロードし、参考書等も利用して準備学習を行うこと。本講義は主に参考書１、２「レーニン

ジャーの新生化学（上、下）」に沿って「授業の到達目標」の下に進めて行くが、国家試験対策に限れば、参考書３「最新臨床検査学講座 

生化学」の方がより適していると思われる。各自の学習目的、レベルに合わせて、自主学習用の参考書を選択すること。 

また、本科目は、高校や教養部の生物・化学の内容をある程度修得していることを前提とした専門科目である。その修得度に達していな

い受講者は、自主的に学習し、講義内容を理解できるよう努力する必要がある。 

試験の受験資格 

前期末に筆記試験を行う。試験の受験資格は、同期型講義（zoom）の合計回数の 3分の 2以上の出席を必要とする。遅刻や早退となる際

は、必ず科目責任者にメールで連絡し、理由を説明すること。連絡の無い遅刻や早退は出席回数を0.5回とする。勘案すべき事情があり、

受験資格の出席数が足りない場合は、その旨科目責任者にメールで連絡をすること。 

参考書 

レーニンジャーの新生化学 : 生化学と分子生物学の基本原理［上］／レーニンジャー, ネルソン, コックス [著],川嵜敏祐 監修,中山和久 

編集,Lehninger, Albert L,Nelson, David Lee, 1942-,Cox, Michael M,川嵜, 敏祐, 1941-,中山, 和久, 1959-,：廣川書店，2019 

レーニンジャーの新生化学 : 生化学と分子生物学の基本原理［下］／レーニンジャー, ネルソン, コックス [著],川嵜敏祐 監修,中山和久 

編集,Lehninger, Albert L,Nelson, David Lee, 1942-,Cox, Michael M,川嵜, 敏祐, 1941-,中山, 和久, 1959-,：廣川書店，2019 

生化学／原諭吉, 岡村直道, 大城聰編集,原, 諭吉,岡村, 直道,大城, 聰,：医歯薬出版，2021 

他科目との関連 

分子生物学，細胞生物学、生理学、遺伝学、栄養化学などと関連する。 

履修上の注意事項 

講義資料、講義動画、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ずる。 

備考 

前年度と同様に章末演習問題を設けることで、アクティブラーニングと講義の予習を促す。 

連絡先（メールアドレス） 

鈴木 喜晴 ： nsuzbb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

鈴木 喜晴 ： オフィスアワーは特に定めない 3号館16階 
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時間割番号 013009A 

科目名 分析化学検査学Ⅰ 科目 ID MT-150500-Z 

担当教員 大川 龍之介[OKAWA RYUNOSUKE] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 1 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Analytical Chemistry 1 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載 

授業の目的、概要等 

分析学を中心とした臨床検査全体の概要を理解する。また，「一般検査」と言われる検査項目である尿・脳脊髄液などの血液以外の体液

や糞便，喀痰などに含まれる化学成分の定性および定量検査の方法とその臨床的意義を中心に学び実践する。精確な検査を行うために

必要な検査法の原理，異常反応の発見法や対処法に関する知識を習得すると共に，考える力を身に着ける。実習では基本的な実験器具

の使い方，分析法について学ぶ。 

授業の到達目標 

１）臨床検査の概要とその中の一般検査の位置づけが理解できる 

２）一般検査の概要（主な検査項目，検体の取り扱いなど）が説明できる 

３）尿が生成される機序を説明できる 

４）尿定性検査の概要が説明できる 

５）尿糖定性検査の原理と臨床的意義が説明できる 

６）尿糖定量検査の原理を説明できる 

７）尿蛋白の出現理由と蛋白主同定の意義が説明できる 

８）尿蛋白定量測定の原理が説明できる 

９）尿潜血検査の意義，測定原理を説明できる 

１０）尿比重検査の意義，測定原理を説明できる 

１１）その他の主な尿定性検査の概要が説明できる 

１２）尿沈渣試料の作製法について説明できる 

１３）便検査の意義，測定原理について説明できる 

１４）髄液検査の概要，意義について説明できる 

１５）穿刺液検査の概要，意義について説明できる 

１６）基本的な実験器具が取り扱える 

１７）分光光度計を用いた吸収スペクトル分析が行える 

１８）尿試験紙法を用いた半定量分析が行える 

１９）比重計を用いた尿比重測定が行える 

２０）脳脊髄液中の細胞数のカウントが行える 

２１）分光光度計を用いた定量分析が行える 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 11/21 08:50-10:30 遠隔授業

（非同期

型）

分析化学

検査学Ⅰ

一般検査の概要

（各種検査，尿の生

成概要）

大川 龍之介 【到達目標】２）   

【学習方法】非同期動画  

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド

3-4 11/21 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室2

分析化学

検査学Ⅰ

臨床検査の概要 大川 龍之介 【到達目標】１）   

【学習方法】対面講義   

【事前学習】WebClass講義スライド

5-6 11/21 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室2

分析化学

検査学Ⅰ

（実習用）分光光度

計を用いた分析

大川 龍之介 【到達目標】１６），１７）   

【学習方法】実習説明   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書
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7-10 11/21 15:10-18:40 保健衛生

学実習室

分析化学

検査学Ⅰ

（実習）分光光度計

を用いた分析

大川 龍之介 【到達目標】１６），１７）   

【学習方法】実習   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

11-12 12/1 08:50-10:30 遠隔授業

（非同期

型）

分析化学

検査学Ⅰ

一般検査概要（尿

の性状，取り扱い）

大川 龍之介 【到達目標】３）   

【学習方法】非同期動画  

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド

13-14 12/1 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室2

分析化学

検査学Ⅰ

臨床検査概要（アク

ティブラーニング）

大川 龍之介 【到達目標】１）   

【学習方法】グループワーク，課題発表   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

15-16 12/1 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室2

分析化学

検査学Ⅰ

（実習用）実験器具

の使い方，再現性

大川 龍之介 【到達目標】１６）   

【学習方法】実習説明   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

17-20 12/1 15:10-18:40 保健衛生

学実習室

分析化学

検査学Ⅰ

（実習）実験器具の

使い方，再現性

大川 龍之介 【到達目標】１６）   

【学習方法】実習   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

21-22 12/5 08:50-10:30 遠隔授業

（非同期

型）

分析化学

検査学Ⅰ

尿定性検査，尿中

の成分（タンパク，

潜血，糖）（概要）

大川 龍之介 【到達目標】６），７），８），９）  

【学習方法】非同期動画   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 

23-24 12/5 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室4

分析化学

検査学Ⅰ

尿の生成（詳細） 大川 龍之介 【到達目標】３）   

【学習方法】対面講義  

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド

25-26 12/5 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室4

分析化学

検査学Ⅰ

（実習用）尿中成分

の定性・同定法（試

験紙，用手法）

大川 龍之介 【到達目標】１８），１９）   

【学習方法】実習説明   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

27-30 12/5 15:10-18:40 保健衛生

学実習室

分析化学

検査学Ⅰ

（実習）尿中成分の

定性・同定法（試験

紙，用手法）

大川 龍之介 【到達目標】１８），１９）   

【学習方法】実習   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

31-32 12/12 08:50-10:30 遠隔授業

（非同期

型）

分析化学

検査学Ⅰ

尿タンパク（詳細），

尿定性分析（その

他の項目），尿沈渣

大川 龍之介 【到達目標】７），８），１１），１２）  

【学習方法】非同期動画   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド

33-34 12/12 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室4

分析化学

検査学Ⅰ

尿pH，尿比重・浸透

圧

大川 龍之介 【到達目標】１０）  

【学習方法】対面講義  

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド

35-36 12/12 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室4

分析化学

検査学Ⅰ

（実習用）脳脊髄液

中の細胞数の算定, 

尿中タンパク質測

定

大川 龍之介 【到達目標】２０）   

【学習方法】実習説明   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

37-40 12/12 15:10-18:40 保健衛生

学実習室

分析化学

検査学Ⅰ

（実習）脳脊髄液中

の細胞数の算定, 

尿中タンパク質測

定

大川 龍之介 【到達目標】２０）   

【学習方法】実習   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

41-42 12/19 08:50-10:30 遠隔授業

（非同期

型）

分析化学

検査学Ⅰ

脳脊髄液検査，糞

便・喀痰検査など

（概要）

大川 龍之介 【到達目標】１３），１４），１５）   

【学習方法】非同期動画   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答
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/WebClass講義用スライド 

43-44 12/19 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室4

分析化学

検査学Ⅰ

脳脊髄液検査，糞

便・喀痰検査など

（応用）

大川 龍之介 【到達目標】１３），１４），１５）  

【学習方法】対面講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド

45-46 12/19 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室4

分析化学

検査学Ⅰ

（実習用）尿タンパ

ク定量

大川 龍之介 【到達目標】２１）   

【学習方法】実習説明   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

47-50 12/19 15:10-18:40 保健衛生

学実習室

分析化学

検査学Ⅰ

（実習）尿タンパク

定量

大川 龍之介 【到達目標】２１）   

【学習方法】実習   

【事前学習】WebClass実習用スライド，実習書

51-52 1/12 15:10-16:50 保健衛生

学科講義

室4

分析化学

検査学Ⅰ

定期試験 大川 龍之介

授業方法 

講義と実習を行う。講義は座学のみならず，任意の個人個人に質問しながらの講義とする。一部の授業は，与えられたテーマでグループ

ディスカッションを行い，代表者がグループの意見を発表する（アクティブラーニング）。 

講義の方法は， 

授業内容 

検体の取り扱い方，尿中化学成分に関する種々の分析法とその臨床的解釈，糞便・胃液・十二指腸液・脳脊髄液などの体液成分に含まれ

る成分分析法と臨床的解釈について解説する。また，実習内容に関する講義および実習を行う。 

成績評価の方法 

学期末筆記試験および出席点，講義時の積極性により評価する。実習はレポート，プレゼンテーションや実習時の積極性により評価す

る。学期末試験には当該学習内容に関する英語の問題や実習内容も出題する。 

１）学期末筆記試験  100点 

２）実習レポート評価 100点 

３）講義および実習時の出席点・積極性 100点 

４）非同期型講義の課題・振り返り試験 100点 

成績評価の基準 

１），２）において，それぞれ60点に達した場合に合格とする。最終的にどちらかでも不合格であった場合には，分析化学検査学Iを不合格

とする。 

成績は１）と２）の平均：90％，３）：5%，４）：5% として合算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に授業内容を記載したファイルを配布するので，必ず予習し，特に不明な点を明確にして授業に臨むこと。講義・実習後，不明な点は

メールにてすぐに質問し，わからないままにしないこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上，実習に４分の３以上出席し，聴講・実験をした者。内容の都合上，原則，遅刻は認められない。zoom による講義の場

合は，講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合に出席とする。非同期型講義の場合は，その際に課された課題（また

はWeb試験）を提示された期限までに終了したことをもって出席とする。非同期型講義の次の同期型講義の初めに、振り返り試験を行う。 

教科書 

一般検査学／三村邦裕, 宿谷賢一 編集,：医歯薬出版，2016  ：医歯薬出版 

参考書 

臨床検査法提要 = Kanai's Manual of Clinical Laboratory Medicine／金井正光 監修,奥村伸生, 戸塚実, 矢冨裕 編集,：金原出版，2015 

他科目との関連 

化学，生化学で学んだ知識及び技術が一般検査を学ぶ上でも基礎となる。 

履修上の注意事項 

授業内容が前後する場合は事前に連絡する。  欠席・遅刻をしないこと。 
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備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介 ： ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介 ：特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 
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時間割番号 013010B 

科目名 医用システム情報学講義(Ⅰ) 科目 ID MT-131300-L 

担当教員 伊藤 南[ITO MINAMI] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 1 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Measurement,System and Information，Lecture（Ⅰ） 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

授業明細を参照 

授業の目的、概要等 

神経系などの生体もまた電気的な信号伝達を行っており、臨床検査においても生理学的検査の多くは生体の電気信号を計測を通じて身

体状況を検査している。そのため生体の電気的な性質や原理を正しく理解することが必要である。また、臨床検査を含む現代の医療は各

種の検査・診断・治療機器に大きく依存しており、これらの機器の動作原理を正しく理解し、適切に使用、保守・管理することが必要であ

る。臨床検査技師として最低限知っていてほしい、①基本的な電気現象や法則、②生体電気信号の各種フィルタ回路の原理、③生体電気

信号の増幅回路の原理、④測定装置を電気的に安全に使用するための考え方を学ぶ。実習と組み合わせることにより、体験的な理解や

知識の修得を目指す。 

授業の到達目標 

1.電流が流れる原理と受動素子の役割を理解し、説明できる。回路図と単位を理解し、説明できる。 

2.ジュール熱とローレンツ力と電磁誘導の関係を理解し、その利用法について説明できる。 

3.複素インピータンスによりCR直列回路の過渡応答と応答特性を説明できる。 

4.受動素子によるフィルタ回路や共振回路の原理と性質を理解し、説明できる。 

5.生体の電気特性とそれに添った安全対策の考え方を理解し、説明できる。  

6.能動素子（ダイオード、トランジスタ、FET、OPアンプ）の原理と性質を説明し、理解できる。 

7.トランジスタの静特性と動特性、およびオペアンプ増幅回路の特性を理解し、説明できる。  

8.生体増幅器および生体電気計測の考え方を理解し、説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 10/16 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査で用

いられる医用

工学の基礎

講義の目的、回路図、電流が

流れる原理、クーロンの法

則、ガウスの法則

伊藤 南 【到達目標】1),2)   

【学習方法】対面講義、非同期教材   

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中のアンケー

ト集計

3-4 10/30 15:10-16:50 保健衛生

学科講義

室4

受動素子の性

質と応用

ファラデーの法則、フレミン

グの左手の法則、サイクロト

ロン、電磁波

伊藤 南 【到達目標】1),2)   

【学習方法】対面講義、非同期教材   

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テストと

アンケート集計

5-6 11/6 15:10-16:50 遠隔授業

（同期型）

交流と複素イ

ンピーダンス

指数と対数と三角関数、複素

数による交流の表現、複素イ

ンピーダンス、有効電力と無

効電力

伊藤 南 【到達目標】3)   

【学習方法】遠隔/同期、非同期教材    

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テストと

アンケート集計

7-8 11/13 15:10-16:50 保健衛生

学科講義

室4

臨床検査で用

いられる医用

工学の応用～

信号フィルタ

回路

CR直列回路の過渡応答と応

答特性、ボード線図、周波数

フィルタ回路、共振回路

伊藤 南 【到達目標】4)   

【学習方法】対面講義、非同期教材    

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テストと

アンケート集計 
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9-10 11/20 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室4

医用電子機器

の安全対策

生体の電気特性、電撃（マク

ロショックとミクロショック）、

安全管理の考え方、電気機

器の安全基準、施設の電気

的安全対策

伊藤 南 【到達目標】5)   

【学習方法】対面講義    

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テストと

アンケート集計

11-12 12/4 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室2

能動素子の性

質と応用

ダイオードとトランジスタ、ト

ランジスタの静特性と動特

性、バンド理論

伊藤 南 【到達目標】6),7)   

【学習方法】対面講義、非同期教材   

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テストと

アンケート集計

13-14 12/22 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査に用

いられる医用

工学の応用～

信号増幅回路

理想オペアンプ、オペアンプ

増幅回路（反転増幅回路、非

反転増幅回路、差動増幅回

路、コンパレータ）、増幅器の

制御

伊藤 南 【到達目標】6),7)   

【学習方法】対面講義、非同期教材    

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テストと

アンケート集計

15-16 1/5 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査に利

用される医用

電子技術

生体アンプ、増幅回路の特

性（入力インピーダンス、出

力インピーダンス、インピー

ダンスマッチング）、電極、ト

ランスデューサー（センサ）

伊藤 南 【到達目標】8)   

【学習方法】対面講義、非同期教材    

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テストと

アンケート集計

17-18 1/19 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室2

期末試験 伊藤 南

授業方法 

配布資料、教科書をもとに講義する。配布資料は事前に WebClass で公開する。前回講義の内容を範囲として小テストを行う。講義中にア

ンケートソフトを利用した質疑やグループ討論を行う。講義中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。主に対面講義を実施するが、

状況により遠隔講義/同期で実施する場合もある。対面講義では大学の指針に従って感染症対策を行う。授業形態の変更等があれば随

時連絡する。講義の一部を非同期素材により補完する。 

授業内容 

授業明細を参照 

成績評価の方法 

１）学期末筆記試験の成績 

２）講義中の小テストの成績 

成績評価の基準 

学期末筆記試験の成績(１００点満点))に、講義中の小テストの成績（２０点以内に換算）を加えて、総合点とする。学期末筆記試験の 20%相

当を英語で出題する。総合点が６０点以上のものを合格とする。期末試験が合格点に満たないものには再試験を実施し、総合成績が６０

点以上のものを合格とする。特段の事情が認められる場合には科目責任者の判断で確認テストを実施し、成績が６０点以上のものを合格

とする。総合成績より評点を決める。本試験で合格したものは６０～１００点、再試験で合格したものは６０～７５点、確認テストで合格した

ものは６０点を範囲として比例換算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

①高校で学んだ物理学の電気、磁気の内容を復習することが望ましい。 

②前回までの講義内容を理解していることを前提にして次の講義を行うので、よく復習してから講義に参加する。欠席者は特に注意する

こと。 

③配布資料は各自でWebClassよりダウンロード、印刷しておくこと。当日の資料配布なし。 

④講義前に、配布資料と教科書の関連範囲に目を通しておくこと（教科書との対応は授業明細の備考欄を参照）。 

⑤講義の一部を遠隔/非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。 

試験の受験資格 

２／３以上の出席をもって受験資格とする。対面講義の場合はカードリーダーの記録、遠隔講義の場合はアクセス記録により出席を確認

する。また講義中に行う小テストおよびアンケート形式の質疑応答へ参加によっても出席を確認する。講義の無断欠席や無断早退が認め
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られた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、科目責任者より代替法を指示

する。 

教科書 

医用工学 : 医療技術者のための電気・電子工学（第二版）／若松秀俊, 本間達 著,：共立出版，2016 

参考書 

医用工学概論／嶋津秀昭, 若松秀俊, 北村清吉, 石川敏三, 石山陽事, 野島一雄 [著],：医歯薬出版，2005 

医用電気工学1／戸畑裕志, 中島章夫 編,日本臨床工学技士教育施設協議会 監修,：医歯薬出版，2009 

医用電気工学2／日本臨床工学技士教育施設協議会 監修,戸畑裕志, 中島章夫 編,：医歯薬出版，2008 

医用電子工学／中島章夫 編,日本臨床工学技士教育施設協議会 監修,：医歯薬出版，2009 

他科目との関連 

医用システム情報学実習（Ⅰ）と補完する。医用工学は臨床検査学の周辺領域を広くカバーし、臨床検査を支えている。検査管理学、医用

システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる一連の講義、演習、実習として構成する。個別の検査機器

の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

①能動的な講義への参加、講義時間を無駄に過ごさないことを希望する。  ②講義資料は事前に WebClass で閲覧できるようにしてある

ので予習すること。  ③講義中ないし講義後の質問を歓迎する。  ④講義中に、学習ツール「スグキク」を使用するので、インターネットに

接続可能なスマホ、パソコンを持参すること。  ⑤前回の講義の範囲で小テストを実施するので、必ず復習しておくこと。確認テストを利用

するとよい。  ⑥講義の一部を非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。  と。  ⑦著作権の問題

があるので Zoom講義の撮影と講義資料の受講者以外への公開を禁ずる。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

minami.bse@tmd.ac.jp、  

オフィスアワー 

伊藤南 ： ３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

伊藤南 ：随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013014A 

科目名 病原体検査学講義(Ⅰ) 科目ID MT-130600-L 

担当教員 齋藤 良一[SAITO RYOICHI] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 1 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical microbiology，Lecture（Ⅰ） 

【科目責任者】齋藤 良一 

主な講義場所 

遠隔授業（同期）により行う。 

授業の目的、概要等 

感染症の原因である微生物および微生物とその宿主（特に人間）との相互関係に関する学問である医学微生物学について学ぶ。また人

間をとりまく環境中の微生物についても学習する。 

授業の到達目標 

学生はこの講義を通して医学微生物学の基礎的知識を修得できる。 

1）微生物の構造や細菌の代謝、遺伝、微生物の消毒、滅菌方法について説明できる。 

2）微生物の病原因子や宿主の感染防御機構、感染症治療と予防・感染制御について説明できる。 

3）医学微生物学の領域で問題となる主な病原微生物（細菌、真菌、ウイルス、寄生虫）とそれらが関わる感染症について説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 9/26 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室2

微生物学総論

（１）

微生物学の概念と

歴史，微生物細胞

の形態と構造，微

生物の分類・命名

齋藤 良一 【到達目標】1)  

【学習方法】遠隔講義、質疑応答、グループ討論 

【事後課題】WebClass 上での小テスト

3-4 10/3 08:50-10:30 遠隔授業

（同期型）

微生物学総論

（２）

大腸菌の生理と生

化学

齋藤 良一 【到達目標】1)  

【学習方法】遠隔講義 

【事後課題】WebClass 上での小テスト

5-6 10/10 08:50-10:30 遠隔授業

（同期型）

微生物学総論

（３）

細菌の増殖・生残・

死滅，滅菌と消毒

齋藤 良一 【到達目標】1)  

【学習方法】遠隔講義、質疑応答、グループ討論 

【事後課題】WebClass 上での小テスト

7-8 10/17 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室4

微生物学総論

（４）

微生物の遺伝，環

境と微生物

齋藤 良一 【到達目標】1)  

【学習方法】遠隔講義、質疑応答、グループ討論 

【事後課題】WebClass 上での小テスト

9-10 10/24 08:50-10:30 遠隔授業

（同期型）

微生物と免疫 免疫，微生物の病

原因子，宿主の感

染に対する抵抗性

齋藤 良一 【到達目標】2) 

【学習方法】遠隔講義 

【事後課題】WebClass 上での小テスト 

11-12 10/31 08:50-10:30 遠隔授業

（同期型）

感染症学総論

（１）

主な病原微生物（ウ

イルス）と感染症

齋藤 良一 【到達目標】3) 

【学習方法】遠隔講義、質疑応答【事後課題】

WebClass 上での小テスト

13-14 11/7 08:50-10:30 遠隔授業

（同期型）

感染症学総論

（２）

主な病原微生物（細

菌と真菌）と感染症

齋藤 良一 【到達目標】3) 

【学習方法】遠隔講義、質疑応答 

【事後課題】WebClass 上での小テスト

15-16 11/14 08:50-10:30 遠隔授業

（同期型）

感染制御、化

学療法

化学療法，感染症

の予防とコントロー

ル

具 芳明 【到達目標】2) 

【学習方法】遠隔講義、質疑応答 

【事後課題】WebClass 上での小テスト

17-18 11/24 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室4

試験 齋藤 良一
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授業方法 

遠隔授業（同期型）：WebClass で事前配布した資料をもとに講義し、質疑応答やグループ討論、小テスト等を行う。 

なお、遠隔授業（非同期型）となった場合は、WebClassで配布された動画資料を視聴後、WebClass上で小テストに解答し、各自で講義内容

の理解度を確認する。 

授業内容 

医学微生物学全般（細菌学、ウイルス学、真菌学、免疫学）にわたる基礎的な事項について講義を行う。感染症に関してもその概略を述べ

る。一部で分子生物学的手法を用いた先進的な微生物の特性や動態解析についても概説する。 

成績評価の方法 

定期試験成績（85 点）、課題内容（10 点）および授業態度（5 点）により総括的評価（100 点満点）を行う。定期試験は多肢選択問題で構成さ

れ、基本的な専門用語を英語で示す問題も一部に含まれる。 

成績評価の基準 

「成績評価の方法」に示した項目の合計が 60 点以上の場合を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

講義前に事前配布資料で予習し、関連する内容は教科書でも学習すること。 

試験の受験資格 

本学の試験規則を満たす者。但し、出席管理は以下のように行う。 

・遠隔授業（同期型）：zoomのアクセス時間と講義中に行う小テストや質疑応答等により判断する。講義開始30分以上経過後のアクセスは

欠席とみなす。 

・対面授業：出席管理システム（カードタッチ）で判断する。講義開始30 分以上の遅刻は欠席とみなす。

なお、遠隔授業（非同期型）に変更となった場合は動画視聴後に提示された課題を期限内に提出した場合、出席とする。 

教科書 

臨床微生物学／松本哲哉 編集,：医歯薬出版，2017 

参考書 

シンプル微生物学／小熊惠二, 堀田博, 若宮伸隆編集,小熊, 恵二,堀田, 博,若宮, 伸隆,：南江堂，2018 

標準微生物学／神谷茂, 錫谷達夫編集,中込, 治,神谷, 茂,錫谷, 達夫,：医学書院，2018 

イラストでわかる微生物学超入門 : 病原微生物の感染のしくみ／齋藤光正著,齋藤, 光正,：南山堂，2018 

他科目との関連 

免疫学、生化学、病理学、公衆衛生学などの科目と密接な関係を持っている。 

履修上の注意事項 

微生物学の範囲は広く講義時間数は限られているので、毎回出席することが大切である。また講義内容の復習や講義で詳しく触れなかっ

た事項も自主学習し、単元ごとに知識の定着を図って欲しい。講義・実習に関わる資料は全て著作物であり、著作権の関係上、外部に流

出することの無いように十分気を付けること。 

備考 

前年度の授業評価結果を踏まえ、 今年度も引き続き丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

齋藤 良一:r-saito.mi@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

齋藤 良一:随時（必ず事前に連絡を入れること） 
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時間割番号 013250 

科目名 臨床検査総合管理学 科目 ID MT-131200-L 

担当教員 伊藤 南[ITO MINAMI] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 1～ 単位数 1.5 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Laboratory Management 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

授業明細を参照 

授業の目的、概要等 

検査技術学を専攻した学生が、自ら目指そうとしている専門性を理解し、専攻の特徴について習得することにより、スムーズに専門分野

の学習に取り組めるようになること、また幅広い教養を身に付けた検査技術学分野の専門家を目指して教養教育に取り組めるようにする

ことを目的とする。病院検査部・輸血部・病理部見学、研究室見学等を通じて専門分野の専門家を目指す意識を高め、カリキュラムの概要

を理解した上で、検査技術学を専攻する学生として積極的に基礎知識を習得する態度を身につける。 

信頼性の高い検査情報を得るためには、臨床検査の方法を良くするだけではなく、検査の質を維持・向上する必要がある。検査の精度管

理と品質保証、臨床判断基準、検査室の安全管理について学ぶ。検査の品質管理ともいうべき精度管理の考え方は臨床検査のみなら

ず、ひろく研究・技術開発の様々な状況に通じる。 

授業の到達目標 

1.検査技術学の概要と基礎分野、専門分野、臨地実習、卒業研究等の内容を理解し、大学における学習・研究活動に積極的に取り組む姿

勢を身につける。 

2.臨床検査技師の役割と使命、臨床検査技師の職業倫理と守秘義務,、臨床検査のTPOとながれを理解し、説明できる。 

3.臨床検査の質、精度管理、品質保証を理解し、説明できる。 

4.測定誤差とその管理法を理解し、説明できる。 

5.臨床検査の標準化、測定法の評価、内部精度管理の方法を理解し、説明できる。 

6.疾患の有無を判断するため基準、確定診断や鑑別診断判断に至るための考え方を理解し、説明できる。 

7.臨床検査の安全管理、医療情報や個人情報の取り扱い、次世代の臨床検査技師像を理解し、説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 9/25 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査の概要

(1)

講義の目的、臨床検査技師

の役割と使命、病院見学の

注意

伊藤 南 【到達目標】1)  

【学習方法】対面講義 

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中のアン

ケート集計

3-4 9/25 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査の現状 臨床検査部門の業務と各種

管理

大川 龍之介 【到達目標】1)  

【学習方法】対面講義 

【その他】講義資料の事前配布

5-8 9/25 13:20-16:50 保健衛生

学科講義

室2

病院見学 本学付属病院の検査部・輸

血部・病理部を見学

伊藤 南 【到達目標】1)  

【学習方法】対面講義、見学 

【その他】講義資料の事前配布

9-10 10/16 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室2

メンタルヘルス

について

メンタルヘルスについて 平井 伸英 【到達目標】1)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布

11-12 10/30 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室4

臨床検査の概要

(2)

臨床検査技師とは、臨床検

査技師の職業倫理と守秘義

務、臨床検査部門、検査の

TPO

伊藤 南 【到達目標】2) 

【学習方法】対面講義、非同期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計 
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13-14 11/6 13:20-15:00 遠隔授業

（同期型）

精度管理と品質

保証

クオリティーマネージメント、

検査の受付から報告まで、

検体の採取・取り扱い・保存,

外部精度管理（ISO15189）、

代表値と測定誤差、誤差の

種類、真度、精密度、精確さ

伊藤 南 【到達目標】3)、4)  

【学習方法】遠隔講義/同期、非同期

教材  

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

15-16 11/13 13:20-15:00 保健衛生

学科講義

室4

検査の標準化 基準分析法、標準物質、許容

誤差限界、トレーサビリティ、

不確かさ、単位

伊藤 南 【到達目標】5)  

【学習方法】対面講義 

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

17-18 11/20 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室4

測定法の評価 精密さの評価（併行精度、精

密度プロファイル）、真度の

評価（希釈直線性試験、添加

回収試験、干渉試験、比較試

験、安定性試験）、日常検査

の管理、PDCAサイクル

伊藤 南 【到達目標】5)  

【学習方法】対面講義 

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

19-20 12/4 10:40-12:20 保健衛生

学科講義

室4

内部精度管理 シューハートの管理図法、マ

ルチルール管理図法、個別

データによる管理

伊藤 南 【到達目標】5) 

【学習方法】対面講義、非同期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

21-22 12/22 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室2

検査情報の利用 健康な人とは、基準範囲、感

度と特異度、尤度比、適中

率、ROC曲線、確実な診断と

は、 臨床判断基準、治療閾

値、コスト＆ベネフィット

伊藤 南 【到達目標】6) 

【学習方法】対面講義、非同期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

23-24 1/5 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査の安全

管理

リスクマネージメント、これか

らの臨床検査と臨床検査技

師の役割

伊藤 南 【到達目標】7)  

【学習方法】対面講義 

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

25-26 1/19 08:50-10:30 保健衛生

学科講義

室2

期末試験 伊藤 南

授業方法 

臨床検査の概要の講義と病院見学を行う。病院検査部・輸血部・病理部見学、研究室見学を通して実際の医療における臨床検査の現状や

大学における今後の学習・研究活動を体感する。その後、精度管理について講義を行う。配布資料、教科書をもとに講義する。配布資料

は事前に WebClass で公開する。前回講義の内容を範囲として小テストを行う。講義中にアンケートソフトを利用した質疑やグループ討論

を行う。講義中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。主に対面講義を実施するが、状況により遠隔講義/同期で実施する場合もあ

る。対面講義では大学の指針に従って感染症対策を行う。授業形態の変更等があれば随時連絡する。講義の一部を非同期素材により補

完する。 

授業内容 

授業明細を参照 

成績評価の方法 

１) レポート（病院見学、研究室見学）

２）学期末筆記試験の成績 

３）講義中の小テストの成績 

26



成績評価の基準 

①病院見学、研究室見学についてレポートを提出する。内容や締め切りについては講義中に指示する。指示を満たしているものは６０

点、優れたものは８０点、希に優れているものは１００点を目安に評価する。 

②学期末筆記試験の成績(１００点満点))に、講義中の小テストの成績（２０点以内に換算）とレポートの成績（２０点以内に換算）を加えて、

総合的に評価する。学期末筆記試験の 20%相当を英語で出題する。総合成績が６０点以上のものを合格とする。期末試験が合格点に満た

ないものは再試験を実施し、総合成績が６０点以上のものを合格とする。特段の事情が認められる場合には科目責任者の判断で確認テ

ストを実施し、成績が６０点以上のものを合格とする。 

③総合成績より評点を決める。本試験で合格したものは６０～１００点、再試験で合格したものは６０～７５点、確認テストで合格したもの

は６０点を範囲として比例換算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

①すでに統計学の教科書を持っているものは、教科書２は不要。 

②１年生で学んだ「統計学」の内容を良く理解しておくこと。 

③配布資料は各自でWebClassよりダウンロード、印刷しておくこと。当日の資料配布なし。 

④講義前に、配布資料と教科書の関連範囲に目を通しておくこと（教科書との対応は授業明細の備考欄を参照）。 

⑤講義の一部を遠隔/非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。 

試験の受験資格 

①病院見学への参加を必須とする。見学の無断欠席や無断早退が認められた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。

特段の理由があると認められる場合には、担当教員より代替法を指示する。 

②２／３以上の出席をもって受験資格とする。対面講義の場合はカードリーダーの記録、遠隔講義の場合はアクセス記録により出席を確

認する。また講義中に行う小テストおよびアンケート形式の質疑応答へ参加によっても出席を確認する。講義の無断欠席や無断早退が認

められた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、科目責任者より代替法を指

示する。 

教科書 

検査総合管理学／高木康、三村邦裕：医歯薬出版，2016 

入門統計学／栗原伸一著,：オーム社，2011-07 

参考書 

バイオサイエンスの統計学 : 正しく活用するための実践理論／市原清志：南江堂，1990 

入門医療統計学／森實敏夫：東京図書，2004 

統計学が最強の学問である／西内啓：ダイヤモンド社，2013 

統計学図鑑／栗原伸一, 丸山敦史 共著,：オーム社，2017 

臨床医学総論 : 臨床医学総論 放射性同位元素検査技術学 医用工学概論 情報科学・医療情報学 公衆衛生学／小山高敏, 戸塚実編

集 ; 小山高敏 [ほか] 執筆,小山, 高敏,戸塚, 実,：医学書院，2013 

検査機器総論・検査管理総論／横田浩充, 大久保滋夫編集 ; 大久保滋夫 [ほか] 執筆,横田, 浩充,大久保, 滋夫,：医学書院，2013 

他科目との関連 

臨床検査に関する入門的な講義としてすべての講義・演習・実習に関連し、臨床検査への興味、学習への意欲を高めてほしい。  統計処

理について、公衆衛生学、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）と関連する。  医用工学は臨床検査学の周辺領域を広くカバーし、臨床検査を支

えている。検査管理学、医用システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる一連の講義、演習、実習として

構成する。個別の検査機器の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

①能動的な講義への参加、講義時間を無駄に過ごさないことを希望する。  ②講義資料は事前に WebClass で閲覧できるようにしてある

ので予習すること。  ③講義中ないし講義後の質問を歓迎する。  ④講義中に、学習ツール「スグキク」を使用するので、インターネットに

接続可能なスマホ、パソコンを持参すること。  ⑤前回の講義の範囲で小テストを実施するので、必ず復習しておくこと。確認テストを利用

するとよい。  ⑥講義の一部を非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。  ⑦著作権の問題がある

ので Zoom講義の撮影と講義資料の受講者以外への公開を禁ずる。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南:minami.bse@tmd.ac.jp、 
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オフィスアワー 

伊藤 南:３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013260 

科目名 多職種連携Ⅰ 科目 ID MT-171400-L 

担当教員 伊藤 南[ITO MINAMI] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 1～ 単位数 0.5 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

【科目責任者】伊藤南（医学部保健衛生学科検査技術学専攻） 

全学共通科目「多職種連携」の一環として 2023年度より開始する。担当教員や実施細目については後日連絡する。 

主な講義場所 

授業明細を参照 

授業の目的、概要等 

医学系・歯学系全学科での多職種間の融合教育の基礎として、互いを知り、それぞれの将来像を共有するとともに、患者講師の講演を通

して医療系大学初学者の自覚をもつことを目標とした参加型学習セッションである。 

授業の到達目標 

本学初学年の学生として、自らの知識や価値観を、他学科の学生に共有することができる。 

本学初学年の学生として、他学科学生の役割や意見を尊重した説明や返答、問いかけができる。 

他学科学生との演習活動の中で、協働を実現するために、自らの役割を果たすことができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-8 4/11 08:50-16:50 詳細は後日連絡する 詳細は後日連絡する 伊藤 南 詳細は後日連絡する

授業方法 

詳細は後日連絡する 

授業内容 

詳細は後日連絡する 

成績評価の方法 

成績はグループワークへの参加態度（50%）、レポート等の提出物（50%）により評価する。 

成績評価の基準 

参加態度は、司会や書記を務め、積極的に発言しただけではなく、グループメンバーの話しやすい雰囲気を作るなど、聞く姿勢も評価の

対象となる。期日までに提出された課題を採点対象とし、講演で聞いた内容やグループワークで話し合った内容が含まれているか、自分

自身の考えが描かれているかについて授業の到達目標の達成度に応じて採点する。 

準備学習等についての具体的な指示 

詳細は後日連絡する 

試験の受験資格 

詳細は後日連絡する 

教科書 

詳細は後日連絡する 

参考書 

詳細は後日連絡する 

他科目との関連 

医療系大学初学者の自覚をもつことを促し、全科目と広く関連を持つ。 

履修上の注意事項 

詳細は後日連絡する 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

全学共通科目「多職種連携」の一環として 2023年度より開始する。担当教員や実施細目については後日連絡する。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南 ： minami.bse@tmd.ac.jp、 

オフィスアワー 

伊藤 南 ：３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室  随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/3 月

4 火

5 水 【合】生化学講義（1） 同期型(zoom) 【合】生化学講義（2） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（1）

同期型(zoom)
【合】病理検査学講義
（1）

同期型(zoom)

6 木 2年生進級ガイダンス
登校(面接授
業) 講義室4

医用システム情報学
実習Ⅰ（1）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（2）

登校(面接授
業)

7F
実習室

7 金
遺伝子・染色体
検査学講義（1）

登校(面接授
業)

講義室2
人体構造学実習

（1）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（2）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（3）
登校(面接授
業)

7F
実習室

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/10 月
【合】病理検査学講義
（2）

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室4
【合】病理検査学講義
（3）

ハイフレックス
型（検査登校）

講義室4

11 火
遺伝子・染色体検査
学講義（2）

登校(面接授
業)

講義室2

12 水
分析化学検査学Ⅱ
（k1）

同期型(zoom)
分析化学検査学Ⅱ
（k2）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（2）

同期型(zoom) 海外研修報告会 同期型(zoom)

13 木 【合】生化学講義（3）
ハイフレックス
型（看護登校）

【合】生化学講義（4）
ハイフレックス
型（看護登校）

移動時間 医用システム情報学
実習Ⅰ（3）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（4）

登校(面接授
業)

7F
実習室

14 金
医用システム情報学
講義Ⅰ（1）

登校(面接授
業)

講義室2 人体構造学実習（4）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（5）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（6）
登校(面接授
業)

7F
実習室

③ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/17 月 【合】生理学講義(1)
ハイフレックス
型（看護登校）

【合】生理学講義(2)
ハイフレックス
型（看護登校）

【合】生化学講義（5）
ハイフレックス
型（看護登校）

【合】病理検査学講義
（4）

ハイフレックス
型（看護登校）

18 火
分析化学検査学Ⅱ
（k3）

同期型(zoom)
分析化学検査学Ⅱ
（k4）

同期型(zoom)
遺伝子・染色体
検査学講義（3）

同期型(zoom)

19 水 【合】生化学講義（6） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（3）

同期型(zoom) [選]遺伝学（1）
非同期型
(webclass)

20 木
医用システム情報学
講義Ⅰ（2）

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅰ（5)

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（6）

登校(面接授
業)

7F
実習室

21 金
医用システム情報学
講義Ⅰ（3）

登校(面接授
業)

講義室2 人体構造学実習（7）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（8）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（9）
登校(面接授
業)

7F
実習室

④ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/24 月 【合】生理学講義（3） 同期型(zoom) 【合】生理学講義（4） 同期型(zoom)
【合】臨床病態学Ⅰ
（1）

同期型(zoom) 【合】生化学講義（7） 同期型(zoom)
[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(1)

同期型(zoom)

25 火
分析化学検査学Ⅱ
（k5）

登校(面接授
業)

講義室4
分析化学検査学Ⅱ
（k6）

登校(面接授
業)

講義室4
遺伝子・染色体
検査学講義（4）

登校(面接授
業)

講義室4

26 水
【合】病理検査学講義
（5）

同期型(zoom)
【合】病理検査学講義
（6）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（4）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（5）

同期型(zoom)

27 木 【合】生化学講義（8）
ハイフレックス
型（看護登校）

【合】生化学講義（9）
ハイフレックス
型（看護登校）

移動時間 医用システム情報学
実習Ⅰ（7）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（8）

登校(面接授
業)

7F
実習室

28 金 [選]分子生物学（1） 同期型(zoom)
医用システム情報学
講義Ⅰ（4）

登校(面接授
業)

講義室2
遺伝子・染色体
検査学講義（5）

登校(面接授
業)

講義室2

⑤ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/1 月 【合】生化学講義（10） 同期型(zoom) 【合】生化学講義（11） 同期型(zoom)
【合】病理検査学講義
（7)

同期型(zoom)
【合】病理検査学講義
（8)

同期型(zoom)

2 火 人体構造学実習（10）
非同期型
(webclass)

人体構造学実習（11）
非同期型
(webclass)

【合】臨床病態学Ⅰ
（2）

非同期型
(webclass)

【合】臨床病態学Ⅰ
（3）

非同期型
(webclass)

3 水

4 木

5 金

⑥ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/8 月 【合】生理学講義（5）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2 【合】生理学講義（6）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
遺伝子・染色体
検査学講義（6）

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅰ（9）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（10）

登校(面接授
業)

7F
実習室

9 火
分析化学検査学Ⅱ
（k7）

非同期型
(webclass)

移動時間 分析化学検査学Ⅱ
（z1)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z1)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z1)

登校(面接授
業)

7F
実習室

10 水 【合】生化学講義（12） 同期型(zoom) 【合】生化学講義（13） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（6）

同期型(zoom) [選]遺伝学（2）
非同期型
(webclass)

11 木 【合】生理学講義（7）
ハイフレックス
型（看護登校）

【合】生理学講義（8）
ハイフレックス
型（看護登校）

12 金 [選]分子生物学（2）
登校(面接授
業)

講義室2 人体構造学実習（12）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（13）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（14）
登校(面接授
業)

7F
実習室

みどりの日

こどもの日

２０２３年度専門科目時間割（検査技術学専攻：第２学年）

（前期）

憲法記念日

!!授業形態「ハイフレックス型」の注意点!!

看護・検査の合同科目はハイフレックス型授業を導入しています。

（看護登校）の場合は看護学生が登校、検査学生は同期型で参加、

（検査登校）の場合は看護学生が同期型、検査学生は登校です。
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⑦ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/15 月
医用システム情報学
講義Ⅰ（5）

登校(面接授
業)

講義室4
遺伝子・染色体
検査学講義（7）

登校(面接授
業)

講義室4
[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(2)

同期型(zoom)
移動時間が無
い学生は講義

室5

16 火
分析化学検査学Ⅱ
（k8）

非同期型
(webclass)

移動時間 分析化学検査学Ⅱ
（z2)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z2)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z2)

登校(面接授
業)

7F
実習室

17 水 病理検査学講義（9） 同期型(zoom) 病理検査学講義（10） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（7）

同期型(zoom) [選]遺伝学（3）
非同期型
(webclass)

18 木 【合】生化学講義（14）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2 【合】生化学講義（15）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2 人体構造学実習（15）
非同期型
(webclass)

人体構造学実習（16）
非同期型
(webclass)

19 金 [選]分子生物学（3） 同期型(zoom) 移動時間 人体構造学実習（17）
登校(面接授
業)

7F
実習室

人体構造学実習（18）
登校(面接授
業)

7F
実習室

⑧ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/22 月 【合】生理学講義（9）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2 【合】生理学講義（10）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(3)

同期型(zoom)

23 火
分析化学検査学Ⅱ
（k9）

非同期型
(webclass)

移動時間 分析化学検査学Ⅱ
（z3)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z3)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z3)

登校(面接授
業)

7F
実習室

24 水 【合】生理学講義（11） 同期型(zoom) 【合】生理学講義（12） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（8）

同期型(zoom) 病理検査学講義（11） 同期型(zoom) [選]遺伝学（4）
非同期型
(webclass)

25 木
【合】臨床病態学Ⅰ
（4）

非同期型
(webclass)

【合】臨床病態学Ⅰ
（5）

非同期型
(webclass)

移動時間
医用システム情報学
実習Ⅰ（11）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（12）

登校(面接授
業)

7F
実習室

26 金
医用システム情報学
講義Ⅰ（6）

登校(面接授
業)

講義室2
遺伝子・染色体
検査学講義（8）

登校(面接授
業)

講義室2

⑨ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/29 月
【合】臨床病態学Ⅰ
（6）

非同期型
(webclass)

【合】生理学講義（13）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
遺伝子・染色体
検査学講義（9）

登校(面接授
業)

講義室2 移動時間
[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(4)

同期型(zoom)

30 火
分析化学検査学Ⅱ
（k10）

非同期型
(webclass)

移動時間 分析化学検査学Ⅱ
（z4)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z4)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z4)

登校(面接授
業)

7F
実習室

31 水 病理検査学講義（12） 同期型(zoom) 病理検査学講義（13） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（9）

同期型(zoom) [選]遺伝学（5）
非同期型
(webclass)

6/1 木 【合】生理学講義（14）
ハイフレックス
型（看護登校） 移動時間

医用システム情報学
実習Ⅰ（13）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（14）

登校(面接授
業)

7F
実習室

2 金 [選]分子生物学（4） 同期型(zoom) 移動時間 生理学実習（1）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生理学実習（2）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生理学実習（3）
非同期型
(webclass)

⑩ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/5 月
【合】臨床病態学Ⅰ
（7）

非同期型
(webclass)

【合】生理学講義（15）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
遺伝子・染色体
検査学講義（10）

登校(面接授
業)

講義室2
[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(5)

同期型(zoom)

6 火
分析化学検査学Ⅱ
（k11）

登校(面接授
業)

講義室2
分析化学検査学Ⅱ
（z5)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z5)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z5)

登校(面接授
業)

7F
実習室

7 水 病理検査学講義（14） 同期型(zoom) 病理検査学講義（15） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（10）

同期型(zoom)

8 木 【合】生理学講義（16） 同期型(zoom) 移動時間
医用システム情報学
実習Ⅰ（15）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（16）

登校(面接授
業)

7F
実習室

9 金 臨床病態学Ⅰ(8)
チーム医療導入
登校(面接授
業)

鈴木章夫記念
講堂

臨床病態学Ⅰ(9)
チーム医療導入
登校(面接授
業)

鈴木章夫記念
講堂

臨床病態学Ⅰ(10)
チーム医療導入
登校(面接授
業)

鈴木章夫記念
講堂

臨床病態学Ⅰ(11)
チーム医療導入
登校(面接授
業)

鈴木章夫記念
講堂

⑪ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/12 月
【合】臨床病態学Ⅰ
（12）

非同期型
(webclass)

【合】生理学講義（17）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
遺伝子・染色体
検査学講義（11）

登校(面接授
業)

講義室2 移動時間
[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(6)

同期型(zoom)

13 火 [選]分子生物学（5） 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は

講義室2

遺伝子・染色体
検査学講義（12）

登校(面接授
業)

講義室2

14 水 病理検査学講義（16） 同期型(zoom) 病理検査学講義（17）
非同期型
(webclass)

Global
Communication(Ⅰ)
（11）

同期型(zoom)

15 木
【合】臨床病態学Ⅰ
（13）

非同期型
(webclass)

医用システム情報学
講義Ⅰ（7）

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅰ（17）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（18）

登校(面接授
業)

7F
実習室

16 金 [選]分子生物学（6） 同期型(zoom) 移動時間 生理学実習（4）
登校(面接授
業)

8F生理実習室 生理学実習（5）
登校(面接授
業)

8F生理実習室 生理学実習（6）
登校(面接授
業)

8F生理実習室

⑫ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/19 月
【合】臨床病態学Ⅰ
（14）

非同期型
(webclass)

遺伝子・染色体
検査学講義（13）

同期型(zoom) [選]遺伝学（6）
非同期型
(webclass)

[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(7)

同期型(zoom)

20 火
医用システム情報学
講義Ⅰ（8）

同期型(zoom)
遺伝子・染色体
検査学講義（14）

同期型(zoom) 移動時間 [選]遺伝学（7） 同期型(zoom) [選]遺伝学（8）
非同期型
(webclass)

21 水 病理検査学講義（18）
非同期型
(webclass)

病理検査学講義（19） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（12）

同期型(zoom)

22 木
【合】臨床病態学Ⅰ
（15）

同期型(zoom) 移動時間 生理学実習（7）
登校(面接授
業)

講義室2,3 生理学実習（8）
登校(面接授
業)

講義室2,3 生理学実習（9）
非同期型
(webclass)

23 金 [選]分子生物学（7） 同期型(zoom) 移動時間
医用システム情報学
実習Ⅰ（19）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（20）

登校(面接授
業)

7F
実習室

⑬ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/26 月 【合】生理学講義（18）
ハイフレックス
型（看護登校）

27 火 【合】生理学講義（19）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2
遺伝子・染色体
検査学講義（15）

登校(面接授
業)

講義室2 生理学実習（10）
登校(面接授
業)

8F生理実習室 生理学実習（11）
登校(面接授
業)

8F生理実習室 生理学実習（12）
登校(面接授
業)

8F生理実習室

28 水 【合】生理学講義（20） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（13）

同期型(zoom)

29 木
【合】臨床病態学Ⅰ
（16）

非同期型
(webclass)

【合】臨床病態学Ⅰ
（17）

非同期型
(webclass)

30 金 [選]分子生物学（8）
登校(面接授
業)

講義室2 生理学実習（13）
登校(面接授
業)

8F生理実習室 生理学実習（14）
登校(面接授
業)

8F生理実習室 生理学実習（15）
登校(面接授
業)

8F生理実習室
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⑭ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/3 月 【合】生理学講義（21）
ハイフレックス
型（看護登校）

【合】生理学講義（22）
ハイフレックス
型（看護登校）

[選］English for
 Health Care SciencesⅠ
(8)

同期型(zoom)

4 火

5 水
Global
Communication(Ⅰ)
（14）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅰ)
（15）

同期型(zoom)

6 木
【合】臨床病態学Ⅰ
（18）

非同期型
(webclass)

臨床病態学Ⅰ（19）
非同期型
(webclass)

医用システム情報学
実習Ⅰ（21）

登校(面接授
業)

7F
実習室

医用システム情報学
実習Ⅰ（22）

登校(面接授
業)

7F
実習室

7 金 【合】生理学講義（23） ハイフレックス
型（検査登校）

講義室4
医用システム情報学
実習Ⅰ（23）

登校(面接授
業)

講義室4

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/11 月 病理検査学講義（20）
登校(面接授
業)

講義室4 病理検査学講義（21）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（1）
登校(面接授
業)

7F
実習室

12 火
臨床生理検査学講義
Ⅰ（1）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（1）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（2）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（3）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

13 水 病理検査学講義（22）
登校(面接授
業)

講義室2 病理検査学講義（23）
登校(面接授
業)

講義室2

14 木
臨床生理検査学講義
Ⅰ（2）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（4）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 病理検査学実習（2）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（3）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（4）
登校(面接授
業)

7F
実習室

15 金
分析化学検査学Ⅱ
（k12)

非同期型
(webclass)

分析化学検査学Ⅱ
（k13)

登校(面接授
業)

講義室4 病理検査学講義（24）
登校(面接授
業)

講義室4 病理検査学講義（25）
登校(面接授
業)

講義室4

③ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/18 月

19 火
臨床生理検査学講義
Ⅰ（3）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（5）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 生化学実習（1）

登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（2）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（3）
登校(面接授
業)

7F
実習室

20 水
分析化学検査学Ⅱ
（k14)

登校(面接授
業)

講義室2
分析化学検査学Ⅱ
（z6)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z6)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z6)

登校(面接授
業)

7F
実習室

21 木
分析化学検査学Ⅱ
（k15)

非同期型
(webclass)

病理検査学実習（5）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（6）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（7）
登校(面接授
業)

7F
実習室

22 金
臨床生理検査学講義
Ⅰ（4）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（6）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

分析化学検査学Ⅱ
（z7)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z7)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z7)

登校(面接授
業)

7F
実習室

④ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/25 月 病理検査学講義（26） 同期型(zoom) 病理検査学講義（27） 同期型(zoom)

26 火
臨床生理検査学実習
Ⅰ（7）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（8）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

27 水 病理検査学講義（28）
非同期型
(webclass)

病理検査学講義（29）
登校(面接授
業)

講義室2
分析化学検査学Ⅱ
（z8)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z8)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z8)

登校(面接授
業)

7F
実習室

28 木
臨床生理検査学講義
Ⅰ（5）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学講義
Ⅰ（6）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 (選)AI 実践演習(1) 同期型(zoom)

29 金 生化学講義（16）
非同期型
(webclass) 移動時間

病原体検査学実習Ⅰ
（1）

登校(面接授
業)

講義室4
病原体検査学実習Ⅰ
（2）

登校(面接授
業)

講義室4

前期定期試験

前期定期試験

夏季休業　7/31(月)～

（後期）

敬老の日

前期定期試験

前期定期試験

海の日

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

【TOEFL/ITP】

７月の定期試験時に実施

Global Communication(Ⅰ)（16）（17）
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⑤ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/2 月
分析化学検査学Ⅱ
（k16)

非同期型
(webclass)

分析化学検査学Ⅱ
（k17)

登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（8）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（9）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（10）
登校(面接授
業)

7F
実習室

3 火
臨床生理検査学実習
Ⅰ（9）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（10）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 生化学実習（4）

登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（5）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（6）
登校(面接授
業)

7F
実習室

4 水 薬理学(1） 同期型(zoom) 薬理学(2） 同期型(zoom)

5 木
分析化学検査学Ⅱ
（z9)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z9)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z9)

登校(面接授
業)

7F
実習室

(選)AI 実践演習(2) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

6 金
臨床生理検査学講義
Ⅰ（7）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（11）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学実習Ⅰ
（3）

登校(面接授
業)

講義室4
病原体検査学実習Ⅰ
（4）

登校(面接授
業)

講義室4

⑥ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/9 月

10 火
分析化学検査学Ⅱ
（z10)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z10)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z10)

登校(面接授
業)

7F
実習室

11 水 薬理学(3）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2 薬理学（4）
ハイフレックス
型（検査登校）

講義室2 病理検査学実習（11）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（12）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（13）
登校(面接授
業)

7F
実習室

12 木

13 金
臨床生理検査学実習
Ⅰ（12）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（13）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学実習Ⅰ
（5）

登校(面接授
業)

講義室4
病原体検査学実習Ⅰ
（6）

登校(面接授
業)

講義室4

⑦ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/16 月
臨床生理検査学講義
Ⅰ（8）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（14）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（15）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（16）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

17 火 生化学講義（17） 同期型(zoom) 移動時間 生化学実習（7）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（8）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（9）
登校(面接授
業)

7F
実習室

18 水

19 木 病理検査学実習（14）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（15）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（16）
登校(面接授
業)

7F
実習室

(選)AI 実践演習(3) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

20 金
臨床生理検査学講義
Ⅰ（9）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（17）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学実習Ⅰ
（7）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病原体検査学実習Ⅰ
（8）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病原体検査学実習Ⅰ
（9）

登校(面接授
業)

7F
実習室

⑧ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/23 月 病理検査学実習（17）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（18）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（19）
登校(面接授
業)

7F
実習室

24 火 生化学講義（18） 同期型(zoom) 移動時間 生化学実習（10）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（11）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（12）
登校(面接授
業)

7F
実習室

25 水 薬理学(5） 同期型(zoom) 薬理学（6） 同期型(zoom)

26 木

27 金
臨床生理検査学講義
Ⅰ（10）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（18）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学実習Ⅰ
（10）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病原体検査学実習Ⅰ
（11）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病原体検査学実習Ⅰ
（12）

登校(面接授
業)

7F
実習室

⑨ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/30 月
病理検査学実習
（20）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習
（21）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（22）
登校(面接授
業)

7F
実習室

31 火 免疫検査学講義(1) 同期型(zoom) 生化学講義（19）
非同期型
(webclass)

生化学実習（13）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（14）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（15）
登校(面接授
業)

7F
実習室

11/1 水 免疫検査学講義(2) 同期型(zoom) 免疫検査学講義(3) 同期型(zoom) 病理検査学講義（30） 同期型(zoom)

2 木
臨床生理検査学実習
Ⅰ（19）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（20）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学実習Ⅰ
（13）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病原体検査学実習Ⅰ
（14）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病原体検査学実習Ⅰ
（15）

登校(面接授
業)

7F
実習室

3 金 文化の日

⑩ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/6 月
分析化学検査学Ⅱ
（k18)

同期型(zoom) 移動時間 病理検査学実習（23）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（24）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（25）
登校(面接授
業)

7F
実習室

7 火 免疫検査学講義(4) 同期型(zoom) 生化学講義（20）
非同期型
(webclass)

生化学実習（16）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（17）
登校(面接授
業)

7F
実習室

生化学実習（18）
登校(面接授
業)

7F
実習室

8 水 薬理学(7） 同期型(zoom) 薬理学（8） 同期型(zoom)

9 木
医学情報処理演習Ⅰ
（1）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅰ
（2）

登校(面接授
業)

情報検索室
分析化学検査学Ⅱ
（z11)

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅱ
（z11)

登校(面接授
業)

7F
実習室

(選)AI 実践演習(4) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

10 金
臨床生理検査学講義
Ⅰ（11）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（21）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（22）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（23）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

⑪ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/13 月 生化学講義（21）
非同期型
(webclass) 移動時間 病理検査学実習（26）

登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（27）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（28）
登校(面接授
業)

7F
実習室

14 火 免疫検査学講義(5) 同期型(zoom) 免疫検査学講義(6) 同期型(zoom) 薬理学(9） 同期型(zoom) 薬理学（10） 同期型(zoom)

15 水

16 木
医学情報処理演習Ⅰ
（3）

同期型(zoom)
医学情報処理演習Ⅰ
（4）

同期型(zoom) (選)AI 実践演習(5) 同期型(zoom)

17 金
臨床生理検査学講義
Ⅰ（12）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（24）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（25）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（26）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

スポーツの日

創立記念行事

解剖体追悼式（13:00～予定）
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⑫ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/20 月 病理検査学実習（29）
登校(面接授
業)

7F
実習室

病理検査学実習（30）
登校(面接授
業)

7F
実習室

21 火
臨床生理検査学講義
Ⅰ（13）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（27）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 移動時間 薬理学(11） 同期型(zoom) 薬理学（12） 同期型(zoom)

22 水
医学情報処理演習Ⅰ
（5）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅰ
（6）

登校(面接授
業)

情報検索室 移動時間 生化学講義（22） 同期型(zoom) (選)AI 実践演習(6) 同期型(zoom)

23 木

24 金
臨床生理検査学講義
Ⅰ（14）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（28）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 移動時間 免疫検査学講義(7) 同期型(zoom) 免疫検査学講義(8) 同期型(zoom)

⑬ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/27 月
臨床生理検査学講義
Ⅰ（15）

同期型(zoom)
臨床生理検査学実習
Ⅰ（29）

同期型(zoom) 移動時間
医学情報処理演習Ⅰ
（7）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅰ
（8）

登校(面接授
業)

情報検索室

28 火 薬理学(13） 同期型(zoom) 薬理学（14） 同期型(zoom) 免疫検査学講義(9) 同期型(zoom) 免疫検査学講義(10) 同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(1)

同期型(zoom)

29 水

30 木
臨床生理検査学講義
Ⅰ（16）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ(30）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 移動時間 免疫検査学講義(11) 同期型(zoom)

12/1 金 免疫検査学講義(12) 同期型(zoom) 免疫検査学講義(13) 同期型(zoom)

⑭ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

12/4 月 生化学講義（23） 同期型(zoom) 移動時間 【未定】薬害講演 【未定】薬害講演
〔選〕Learning　Medical
English(2)

同期型(zoom)

5 火 免疫検査学講義(14) 同期型(zoom) 移動時間
〔選〕生命理工学
概論(1)

登校(面接授
業) 講義室2

〔選〕生命理工学
概論(2)

登校(面接授
業) 講義室2

6 水 免疫検査学講義(15)
登校(面接授
業)

講義室2 免疫検査学講義(16)
登校(面接授
業)

講義室2
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(1)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(2)

同期型(zoom)

7 木
医学情報処理演習Ⅰ
（9）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅰ
（10）

登校(面接授
業)

情報検索室 (選)AI 実践演習(7) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

8 金
臨床生理検査学実習
Ⅰ(31）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ(32）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 免疫検査学講義(17)

登校(面接授
業)

講義室2 免疫検査学講義(18)
登校(面接授
業)

講義室2

⑮ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

12/11 月
臨床生理検査学講義
Ⅰ（17）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（33）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(3)

同期型(zoom)

12 火 免疫検査学講義(19)
登校(面接授
業)

講義室2 免疫検査学講義(20)
登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(3)

登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(4)

登校(面接授
業)

講義室2

13 水 薬理学(15） 同期型(zoom) 薬理学（16） 同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(4)

同期型(zoom)

14 木
医学情報処理演習Ⅰ
（11）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅰ
（12）

登校(面接授
業)

情報検索室 免疫検査学講義(21)
登校(面接授
業)

講義室2 免疫検査学講義(22)
登校(面接授
業)

講義室2 (選)AI 実践演習(8) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

15 金
臨床生理検査学実習
Ⅰ(34）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ(35）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ(36）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

⑯ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

12/18 月
臨床生理検査学実習
Ⅰ（37）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（38）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 移動時間

〔選〕Learning　Medical
English(3)

同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(4)

同期型(zoom)

19 火 免疫検査学講義(23) 同期型(zoom) 移動時間
〔選〕生命理工学
概論(5)

登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(6)

登校(面接授
業)

講義室2

20 水
〔選〕Learning　Medical
English(5)

同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(6)

同期型(zoom)

21 木
臨床生理検査学実習
Ⅰ（39）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（40）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 免疫検査学講義(24)

登校(面接授
業)

講義室2 免疫検査学講義(25)
登校(面接授
業)

講義室2

22 金
〔選〕Learning　Medical
English(7)

同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(8)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(5)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(6)

同期型(zoom)

冬季休業　12/25(月)～

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

1/1 月

2 火

3 水

4 木
医学情報処理演習Ⅰ
（13）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅰ
（14）

登校(面接授
業)

情報検索室 移動時間 免疫検査学講義(26) 同期型(zoom)

5 金
臨床生理検査学実習
Ⅰ（41）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（42）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（43）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（44）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

1/8 月

9 火
〔選〕生命理工学
概論(7)

登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(8)

登校(面接授
業)

講義室2

10 水
医学情報処理演習Ⅰ
（15）

登校(面接授
業)

情報検索室 移動時間
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(7)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(8)

同期型(zoom)

11 木 免疫検査学講義(27)
登校(面接授
業)

講義室2 免疫検査学講義(28)
登校(面接授
業)

講義室2

12 金
臨床生理検査学実習
Ⅰ（45）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

臨床生理検査学実習
Ⅰ（46）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 免疫検査学講義(29)

登校(面接授
業)

講義室2 免疫検査学講義(30)
登校(面接授
業)

講義室2

勤労感謝の日

成人の日
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①

1/15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

②

1/22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

③

1/29 月

30 火

31 水

2/1 木

2 金

春季休業
2/5(月)～

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験
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時間割番号 013004 

科目名 人体構造学実習 科目 ID MT-250200-E 

担当教員 星 治, 藤代 瞳[HOSHI OSAMU, FUJISHIRO Hitomi] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Anatomy，Laboratory 

【科目責任者】星治 

主な講義場所 

保健衛生学実習室（３号館７階） 解剖実習室（３号館地下１階） 

授業の目的、概要等 

人体構造学は正常なからだの形態と構造を細胞から器官レベルまで研究する学問で，医学の最も基礎的な領域である。 

授業の到達目標 

からだを構成している細胞から器官にいたる各単位について，基本的な構造を理解することを目標とする。さらに，検査技術学を学ぶた

めにあたって必要な内容を講義するだけでなく，実物観察により理解を深めることも重視する。到達目標は以下の通りである。 

1) 光学顕微鏡の正しい使用法を習得する。顕微鏡観察所見を科学的見地からスケッチし、第三者にわかるように名称を記入することが

できる。細胞の基本的な構造を説明できる。 

2) 上皮組織、軟骨組織、骨組織を同定し、その特徴を説明することができる。

3) 心筋、骨格筋を切片像から同定し、その特徴を説明することができる。

4) 胃底腺を構成する細胞の特徴を説明できる。小腸と大腸の形態学的な相違を切片で具体的に示すことができる。神経細胞の基本的な

構造を説明できる。血液塗抹標本でそれぞれの血球を光学顕微鏡で同定することができる。 

5) 膵臓、甲状腺、副腎の基本的な構造を説明できる。

6) 心臓、肝臓、腎臓の構造を実際の臓器の観察を通じて理解する。

7) 人体骨格のあらましを実際の骨格標本の観察を通じて理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-3 4/7 13:00-17:50 保健衛生学

実習室

組織学実習 組織学総論Ⅰ 星 治, 

藤代 瞳

光学顕微鏡の正しい使用法を習得する。顕微

鏡観察所見を科学的見地からスケッチし、第

三者にわかるように名称を記入することがで

きる。細胞の基本的な構造を説明できる。

4-6 4/14 13:00-17:50 保健衛生学

実習室

組織学実習 組織学総論Ⅱ 星 治, 

藤代 瞳

上皮組織、軟骨組織、骨組織を同定し、その特

徴を説明することができる。

7-9 4/21 13:00-17:50 保健衛生学

実習室

組織学実習 組織学各論Ⅰ 星 治, 

藤代 瞳

心筋、骨格筋を切片像から同定し、その特徴を

説明することができる。

10-11 5/2 08:50-12:00 遠隔授業（非

同期型）

組織学実習 組織学各論Ⅱ 星 治, 

藤代 瞳

胃底腺を構成する細胞の特徴を説明できる。

小腸と大腸の形態学的な相違を切片で具体的

に示すことができる。神経細胞の基本的な構

造を説明できる。血液塗抹標本でそれぞれの

血球を光学顕微鏡で同定することができる。

12-14 5/12 13:00-17:50 保健衛生学

実習室

組織学実習 組織学各論Ⅳ 星 治, 

藤代 瞳

膵臓、甲状腺、副腎の基本的な構造を説明で

きる。

15-16 5/18 13:00-16:10 遠隔授業（非

同期型）

解剖学実習Ⅰ 肉眼解剖学 星 治, 

藤代 瞳

心臓、肝臓、腎臓の構造を観察を通じて理解

する。

17-18 5/19 13:00-16:10 保健衛生学

実習室

解剖学実習Ⅱ 骨学実習 星 治, 

藤代 瞳

人体骨格のあらましを理解する。

授業内容 

２年次前期に行う。実習ならびに見学実習を行い，人体の構造の把握に努める。実質臓器に関しては実物標本の観察を通して，人体の構

造に関する洞察力を深める。 
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成績評価の方法 

出席状況（10％）実習課題に対するレポートの評価（90%）により，総合的に判定を行う。(例えば、全出席で 1 割満点（10 点）、レポート評価

が 60点の場合、9割×60点＝54点で、総合点は 64点となる。） 

成績評価の基準 

総合評価が 100点満点で 60点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に配布する実習書に関連した内容について十分な予習を行う。 

試験の受験資格 

授業時間数の 4分の 3以上出席した場合に、この科目の評価を受ける資格がある。 

教科書 

バーチャルスライド組織学／駒﨑伸二著,駒崎, 伸二,：羊土社，2020 

バーチャルスライド組織学 著/駒崎伸二 羊土社 

参考書 

牛木辰男：入門組織学 南江堂 井上貴央（監訳）：人体解剖学（構造と機能：ミクロからマクロまで）西村書店 

他科目との関連 

人体の様々な病態を理解するためには，人体の構造を熟知しなければならない。このため人体構造学は他の多くの科目と関連してい

る。特に，生理検査学（Ⅱ），病理検査学，臨床病態学とは密接な関連がある。 

履修上の注意事項 

必ず白衣を着用し、担当教員の指示に従う。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治:o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

藤代 瞳:fujishiro.aps@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治:オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 
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時間割番号 013005 

科目名 病理検査学講義 科目 ID MT-230300-L 

担当教員 星 治, 副島 友莉恵[HOSHI OSAMU, SOEJIMA YURIE] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 2 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Pathological Technology，Lecture 

【科目責任者】星 治 

授業の目的、概要等 

病理検査学とは疾病の本態を解析、解明するにあたり必要な学問であり、基礎と臨床との両者にまたがった医学・医療の基本となる分野

である。本講義では、前半に病理学総論として疾病病変の基礎を理解し、後半に病理学各論として臓器ごとの疾病や病理学的変化を具体

的に学ぶ。さらに病理組織検査、細胞診検査などの検査法の意義や原理を学び、病理検査学実習や臨地実習への基盤を作っていく。 

授業の到達目標 

1).病理学総論では、疾病病変の共通の変化、病態の本質、その病因を系統的に把握し説明できる。 

2).病理学各論では、臓器ごとの主な疾病についてその成因、臓器変化について説明できる。 

3).疾病の診断や病因・病態の解明に寄与し得る病理学的検査法を説明できる。 

4).病理検査学の学習を通して疾病の本態を理解し、医学・医療の基本的知識・思考を習得することを目標とする。 

5).教科書の基本的用語に併記してある英語を読み書きできる。 

○病理学総論 

6).第1回：病理学の概要、病気の原因（病因）と疾患との関係を理解する。 

7).第2回：様々な炎症のメカニズム、感染症による炎症を理解する。 

8).第3回：免疫現象、アレルギーのメカニズムを理解する。 

9).第4回：先天異常、放射線による障害と細胞変化、老化と老年病について理解する。 

10).第5回：局所、全身の様々な循環障害を理解する。 

11).第6回：主な物質代謝障害について理解する。 

12).第7, 8回：腫瘍の本態と病態、代表的な悪性腫瘍について理解する。 

○病理学各論 

13).第9-19回：各臓器における疾患の病態、病理学的特徴について理解する。 

○病理検査学 

14).第20, 22-25回：病理検査学の概要、検査法の原理について理解する。 

15).第21回：病理解剖例の観察により、臓器の肉眼的病理所見を理解する。 

16).第26-27, 29回：細胞診検査の概要と臓器ごとの細胞所見について理解する。 

17).第28回：電子顕微鏡を用いた病理検査について、原理、工程、応用を理解する。 

○病理検査学の発展 

18).第30回：病理学的手法を用いた研究・検査法の概要について理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/5 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型）

病理学概要、病

因論、退行性病

変ほか

病理学の概要、病因、

退行性病変、進行性

病変

大橋 健一, 星 

治

【到達目標】1),4),5),6)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

2 4/10 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室4

炎症、感染症 炎症、感染症 副島 友莉恵 【到達目標】1),4),5),7)   

【学習方法】ハイフレックス   

【その他】講義後に確認テスト

3 4/10 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4

免疫と免疫異常 免疫、自己免疫疾患 副島 友莉恵 【到達目標】1),4),5),8)   

【学習方法】ハイフレックス   

【その他】講義後に確認テスト

4 4/17 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型）

先天異常、放射

線病理学、老化

先天異常、放射線病

理学、老化と老年病

副島 友莉恵 【到達目標】1),4),5),9)   

【学習方法】ハイフレックス   

【その他】講義後に確認テスト

39



5 4/26 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

循環障害 局所・全身の循環障

害

大橋 健一 【到達目標】1),4),5),10)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

6 4/26 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

物質代謝障害 物質代謝障害 大橋 健一 【到達目標】1),4),5),11)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

7 5/1 13:00-14:30 遠隔授業 

（同期型）

腫瘍病理総論１ 良性腫瘍と悪性腫瘍、

がんの発生・進展機

序、原因

大橋 健一 【到達目標】1),4),5),12)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

8 5/1 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型）

腫瘍病理総論２ 主要ながん、前がん

病変、がんの組織

型、転移

大橋 健一 【到達目標】1),4),5),12)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

9 5/17 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

循環器系 心血管疾患の病理 大橋 健一 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

10 5/17 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

呼吸器系(１) 呼吸器の非腫瘍性疾

患

明石 巧 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

11 5/24 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型）

呼吸器系(２) 肺腫瘍の病理（総論、

各論）

明石 巧 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

12 5/31 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

消化器系(１) 消化管の病理 熊谷 二朗 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

13 5/31 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

消化器系(２) 肝胆膵の病理 熊谷 二朗 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

14 6/7 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

腎臓、泌尿器系 腎臓、泌尿器の病理 大橋 健一 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

15 6/7 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

生殖器系 生殖器疾患（女性生殖

器、男性生殖器）

大橋 健一 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

16 6/14 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

内分泌系 内分泌疾患 大橋 健一 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】講義後に確認テスト

17 6/14 10:30-12:00 遠隔授業 

（非同期型）

造血器系 造血器疾患（骨髄、リ

ンパ節の病理）

山本 浩平 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】非同期ビデオ  

【事前学習】動画視聴後に確認テス

ト

18 6/21 08:50-10:20 遠隔授業 

（非同期型）

神経系 神経疾患の病理 山田 哲夫 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】非同期ビデオ  

【事前学習】動画視聴後に確認テス

ト

19 6/21 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

乳腺 乳腺の病理 本間 尚子 【到達目標】2),4),5),13)   

【学習方法】遠隔講義   

【事前学習】講義後に確認テスト

20 9/11 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4

病理検査学序論 病理学的検査・細胞診

検査の意義と流れ、

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),14)  

【学習方法】対面講義  
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病理遺伝子解析の意

義

【事前学習】講義後に確認テスト

21 9/11 13:00-14:30 保健衛生学

実習室

組織検査法(１) 臓器肉眼的観察、記

録

副島 友莉恵, 

國枝 純子

【到達目標】3),4),5),15)   

【学習方法】対面講義   

【事前学習】提示症例について予習

22 9/13 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室2

組織検査法(２) 組織標本作成法（固

定、脱灰、脱水、パラ

フィン包埋、薄切）

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),14)  

【学習方法】対面講義  

【事前学習】グループ討論および課

題発表、確認テスト

23 9/13 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2

組織検査法(３) 組織標本染色法（一般

染色、特殊染色１）

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),14)  

【学習方法】対面講義  

【事前学習】グループ討論および課

題発表、確認テスト

24 9/15 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室4

組織検査法(４) 組織標本染色法（特殊

染色２）

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),14)  

【学習方法】対面講義  

【事前学習】グループ討論および課

題発表、確認テスト

25 9/15 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室4

組織検査法(５) 免疫染色、遺伝子検

査

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),14)  

【学習方法】対面講義  

【事前学習】グループ討論および課

題発表、確認テスト

26 9/25 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

細胞診検査法(１) 細胞診標本作成法、

染色法

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),16)   

【学習方法】遠隔講義   

【事前学習】講義後に確認テスト

27 9/25 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

細胞診検査法(２) 細胞診標本観察法、

評価法（婦人科）

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),16)   

【学習方法】遠隔講義   

【事前学習】講義後に確認テスト

28 9/27 08:50-10:20 遠隔授業 

（非同期型）

電子顕微鏡 電子顕微鏡検査 矢野 哲也 【到達目標】3),4),5),17)   

【学習方法】非同期ビデオ  

【事前学習】動画視聴後に確認テス

ト

29 9/27 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2

細胞診検査法(３) 細胞診標本観察法、

評価法（呼吸器、体腔

液、その他）

副島 友莉恵 【到達目標】3),4),5),16)   

【学習方法】対面講義   

【事前学習】講義後に確認テスト

30 11/1 13:00-14:30 遠隔授業 

（同期型）

病理学的研究法 病理学的研究・検査法

の紹介

大橋 健一 【到達目標】4),18)   

【学習方法】対面講義   

【事前学習】講義後に質問する 

授業方法 

○Zoomによる同期授業、対面授業、非同期授業（オンデマンド）

・配布資料は事前にWebClassで公開する。

・毎講義後にWebClassで確認テストを行う。

・「病理検査学」では事前配布した課題について学習し、グループでスライドにまとめて発表、質疑応答を行う。

・動画は復習に使用できるよう一定期間WebClass上に閲覧可能な状態で置いておく。

・非同期授業は時間割日程の週の日曜18時までに動画を閲覧し、WebClassの確認テストを終了すること。

○質問はメールやWebClassの掲示板を利用し対応する。重要な内容については全員に伝える。

（前期前半 / 病理学総論）：看護学専攻と合同講義 

（前期後半および後期 / 病理学各論、病理検査学）：検査技術学専攻のみ 

授業内容 

授業スケジュールに各回の内容を示す。 
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成績評価の方法 

１）筆記試験（前期定期試験、後期定期試験） 

前期定期試験範囲：授業明細におけるNo.1-19の講義内容 

後期定期試験範囲：授業明細におけるNo.20-29の講義内容 

定期試験の約10%に英語の問題を出題する。 

２）WebClassでの確認テスト 

成績評価の基準 

前期定期試験、後期定期試験それぞれ、筆記試験(80%)、確認テスト(20%)とし、60%以上を合格とする。合格点に満たないものは再試験を

実施し、再試験合格者は 60点とする。また、前期、後期を総合的に評価し、本科目の成績評価とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

人体構造学講義で基本的な人体の形態と構造を学習済みのものとして扱う。 

配布資料は各自で WebClass よりダウンロード、印刷しておくこと。「医歯薬出版 病理学/病理検査学」の教科書がよくまとまっているた

め、予習、復習に役立てること。 

試験の受験資格 

2/3（前期13回、後期8回）以上の出席をもって受験資格とする。出欠の確認は、登校の場合はカードリーダー、同期授業（zoom）の場合は

講義の最初から最後まで参加しているログおよび確認テストの提出により行う。非同期授業では WebClass での動画視聴記録および確認

テストの提出により出席とみなす。特別な事情で授業に参加できない場合は、授業前に科目責任者、担当教員または保健衛生教務係にメ

ールで連絡をすること。緊急の場合には電話でもよいがその後メールすること。連絡ができないような特別な場合にはその限りではな

い。以上の十分な対応が行われていたと判断された場合には、事情などに応じてレポート提出により出席を代替することがあるので、指

示に従うこと。 

教科書 

病理学/病理検査学／松原修 [ほか] 著,松原, 修,鴨志田, 伸吾,大河戸, 光章,小松, 京子,古田, 則行,：医歯薬出版，2016 

参考書 

スタンダード病理学／沢辺元司, 長坂徹郎編,沢辺, 元司,長坂, 徹郎,大西, 俊造,梶原, 博毅,神山, 隆一,：文光堂，2015 

病理学／大橋健一著者代表,大橋, 健一(病理学),谷澤, 徹,藤原, 正親,柴原, 純二,：医学書院，2021 

細胞診を学ぶ人のために／坂本穆彦編,坂本, 穆彦,：医学書院，2019 

メディックメディア社の「病気が見える」シリーズはビジュアルであり、病態の理解に役立つので推薦する。 

他科目との関連 

病理検査学は医学・医療の基本となる分野であり、人体構造学、生理学といった基礎的な科目から臨床病態学などの臨床的な科目とも密

接に関連している。 

履修上の注意事項 

講義画面の撮影は禁止する。講義動画、講義資料、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ず

る。 

備考 

昨年度の授業評価アンケートを踏まえ、引き続きアクティブラーニングを多く取り入れ、質問の受付けと対応を行う。 

参照ホームページ 

授業で用いた資料の多くはWebClass で公開するので自学自習に役立てること。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治:o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

副島 友莉恵:soejima.mp@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治:オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 

副島 友莉恵:オフィスアワーは特に定めない 

3号館16階 
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時間割番号 013006 

科目名 病理検査学実習 科目 ID MT-250500-E 

担当教員 星 治, 副島 友莉恵[HOSHI OSAMU, SOEJIMA YURIE] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Pathological Technology，Laboratory Practices 

【科目責任者】星 治 

授業の目的、概要等 

病理検査学実習では、病理検査学講義の総論・各論での学習を踏まえて、疾病病変の肉眼観察、病理標本作製、標本観察を行い、病理

検査学的知識・思考と共に疾病の診断、更には病因・病態の解明に寄与し得るような病理学的検査法の基本とその応用を習得することを

目標とする。 

授業の到達目標 

到達目標は、以下のようなことである。 

1).病理組織標本の作製法、各種染色法の意義を理解し説明できる。 

2).疾病病変を肉眼的、組織学的に観察し、正常構造と比較して所見を説明できる。 

3).悪性腫瘍の細胞異型を組織学的に確認することができる。 

4).免疫組織化学的染色法の工程と評価を理解し説明できる。 

5).細胞診標本を作製、観察し、特徴的な所見を説明できる。 

第1回：組織標本作成における固定、切り出し、脱水操作を説明することができる。 

第2-4回：包埋，薄切の原理を理解し、説明することができる。 

第5-7回：H-E染色，EVG染色の原理、染色法を説明することができる。 

  EVG染色による器質化肺炎，大動脈解離の特徴を正常組織と比較して説明することができる。 

   扁平上皮癌の組織学的特徴を説明することができる。 

第8-10回：膠原線維染色，アミロイド染色の原理、染色法を説明することができる。 

マッソン・トリクローム染色による肝硬変，心筋梗塞の特徴を正常組織と比較して説明することができる。 

   コンゴー赤染色によるアミロイドーシスの特徴を説明することができる。 

第11-13回：PAS染色，アルシアン青染色，アルシアン青-PAS二重染色の原理、染色法を説明することができる。 

 PAS染色による糸球体腎炎の特徴を説明することができる。 

 アルシアン青-PAS二重染色による胃癌の特徴を正常組織と比較して説明することができる。 

第14-16回：渡辺の鍍銀法、ベルリン青染色の原理、染色法を説明することができる。 

 渡辺の鍍銀法による肝硬変の特徴を正常組織と比較して説明することができる。 

  ベルリン青染色によるヘモジデローシスの特徴を説明することができる。 

第17-19回：チール・ネールゼン染色の原理、染色法を説明することができる。 

 チール・ネールゼン染色による結核の特徴を説明することができる。 

 凍結切片作製法および脂肪染色の原理、染色法を説明することができる。 

   オイル赤O染色による脂肪肝の特徴を説明することができる。 

第20-22回：クリューバ・バレラ染色の原理、染色法を説明することができる。 

 クリューバ・バレラ染色による脳梗塞の特徴を正常組織と比較して説明することができる。 

 免疫組織化学染色の原理、染色法を説明することができる。 

 免疫染色の特徴的所見を説明することができる。 

 悪性リンパ腫の組織学的特徴を説明することができる。 

第23-25回：細胞診の検体処理を説明することができる。 

 パパニコロウ染色の原理、染色法を説明することができる。 

 呼吸器細胞診の特徴的な細胞像を理解し説明することができる。 

 小細胞癌の組織学的特徴を説明することができる。 

第26-28回：婦人科細胞診の特徴的な細胞像を理解し説明することができる。 

第29-30回：体腔液・その他の細胞診の特徴的な細胞像を理解し説明することができる。 
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授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 9/11 14:40-16:10 保健衛生

学実習室

組織標本作成（固定、切

り出し、脱水）

固定、切り出し、脱水 星 治, 

副島 友莉恵, 

國枝 純子

【到達目標】1),2)  

【学習方法】実習  

【その他】予習

2-4 9/14 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

組織標本作成（包埋、薄

切）

パラフィン包埋、薄切 副島 友莉恵 【到達目標】1)  

【学習方法】実習  

【その他】動画予習

5-7 9/21 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

組織標本作成（H-E、

EVG染色）、標本観察と

評価

H-E染色、EVG染色、標

本観察と評価、薄切

副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3)  

【学習方法】実習   

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

8-10 10/2 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

組織標本作成（ﾏｯｿﾝ･ﾄﾘ

ｸﾛｰﾑ、ｺﾝｺﾞー 赤染色）、

標本観察と評価

ﾏｯｿﾝ･ﾄﾘｸﾛｰﾑ染色、ｺﾝ

ｺﾞー 赤染色、標本観察と

評価、薄切

副島 友莉恵 【到達目標】1),2)  

【学習方法】実習  

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

11-13 10/11 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

組織標本作成（PAS反

応、ｱﾙｼｱﾝ青-PAS染

色）、標本観察と評価

PAS反応、ｱﾙｼｱﾝ青

-PAS染色、標本観察と

評価、薄切

副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3)  

【学習方法】実習   

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

14-16 10/19 10:30-16:10 保健衛生

学実習室

組織標本作成（渡辺の

鍍銀法、ベルリン青染

色）、標本観察と評価

渡辺の鍍銀法、ベルリ

ン青染色、標本観察と

評価、薄切

副島 友莉恵 【到達目標】1),2)  

【学習方法】実習  

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

17-19 10/23 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

・組織標本作成（ﾁｰﾙ･ﾈ

ﾙｾﾞﾝ染色）、標本観察と

評価  ・凍結切片作成、

オイル赤O染色、標本

観察と評価

・ﾁｰﾙ･ﾈﾙｾﾞﾝ染色、標

本観察と評価  ・凍結

切片作製、オイル赤O

染色、標本観察と評価

副島 友莉恵 【到達目標】1),2)  

【学習方法】実習  

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

20-22 10/30 08:50-14:30 保健衛生

学実習室

・組織標本作成（ｸﾘｭｰ

ﾊﾞ･ﾊﾞﾚﾗ染色）、標本観察

と評価  ・免疫組織化学

染色、標本観察と評価

・ｸﾘｭｰﾊﾞ･ﾊﾞﾚﾗ染色、標

本観察と評価  ・免疫

組織化学的染色法、標

本観察と評価

副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3),4)  

【学習方法】実習   

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

23-25 11/6 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

・細胞診検体処理、標本

作製  ・呼吸器細胞診標

本観察と判定

・細胞診検体処理、ﾊﾟﾊﾟ

ﾆｺﾛｳ染色  ・呼吸器細

胞診標本観察と判定

副島 友莉恵, 

中嶋 裕

【到達目標】1),2),3),5)  

【学習方法】実習   

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

26-28 11/13 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

婦人科細胞診標本観察

と判定

婦人科細胞診標本観察

と判定

副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3),5)  

【学習方法】実習   

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

29-30 11/20 13:00-16:10 保健衛生

学実習室

体腔液・その他細胞診

標本観察と判定

体腔液、その他細胞診

標本観察と判定

副島 友莉恵 【到達目標】1),2),3),5)  

【学習方法】実習   

【その他】予習、バーチャルスラ

イド使用

授業方法 

実習の説明やスケッチのポイントの資料は事前にWebClassで公開するので、実習前に必ず予習してくること。また、実習書は穴埋め式に

なっているので、実習前に予習し埋めてくること。対面実習では切り出し、薄切、染色など技術的な項目について行う。標本観察は顕微鏡
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および自宅で各自の PC 上でバーチャルスライド画像を閲覧し、正常組織と比較して病変のスケッチをする。スケッチは次回の実習時に

提出しチェックを受けること。質問は実習中およびメールによる質問も受け付ける。 

授業内容 

授業スケジュールに各回の内容を示す。 

成績評価の方法 

1) 実習への参加 

2) スケッチ

スケッチは絵の上手下手でなく、所見の特徴を捉え簡潔な説明を加えることが大事である。 

3) 実習態度 

実習は班員との共同作業であるため、協力して行うこと。 

成績評価の基準 

1) 出席状況 20%（全実習回数の 3/4以上）

2) スケッチ 60%

3) 実習態度 20%

以上を点数で評価し、60%に達した場合には合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

実習前までに資料と実習書の手順を教科書で予習し穴埋めしてくる。予習が不完全であると、何をやっているかわからないまま手を動か

し、間違えを起こしたり、意味のない実習になってしまう。また復習も行い知識を定着させること。 

試験の受験資格 

原則として出席すること。3/4（23 回）以上は必須。出欠は実習中に確認し、さらにスケッチの提出でも確認する。時間内に作業が完了でき

るように実習の手順を設定しているため遅刻や早退にも注意すること。特別な事情で実習に参加できない場合は、実習前に科目責任者、

担当教員または保健衛生教務係にメールで連絡をすること。緊急の場合には電話でもよいがその後メールすること。連絡ができないよう

な特別な場合にはその限りではない。以上の十分な対応が行われていたと判断された場合には、事情などに応じて補講等により出席を

代替することがあるので、指示に従うこと。 

教科書 

病理学/病理検査学／松原修 [ほか] 著,松原, 修,鴨志田, 伸吾,大河戸, 光章,小松, 京子,古田, 則行,：医歯薬出版，2016 

参考書 

細胞診を学ぶ人のために／坂本穆彦編,坂本, 穆彦,：医学書院，2019 

人体構造学講義・実習の教科書または資料 

他科目との関連 

人体構造学講義・実習でまず正常の構造を理解しておく必要がある。さらに臨床病態学などの臨床的な科目への関連も考えながら学んで

いただきたい。 

履修上の注意事項 

講義画面の撮影は禁止する。講義動画、実習書、講義資料、参考資料などは著作権の関係上、外部に流出することのないよう十分気を付

けること。また、病理解剖例肉眼観察に関することをSNS等に書き込みした場合には、厳しい処分を行う。これらの諸注意は、実習前説明

でも行う。 

備考 

昨年度の授業評価アンケートを踏まえ、今年度も引き続き、事前配布資料、バーチャルスライド、スケッチチェックなどで学生が理解しや

すくなるよう努める。 

参照ホームページ 

授業で用いた資料の多くはwebclassで公開するので自学自習に役立てること。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治:o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

副島 友莉恵:soejima.mp@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治:オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 

副島 友莉恵:オフィスアワーは特に定めない 

3号館16階 
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時間割番号 013007 

科目名 生化学講義 科目 ID MT-230600-L 

担当教員 鈴木 喜晴[SUZUKI NOBUHARU] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 2 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Biochemisty 

【科目責任者】鈴木喜晴 

主な講義場所 

zoomによる遠隔授業（同期型） 

授業の目的、概要等 

生化学は生体に関するあらゆる学問の基礎と言っても過言ではない。長い歴史の過程で数多くの関連知見が得られ、現在も目覚ましい

科学技術の発展と共に、生化学は進歩し続けている。本講義では、特に生体高分子の構造、反応、機能に着目し、細胞や組織、個体レベ

ルでの生命現象の理解を深めることを目的とする。また、様々な生化学に関わる最新の基礎研究にも触れ、当該研究分野の現状を学

ぶ。さらに、英語による解説ビデオ等から、当該分野における国際的な重要性についても理解を深める。アクティブラーニングとして、各

章の終わりに演習問題を行い習得度を確認する。 

授業の到達目標 

１）基礎的な物質や現象の用語とその意味を理解・習得する。 

２）１の内容を体系的に理解し、設問に対し、口頭または記述で説明できる。 

３）関連分野での基礎研究や臨床研究に応用できる実践的な知識を身につける。 

４）１〜３の内容を体系的に理解した上で、より専門的な研究内容について考察・議論できる。 

各章での具体的な目標は以下の通りである。 

１章：細胞の構造と構成要素について理解する。生化学における化学、物理学、遺伝学、進化論の基礎を理解する。 

２章：水の分子レベルでの性質と機能を学ぶ。 

３章：アミノ酸の種類と性質を理解し整理する。タンパク質の一次構造を学ぶ。 

４章：タンパク質の二次構造、三次構造、四次構造を理解する。 

５章：タンパク質の相互作用とその評価方法を学ぶ。 

６章：触媒としての酵素の機能をエネルギー論や基質特異性から学ぶ。 

７章：糖質の構造と機能を理解する。糖質の同定法や機能解析法を学ぶ。 

８章：核酸の構造と機能を理解する。核酸の同定法や機能解析法（PCRなど）を学ぶ。 

９章：脂質の構造と機能を理解する。脂質の同定法や機能解析法を学ぶ。 

１０章：高エネルギーリン酸化合物や生物学的酸化還元反応を担う分子について学ぶ。 

１１章：解糖、糖新生、ペントースリン酸経路の仕組みを学ぶ。 

１２章：解糖と糖新生の協調的調節機構を学ぶ。グリコーゲンの代謝（分解と合成）の仕組みを理解する。 

１３章：クエン酸回路の仕組みを学ぶ。 

１４章：脂質の異化（β酸化反応）を理解する。 

１５章：アミノ酸の異化について学ぶ。 

１６章：ミトコンドリアでの電子伝達経路の仕組みを学ぶ。 

１７章：脂肪酸の生合成経路を理解する。 

１８章：アミノ酸やアミノ酸派生体、ヌクレオチドの生合成経路を学ぶ。 

１９章：各種ホルモンの分泌器官、性質、作用を整理・理解する。 

２０章：遺伝子、染色体、ゲノムの構造を学ぶ。 

２１章： DNAの複製、修復、組換えの仕組みを学ぶ。 

２２章： RNAの種類と合成経路、機能を整理・理解する。 

２３章：タンパク質の合成経路の仕組みを学ぶ。 

２４章：遺伝子発現調節の概要と詳細を理解する。 

２５章：組換えDNA技術の基礎と応用について学ぶ。 

２６章：生体膜の構造と機能を学ぶ。 

２７章：細胞のシグナル伝達の基本原理と代表的な経路について学ぶ。 
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授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/5 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
オリエンテーション

／1章. 生化学の

基礎 

本講義についての説明／1章. 細

胞の基礎；化学の基礎；遺伝学の

基礎；進化論の基礎 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 
2 4/5 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
2章. 水／3章. ア

ミノ酸、ペプチドお

よびタンパク質 

2章. 水系における弱い相互作

用；水、弱酸、弱塩基のイオン化；

生物系のpH変化に対する緩衝作

用；反応物としての水；生物の水

環境への適合性／3章. アミノ酸；

ペプチドとタンパク質；タンパク質

研究法；タンパク質の構造 一次

構造 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 

3 4/13 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
4章. タンパク質の

三次元構造／5章. 

タンパク質の機能 

4章. タンパク質構造の概念；タン

パク質の二次構造；タンパク質の

三次構造と四次構造；タンパク質

の変性とフォールディング／5章. 

リガンドに対するタンパク質の可

逆的結合；タンパク質とリガンドの

間の相補的相互作用 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 

4 4/13 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
6章. 酵素 6章. 酵素の発見；酵素の作用機

構；酵素反応速度論による作用機

構の研究；酵素反応の例；調節酵

素 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 
5 4/17 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
7章. 糖質と糖鎖生

物学／8章. ヌクレ

オチドと核酸 

7章. 単糖と二糖；多糖；複合糖

質：プロテオグリカン、糖タンパク

質、スフィンゴ糖脂質；情報分子と

しての糖質：シュガーコード；糖質

研究／8章. 基本事項；核酸の構

造；核酸の化学；ヌクレオチドの他

の機能 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 

6 4/19 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
9章. 脂質 9章. 貯蔵脂質；膜に存在する構

造脂質；シグナル分子、補因子お

よび色素としての脂質；脂質研究 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 
7 4/24 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
10章. 生体エネル

ギー論と生化学反

応のタイプ／11章. 

解糖、糖新生およ

びペントースリン酸

経路 

10章. ホスホリル基転移とATP；

生物学的な酸化還元反応／11章. 

解糖；解糖への供給経路；嫌気的

条件下でのピルビン酸代謝運命：

発酵；糖新生；グルコース酸化の

ペントースリン酸経路 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 

8 4/27 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
12章. 代謝調節の

原理 
12章. 解糖と糖新生の協調的調

節；動物におけるグリコーゲン代

謝；グリコーゲンの合成と分解の

協調的調節 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 
9 4/27 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
13章. クエン酸回

路／14章. 脂肪酸

の異化 

13章. アセチルCoA（活性酢酸）

の生成；クエン酸回路の反応；ク

エン酸回路の調節／14章. 脂肪

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   
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の消化、動員および運搬；脂肪酸

の酸化；ケトン体

【事前学習】講義資料予習

10 5/1 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

15章. アミノ酸の酸

化と尿素の生成

15章. アミノ酸の代謝運命；窒素

排泄と尿素回路；アミノ酸の分解

経路

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

11 5/1 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

16章. 酸化的リン

酸化

16章. ミトコンドリアにおける呼吸

鎖；ATP合成；酸化的リン酸化の

調節；ミトコンドリア遺伝子：その

起源と変異の影響

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

12 5/10 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

17章. 脂質の生合

成／18章. アミノ

酸、ヌクレオチドお

よび関連分子の生

合成

17章. 脂肪酸とエイコサノイドの

生合成；トリアシルグリセロール

の生合成；膜リン脂質の生合成；

コレステロール、ステロイド、イソ

プレノイドの生合成／18章. アミノ

酸の生合成；アミノ酸に由来する

分子；ヌクレオチドの生合成と分

解

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

13 5/10 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

19章. 哺乳類の代

謝のホルモンによ

る調節と統合／20

章. 遺伝子と染色

体

19章. ホルモン：多様な機能のた

めの多様な構造；インスリンと糖

尿病／20章. 染色体の成分；DNA

のスーパーコイル形成；染色体の

構造

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

14 5/18 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2

21章. DNA代謝／

22章. RNA代謝

21章. DNA複製；DNA修復；DNA

組換え／22章. RNAのDNA依存

的合成；RNAプロセシング；RNA

依存的なRNAとDNAの合成

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

15 5/18 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

23章. タンパク質

代謝／24章. 遺伝

子発現調節

23章. 遺伝暗号；タンパク質合成；

タンパク質のターゲティングと分

解／24章. 遺伝子発現調節の原

理；真核生物における遺伝子発現

調節

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

16 9/29 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型）

生化学実習の補足

説明①／25章. 

DNAを基盤とする

情報技術と 26章. 

生体膜と輸送の予

習

生化学実習の補足説明／25章. 

遺伝子と遺伝子産物に関する研

究；DNA組換え技術によるタンパ

ク質機能の理解／26章. 生体膜

の組成と構造；生体膜のダイナミ

クス；生体膜を横切る溶質の輸送

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）   

【学習方法】資料を用いた自

主学習

17 10/17 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

25章. DNAを基盤

とする情報技術

25章. 遺伝子と遺伝子産物に関

する研究；DNA組換え技術による

タンパク質機能の理解

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

18 10/24 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

26章. 生体膜と輸

送

26章. 生体膜の組成と構造；生体

膜のダイナミクス；生体膜を横切

る溶質の輸送

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習

19 10/31 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期

型）

生化学実習の補足

説明②／27章. バ

イオシグナリング

生化学実習の補足説明／27章. 

シグナル伝達の基本的な特徴；G

タンパク質共役受容体とセカンド

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）   

【学習方法】資料を用いた自

主学習
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の予習 メッセンジャー；受容体チロシンキ

ナーゼ；受容体グアニル酸シクラ

ーゼ、cGMPとPKG；開口型イオ

ンチャネル；核内ホルモン受容体

による転写調節；その他 
20 11/7 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期

型） 

演習問題 演習問題 鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）   

【学習方法】資料を用いた自

主学習 
21 11/13 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

演習問題 演習問題 鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）   

【学習方法】資料を用いた自

主学習 
22 11/22 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
27章. バイオシグ

ナリング 
27章. シグナル伝達の基本的な

特徴；Gタンパク質共役受容体と

セカンドメッセンジャー；受容体チ

ロシンキナーゼ；受容体グアニル

酸シクラーゼ、cGMPとPKG；開口

型イオンチャネル；核内ホルモン

受容体による転写調節；プロテイ

ンキナーゼによる細胞周期の調

節；その他 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問   

【事前学習】講義資料予習 

23 12/4 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
生化学的・分子生

物学的解析法を用

いた基礎研究 

蛍光タンパク質による新規検査技

術の開発、中枢神経系の髄鞘形

成メカニズムに関する研究 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）、４）   

【学習方法】遠隔講義 

 

授業方法 

同期授業、対面授業：講義スライドや資料、ビデオを用いて解説しながら進める。本講義内容は主に参考書１、２「レーニンジャーの新生化

学（上、下）」に沿って「授業の到達目標」の下に進めて行き、国家試験対策を意識して、参考書３「最新臨床検査学講座 生化学」も利用す

る。アクティブラーニングとして、各章の終わりに演習問題を行い理解度を確認する。その他講義内容に応じて、口頭での設問や考えを問

う等のアクティブラーニングも活用する。 

非同期授業：本講義と深く関連し、同時に開講される生化学実習に有用な資料やビデオ等をWebClass上あるいはWebClassからダウンロ

ードして学習できるようにする。 

授業内容 

授業スケジュールを参照 

成績評価の方法 

１）学期末試験の成績 

２）講義中の章末演習問題の成績 

３）出席状況 

成績評価の基準 

前期・後期ともに、各々の期間での同期型講義（zoom）の合計回数の 3分の 2以上の出席を必要とする。 

前期 

章末演習問題：3問中2問以上正解で 1点×21章［初日（4月5日）の講義分は適用しない］=21点 

出席点：出席1回で 0.6点×15=9点 

期末筆記試験（本試験）：70点 

合計：100点 

後期 

章末演習問題：3問中2問以上正解で 4点×3章=12点 

出席点：同期型授業の出席1回で 4点×4=16点 

期末筆記試験（本試験）：72点 

合計：100点 

＊期末試験後、平均点、最高点、最低点を考慮して、点数配分に多少の変更があり得る。 

上記に従い、前期、後期ともに 60点以上で合格とする。60点未満の場合、再試験（筆記試験）を行い、60点以上で合格とする。 
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前期と後期の同期型講義の回数の割合（前期：15 回=79%、後期：4 回=21%）を、前期と後期の点数に掛け、通年の成績（満点=100 点）とす

る。 

例）前期=75点、後期=80点の場合、75×0.79+80×0.21=76点 

学期末試験には英語の問題を 10%程度出題する。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回講義の前に WebClass から講義資料をダウンロードし、参考書等も利用して準備学習を行うこと。本講義は主に参考書１、２「レーニン

ジャーの新生化学（上、下）」に沿って「授業の到達目標」の下に進めて行くが、国家試験対策に限れば、参考書３「最新臨床検査学講座 

生化学」の方がより適していると思われる。各自の学習目的、レベルに合わせて、自主学習用の参考書を選択すること。 

また、本科目は、高校や教養部の生物・化学の内容をある程度修得していることを前提とした専門科目である。その修得度に達していな

い受講者は、自主的に学習し、講義内容を理解できるよう努力する必要がある。 

試験の受験資格 

前期末と後期末にそれぞれ筆記試験を行う。試験の受験資格は、前期・後期ともに、各々の期間での同期型講義（zoom）の合計回数の 3

分の 2 以上の出席を必要とする。遅刻や早退となる際は、必ず科目責任者にメールで連絡し、理由を説明すること。連絡の無い遅刻や早

退は出席回数を 0.5 回とする。勘案すべき事情があり、受験資格の出席数が足りない場合は、その旨科目責任者にメールで連絡をするこ

と。 

参考書 

レーニンジャーの新生化学 : 生化学と分子生物学の基本原理［上］／レーニンジャー, ネルソン, コックス [著],川嵜敏祐 監修,中山和久 

編集,Lehninger, Albert L,Nelson, David Lee, 1942-,Cox, Michael M,川嵜, 敏祐, 1941-,中山, 和久, 1959-,：廣川書店，2019 

レーニンジャーの新生化学 : 生化学と分子生物学の基本原理［下］／レーニンジャー, ネルソン, コックス [著],川嵜敏祐 監修,中山和久 

編集,Lehninger, Albert L,Nelson, David Lee, 1942-,Cox, Michael M,川嵜, 敏祐, 1941-,中山, 和久, 1959-,：廣川書店，2019 

最新臨床検査学講座 生化学／原諭吉 他編：医歯薬出版，2021 

他科目との関連 

分子生物学，細胞生物学、生理学、遺伝学、遺伝子・染色体検査学、臨床化学検査学などと関連する。 

履修上の注意事項 

講義資料、講義動画、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ずる。 

備考 

前年度と同様に章末演習問題を設けることで、アクティブラーニングと講義の予習を促す。 

連絡先（メールアドレス） 

鈴木 喜晴 ： nsuzbb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

鈴木 喜晴 ： オフィスアワーは特に定めない 3号館16階 

50



時間割番号 013008 

科目名 生化学実習 科目ID MT-250700-E 

担当教員 鈴木 喜晴[SUZUKI NOBUHARU] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Biochemistry，Laboratory 

【科目責任者】鈴木喜晴 

主な講義場所 

保健衛生学実習室（３号館７階） 

授業の目的、概要等 

生化学基礎実験法として、遺伝子発現解析法とタンパク質濃縮法（粗精製法）・酵素活性測定法について学ぶ。 

・各器官で特異的に発現する遺伝子を予測し仮説を立て、実験で検証する。 

・遺伝子の構造・性質と、それに基づく核酸の精製法・検出法（PCR）を学ぶ。 

・組織からのタンパク質濃縮法（硫酸アンモニウム沈澱）とその粗精製画分を用いてアルカリホスファターゼの酵素活性の測定方法を学

ぶ。 

授業の到達目標 

１）目的に応じた解析方法の原理や各種試薬・機器の性質・性能を理解する。 

２）１を十分に理解した上で、実験手技を習得する。 

３）得られた結果を科学的に考察し、客観的に口頭と記述で論じることができる。 

４）他のグループの結果や考察を聞き、論理的に議論できる。 

各回での目標は以下の通りである。 

１回目：本実習の概要を理解する。NCBI データベースを利用した遺伝子情報の検索方法を学び、解析対象の遺伝子を決定する。動物組

織からの核酸（DNA、RNA）精製を習得する。 

２回目：RNA を逆転写して cDNA を作製する方法を学ぶ。解析対象遺伝子の配列から PCR 用プライマーの配列をデザインする方法を学

ぶ。 

３回目：cDNA とゲノム DNA を鋳型とした PCR 法を習得する。アガロースゲルの作製方法を学ぶ。 

４回目：アガロース電気泳動による PCR 産物の解析法を習得する。 

５回目：硫酸アンモニウム沈澱によるタンパク質の濃縮法を学ぶ。 

６回目：アルカリホスファターゼの酵素活性測定法を学ぶ。PCR 結果から遺伝子発現を考察する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-3 9/19 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
1. 本実習の説明／2. 

解析遺伝子の決定／

3. 核酸の精製 

1. 本実習の概要説明／2. 

NCBI データベースを用いた

解析遺伝子の決定／3. 動物

組織からのゲノム DNA と

RNA の抽出と精製 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習 

4-6 10/3 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
4. RNA の逆転写反応

／5. PCR プライマー

の設計 

4. 逆転写反応による RNA か

ら cDNA の合成／5. 解析遺

伝子の塩基配列からのプラ

イマーのデザイン 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）  

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習 

7-9 10/17 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
6. PCR／7. アガロー

スゲルの作製 
6. cDNAとゲノムDNAを鋳型

とした解析遺伝子の PCR に

よる増幅／7. 電気泳動解析

用のアガロースゲルの作製 

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）  

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習 

10-12 10/24 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
8. アガロース電気泳

動 
8. アガロース電気泳動によ

る PCR 産物の解析 
鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）  

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習 
13-15 10/31 13:00-17:50 保健衛生 9. 硫酸アンモニウム 9. 硫酸アンモニウム沈澱に 鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）  
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学実習室 沈澱 よるタンパク質の濃縮（粗精

製）

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習

16-18 11/7 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

10. 酵素活性測定／

11. 結果報告

10. アルカリホスファターゼ

活性の測定／11. PCR の結

果と考察の報告

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）、４）  

【学習方法】対面実習／プレゼ

ンテーション・ディスカッション  

【事前学習】実習書・資料予習

授業方法 

実習書と資料を用いて実習課題の説明を行い、班毎に実習を進める。アクティブラーニングとして、原理や手順の説明を理解した上で、自

らの手を動かして実験を進める。さらに、解析遺伝子の決定や PCR用プライマーのデザイン、結果報告の際、グループディスカッション等

のアクティブラーニングを行い習得度を高める。 

授業内容 

授業スケジュールを参照 

成績評価の方法 

１）出席状況、学習への取組態度 

２）レポートの評価 

成績評価の基準 

原則、全出席を必要とする。 

１）実習に取り組む姿勢（出席状況、予習や復習に基づく原理や手順の理解度、積極性、グループメンバーとの協力姿勢など）：40 点 

２）レポート（客観的記載法、要点のまとめ、結果の論理的考察）：60 点 

上記に従い、60 点以上（100 点満点）で合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回事前に WebClass から実習書や資料をダウンロードし、実習当日までに予習をしておくこと。 

試験の受験資格 

試験は行わないが、成績評価のためには、原則、全出席を必要とする。遅刻や早退となる際は、必ず科目責任者に連絡して理由を説明

すること。勘案すべき事情のために欠席した場合は、その旨科目責任者に連絡をすること。 

他科目との関連 

生化学的実験手法は、臨床化学、遺伝子検査学、免疫検査学、血液検査学、病原体検査学等の他の分野の検査法や研究方法の基礎とな

る。 

履修上の注意事項 

講義資料、講義動画、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ずる。  実習室での対面実習の際

は、白衣を着用すること。実験机の周りは常に整理整頓し、特に毒物・劇物に指定されている化学物質の取り扱いについては、説明を良く

聞き、十分に注意すること。実習に関する事以外での携帯電話・スマートフォンの使用は慎むこと。 

備考 

前年度のアンケート結果を参考にして、zoom 遠隔授業でのグループディスカッションの日程を減らし、実習室での対面実習とグループデ

ィスカッションを増やした。 

連絡先（メールアドレス） 

鈴木喜晴 ： nsuzbb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

鈴木喜晴 ：オフィスアワーは特に定めない 3 号館16 階 
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時間割番号 013009C 

科目名 分析化学検査学Ⅱ 科目ID MT-230900-L 

担当教員 大川 龍之介[OKAWA RYUNOSUKE] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 2 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Analytical Chemistry, Lecture(II) 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載 

授業の目的、概要等 

講義および実習を通じて、臨床化学検査について学習する。臨床化学検査においては、患者から採取した主に血液に含まれる各種の成

分を生化学的に定量する方法や技術を習得するとともに、得られた客観的な検査情報（検査値）が患者の診療に果たす役割について学

習する。また、精確な検査を行うために必要な検査法の原理、異常反応の発見法や対処法に関する知識を習得すると共に、考える力を身

に着ける。実習では具体的な項目の測定を通じて，検査の妥当性確認，終点分析，初速度分析，電気泳動による分析についての測定技

術を身に着ける。 

授業の到達目標 

１）臨床化学検査の現状と課題の概要が説明できる 

２）検査の基礎特性（再現性、直線性、など）を解析する方法について説明できる 

３）定量分析法の基礎（分光光度法，電気泳動法など）について説明できる 

４）検査の信頼性評価，検査値の変動要因について説明できる 

５）検査の認証制度，予防医学と衛生検査所について説明できる 

６）栄養の基礎，栄養サポートチームに関して説明できる 

７）糖質検査の測定法とそれぞれの意義について説明できる 

８）リポ蛋白の種類別に、その構造、代謝について説明できる 

９）アポリポ蛋白の種類とそれぞれの機能について説明できる 

１０）血清脂質の測定法と臨床的意義について説明できる 

１１）血清中主要蛋白の測定法とそれぞれの意義について説明できる 

１２）血清中微量蛋白の臨床的意義を説明できる 

１３）下垂体ホルモン、甲状腺ホルモン、副腎皮質ホルモンの分泌調節と疾患との関わりを説明できる 

１４）カルシウム調節ホルモン、性腺ホルモン、膵ホルモン、等の分泌調節と疾患との関わりを説明できる 

１５）ビタミンの役割と欠乏症について説明できる 

１６）ICG、クレアチニンクリアランス検査など各種臓器機能検査の概要を説明できる 

１７）比色計を用いた定量分析ができる 

１８）妥当性確認試験が実施できる 

１９）タンパク電気泳動ができる 

２０）コレステロールの酵素学的測定法ができる 

２１）リポタンパク電気泳動ができる 

２２）酵素法によるグルコースの測定ができる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/12 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

臨床化学検査の概要 対面講義 大川 龍之介 【到達目標】１）  【学習方法】同期型講義 

【事前学習】WebClass 講義用スライド

2 4/12 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

定量分析法の基礎①（分光光度分析

法① [基礎，化学的分析法]） 対面講

義

大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド

3 4/18 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

定量分析法の基礎②（分光光度分析

法②[酵素学的分析法]） 同期型

大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド
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4 4/18 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
定量分析法の基礎③（分光光度法③

[酵素活性測定法]） 同期型 
大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
5 4/25 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室4 

定量分析法の基礎④（分光光度法④ 

計測の仕方（終点分析法，初速度分析

法）） 対面講義 

大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】対面講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
6 4/25 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室4 

定量分析法の基礎⑤（その他の分析

法：電気化学分析法，電気泳動法，ク

ロマトグラフ法など） 対面講義 

大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】対面講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
7 5/9 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

検査の総合管理①（検査の信頼性評

価，検査値の変動要因） 非同期型 
大川 龍之介 【到達目標】４）  【学習方法】非同期型講義  

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
8-10 5/9 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）基礎特性試験（１）：クレアチニ

ン(Jaffe 法)試薬作製、除タンパク操作

の影響 

大川 龍之介 【到達目標】１７），１８）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 

11 5/16 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

検査の総合管理②（認証制度，予防医

学と衛生検査所） 非同期型 
大川 龍之介 【到達目標】２），５）  【学習方法】非同期型

講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
12-14 5/16 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）基礎特性試験（２）：クレアチニ

ン（Jaffe 法）同時再現性、添加回収試

験 

大川 龍之介 【到達目標】１７），１８）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 

15 5/23 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

栄養の基礎（各種栄養素の吸収，代謝

など）非同期型 
大川 龍之介 【到達目標】６）  【学習方法】非同期型講義  

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
16 5/23 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）基礎特性試験（３）：クレアチニ

ン（Jaffe 法）直線性、検出限界 
大川 龍之介 【到達目標】１７），１８）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
17 5/30 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

糖質①（糖質の種類と機能，関連検

査）非同期型 
大川 龍之介 【到達目標】７）  【学習方法】非同期型講義  

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
18 5/30 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）基礎特性試験（４）：クレアチニ

ン（Jaffe 法、酵素法）相関 
大川 龍之介 【到達目標】１７），１８）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
19 6/6 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

糖質②（糖質の種類と機能，関連検

査）（アクティブラーニング）対面講義 
大川 龍之介 【到達目標】７）  【学習方法】対面講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
20 6/6 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）糖質の検査（持続皮下グルコー

ス測定を含む） 
大川 龍之介 【到達目標】２２）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
21 9/15 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

脂質①（種類と機能，関連検査）非同

期型 
大川 龍之介 【到達目標】８），９），１０）  【学習方法】非

同期型講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
22 9/15 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室4 

脂質②（種類と機能，関連検査）（アク

ティブラーニング）対面講義 
大川 龍之介 【到達目標】８），９），１０）  【学習方法】対

面講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
23 9/20 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

脂質③（種類と機能，関連検査）（アク

ティブラーニング）対面講義 
大川 龍之介 【到達目標】８），９），１０）  【学習方法】対

面講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド 
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24-26 9/20 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

（実習）電気泳動法，SDS-PAGE によ

るタンパク質の分析

大川 龍之介 【到達目標】１９）  【学習方法】実習  

【事前学習】実習用スライド，実習書

27 9/21 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期

型）

蛋白質と臨床栄養学①（種類と機能，

関連検査）非同期型

大川 龍之介 【到達目標】１１），１２）  【学習方法】非同

期型講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド

28-30 9/22 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

（実習）電気泳動法，SDS-PAGE によ

るタンパク質の分析．

大川 龍之介 【到達目標】１９）  【学習方法】実習  

【事前学習】実習用スライド，実習書

31-33 9/27 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

（実習）ゲル濾過&コレステロール酵素

法（界面活性剤の影響）

大川 龍之介 【到達目標】２０）  【学習方法】実習  

【事前学習】実習用スライド，実習書

34 10/2 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型）

ホルモン，ビタミン，各種臓器機能検

査（経口ブドウ糖負荷試験，ＩＣＧ，クレ

アチニンクリアランス） 非同期型

大川 龍之介 【到達目標】１３），１４），１５）  【学習方法】

非同期型講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド

35 10/2 10:30-12:00 保健衛生

学実習室

蛋白質と臨床栄養学②（種類と機能，

関連検査）（アクティブラーニング）対

面講義

大川 龍之介 【到達目標】１１），１２）  【学習方法】対面

講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド

36-38 10/5 08:50-14:30 保健衛生

学実習室

（実習）各分画の脂質測定，リポタンパ

ク電気泳動

大川 龍之介 【到達目標】２１）  【学習方法】実習  

【事前学習】実習用スライド，実習書

39-41 10/10 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

（実習）タンパク電気泳動と免疫固定

法．

大川 龍之介 【到達目標】１９）  【学習方法】実習  

【事前学習】実習用スライド，実習書

42 11/6 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

（病態学:臨床栄養学）病院検査部にお

ける臨床化学検査，栄養サポートチー

ムの実際

大川 龍之介, 

小野 佳一

【到達目標】６）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴/小テスト回

答/WebClass 講義用スライド

43-44 11/9 13:00-16:10 保健衛生

学実習室

まとめ（アクティブラーニング） 大川 龍之介 【到達目標】１８），１９），２０），２１），２２） 

【学習方法】アクティブラーニング   

【事前学習】実習用スライド，実習書

授業方法 

講義（同期および非同期）と実習を行う。講義は座学のみならず，任意の個人個人に質問しながらの講義とする。一部の授業は，病態解

析など与えられたテーマでディスカッションを行い，代表者が意見を発表する（アクティブラーニング）。 

授業内容 

分析技術の進歩が著しい中にあって，最新の知識・技術的内容を取り入れる。一方，時代とともに古典的検査になっていても，成分分析の

考え方の基本や現代の技術および将来の展開への理解を助けるものについても学べるよう配慮する。また，得られた検査結果を単に定

量値として報告するだけでなく，検査情報として臨床へ提供できるように，検査値による病態解析能力を育成する内容とする。 

成績評価の方法 

学期末筆記試験および出席点，講義時の積極性により評価する。実習はレポート，プレゼンテーションや実習時の積極性により評価す

る。学期末試験には当該学習内容に関する英語の問題や実習内容も出題する。 

１）学期末筆記試験 100 点 

２）実習レポート評価 100 点 

３）講義および実習時の出席点・積極性 100 点 

４）非同期型講義の課題・振り返り試験 100 点 

成績評価の基準 

１），２）において，それぞれ 60 点に達した場合に合格とする。最終的にどちらかでも不合格であった場合には，分析化学検査学 II を不合

格とする。 

成績は１）と２）の平均：90％，３）：5% ，４）：5%として合算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に授業内容を記載したファイルを配布するので，必ず予習し，特に不明な点を明確にして授業に臨むこと。講義・実習後，不明な点は

メールにてすぐに質問し，わからないままにしないこと。 
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試験の受験資格 

授業に３分の２以上、実習に４分の３以上出席し、聴講・実験をした者。内容の都合上、原則、遅刻は認められない。zoom による講義の場

合は、講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合に出席とする。非同期型講義の場合は，その際に課された課題を提

示された期限までに提出したことをもって出席とする。非同期型講義の次の同期型講義の初めに、振り返り試験を行う。 

教科書 

最新臨床検査学講座 臨床化学検査学 第 2 版／戸塚 実 編集,奥村 伸生 編集,浦山 修 編集,松下 誠 編集,山内 一由 編集,大川 龍之

介 編集,戸塚 実,奥村 伸生,浦山 修,松下 誠,山内 一由,大川 龍之介,：医歯薬出版，2022-01-26 

，2018 

参考書 

臨床検査法提要 = Kanai's Manual of Clinical Laboratory Medicine／金井正光 監修,奥村伸生, 戸塚実, 矢冨裕 編集,：金原出版，2022 

他科目との関連 

教養課程で学習した化学，専門課程で学習する生化学が本科目の背景となる。検査管理総論および分析化学検査学Ⅰは本科目と深い関

わりがある。また，検査結果の解釈のためには生理学や血液学などの知識も必要である。 

履修上の注意事項 

非常勤講師の都合で授業内容が前後する場合は事前に連絡する。  欠席・遅刻をしないこと。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 
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時間割番号 013010A 

科目名 医用システム情報学講義(Ⅰ) 科目 ID MT-233700-L 

担当教員 伊藤 南[ITO MINAMI] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Measurement,System and Information，Lecture（Ⅰ） 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

授業明細を参照 

授業の目的、概要等 

神経系などの生体もまた電気的な信号伝達を行っており、臨床検査においても生理学的検査の多くは生体の電気信号を計測を通じて身

体状況を検査している。そのため生体の電気的な性質や原理を正しく理解することが必要である。また、臨床検査を含む現代の医療は各

種の検査・診断・治療機器に大きく依存しており、これらの機器の動作原理を正しく理解し、適切に使用、保守・管理することが必要であ

る。臨床検査技師として最低限知っていてほしい、①基本的な電気現象や法則、②生体電気信号の各種フィルタ回路の原理、③生体電気

信号の増幅回路の原理、④測定装置を電気的に安全に使用するための考え方を学ぶ。実習と組み合わせることにより、体験的な理解や

知識の修得を目指す。 

授業の到達目標 

1.電流が流れる原理と受動素子の役割を理解し、説明できる。回路図と単位を理解し、説明できる。 

2.ジュール熱とローレンツ力と電磁誘導の関係を理解し、その利用法について説明できる。 

3.複素インピータンスによりCR直列回路の過渡応答と応答特性を説明できる。 

4.受動素子によるフィルタ回路や共振回路の原理と性質を理解し、説明できる。 

5.生体の電気特性とそれに添った安全対策の考え方を理解し、説明できる。  

6.能動素子（ダイオード、トランジスタ、FET、OPアンプ）の原理と性質を説明し、理解できる。 

7.トランジスタの静特性と動特性、およびオペアンプ増幅回路の特性を理解し、説明できる。  

8.生体増幅器および生体電気計測の考え方を理解し、説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/14 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査で用い

られる医用工学

の基礎

講義の目的、回路図、電流

が流れる原理、クーロンの

法則

伊藤 南 【到達目標】1),2)   

【学習方法】対面講義、非同期教材   

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中のアンケート集

計

2 4/20 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

受動素子の性質

と応用

ガウスの法則、ファラデー

の法則、フレミングの左手

の法則、サイクロトロン、

電磁波

伊藤 南 【到達目標】1),2)   

【学習方法】対面講義、非同期教材   

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中の小テストとアン

ケート集計

3 4/21 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

交流と複素インピ

ーダンス

複素数による交流の表

現、複素インピーダンス、

有効電力と無効電力

伊藤 南 【到達目標】3)   

【学習方法】対面講義、非同期教材    

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中の小テストとアン

ケート集計

4 4/28 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

臨床検査で用い

られる医用工学

の応用～信号フ

ィルタ回路

CR直列回路、  フィルタ回

路、  周波数による信号フ

ィルタ

伊藤 南 【到達目標】4)   

【学習方法】対面講義、非同期教材    

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中の小テストとアン

ケート集計 
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5 5/15 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4 

医用電子機器の

安全対策 
生体の電気特性、電撃（マ

クロショックとミクロショッ

ク）、安全管理の考え方、

電気機器の安全基準、施

設の電気的安全対策 

伊藤 南 【到達目標】5)   

【学習方法】対面講義    

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中の小テストとアン

ケート集計 
6 5/26 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2 

能動素子の性質

と応用 
ダイオードとトランジスタ、

トランジスタの静特性と動

特性、バンド理論 

伊藤 南 【到達目標】6),7)   

【学習方法】対面講義    

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中の小テストとアン

ケート集計 
7 6/15 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

臨床検査で用い

られる医用工学

の応用～信号増

幅回路 

理想オペアンプ、オペアン

プ増幅回路（反転増幅回

路、非反転増幅回路、差動

増幅回路、コンパレータ） 

伊藤 南 【到達目標】6),7)   

【学習方法】対面講義    

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中の小テストとアン

ケート集計 
8 6/20 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
臨床検査に利用

される医用電子

技術 

生体アンプ、増幅回路の

特性（入力インピーダン

ス、出力インピーダンス、

インピーダンスマッチン

グ）、電極、トランスデュー

サー（センサ） 

伊藤 南 【到達目標】8)   

【学習方法】遠隔/同期、非同期教材    

【その他】講義資料の事前配布、確認テ

ストによる復習、講義中の小テストとアン

ケート集計 

 

授業方法 

配布資料、教科書をもとに講義する。配布資料は事前に WebClass で公開する。前回講義の内容を範囲として小テストを行う。講義中にア

ンケートソフトを利用した質疑やグループ討論を行う。講義中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。主に対面講義を実施するが、

状況により遠隔講義/同期で実施する場合もある。対面講義では大学の指針に従って感染症対策を行う。授業形態の変更等があれば随

時連絡する。講義の一部を非同期素材により補完する。 

授業内容 

授業明細を参照 

成績評価の方法 

１）学期末筆記試験の成績 

２）講義中の小テストの成績 

成績評価の基準 

学期末筆記試験の成績(１００点満点))に、講義中の小テストの成績（２０点以内に換算）を加えて、総合点とする。学期末筆記試験の 20%相

当を英語で出題する。総合点が６０点以上のものを合格とする。期末試験が合格点に満たないものには再試験を実施し、総合成績が６０

点以上のものを合格とする。特段の事情が認められる場合には科目責任者の判断で確認テストを実施し、成績が６０点以上のものを合格

とする。総合成績より評点を決める。本試験で合格したものは６０～１００点、再試験で合格したものは６０～７５点、確認テストで合格した

ものは６０点を範囲として比例換算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

①高校で学んだ物理学の電気、磁気の内容を復習することが望ましい。 

②前回までの講義内容を理解していることを前提にして次の講義を行うので、よく復習してから講義に参加する。欠席者は特に注意する

こと。 

③配布資料は各自でWebClassよりダウンロード、印刷しておくこと。当日の資料配布なし。 

④講義前に、配布資料と教科書の関連範囲に目を通しておくこと（教科書との対応は授業明細の備考欄を参照）。 

⑤講義の一部を遠隔/非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。 

試験の受験資格 

２／３以上の出席をもって受験資格とする。対面講義の場合はカードリーダーの記録、遠隔講義の場合はアクセス記録により出席を確認

する。また講義中に行う小テストおよびアンケート形式の質疑応答へ参加によっても出席を確認する。講義の無断欠席や無断早退が認め

られた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、科目責任者より代替法を指示

する。 
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教科書 

医用工学 : 医療技術者のための電気・電子工学（第二版）／若松秀俊, 本間達 著,：共立出版，2016 

参考書 

医用工学概論／嶋津秀昭, 若松秀俊, 北村清吉, 石川敏三, 石山陽事, 野島一雄 [著],：医歯薬出版，2005 

医用電気工学1／戸畑裕志, 中島章夫 編,日本臨床工学技士教育施設協議会 監修,：医歯薬出版，2009 

医用電気工学2／日本臨床工学技士教育施設協議会 監修,戸畑裕志, 中島章夫 編,：医歯薬出版，2008 

医用電子工学／中島章夫 編,日本臨床工学技士教育施設協議会 監修,：医歯薬出版，2009 

他科目との関連 

医用システム情報学実習（Ⅰ）と補完する。医用工学は臨床検査学の周辺領域を広くカバーし、臨床検査を支えている。検査管理学、医用

システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる一連の講義、演習、実習として構成する。個別の検査機器

の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

①能動的な講義への参加、講義時間を無駄に過ごさないことを希望する。  ②講義資料は事前に WebClass で閲覧できるようにしてある

ので予習すること。  ③講義中ないし講義後の質問を歓迎する。  ④講義中に、学習ツール「スグキク」を使用するので、インターネットに

接続可能なスマホ、パソコンを持参すること。  ⑤前回の講義の範囲で小テストを実施するので、必ず復習しておくこと。確認テストを利用

するとよい。  ⑥講義の一部を非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。  と。  ⑦著作権の問題

があるので Zoom講義の撮影と講義資料の受講者以外への公開を禁ずる。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南 ： minami.bse@tmd.ac.jp、 

オフィスアワー 

伊藤 南 ：３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013011 

科目名 医用システム情報学実習(Ⅰ) 科目 ID MT-251100-E 

担当教員 伊藤 南, 本間 達[ITO MINAMI, HOMMA SATORU] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Measurement，System and Information，Laboratory（Ⅰ） 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

保健衛生学実習室（３号館７階） 

授業の目的、概要等 

本実習は医用システム情報学講義（Ⅰ）を基礎としており，生理検査学講義・実習の中で用いる  医用機材を操作する基礎技術の習得を

目的とする。生理検査学・化学検査学等で使用する各種の検査・診断・治療機器を操作するうえで，必要となる電気回路，電子回路，デジ

タル回路，生体の電気特性、安全管理法の基礎を理解し、修得する。日常生活では直接触れる機会が少ないと思われるので、実習を通じ

て体験的な理解を目指す。実験レポート作成方法を修得する。 

授業の到達目標 

1.レポート作成に伴う文章の構成および基本的な様式を理解する。 

2.臨床検査における医用工学技術の役割を理解し、説明できる。 

3.基本的な電気現象を理解し，安全に測定する方法、患者の安全を維持するための基礎的な知識を理解し、実践できる。 

4.生体電気信号の処理に利用される電子回路（フィルタ回路、増幅回路）の知識、計測技術を、実習を通して修得する。 

5.テスタの制作と動作確認：はんだ付けの技術を習得し，実用に耐えるテスタを作成できる。 

6.テスタの使用法：測定する電気現象の違いにより適切な測定レンジを使用して測定がおこなえる。 

7.オシロスコープの基礎：電気現象を可視化するオシロスコープの基本的な使用法を修得する。 

8.実習２：電気が人体に及ぼす影響と安全対策および変換装置について、測定を通じて理解する。 

9.実習４：検査機器の時定数回路の基本であるCRフィルタ回路の特性を，測定を通じて理解する。 

10.実習５：ダイオード等の基本的な半導体の性質および電源回路の基礎を，測定を通じて理解する。 

11.実習９：増幅回路の同相弁別比：生体の電気現象を測定する際に混入する雑音を取り除く性能を表す同相弁別比について，測定を通じ

て理解する。 

12.実習１０：論理演算を実現するデジタル回路の特性，これを用いた演算回路の動作について，測定を通じて理解する。 

13.測定した結果を正しく演算処理するための有効数字の概念を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 4/6 14:40-17:50 保健衛生学

実習室

実習の概

要、テスタの

制作

オリエンテーション、実習

で使用するテスタの組み

立てキットを作成する。

伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning

3-4 4/13 14:40-17:50 保健衛生学

実習室

テスタの制

作と動作確

認

テスタを完成させたら動作

を確認する。

伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning

5-6 4/20 13:00-16:10 保健衛生学

実習室

実習１ オームの法則（課題の詳

細は教科書を参照）

伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning

7-8 4/27 14:40-17:50 保健衛生学

実習室

数学的関連

講義・レポー

トの作成法

データの処理方法の基

本、レポートのまとめ方の

基本

伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 

9-10 5/8 14:40-17:50 保健衛生学 実習２ 生体の電気特性と安全（課 伊藤 南, 【到達目標】１) 
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実習室 題の詳細は教科書を参

照） 
本間 達 【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 
11-12 5/25 14:40-17:50 保健衛生学

実習室 
実習１の再

実習 
レポート内容により該当者

を指示する 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 
13-14 6/1 14:40-17:50 保健衛生学

実習室 
オシロスコ

ープの基礎 
オシロスコープの使用方

法の基本 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 
15-16 6/8 13:00-16:10 保健衛生学

実習室 
実習５ ダイオードの特性（課題の

詳細は教科書を参照） 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 
17-18 6/15 13:00-16:10 保健衛生学

実習室 
実習１０ 論理回路（課題の詳細は

教科書を参照） 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 
19-20 6/23 13:00-16:10 保健衛生学

実習室 
実習４ CRフィルタ回路（課題の詳

細は教科書を参照） 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 
21-22 7/6 13:00-16:10 保健衛生学

実習室 
実習９ 同相弁別比の測定（課題

の詳細は教科書を参照） 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】１)  

【学習方法】実習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、実験

レポートの添削指導、e-learning 
23 7/7 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室4 
小試験  伊藤 南,  

本間 達 
 

 

授業方法 

実習内容の詳細や手順は授業で説明する。配布資料は事前に WebClass で公開する。実習課題ごとに個人またはグループで実験レポー

トを提出する。実験レポートを添削指導する。実験内容が不十分な場合は再実験する場合もある。コロナ禍対策として学生を２グループに

分けて、対面形式の実習と非同期型教材による学習を交互に行。実習課題と並行して Web-Learning を行う。実習指導は主に本間達（生体

機能システム学）が担当する。コロナ肺炎等の感染症対策は大学の方針に従う。授業方法の変更等がある場合は随時連絡する。 

授業内容 

授業明細を参照 

成績評価の方法 

実際に自分で手を動かすことが重要である。実習への参加度合いと実習課題のレポート内容を重視する。実習課題のレポート内容，最終

回の演習課題の成績、Web-Learning，実習での参加状況により総合的に評価する。 

成績評価の基準 

実習課題のレポート内容(40%)，最終回の演習課題の成績(20%)、Web-Learning(20%)，自習での参加状況(20%)を加えて総合成績（100 点満

点）として科目の評価とする。総合成績が 60点以上のものを合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に配布する資料、教科書に目を通して、実習内容を理解した上で参加する。 

資料はWeb Classを通じて配布する． 

試験の受験資格 

3/4以上の実習への出席および全提出課題のレポートの提出をもって受験資格とする。 

実習の無断欠席や無断早退が認められた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合

には、担当教員より代替法を指示する。 
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教科書 

医用工学 : 医療技術者のための電気・電子工学（第二版）／若松秀俊, 本間達 著,：共立出版，2016 

参考書 

臨床医学総論 : 臨床医学総論 放射性同位元素検査技術学 医用工学概論 情報科学・医療情報学 公衆衛生学／小山高敏, 戸塚実編

集 ; 小山高敏 [ほか] 執筆,小山, 高敏,戸塚, 実,：医学書院，2013 

【教材】SANWA 教材用テスタ組立キット KIT-8D 

他科目との関連 

医用システム情報学講義（Ⅰ）と補完する。医用工学は臨床検査学の周辺領域を広くカバーし、臨床検査を支えている。検査管理学、医用

システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる一連の講義、演習、実習として構成する。個別の検査機器

の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

火傷や感電事故を防ぐため、実習中は教員の指示にしたがうこと。服装は作業しやすいものとすること。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南:minami.bse@tmd.ac.jp、  

本間 達:hommtec@tmd.ac.jp  

オフィスアワー 

伊藤 南:３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013012B 

科目名 生理学講義 科目 ID MT-233200-L 

担当教員 星 治, 藤代 瞳[HOSHI OSAMU, FUJISHIRO Hitomi] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Physiological Lecture 

【科目責任者】星治 

授業の目的、概要等 

生理学は人体の各構成要素の機能がどのようなメカニズムで発現し，全体として統合されているかを，追求する学問である。生理検査学

（Ⅰ）はその内容の講義・実習を行うものである。 

授業の到達目標 

人体の各構成要素の機能の基本的事項を，解剖学の知識を基盤に理解することを目標とする。正常な人体の機能を理解することは，疾

病による人体の機能の変化を理解する上でも 検査技術学を修得する上でも重要なことである。到達目標は以下の通りである。 

1）生理学の基本的な概念を説明できる。 

2）体液の基本的な区分とその調節のメカニズムを説明できる。 

3）血液の基本的な成分を説明できる。 

4）血液型について説明できる。止血の基本的な機序を説明できる。生体防御機構の基本的な事項を説明できる。 

5）心臓の機能と循環器系の調節のしくみを説明できる。 

6）循環器系の基本的な検査（血圧測定、心電図）を説明できる。 

7）呼吸器の機能について説明できる。呼吸器系の基本的な検査を説明できる。 

8）消化液の作用、栄養吸収について説明できる。腸管の運動の種類について説明できる。肝臓の基本的な働きを説明できる。 

9) 筋肉の分類とその機能を説明できる。

10) 糖質代謝、脂質代謝、蛋白質代謝、エネルギー代謝、基礎代謝の基本的な事項を説明できる。

11) 体温調節のメカニズムを説明できる。

12) 腎臓の機能と尿の生成のメカニズムを説明できる。

13) 各種ホルモンの作用について説明できる。

14) 精子形成について説明できる。

15) 排卵、受精、着床、妊娠と分娩に関する基本的事項について説明できる。

16) 神経生理、活動電位、神経線維の種類、興奮の伝達、シナプスについて、それぞれ基本的な事項を説明できる。

17) 大脳、間脳、脳幹（延髄、橋、中脳）、小脳、脊髄のそれぞれの基本的な機能を説明できる。

18) 体性神経系、自律神経の基本的な機能について説明できる。

19) 感覚の一般的性質の基本的な事項を説明できる。視覚の生理学的基本的事項を説明できる。

20) 聴覚、平衡感覚、味覚に関する生理学的な基本的な事項を説明できる。

21) 体細胞の細胞分裂の調節を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/17 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

総論 生理学の概念、意義 星 治 生理学の基本的な概念を説明できる。

2 4/17 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

体液 体液とその調節 星 治 体液の基本的な区分とその調節のメカニズ

ムを説明できる。

3 4/24 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型）

血液と生体

防御１

血液とその成分、リンパ

液、組織液

星 治 血液の基本的な成分を説明できる。

4 4/24 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型）

血液と生体

防御２

血液型、止血機構、生体

防御

星 治 血液型について説明できる。止血の基本的

な機序について説明できる。生体防御機構

の基本的な事項を説明できる。

5 5/8 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2

循環の生理

（１）

心臓の機能、循環器系

の調節のしくみ

星 治 心臓の機能と循環器系の調節のしくみを説

明できる。
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6 5/8 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室2 
循環の生理

（２） 
循環器系の基本検査 星 治 循環器系の基本的な検査（血圧測定、心電

図）について説明できる。 
7 5/11 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型） 
呼吸の生理 呼吸器の機能、呼吸の

調節、呼吸器系の検査 
星 治 呼吸器の機能について説明できる。呼吸器

系の基本的な検査について説明できる。 
8 5/11 10:30-12:00 遠隔授業 

(同期型） 

消化と吸収 消化液の作用、栄養吸

収と水分吸収、腸管運

動、肝臓のはたらき 

星 治 消化液の作用、栄養吸収について説明で

きる。腸管の運動の種類について説明でき

る。肝臓の基本的な働きについて説明でき

る。 
9 5/22 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2 
筋肉の機能 筋肉の分類とその機能 

骨格筋収縮のしくみ 
星 治 筋肉の分類とその機能について説明でき

る。 
10 5/22 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室2 
栄養と代謝 糖質代謝、脂質代謝、蛋

白質代謝、エネルギー

代謝、基礎代謝 

藤代 瞳 糖質代謝、脂質代謝、蛋白質代謝の基本的

な事項を説明できる。  エネルギー代謝、

基礎代謝の基本的な事項を説明できる。 
11 5/24 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型） 
尿の生成と

排泄（１） 
腎臓の機能と尿の生成 藤代 瞳 腎臓の機能と尿の生成のメカニズムを説明

できる。 
12 5/24 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型） 
尿の生成と

排泄（２） 
腎臓の機能と尿の生成 藤代 瞳 腎臓の機能と尿の生成のメカニズムを説明

できる。 
13 5/29 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室2 
体温調節 体温、熱の産生、放熱、

発汗のしくみ 
星 治 体温調節のメカニズムについて説明でき

る。 
14 6/1 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型） 
内分泌の機

能（１） 
内分泌器官、各種ホル

モンの作用 
星 治 各種ホルモンの作用について説明できる。 

15 6/5 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室2 
内分泌の機

能（２） 
内分泌器官、各種ホル

モンの作用 
星 治 各種ホルモンの作用について説明できる。 

16 6/8 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型） 
神経、シナ

プス 
神経生理の基礎、活動

電位、神経線維の種類、

興奮の伝達、シナプス 

星 治 神経生理、活動電位、神経線維の種類、興

奮の伝達、シナプスについて、それぞれ基

本的な事項を説明できる。 
17 6/12 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室2 
神経系の機

能（１） 
大脳、間脳、脳幹（延

髄、橋、中脳）、小脳、脊

髄 

星 治 大脳、間脳、脳幹（延髄、橋、中脳）、小脳、

脊髄のそれぞれの基本的な機能について

説明できる。 
18 6/26 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型） 

生殖機能

（１） 
男性生殖機能（精子形

成） 
藤代 瞳 精子形成について説明できる。 

19 6/27 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2 
生殖機能

（２） 
女性生殖機能（排卵、受

精、着床）、妊娠と分娩 
藤代 瞳 排卵、受精、着床、妊娠と分娩に関する基

本的事項について説明できる。 
20 6/28 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型） 
神経系の機

能（２） 
体性神経系、自律神経、

神経系の検査 
星 治 体性神経系、自律神経の基本的な機能に

ついて説明できる。 
21 7/3 08:50-10:20 遠隔授業 

（同期型） 
感覚の生理

（１） 
感覚の一般的性質、視

覚 
星 治 感覚の一般的性質の基本的な事項を説明

できる。視覚の生理学的基本的事項を説明

できる。 
22 7/3 10:30-12:00 遠隔授業 

（同期型） 
感覚の生理

（２） 
聴覚、平衡感覚、味覚 星 治 聴覚、平衡感覚、味覚に関する生理学的な

基本的な事項を説明できる。 
23 7/7 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室4 
細胞分裂 体細胞分裂 広田 亨 体細胞分裂の調節について説明できる。 

 

 

授業方法 

同期型もしくは非同期型授業（可能な場合は対面授業）。一部アクティブラーニングを実施する。 

授業内容 

生体の機能は基本的機能と高次機能に大別される。基本的機能は動物と植物の両者に共通に認められる機能で，呼吸，血液循環，消化

と吸収，代謝，排泄，内分泌等の生体の維持に関する機能がこれに属する。一方，高次機能は動物において発達，特殊化した機能を意味

し，運動，神経，感覚等がこれに属する。これらの生体の機能について順次，要点を講義する。また、一部演習も行う。 
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成績評価の方法 

小テストの成績（10％）、学期末筆記試験の成績（90%）により総合的に評価する。一部，英文による出題もある。 

成績評価の基準 

学期末筆記試験の成績が 100点満点で 60点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

指定の教科書を事前に読むこと。特に、講義当日の内容に該当する項目のところは十分に押さえておく。 

試験の受験資格 

授業時間数の 3分の 2以上出席した場合に定期試験を受験することができる。出席の扱いは以下の通り 

同期型の場合：講義を最初から最後まで参加しているログが確認できた場合を出席とする 

非同期の場合：webclassでの確認テストで 60点以上だった場合を出席とする 

教科書 

シンプル生理学（改訂第8版）／貴邑 冨久子 著・文・その他,根来 英雄 著・文・その他,貴邑 冨久子,根来 英雄,：南江堂，2021-03-26 

参考書 

本郷利憲，廣重力，豊田順一，熊田衛 編集：標準生理学，医学書院 

他科目との関連 

人体の構造の理解を基盤に，それらのさまざまな機能の基本的事項を理解するのが生理検査学（Ⅰ）である。生理検査学（Ⅰ）は人体構

造学と表裏一体をなすとともに，生理検査学（Ⅱ）に連続するものである。また，薬理学，生化学，臨床病態学とも密接な関係がある。 

履修上の注意事項 

人体構造学を基盤に講義する。講義時間数が限られているので，講義に関連した領域について自習することが必要である。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治:o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

藤代 瞳:fujishiro.aps@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治:オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 
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時間割番号 013049B 

科目名 臨床生理検査学講義(Ⅰ) 科目 ID MT-233300-L 

担当教員 柿沼 晴, 角 勇樹, 赤座 実穂, 山口 純司[KAKINUMA SEI, SUMI YUKI, AKAZA MIHO, YAMAGUCHI Junnji] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical and Diagnostic Laboratory Medicine （Ⅰ）, Lecture 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

同期型(zoom)、非同期型(webclass)、保健衛生学講義室５（３号館７階）、保健衛生学講義室3（３号館8階）、３号館8F実習室3(生理検査学

実習室)、スキルスラボ(MDタワー地下1階)などで分散して行う。小グループローテーションとなるので、随時実施場所をwebclassで確認

すること。変更の場合も随時webclassに掲載する。 

授業の目的、概要等 

生理検査用機器を駆使して被検者からいろいろな生理的情報を取得・解析し，そのデータを疾病の診断・治療に役立たせる生理検査学を

学ぶ。生理検査に携わる検査技師には機器の操作，生体現象の記録，データの整理・解析のみならず，疾病に対しての医学的知識が要

求されるため、疾患に対しての理解も深める。 

授業の到達目標 

1) 各種の生理検査法における原理を習得し、検査の必要性と関連する病態について理解し、測定結果の正常と異常を解釈できるように

なる。 

2) 各種の生理検査を受ける患者の心理、検体採取、危険性、急変時の対応など患者と接する際に必要な知識、技能、態度を身につけ

る。 

3) 電気機器に接することが多いので，機器障害への迅速な対応や安全対策、正しい結果が得られない場合のトラブルシューティングを

学ぶ。 

試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

講義と実習の試験範囲は同じであるが、講義ではより基本的な内容を、実習では実践的な内容を出題する。 

合否判定に関しては定期試験の素点によって行い、点数調整は行わない。 

ただ、本試験合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 9/12 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3,  

検査学実習室3, 

スキルスラボ 

臨床生理検

査学講義1 
検体検査・採取法1 柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

2 9/14 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3,  

検査学実習室3, 

スキルスラボ 

臨床生理検

査学講義2 
検体検査・採取法2 柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

3 9/19 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3,  

検査学実習室3, 

スキルスラボ 

臨床生理検

査学講義3 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

4 9/22 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3,  

検査学実習室3, 

スキルスラボ 

臨床生理検

査学講義4 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

5 9/28 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義5 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 
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6 9/28 10:30-12:00 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義6 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

7 10/6 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義7 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

8 10/16 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義8 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

9 10/20 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検

査学講義9 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

10 10/27 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検

査学講義10 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

11 11/10 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義11 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

12 11/17 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義12 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

13 11/21 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義13 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

14 11/24 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義14 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)  【学習方法】講義・

演習・実習のいずれか  【その他】詳細

をwebclassで確認すること 

15 11/27 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義15 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)  【学習方法】講義・

演習・実習のいずれか  【その他】詳細

をwebclassで確認すること 

16 11/30 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義16 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂, 

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)  【学習方法】講義・

演習・実習のいずれか  【その他】詳細

をwebclassで確認すること 

17 12/11 08:50-10:20 保健衛生学科講

義室3, 検査学実

習室3, スキルス

ラボ 

臨床生理検

査学講義17 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴,  

角 勇樹,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2), 3)  【学習方法】講義・

演習・実習のいずれか  【その他】詳細

をwebclassで確認すること 
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授業方法 

講義、実習、演習(アクティブラーニングを含む)。少人数による班別にローテーションで予定が組まれるので、個々の具体的時間割は

Webclassによる掲示を随時確認すること。 

授業内容 

臨床生理検査学の内容は多岐にわたる。超音波検査、循環器系検査、呼吸器系検査、神経・筋機能検査、ＭＲＩ、サーモグラフィー、直腸

肛門機能検査、消化管内視鏡検査、無散瞳眼底検査，平衡機能検査、など生理検査学について学ぶ。また患者からの検体採取法、検査

を受ける患者の心理、急変時の対応など患者と直接関連する臨床的事項を全てカバーする。実習とは有機的に結合している。 

成績評価の方法 

授業中に行う演習、レポート提出、実習試験、筆記試験にて知識・理解の達成度を評価する。参加姿勢も評価の対象とする。 

成績評価の基準 

出席規定を満たし、実技試験に合格したものについて、試験の受験資格を認め、定期試験ではマルチプルチョイス形式の筆記試験を行

い、筆記試験結果を評価の中心として成績を評価する。 

定期試験で６０点以上の者に単位を認定する。 

試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

合否判定は素点によって行い、出席点などによる点数調整は行わない。 

ただ、本試験 60 点以上の合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、上記

の基準に従って最終成績とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

臨床生理検査学は人を対象とする検査であり、コミュニケーション能力に加え、人と接する上での最低限の礼儀・倫理感が必要とされる。

受講態度にも留意すること。 

試験の受験資格 

基本的には登校演習の全てに出席することを期待する。 

関連する臨床生理検査学実習(Ⅰ)と共同で時間割運営を行っている（単位名としては講義だが内容として実習を行っている）ので、講義と

実習の２科目全体で４分の３以上の出席がない場合は、単位取得、受験資格を認めない。 

同様に、実習の最後に行う実技試験に合格しなかった場合は、筆記試験の受験資格はない。 

webclass、教務よりの連絡を随時確認すること。 

モジュールの単位判定 

単位認定としては臨床生理検査学講義(Ⅰ)と臨床生理検査学実習(Ⅰ)は個別に筆記試験を行って判定する。60 点未満では単位認定され

ない。 

教科書 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 第2版／東條 尚子 (編), 川良 徳弘 (編)：医歯薬出版，2022 

呼吸機能検査技術教本／一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 (監)：じほう，2016 

参考書 

各担当講師がWebclassに資料を uploadする場合がある。 

他科目との関連 

解剖学、臨床生理検査学講義・実習Ⅱ、臨床病態学Ⅰ・Ⅱ、総合講義，医用機器・工学、心臓生理学、心電図判読などと関連。 

履修上の注意事項 

少人数制とし、班分けをして各実習項目をローテーションする。  詳細な割り当ておよび日程はWebclassに掲載する。 

備考 

実習と講義は有機的に結合していて、厳密な分離は困難である。 

演習やクルズスは教科書では学べない学習を行うので全出席が前提である。遅れずに出席すること。 

参照ホームページ 

臨床生理検査学は人を対象とした動的な検査であり、各種ホームページにて動画や図表、イラストを参照すると理解が進む。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 
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時間割番号 013013B 

科目名 生理学実習 科目 ID MT-253400-E 

担当教員 星 治, 藤代 瞳[HOSHI OSAMU, FUJISHIRO Hitomi] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Physiological Practicum 

【科目責任者】星治 

主な講義場所 

保健衛生学実習室（３号館７階），検査実習室２（３号館８階）Zoom講義 

授業の目的、概要等 

生理学は人体の各構成要素の機能がどのようなメカニズムで発現し，全体として統合されているかを，追求する学問である。生理検査学

（Ⅰ）はその内容の講義・実習を行うものである。 

授業の到達目標 

人体の各構成要素の機能の基本的事項を解剖学の知識を基盤に理解することを目標とする。正常な人体の機能を理解することは，疾病

による人体の機能の変化を理解する上でも検査技術学を修得する上でも重要なことである。到達目標は以下の通りである。 

1)生理検査学実習に必要な解剖学の知識を整理し、再確認する。 

2)血圧脈波検査を行い、その結果を評価することができる。 心電図を測定し、その結果の基本的な解析ができる。 

3)腹部超音波検査のためのモールによる脈管等の模型の作製を通じて、腹部内蔵の 3次元的構造を理解する。 

4)糖代謝の生理学的調節機構を理解する。 

5)腹部超音波、頸動脈エコー検査を行い、基本的な所見を説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-2 6/2 13:00-16:10 保健衛生学

実習室 
生理検査学

総論 
実習到達目標確認テスト 藤代 瞳,  

星 治 
生理検査学実習に必要な解剖学

の知識を整理し、再確認する。 
3 6/2 16:20-17:50 遠隔授業（非

同期型） 
生理検査学

総論 
生理検査学導入 藤代 瞳,  

星 治 
生理検査学実習に必要な解剖学

の知識を確認する。 
4-6 6/16 13:00-17:50 検査学実習

室2 
生理検査学

各論  循環

器系の機能 

血圧脈波検査（CAVI/ABI）  心

電図の測定と解析 
藤代 瞳,  

星 治 
血圧脈波検査を行い、その結果

を評価することができる。  心電

図を測定し、その結果の基本的な

解析ができる。 
7-8 6/22 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室2, 

保健衛生学

科講義室3 

腹部内臓の

機能検査Ⅰ 
腹部内臓の生理学的検査Ⅰ

（腹部超音波） 
藤代 瞳,  

星 治 
腹部超音波検査のためのモール

による脈管等の模型の作製を通

じて、腹部内蔵の3次元的構造を

理解する。 
9 6/22 16:20-17:50 遠隔授業（非

同期型） 
生理検査学

各論 
栄養と代謝の生理（糖尿病教

室） 
藤代 瞳,  

星 治 
糖代謝の生理学的調節機構を理

解する。 
10-12 6/27 13:00-17:50 検査学実習

室2 
腹部内臓の

機能検査Ⅱ  

循環器系の

機能検査Ⅱ 

腹部内臓の生理学的検査Ⅱ

（腹部超音波）  頸部の超音波

検査Ⅱ（頸動脈エコー検査） 

藤代 瞳,  

星 治 
腹部超音波、頸動脈エコー検査を

行い、基本的な所見を説明でき

る。 

13-15 6/30 13:00-17:50 検査学実習

室2 
腹部内臓の

機能検査Ⅳ  

循環器系の

機能検査Ⅳ 

腹部内臓の生理学的検査Ⅲ

（腹部超音波）  頸部の超音波

検査Ⅲ（頸動脈エコー検査） 

藤代 瞳,  

星 治 
腹部超音波、頸動脈エコー検査を

行い、基本的な所見を説明でき

る。 

 

 

授業内容 

２年次前期に行う。講義で学習した生体のメカニズムに関する基本的事項について，実習を通じて理解することを目標とする。 

成績評価の方法 
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出席状況（10％）実習課題に対するレポートの評価（90%）により，総合的に判定を行う。(例えば、全出席で 1 割満点（10 点）、レポート評価

が 60点の場合、9割×60点＝54点で、総合点は 64点となる。） 

成績評価の基準 

総合評価が 100点満点で 60点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に配布する実習書に関連した内容について十分な予習を行う。 

試験の受験資格 

授業時間数の 4分の 3以上出席した場合に、この科目の評価を受ける資格がある。 

教科書 

貴巴冨久子、根来英雄：シンプル生理学，南江堂 

参考書 

本郷利憲，廣重力，豊田順一，熊田衛 編集：標準生理学，医学書院 

他科目との関連 

人体の構造を理解し，それらのさまざまな機能の基本的事項を理解するのが生理検査学（Ⅰ）である。生理検査学（Ⅰ）は人体構造学と表

裏一体をなすとともに，生理検査学（Ⅱ）に連続するものである。また, 薬理学，生化学，臨床病態学とも密接な関係がある。 

履修上の注意事項 

必ず白衣を着用し，担当教員の指示に従うこと。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治:o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

藤代 瞳:fujishiro.aps@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治:オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 
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時間割番号 013050B 

科目名 臨床生理検査学実習(Ⅰ) 科目 ID MT-253500-E 

担当教員 柿沼 晴, 角 勇樹, 赤座 実穂, 山口 純司[KAKINUMA SEI, SUMI YUKI, AKAZA MIHO, YAMAGUCHI Junnji] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical and Diagnostic Laboratory Medicine （Ⅰ）, Practicum 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

同期型(zoom)、非同期型(webclass)、保健衛生学講義室５（３号館７階）、保健衛生学講義室3（３号館8階）、３号館8F実習室3(生理検査学

実習室)、スキルスラボ(MDタワー地下1階)などで分散して行う。小グループローテーションとなるので、随時実施場所をwebclassで確認

すること。変更の場合もwebclassに掲示する。 

授業の目的、概要等 

生理検査用機器を駆使して被検者からいろいろな生理的情報を取得・解析し，そのデータを疾病の診断・治療に役立たせる生理検査学を

学ぶ。生理検査に携わる検査技師には機器の操作，生体現象の記録，データの整理・解析のみならず，疾病に対しての医学的知識が要

求されるため、疾患に対しての理解も深める。 

授業の到達目標 

1) 各種の生理検査法における原理を習得し、検査の必要性と関連する病態について理解し、測定結果の正常と異常を解釈できるように

なる。 

2) 各種の生理検査を受ける患者の心理、検体採取、危険性、急変時の対応など患者と接する際に必要な知識、技能、態度を身につけ

る。 

3) 電気機器に接することが多いので，機器障害への迅速な対応や安全対策、正しい結果が得られない場合のトラブルシューティングを

学ぶ。 

 

試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

講義と実習の試験範囲は同じであるが、講義ではより基本的な内容を、実習では実践的な内容を出題する。 

 

合否判定に関しては定期試験の素点によって行い、点数調整は行わない。 

ただ、本試験合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 9/12 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習1 
検体検査・採取法1 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
2 9/12 13:00-14:30 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習2 
検体検査・採取法2 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
3 9/12 14:40-16:10 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習3 
検体検査・採取法3 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
4 9/14 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

臨床生理検査

学実習4 
検体検査・採取法4 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   
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スキルスラボ 【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
5 9/19 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習5 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
6 9/22 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習6 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
7 9/26 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習7 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
8 9/26 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習8 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
9 10/3 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習9 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
10 10/3 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習10 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
11 10/6 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習11 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
12 10/13 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習12 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
13 10/13 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習13 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹, 赤

座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
14 10/16 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

臨床生理検査

学実習14 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習
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検査学実習室3,  

スキルスラボ 
環器系、神経系＞ のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
15 10/16 13:00-14:30 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習15 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
16 10/16 14:40-16:10 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習16 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
17 10/20 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習17 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
18 10/27 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習18 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
19 11/2 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習19 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
20 11/2 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習20 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
21 11/10 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習21 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
22 11/10 13:00-14:30 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習22 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
23 11/10 14:40-16:10 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習23 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
24 11/17 10:30-12:00 保健衛生学科 臨床生理検査 生理機能検査<呼吸 柿沼 晴, 角 勇樹,  【到達目標】1), 2), 3)   
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講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

学実習24 器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 
赤座 実穂, 山口 純司 【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
25 11/17 13:00-14:30 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習25 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
26 11/17 14:40-16:10 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習26 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系＞ 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
27 11/21 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習27 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
28 11/24 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習28 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
29 11/27 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習29 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)  

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 

30 11/30 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習30 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
31 12/8 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習31 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
32 12/8 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習32 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
33 12/11 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習33 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
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34 12/15 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習34 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
35 12/15 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習35 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
36 12/15 13:00-14:30 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習36 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
37 12/18 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習37 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)  【学習

方法】講義・演習・実習のい

ずれか  【その他】詳細を

webclassで確認すること 
38 12/18 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習38 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
39 12/21 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習39 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
40 12/21 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

臨床生理検査

学実習40 
生理機能検査<呼吸

器系、消化器系、循

環器系、神経系、そ

の他> 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】講義・演習・実習

のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
41 1/5 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

実習試験1 実技試験（本試験） 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】実技試験   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
42 1/5 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

実習試験1 実技試験（本試験） 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】実技試験   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
43 1/5 13:00-14:30 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

実習試験2 実技試験（本試験） 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】実技試験   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 

44 1/5 14:40-16:10 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

実習試験2 実技試験（本試験） 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】実技試験   

【その他】詳細をwebclassで

75



スキルスラボ 確認すること 
45 1/12 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

実習試験:再試

験 
実技試験（再試験） 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】実技試験   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
46 1/12 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室3,  

検査学実習室3,  

スキルスラボ 

実習試験:再試

験 
実技試験（再試験） 柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2), 3)   

【学習方法】実技試験   

【その他】詳細をwebclassで

確認すること 
 

授業方法 

講義、実習、演習(アクティブラーニングを含む)。少人数による班別にローテーションで予定が組まれるので、個々の具体的時間割は

Webclassによる掲示を随時確認すること。 

授業内容 

臨床生理検査学の内容は多岐にわたる。超音波検査、循環器系検査、呼吸器系検査、神経・筋機能検査、ＭＲＩ、サーモグラフィー、直腸

肛門機能検査、消化管内視鏡検査、無散瞳眼底検査，平衡機能検査、など生理検査学について学ぶ。また患者からの検体採取法、検査

を受ける患者の心理、急変時の対応など患者と直接関連する臨床的事項を全てカバーする。講義とは有機的に結合している。 

成績評価の方法 

授業中に行う演習、レポート提出、実習試験、筆記試験にて知識・理解の達成度を評価する。参加姿勢も評価の対象とする。 

成績評価の基準 

実技試験を行い、実践能力を評価する。実技試験に合格しない者には筆記試験の受験を認めず、単位を認定しない。 

出席規定を満たし、実技試験に合格したものについて、試験の受験資格を認め、定期試験ではマルチプルチョイス形式の筆記試験を行

い、筆記試験結果を評価の中心として成績を評価する。 

定期試験で６０点以上の者に単位を認定する。 

試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

合否判定は素点によって行い、出席点などによる点数調整は行わない。 

ただ、本試験 60 点以上の合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、上記

の基準に従って最終成績とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

臨床生理検査学は人を対象とする検査であり、コミュニケーション能力に加え、人と接する上での最低限の礼儀・倫理感が必要とされる。

受講態度にも留意すること。 

試験の受験資格 

関連する臨床生理検査学講義(Ⅰ)と共同で時間割運営を行っているので、講義と実習の２科目全体で４分の３以上の出席がない場合は、

本学規定により、単位取得、受験資格を認めない。 

同様に、実習の最後に行う実技試験に合格しなかった場合は、筆記試験の受験資格はない。 

webclass、教務よりの連絡を随時確認して参加すること。 

モジュールの単位判定 

単位認定は臨床生理検査学講義(Ⅰ)と臨床生理検査学実習(Ⅰ)は個別に筆記試験を行って判定する。60点未満の場合は単位認定されな

い。 

また、実習の最後には実技試験を行い、実践能力を評価する。実技試験に合格しない者には筆記試験の受験資格を認めず、単位を認定

しない。 

教科書 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 第2版／東條 尚子 (編), 川良 徳弘 (編)：医歯薬出版，2022 

呼吸機能検査技術教本／一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 (監)：じほう，2016 

参考書 

各担当講師がWebclassに資料を uploadする場合がある。 

他科目との関連 

解剖学、臨床生理検査学講義・実習Ⅱ、臨床病態学Ⅰ・Ⅱ、総合講義，医用機器・工学、心臓生理学、心電図判読などと関連。 

履修上の注意事項 

少人数制とし、班分けをして各実習項目をローテーションする。  詳細な割り当ておよび日程はWebclassに掲載する。 
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備考 

実習と講義は有機的に結合していて、厳密な分離は困難である。 

演習やクルズスは教科書では学べない学習を行うので全出席が前提である。遅れずに出席すること。 

参照ホームページ 

生理検査は人を対象とした動的な検査であり、各種ホームページにて動画や図表、イラストを参照すると理解が進む場合がある。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 
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時間割番号 013015 

科目名 病原体検査学実習(Ⅰ) 科目 ID MT-251700-E 

担当教員 石野 智子, 熊谷 貴, 新澤 直明, 齋藤 良一[ISHINO Tomoko, KUMAGAI TAKASHI, SHINNZAWA Naoaki, SAITO 

RYOICHI] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：microbiology，Laboratory（Ⅰ） 

【科目責任者】齋藤 良一 

主な講義場所 

講義：講義室４（３号館７階） 

実習：保健衛生学科実習室（３号館７階） 

状況によっては、同期型遠隔授業を行うことがある。 

授業の目的、概要等 

病原体検査学（Ⅰ）は，医動物学と呼ばれている分野を広範囲に学習することを目的とする。ここでは、人体に寄生して直接病害を起こす

動物や、感染症などを媒介する動物とヒトの関わり合いについて講義・実習を行う。ヒトに病害を与える動物には、原生動物から脊椎動物

まで、全ての動物群が含まれる。大きく分けると、人体内部に寄生して病害を与える動物を扱う寄生虫学とよばれる分野と、ヒトの体表に

寄生して病原体を媒介したり、咬傷や刺傷を与えたりする動物を研究する衛生動物学とよばれる分野がある。それぞれの生物学的背景

をベースとし、臨床応用できる知識の教授をめざす。また、実習では、標本の観察、スケッチを行うことで、知識の整理、定着を目的とす

る。 

授業の到達目標 

扱う動物の種類が全ての動物群にわたり非常に広いため、講義で取り上げるものは現在国内で問題になっている寄生虫や疾病媒介動物

を中心に講義と実習を行う。この他、熱帯地域の発展途上国で未だ多くの人々を苦しめている熱帯病や海外旅行者が感染する可能性の

ある輸入寄生虫症の問題についても講義する。 

１）これらの寄生虫や衛生害虫の発育史、感染経路などをよく理解し、 

２）国際社会においても貢献しうる人材を養成することを講義全体の目標とする。 

講義 

３）線虫類によって起きる病気について理解する。 

４）食品媒介吸虫症及び輸入吸虫症について理解する。 

５）消化管寄生原虫類によって起きる病気について理解する。 

６）組織寄生条虫類によって起きる病気について理解する。 

７）熱帯輸入原虫症によって起きる病気について理解する。 

アクティブラーニング（実習） 

８）線虫類の寄生虫の虫卵、成虫の形態を習得する。 

９）吸虫類及び条虫類の成虫、虫卵の形態を習得する。 

10）消化管寄生原虫類の形態を習得する。 

11）マラリア原虫の同定を習得する。 

12）組織寄生原虫の形態を習得する。 

13）糞便検査法について習得する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 9/29 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4 

【講義】医動物学

総論 
医動物学総論を理解し、寄

生虫学・衛生動物学の基

本について理解する。ま

た、国際的な寄生虫感染

症の動向についても理解

する。 

石野 智子 （到達目標）１）２）   

（学習方法）対面講義／全体議論   

（事前学習）参考書など 

2 9/29 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

【講義】線虫類に

よって起きる病

消化管寄生線虫類によっ

て起きる病気について説

石野 智子 （到達目標）3）   

（学習方法）対面講義   
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室4 気 明する。また、幼虫移行症

の原因となる動物由来線

虫類によって起きる疾患に

ついて説明する。

（事前学習）オンデマンド教材など

3 10/6 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4

【講義】吸虫類に

よって引き起こさ

れる病気

食品媒介吸虫症及び輸入

吸虫症について説明す

る。

石野 智子 （到達目標）4）   

（学習方法）対面講義   

（事前学習）オンデマンド教材など

4 10/6 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4

【講義】条虫類に

よって起きる病

気

消化管寄生条虫類ついて

説明する。

新澤 直明 （到達目標）6）   

（学習方法）対面講義   

（事前学習）オンデマンド教材など

5 10/13 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4

【講義】消化管寄

生原虫類によっ

て起きる病気

消化管寄生原虫について

説明する。

新澤 直明 （到達目標）5）   

（学習方法）対面講義  （事前学習）

オンデマンド教材など

6 10/13 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4

【講義】組織寄生

原虫類によって

起きる病気及び

医学上重要な衛

生動物学

組織寄生原虫類について

説明する。また、疾患を媒

介する衛生動物につい

て、説明する。

新澤 直明 （到達目標）7）   

（学習方法）対面講義   

（事前学習）オンデマンド教材など

7-9 10/20 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

【対面実習】線虫

類

線虫類の寄生虫の虫卵、

成虫を観察する。

熊谷 貴 （到達目標）８）   

（学習方法）実習／グループワーク  

（事前学習）オンデマンド教材など

10-12 10/27 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

【対面実習】吸虫

類及び条虫類

吸虫類及び条虫類の成

虫、虫卵を観察する。

熊谷 貴 （到達目標）９）   

（学習方法）実習／グループワーク  

（事前学習）オンデマンド教材など

13-15 11/2 13:00-17:50 保健衛生

学実習室

【対面実習】寄生

原虫類による病

気、糞便検査法

マラリアやトリパノソーマ、

リーシュマニアなどの熱帯

輸入原虫症を観察する。糞

便検査の実技を行う。

熊谷 貴 （到達目標）10）11）12）13）   

（学習方法）実習／グループワーク  

（事前学習）オンデマンド教材など

授業方法 

講義は、対面型を基本とし、必要に応じて同期型遠隔授業にて実施する。各単元毎に説明を行い質疑応答に答える。今年度より減少した

講義時間分を補うために、非同期の学習教材をWebclass に掲載する。試験問題の範囲は、非同期の学習教材も含むので、必ず学習する

こと。 

アクティブラーニングとして行う実習は、対面での顕微鏡観察と糞便検査実技を行い、ヴァーチャルスライドでの予習・復習を組み合わせ

た形で実施する。対面実習中は常時質問等を受けながら説明を行う。対面講義・実習では、必要とされる感染防止措置を遵守する。講義

実習中の飲食は不可とし、学習に関係しない私語は慎む。 

授業内容 

各回の講義の資料をあらかじめ提示するので予習しておくこと。対象となる寄生虫に関する生物学、臨床的側面、社会医学的側面などに

ついて総合的に解説を行う。 

実習は、事前に実習書を提示するので予習を行うこと。また、講義内容を復習すること。対面実習では、各自顕微鏡による観察を行いスケ

ッチする。糞便検査の実技も同時に行う。レポートはスケッチを元に、実習後に提出を行う。実習の予習・復習やスケッチのためにヴァー

チャルスライドを導入する。 

成績評価の方法 

次の 2つの項目で評価を行う。 

（１）記述試験：８０％：講義全般のうち、重要事項について国家試験問題に模して選択形式で行われる。１０％は必ず、英文により出題さ

れる。 

（２）レポート：２０％：実習レポートの５段階評価により判定する。 

成績評価の基準 

「成績評価の方法」に示す各項目の成績の合計により評価を行う。試験等により到達目標に達しているかを評価し、60%以上の到達が確認

された場合を合格とする。 
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準備学習等についての具体的な指示 

１．講義は予めWebClassで配布される講義資料を熟読の上、出席する。講義はそれを前提に進める。 

２．実習には白衣を着用し、授業開始前に顕微鏡を実習テーブルに準備しておくこと。 

３．スケッチはB5版スケッチブック（ケント紙）（推奨）を用意し、2B鉛筆及び色鉛筆を準備する。 

試験の受験資格 

2/3以上の講義出席をもって受験資格とする。同期型遠隔講義を実施した場合は、出席管理はzoomのアクセス時間により行う。30分以上

経過してのアクセスは欠席とする。 

実習は３回しか行わないために、理由なき欠席は筆記試験の受験資格を与えない。 

参考書 

医動物学／吉田 幸雄 著・文・その他,有薗 直樹 著・文・その他,山田 稔 著・文・その他,吉田 幸雄,有薗 直樹,山田 稔,：南山堂，

2023-02-17 

寄生虫学テキスト／上村清 [ほか] 著,上村, 清,木村, 英作,金子, 明,丸山, 治彦,所, 正治,大槻, 均,：文光堂，2019 

図説人体寄生虫学／吉田幸雄原著 ; 日本寄生虫学会「図説人体寄生虫学」編集委員会編,吉田, 幸雄,日本寄生虫学会「図説人体寄生虫

学」編集委員会,日本寄生虫学会,：南山堂，2021 

寄生虫のはなし : この素晴らしき, 虫だらけの世界／永宗喜三郎 [ほか] 編,永宗, 喜三郎,脇, 司,常盤, 俊大,島野, 智之,：朝倉書店，2020 

寄生蟲図鑑 = The Encyclopedia of Parasites : ふしぎな世界の住人たち／大谷智通 著,目黒寄生虫館 監,佐藤大介 絵,大谷, 智通, 1982-,

佐藤, ダイスケ, 1976-,目黒寄生虫館,：講談社，2018 

絵でわかる寄生虫の世界／長谷川英男著,長谷川, 英男,小川, 和夫,講談社サイエンティフィク,：講談社，2016 

標準医動物学 第２版／石井明,鎮西康雄,太田伸生,ｲｼｲｱｷﾗ,ﾁﾝｾﾞｲﾔｽｵ,ｵｵﾀﾉﾌﾞｵ,：医学書院，2009 

他科目との関連 

寄生虫は，あらゆる組織，細胞などに寄生するため，その検査方法や原因の究明には他の多くの教科の知識を必要とする。例えば，動

物については，分類学，生態学，生理学などと密接に関連する。寄生を受ける人体側については，解剖学，組織学，病理学はもとより，免

疫学などの知識も必要とする。また，感染症の対策を講じる上では、公衆衛生学、国際保健学との関連も深い。 

履修上の注意事項 

受講上の注意：講義のみでは寄生虫や衛生動物について十分に理解することが困難であるため，実物標本やスライド写真を供覧して解

説を行う。講義回数が限られているので毎回出席することが大切である。 

備考 

実習では感染性病原体を扱うこともあるので白衣は必ず持参すること，B5 版スケッチブック（１枚ずつ切り離せる形式のもの）と色鉛筆お

よび鉛筆（２Ｂ）を持参すること。2021年度からヴァーチャルスライドを準備しているので、予習、復習に役立てて欲しい。 

連絡先（メールアドレス） 

石野 智子:tishino.vip@tmd.ac.jp 

熊谷 貴:tkuma.vip@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

熊谷 貴:随時（必ず事前に連絡を入れること） 
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時間割番号 013053B 

科目名 免疫検査学講義 科目 ID MT-233800-L 

担当教員 田中 ゆきえ, 齋藤 良一[TANAKA Yukie, SAITO RYOICHI] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Immunology，Lecture 

【科目責任者】 田中 ゆきえ 

主な講義場所 

対面授業：時間割で示された場所 

遠隔授業（同期・非同期）：Zoom 

授業の目的、概要等 

免疫検査学は免疫学的手法を臨床検査に応用する学問である。ほとんどあらゆる疾患における臨床検査に免疫学的手法は利用されて

おり，その原理や意義について学ぶ。輸血や臓器移植に必須である輸血検査学についても学ぶ。また，自己免疫疾患，免疫不全症，感染

症，悪性腫瘍など, 免疫機能の異常が直接的に関わる疾患については，それらの病態についても理解する。 

しかし，臨床検査法は年々改良されて，より優れた方法に代わられている。そのような変化に対応するため，また自ら新しい検査法の開

発を目指す研究に取り組むために，最も大切なことは免疫学の基本をしっかり学んで応用力を養うことである。 

授業の到達目標 

1. 自然免疫と獲得免疫のそれぞれについて，構成要素と機能を説明できる。 

2. 自然免疫と獲得免疫の違い，および相互作用について説明できる。 

3. 免疫担当細胞の種類とそれぞれの機能について説明できる。 

4. 中枢リンパ組織と末梢リンパ組織の構造と機能を説明できる。 

5. リンパ節と脾臓の構造，機能について図で説明できる。 

6. MHC分子の構造と機能について図で説明できる。 

7. MHC分子の多型とその免疫学的意義について説明できる。 

8. IgGの基本構造を図示し，各部位の機能を説明できる。 

9. 免疫グロブリンの各クラスの構造，機能，およその血中濃度について説明できる。 

10. B細胞が多様な特異性をもつ抗体を産生できる機序について説明できる。 

11. T細胞レセプターの多様性の獲得機序について説明できる。 

12. モノクローナル抗体の作製法の原理を説明できる。 

13. T細胞レセプターについて，構造，機能，共刺激分子との関係等を説明できる。 

14. TH1細胞とTH2細胞が産生するサイトカインと機能について説明できる。 

15. 主なサイトカインの機能について説明できる。 

16. B細胞とT細胞の相互作用について図示して説明できる。 

17. 感染巣に病原体に特異的なリンパ球が集族するメカニズムを説明できる。 

18. 一次免疫応答と二次免疫応答について説明できる。 

19. 補体系の経路と機能について説明できる。 

20. 自然免疫および獲得免疫における自己寛容のしくみについて説明できる。 

21. 梅毒の主な検査法と結果の解釈について説明できる。 

22. ウイルス性肝炎の特性、ウイルス抗原性、抗体の産生について説明できる。 

23. ウイルス性肝炎の経過における血清学的検査結果の推移を図示して説明できる。 

24. B型肝炎ウイルスキャリアーの血清学的検査結果の推移を図示して説明できる。 

25. M蛋白の原因疾患，検出方法，性質について説明できる。 

26. 主な腫瘍マーカーを，陽性率の高い腫瘍の例とともに列挙できる。 

27. アレルギーのメカニズムと代表的病態について説明できる。 

28. 全身性自己免疫疾患を，よくみられる自己抗体とともに列挙できる。 

29. 組織特異的自己免疫疾患を，よくみられる自己抗体とともに列挙できる。 

30. 代表的な自己免疫疾患の検査所見を代表的疾患について列挙できる。 

31. 輸血用血液製剤の種類と特製を説明できる。 
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32. 輸血の適応と製剤の選択が説明できる。 

33. 輸血前に必要な検査が列挙できる。 

34. 血液型とその検査法が説明できる。 

35. 赤血球抗体検査と交叉適合試験の検査の必要性と方法が説明できる。 

36. 自己免疫性溶血性貧血と自己抗体について説明できる。 

37. 輸血副作用、自己血輸血の適応について説明できる。 

38. 血小板抗原、顆粒球抗原、移植の免疫メカニズムについて説明できる。 

39. 代表的な免疫不全症の原因遺伝子とその機能欠陥、関連する検査方法について説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 10/3

1 
08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 概論 田中 ゆきえ （到達目標）免疫検査学講義内容の全体像

を理解する。   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
2 11/1 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 免疫系の構成要

素、自然免疫 
長谷川 温彦 （到達目標）１）－６）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
3 11/1 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 獲得免疫における

抗原の補足と提

示、獲得免疫にお

ける抗原の認識 

長谷川 温彦 （到達目標）7）－10）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 

4 11/7 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 輸血療法とは，輸

血用血液製剤の種

類と特性 

梶原 道子 （到達目標）31）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
5 11/1

4 
08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 輸血の適応と製剤

の選択 
梶原 道子 （到達目標）32）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
6 11/1

4 
10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 アレルギー, 自己

免疫疾患 
田中 ゆきえ （到達目標）25-28）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
7 11/2

4 
14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 輸血前に必要な検

査 
梶原 道子 （到達目標）33）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
8 11/2

4 
16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 獲得免疫における

液性免疫、免疫寛

容 

長谷川 温彦 （到達目標）11）－20）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
9 11/2

8 
13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 腫瘍性免疫、自己

免疫疾患① 
田中 ゆきえ （到達目標）２５－２８)   

（学習方法）同期型授業   

（事前学習）Weblclass資料 
10 11/2

8 
14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 獲得免疫における

抗原の認識、細胞

性免疫 

長谷川 温彦 （到達目標）11）－20）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
11 11/3

0 
14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 血液型とその検査 梶原 道子 （到達目標）34）   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
12 12/1 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 組織特異的自己免

疫疾患 
田中 ゆきえ （到達目標）29), 30)   

（学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
13 12/1 10:30-12:00 遠隔授業 免疫検査学 赤血球抗体検査， 梶原 道子 （到達目標）35）  （学習方法）同期型講義  
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（同期型） 交差適合試験 （事前学習）Weblclass資料 
14 12/5 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 自己免疫性溶血性

貧血と自己抗体，輸

血副作用，自己血

輸血 

梶原 道子 （到達目標）36）  （学習方法）同期型講義  

（事前学習）Weblclass資料 

15 12/6 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 感染症① 田中 ゆきえ,  

武内 寛明 
（到達目標）19）20)  （学習方法）対面講義  

（事前学習）Weblclass資料 
16 12/6 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 腫瘍性免疫、自己

免疫疾患② 
田中 ゆきえ （到達目標）２５－２８)  （学習方法）対面講

義  （事前学習）Weblclass資料 
17 12/8 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 感染症② 田中 ゆきえ,  

齋藤 良一 
（到達目標）21-24）  （学習方法）対面講義  

（事前学習）Weblclass資料 
18 12/8 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 免疫学的検査の原

理 
田中 ゆきえ （到達目標）10ー20）  （学習方法）対面講義  

（事前学習）Weblclass資料 
19 12/1

2 
08:50-10:20 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 血液型不適合妊娠

と新生児溶血性疾

患，HLA検査 

梶原 道子 （到達目標）37）  （学習方法）対面講義   

（事前学習）Weblclass資料 

20 12/1

2 
10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 感染症③ 田中 ゆきえ,  

武内 寛明 
（到達目標）16-18）  （学習方法）対面講義  

（事前学習）Weblclass資料 
21 12/1

4 
13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 免疫学的検査の実

際（１） 
田中 ゆきえ （到達目標）29）  （学習方法）対面講義   

（事前学習）Weblclass資料 
22 12/1

4 
14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 免疫学的検査の実

際（２） 
田中 ゆきえ （到達目標）30）  （学習方法）対面講義   

（事前学習）Weblclass資料 
23 12/1

9 
08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 血小板抗原，顆粒

球抗原，移植 
梶原 道子 （到達目標）38）  （学習方法）同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
24 12/2

1 
13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 免疫学的検査の実

際（３） 
田中 ゆきえ （到達目標）1-30）  （学習方法）グループ議

論   

（事前学習）Weblclass資料 
25 12/2

1 
14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 免疫学的検査の実

際（４） 
田中 ゆきえ （到達目標）1-30）  （学習方法）グループ議

論   

（事前学習）Weblclass資料 
26 1/4 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
免疫検査学 免疫学的検査の実

際 （総論） 
田中 ゆきえ （到達目標）1-38）  （学習方法）全体議論・

同期型講義   

（事前学習）Weblclass資料 
27 1/11 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 移植医療と再生医

療としての細胞療

法の実際（１） 

田中 ゆきえ,  

山﨑 理絵 
（到達目標）16), 38)  （学習方法）対面講義   

（事前学習）Weblclass資料 

28 1/11 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 移植医療と再生医

療としての細胞療

法の実際（２） 

田中 ゆきえ,  

山﨑 理絵 
（到達目標）31)- 38)  （学習方法）対面講義   

（事前学習）Weblclass資料 

29 1/12 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 免疫不全症の疾患

と検査の実際(1) 
田中 ゆきえ,  

今井 耕輔 
（到達目標）1-20)  （学習方法）対面講義   

（事前学習）Weblclass資料 
30 1/12 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
免疫検査学 免疫不全症の疾患

と検査の実際(2) 
田中 ゆきえ,  

今井 耕輔 
（到達目標）1-20)  （学習方法）対面講義   

（事前学習）Weblclass資料 
 

 

授業方法 

対面授業・遠隔授業（同期型）：WebClassで事前配布した資料をもとに講義し、質疑応答やグループ討論を行う。 

遠隔授業（非同期型）：WebClassで配布された資料を視聴後、提示された課題を期限内に提出する。 

授業内容 

「授業スケジュール」参照 
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成績評価の方法 

定期試験成績（85点）、小テスト・課題内容（10点）および授業態度（5点）により総括的評価（100点満点）を行う。定期試験は多肢選択問題

で構成され、基本的な専門用語を英語で示す問題も一部に含まれる。 

成績評価の基準 

「成績評価の方法」に示した項目の合計が 60点以上の場合を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

教科書に沿って進めるので、毎回予習と復習をし、分からない点は質問して下さい。 

試験の受験資格 

本学の試験規則を満たす者。但し、出席管理は以下のように行う。 

・遠隔授業（同期型）：zoomのアクセス時間と講義中に行う小テストや質疑応答等により判断する。講義開始30分以上経過後のアクセスは

欠席とみなす。 

・遠隔授業（非同期型）：動画視聴後に提示された課題を期限内に提出した場合、出席とする。 

・対面授業：出席管理システム（カードタッチ）で判断する。講義開始30分以上の遅刻は欠席とみなす。 

教科書 

免疫検査学／窪田哲朗 [ほか] 編集,窪田, 哲朗,藤田, 清貴,細井, 英司,梶原, 道子,：医歯薬出版，2020 

参考書 

Cellular and Molecular Immunology／Abbas A K, et al.：Elsevier，2018 

履修上の注意事項 

毎回出席することが大切である。また講義内容の復習や講義で詳しく触れなかった事項も自主学習し、単元ごとに知識の定着を図って欲

しい。講義・実習に関わる資料は全て著作物であり、著作権の関係上、外部に流出することの無いように十分気を付けること。 

備考 

前年度の授業評価結果を踏まえ、 今年度も引き続き丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 ゆきえ:yutanaka.rcc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

田中 ゆきえ:随時（必ず事前に連絡を入れる） 
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時間割番号 013016 

科目名 遺伝子・染色体検査学講義 科目 ID MT-231800-L 

担当教員 鈴木 喜晴, 松沢 優[SUZUKI NOBUHARU, MATSUZAWA Yu] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Genetics and Human Genome Science，Lecture 

【科目責任者】鈴木喜晴 

【科目担当者】鈴木喜晴、松沢優 

主な講義場所 

保健衛生学科講義室2、遠隔授業（同期型） 

授業の目的、概要等 

近年のゲノムサイエンスの進歩に伴い、疾患を遺伝子レベルで理解し、診断・治療を行うことが常用化されて来ている。本講義では、遺伝

子・染色体レベルでの分子遺伝学の基礎を学び、変異等によって正常な機能が障害されることによる疾患の分子メカニズムを理解する。

さらに遺伝子や染色体の解析技術を学び、疾患ごとの検査法を学習する。また、遺伝子の発現や機能に関わる最新の基礎研究にも触

れ、当該研究分野の現状を学ぶ。さらに、英語による解説ビデオ等から、当該分野における国際的な重要性についても理解を深める。ア

クティブラーニングとして、各回の終わりに演習問題を行い習得度を確認する。 

授業の到達目標 

１）基礎的な物質や現象の用語とその意味を理解・習得する。 

２）１の内容を体系的に理解し、設問に対し、口頭または記述で説明できる。 

３）関連分野での基礎研究や臨床研究に応用できる実践的な知識を身につける。 

４）１〜３の内容を体系的に理解した上で、より専門的な研究内容について考察・議論できる。 

各回での目標は以下の通りである。 

１回目：ゲノムについて理解する。新型コロナウイルス検査をはじめとする感染症の遺伝子検査を理解する。 

２回目：遺伝子の基礎を理解する。 

３回目：染色体の基礎を理解する。 

４回目：臨床遺伝学について学ぶ。 

５回目：造血器腫瘍と先天異常を理解・整理する。 

６回目：分子病理学的診断と標的治療について理解する。遺伝子多型について学ぶ。 

７回目：遺伝子検査法（遺伝子検査の種類、検体の取扱い、核酸抽出、核酸の電気泳動）を理解・整理する。 

８回目：遺伝子検査法（核酸増幅）を理解する。 

９回目：遺伝子検査法（遺伝子検査の解析法）について学ぶ。 

１０回目：染色体検査法（細胞培養法、標本作成法、分染法）を理解・整理する。 

１１回目：染色体検査法（核型分析、FISH法、検出機器）について理解する。 

１２回目：倫理や品質保証認証について理解する。演習問題で理解度を確認する。 

１３回目：関連する基礎研究を理解する。 

１４回目：関連する基礎研究を理解する。 

１５回目：関連する基礎研究を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/7 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

1. ゲノム／2. 感

染症の遺伝子検

査

1. ゲノムとは；ゲノム医療；先端

技術の概要；データベースの種類

と検索法／2. 検査の分類；検査

の方法（PCRによる生菌検出法）；

新型コロナウイルス検査

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

2 4/11 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

3. 遺伝子の基礎 3. 核酸の構造；遺伝子の構造；

DNAの複製と修復機構；遺伝子

の発現と制御；蛋白質のプロセシ

ング；ノンコーディングRNA；遺伝

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習
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子変異・修飾と多型；エピジェネテ

ィクス；癌；遺伝子治療；ファーマコ

ゲノミクス

3 4/18 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

4. 染色体の基礎 4. 染色体の構造；染色体の構成；

細胞周期と遺伝子染色体；細胞分

裂；配偶子から受精・着床

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】遠隔講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

4 4/25 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4

5. 臨床遺伝学 5. メンデル遺伝；非メンデル遺

伝；染色体異常の発生機序

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

5 4/28 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2

6. 造血器腫瘍／

7. 先天異常

6. WHO分類；分子標的薬；リンパ

球の分化と遺伝子再構成／7. 染

色体異常症候群

松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

6 5/8 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

8. 分子病理学的

診断と標的治療

／9. 遺伝子多型

8. 病型分類と遺伝子染色体変異；

治療薬選択に関わる遺伝子検査；

家族性腫瘍／9. 遺伝子多型解析

の意義；多型の種類と検出法

松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

7 5/15 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4

10-1. 遺伝子検

査法1

10-1. 遺伝子関連検査の種類；検

体の取扱い；遺伝子検査に必要な

もの；核酸抽出；核酸の電気泳動

松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

8 5/26 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

10-2. 遺伝子検

査法2

10-2. 核酸増幅 松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

9 5/29 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

10-3. 遺伝子検

査法3

10-3. 解析 松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

10 6/5 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

11-1. 染色体検

査法1

11-1. 細胞培養法；標本作成法；

分染法

松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

11 6/12 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

11-2. 染色体検

査法2

11-2. 核型分析；蛍光 in situハイ

ブリダイゼーション法：FISH法；検

出機器

松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

12 6/13 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

12. 倫理／13.

品質保証認証／

演習問題

12. 遺伝倫理；インフォームド・コ

ンセント；遺伝カウンセリングと遺

伝情報管理／13. 遺伝子関連検

査の品質保証；染色体検査の品

質保証認証／演習問題

松沢 優 【到達目標】１）、２） 

【学習方法】対面講義／小テ

スト／口頭試問  

【事前学習】講義資料予習

13 6/19 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

遺伝子・染色体

検査学に関する

基礎研究1

遺伝子・染色体検査学に関する基

礎研究

松沢 優 【到達目標】１）、２）、３）、４） 

【学習方法】遠隔講義 

【事前学習】講義資料予習

14 6/20 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

遺伝子・染色体

検査学に関する

遺伝子・染色体検査学に関する基

礎研究

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）、４） 

【学習方法】遠隔講義  
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基礎研究2 【事前学習】講義資料予習

15 6/27 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

遺伝子・染色体

検査学に関する

基礎研究3

遺伝子・染色体検査学に関する基

礎研究

鈴木 喜晴 【到達目標】１）、２）、３）、４） 

【学習方法】対面講義  

【事前学習】講義資料予習

授業方法 

同期授業：講義スライドや資料、ビデオを用いて解説しながら進める。本講義は主に教科書１「遺伝子・染色体検査技術教本」の図表を用

いて、教科書１と２「臨床検査学講座 遺伝子・染色体検査学」の内容に沿って解説して行く。アクティブラーニングとして、各回の終わりに

演習問題を行い理解度を確認する。その他講義内容に応じて、口頭での設問や考えを問う等のアクティブラーニングも活用する。 

授業内容 

授業スケジュールを参照 

成績評価の方法 

１）学期末試験の成績 

２）講義中の章末演習問題の成績 

３）出席状況 

成績評価の基準 

同期型講義（zoom）の合計回数の 3分の 2以上の出席を必要とする。 

各回演習問題：3問中2問以上正解で 2点（1問正解で 1点）×12回=24点（12点） 

出席点：同期型授業の出席1回で 0.5点×12=6点 

期末筆記試験（本試験）：70点 

合計：100点 

＊期末試験後、平均点、最高点、最低点を考慮して、点数配分に多少の変更があり得る。 

上記に従い、60点以上で合格とする。60点未満の場合、再試験（筆記試験）を行い、60点以上で合格とする。学期末試験には英語の問題

を 10%程度出題する。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回講義の前にWebClassから講義資料をダウンロードし、参考書等も利用して準備学習を行うこと。本講義は主に教科書１「遺伝子・染色

体検査技術教本」の図表を用いて、教科書１と２「臨床検査学講座 遺伝子・染色体検査学」の内容に沿って解説して行く。各自の学習目的

（例：国家試験対策等）や学習方法に合わせて、自主学習用の教科書を選択すること。 

試験の受験資格 

前期末に筆記試験を行う。試験の受験資格は、同期型講義（zoom）の合計回数の 3分の 2以上の出席を必要とする。遅刻や早退となる際

は、必ず科目責任者にメールで連絡し、理由を説明すること。連絡の無い遅刻や早退は出席回数を0.5回とする。勘案すべき事情があり、

受験資格の出席数が足りない場合は、その旨科目責任者にメールで連絡をすること。 

教科書 

遺伝子・染色体検査技術教本／日本臨床衛生検査技師会 監修,日本臨床衛生検査技師会,：丸善出版，2019 

遺伝子・染色体検査学／東田修二編集,東田, 修二,：医歯薬出版，2021 

他科目との関連 

分子生物学，生化学，遺伝学，細胞生物学、血液検査学、臨床病態学などと関連する。 

履修上の注意事項 

講義資料、講義動画、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ずる。 

備考 

各回に演習問題を設けることで、アクティブラーニングと講義の予習を促す点を前年度より改善している。 

連絡先（メールアドレス） 

鈴木 喜晴:nsuzbb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

鈴木 喜晴:オフィスアワーは特に定めない 3号館16階 
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時間割番号 013018 

科目名 医学情報処理演習(Ⅰ) 科目ID MT-252000-S 

担当教員 伊藤 南[ITO MINAMI] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Principles and Practice of Medical Information Processing（Ⅰ） 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

図書館情報検索室（M&D タワー４階） 

授業の目的、概要等 

臨床検査の精度管理や様々な科学研究において大量のデータを取り扱う機会が増えている。大量のデータを効率的に処理するだけでな

く、統計学的な考え方に沿ってデータの意味するところを正しく理解することが求められている。統計検定法はデータ処理の重要な手段で

あり、データを適切に計算処理して論文やレポート作成に役立てる技術というだけではなく、科学的なデータの解析すべてに通じる。本科

目では基本的な統計解析の考え方を学び、表計算ソフトを利用した統計検定の実施方法と、表計算ソフトを有効かつ適切に利用する方法

を学ぶ。 

授業の到達目標 

1.精度管理における検定の役割について理解し、説明できる。 

2.表計算ソフトの基本操作（設定の変更、ファイルの保存、印刷）、表のコピーと貼り付け、データの並べ替えを行える。 

3.エクセルのピボットテーブルによる代表値の計算、棒グラフ、散布図、箱ひげ図の作成を行える。 

4.エクセルのフリークエンシー関数による度数分布の計算、ヒストグラムの作成を行える。 

5.エクセルのマクロを利用して 2 項分布のシミュレーションを行える。 

6.正規分布、パラメトリック検定の考え方を理解し、説明できる。 

7.度数分布の差を検定できる（カイ二乗適合度検定）。 

8.2 群の代表値の差を検定できる（F 検定、ｔ検定、Ｕ検定）。 

9.多群の代表値の差を検定できる（一元配置分散分析）。 

10.適切な検定法の選択し、利用できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 11/9 08:50-12:00 情報検索

室

精度管理と統計

検定～データの

比較

演習の目的、表計算ソフトの基本

操作（設定の変更、配列やシート

の操作、ファイルの保存、印刷）、

表のコピーと貼り付け、フィルタ機

能、ソート機能

伊藤 南 【到達目標】1)、2) 

【学習方法】対面講義、演習  

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、提出課題

の添削指導

3-4 11/16 13:00-16:10 遠隔授業

（同期型）

データの代表値

をみる

データの可視化と代表値、ピボッ

トテーブルによる集計、棒グラフ

の作成、エラーバーの表示、散布

図の作成、箱ひげ図の作成、グラ

フを重ねる

伊藤 南 【到達目標】3) 

【学習方法】遠隔講義/同期、演習 

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、講義中の

小テスト、提出課題の添削指導

5-6 11/22 08:50-12:00 情報検索

室

データの分布を

みる

図の基本デザインと作図の注意、

度数分布と確率密度分布、

frequency 関数による集計、度数

分布図の作成

伊藤 南 【到達目標】4) 

【学習方法】対面講義、演習  

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、講義中の

小テスト、提出課題の添削指導

7-8 11/27 14:40-17:50 情報検索

室

偶然誤差を表す 2 項分布、マクロを利用したシミュ

レーション、累積度数分布の作

成、シートのコピー

伊藤 南 【到達目標】5) 

【学習方法】対面講義、演習  

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、講義中の

小テスト、提出課題の添削指導
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9-10 12/7 08:50-12:00 情報検索

室

度数分布の比較 正規分布、中心極限定理、大数の

法則、χ²分布、累積度数分布、パ

ラメトリック検定の考え方（帰無仮

説、有意水準、棄却値、検定結果

の説明法）、χ²適合度検定

伊藤 南 【到達目標】6)、7) 

【学習方法】対面講義、演習  

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、講義中の

小テスト、提出課題の添削指導

11-12 12/14 08:50-12:00 情報検索

室

２群の平均の比

較

F 分布、ｔ分布、分析ツールの利

用、F 検定、ｔ検定、Mann-Whitney

の U 検定

伊藤 南 【到達目標】8) 

【学習方法】対面講義、演習  

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、講義中の

小テスト、提出課題の添削指導

13-14 1/4 08:50-12:00 情報検索

室

多群の平均の比

較

分散分析と多重比較の考え方、一

元配置分散分析

伊藤 南 【到達目標】9) 

【学習方法】講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、講義中の

小テスト、提出課題の添削指導

15 1/10 08:50-10:20 情報検索

室

まとめ 検定方法の選択、統計検定の利

用と注意

伊藤 南 【到達目標】10) 

【学習方法】対面講義、 

【その他】講義資料の事前配布、

確認テストによる復習、講義中の

小テスト

授業方法 

情報検索室で演習を実施する。配布資料をもとに演習内容を説明する。配布資料は事前に WebClass で公開する。課題は各人が行うもの

とし、メールにより随時添削指導する。OK がでるまではコメントに従って修正し再提出すること。課題の途中での質問も歓迎する。前回演

習の内容を範囲として小テストを行う。演習中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。コロナ肺炎等の感染症対策は大学の方針に

従う。状況により遠隔講義（同期）により実施する。授業方法の変更等がある場合は随時連絡する。 

授業内容 

授業明細を参照 

成績評価の方法 

（１）提出課題 

（２）小テスト 

（３）期末試験（総合演習）の成績 

成績評価の基準 

期末テストでは小テスト形式の問題と演習問題を課す。試験の成績(１００点満点))に、講義中の小テストの成績（２０点以内に換算）を加え

て、総合点とする。未提出ないし終了していない課学数に応じて現点する。総合点が６０点以上のものを合格とする。期末試験が合格点に

満たないものには再試験を実施し、総合成績が６０点以上のものを合格とする。特段の事情が認められる場合には科目責任者の判断で

確認テストを実施し、成績が６０点以上のものを合格とする。総合成績より評点を決める。本試験で合格したものは６０～１００点、再試験

で合格したものは６０～７５点、確認テストで合格したものは６０点を範囲として比例換算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

①配布資料は WebClass よりダウンロードできるので、講義前に印刷しておくこと。 

②講義前に、配布資料と教科書の関連範囲に目を通しておくこと（教科書との対応は授業明細の備考欄を参照）。 

③統計検定の方法や手順については事前に確認しておくこと。 

④コンピュータを自分で操作して慣れることが重要である。演習中の実習や提出課題で学んだことをそれ以降の演習ですぐに使えるよう

に復習しておくこと。必ず自分で操作できるように反復練習すること。 

⑤提出された課題について添削指導のコメントを返信するので、必ず課題を修正して再度提出すること。 

試験の受験資格 

①演習中に指示した提出課題をすべて提出すること。 

②２／３以上の出席をもって受験資格とする。講義中に行う小テストおよびアンケート形式の質疑応答へ参加により出席確認とする。講義

の無断欠席や無断早退が認められた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合に

は、担当教員より代替法を指示する。 
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教科書 

入門統計学／栗原伸一：オーム社，2011 

やさしい保健統計学 = Health statistics made simple／縣俊彦著,県, 俊彦,：南江堂，2019 

参考書 

バイオサイエンスの統計学 : 正しく活用するための実践理論／市原清志 著,：南江堂，1990 

入門医療統計学／森實敏夫：東京図書，2004 

統計学図鑑／栗原伸一, 丸山敦史 共著,：オーム社，2017 

統計学が 強の学問である : データ社会を生き抜くための武器と教養／西内啓 著,：ダイヤモンド社，2013 

他科目との関連 

医学情報処理演習（Ⅱ）と合わせて、臨床検査や研究に必要な統計検定の方法を一通りカバーする。医用工学は臨床検査学の周辺領域

を広くカバーし、臨床検査を支えている。検査管理学、医用システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる

一連の講義、演習、実習として構成する。個別の検査機器の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

①表計算ソフトは情報検索室にインストールされているソフトウェアを基準とする。2023/2/1現在はマイクロソフト社のExcel2016を使用す

る。自分のコンピュータを使用する際にバージョンの違いについては各自で対応すること。  ②演習中に作成したファイルを保存するた

めのＵＳＢメモリを各自用意すること（1GB 程度、医用システム情報学実習（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅱ）でも使用する）。  ③すでに別の

統計学の教科書を持っている場合は、教科書を購入する必要はない。  ④回数が少ないので出席に注意すること。  ⑤著作権の問題が

あるので Zoom 講義の撮影と講義資料の受講者以外への公開を禁ずる。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南 ： minami.bse@tmd.ac.jp、  

オフィスアワー 

伊藤 南 ： ３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013022 

科目名 臨床病態学（Ⅰ） 科目ID MT-232400-L 

担当教員 角 勇樹, 赤座 実穂[SUMI YUKI, AKAZA MIHO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 2 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Medicine（Ⅰ） 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

同期型(zoom)、非同期型(zoom) 

コロナの感染状況により講義室１や講義室3 などで行う場合もある 

授業の目的、概要等 

1)生体における疾患およびその病因・病態について学ぶ、臨床医学入門のための講義である。 

授業の到達目標 

最終的に臨床検査にて異常所見を呈する疾患、原因、病態を理解できることを目的としている。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/24 13:00-14:30 遠隔授業（同

期型）

臨床病態学Ⅰ

（1）

内科疾患総論Ⅰ 角 勇樹, 

赤座 実穂

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

2 5/2 13:00-14:30 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（2）

内科疾患総論Ⅱ 角 勇樹, 

赤座 実穂

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

3 5/2 14:40-16:10 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（3）

糖尿病内分泌代

謝疾患総論

角 勇樹, 

座 実穂, 

小宮 力

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

4 5/25 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（4）

外科疾患総論 角 勇樹, 

赤座 実穂

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

5 5/25 10:30-12:00 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（5）

整形外科疾患総

論

角 勇樹, 

赤座 実穂

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

6 5/29 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（6）

腎疾患総論 角 勇樹, 

赤座 実穂, 

須佐 紘一郎

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

7 6/5 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（7）

形成外科疾患総

論

角 勇樹, 

赤座 実穂, 

森 弘樹

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

8-11 6/9 08:50-16:10 鈴木章夫記

念講堂

チーム医療導

入(他職種連携

教育)  臨床病

態学Ⅰ（8-11)

M3D3N2ＭＴ２を

対象とした患者

中心の医療を考

えるワークショッ

プを行える。

角 勇樹, 

赤座 実穂

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること 

12 6/12 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（12）

耳鼻咽喉科疾患

総論

角 勇樹, 

赤座 実穂, 

堤 剛

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること

13 6/15 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型）

臨床病態学Ⅰ

（13）

眼科疾患総論 角 勇樹, 

赤座 実穂, 

五十嵐 多恵

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること
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14 6/19 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型） 
臨床病態学Ⅰ

（14） 
婦人科疾患総論 角 勇樹,  

赤座 実穂 
【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること 
15 6/22 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
臨床病態学Ⅰ

（15） 
アレルギー疾患

総論 
角 勇樹,  

赤座 実穂 
【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること 
16 6/29 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型） 
臨床病態学Ⅰ

（16） 
消化器内科疾患

総論 
角 勇樹,  

赤座 実穂 
【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること 
17 6/29 10:30-12:00 遠隔授業（非

同期型） 
臨床病態学Ⅰ

（17） 
乳腺外科疾患総

論 
角 勇樹,  

赤座 実穂 
【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること 
18 7/6 08:50-10:20 遠隔授業（非

同期型） 
臨床病態学Ⅰ

（18） 
皮膚科疾患総論 角 勇樹,  

赤座 実穂,  

沖山 奈緒子 

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること 
19 7/6 10:30-12:00 遠隔授業（非

同期型） 
臨床病態学Ⅰ

（19） 
精神科疾患総論 角 勇樹,  

赤座 実穂,  

髙木 俊輔 

【到達目標】1)  

【学習方法】講義を受講  

【その他】詳細を webclass で確認すること 
 

授業方法 

各診療科より講師を招き、専門領域の内容について講義を行う。 

講師によりアクティブラーニング形式になる場合がある。 

授業内容 

基本的には講義であるが、方法は各講師により異なる。 

実習は行わない。 

講義内容は各診療科専門領域概論である。 

成績評価の方法 

筆記試験により評価する。 

成績評価の基準 

マークシートによる筆記試験を基本とし、出席点、受講態度点の加味して増減して、基準に従い成績評価を行う。 

準備学習等についての具体的な指示 

各専門診療科講師は一度しか講義を担当しない。 

一期一会の機会であり、重要性を認識して講義に臨むこと。 

質問は、メールなどで積極的に行うこと。 

試験の受験資格 

授業への出席が３分の２以上であること 

教科書 

日本臨床検査医学会「臨床検査のガイドライン JSLM2012」 

以下のサイトからダウンロード可能 (クリックして各項目閲覧可能) 

http://jslm.info/GL2012/00-1.pdf 

参考書 

臨床検査技師ブルー・ノート : 臨床検査総論，臨床検査医学総論，臨床生理学，臨床化学，病理組織細胞学／芝 紀代子 編集,芝 紀代

子,：メジカルビュー社，2021-03-31 

最新臨床検査学講座 病態学／臨床検査医学総論：医歯薬出版 

各担当講師がホームページや Webclass にスライドをアップする事が多い。 

他科目との関連 

医療従事者として取得すべき基礎知識であり臨床医学の基本科目である。  一部は看護学専攻学生との共同講義である。 

履修上の注意事項 

必ず授業に出席し，分からないことは些細なことでも積極的に質問すること。 
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備考 

必ず授業に出席し，分からないことは些細なことでも積極的に質問すること。 

参照ホームページ 

疾患について正しく理解を深めるためには、各学会より発行されているガイドラインや患者向け説明を参照すると良い。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3 号館16 階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 
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時間割番号 013036A 

科目名 薬理学 科目 ID MT-233600-L 

担当教員 田中 ゆきえ, 永田 将司[TANAKA Yukie, NAGATA MASASHI] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Pharmacology 

【科目責任者】田中 ゆきえ 

【科目担当】永田 将司 

授業の目的、概要等 

薬理学は、化学物質（薬物）と生体（個体～分子レベルを含む）との間で起こる選択的な相互作用を研究する学問である。どの視点から相

互作用を考えるかによって、以下の 2 つに分けられる。①薬力学：薬物が生体に及ぼす生化学的・生理学的作用（薬理作用）を調べる。②

薬物動態学：生体が薬物の吸収や分布・代謝、排泄に及ぼす影響を調べる。これらについて深い知識を有することは、適正な薬物療法を

行うために必要不可欠である。 

授業の到達目標 

1)薬物とは何かについて説明できる 

2)薬物の使用目的について説明できる 

3)薬物の体内での動きについて説明できる。 

4)代表的な感染症治療薬を列挙し、作用機構を説明できる。 

5)代表的な抗がん薬を列挙し、作用機構を説明できる。 

6)代表的な免疫治療薬を列挙し、作用機構を説明できる。 

7)代表的な抗アレルギー・抗炎症薬を列挙し、作用機構を説明できる。 

8)末梢での神経活動に作用する代表的な薬物を列挙し、作用機構を説明できる。 

9)中枢神経系に作用する代表的な薬物を列挙し、作用機構を説明できる。 

10)心臓・血管系に作用する代表的な薬物を列挙し、作用機構を説明できる。 

11)呼吸器系に作用する代表的な薬物を列挙し、作用機構を説明できる。 

12)消化器・生殖器系に作用する代表的な薬物を列挙し、作用機構を説明できる。 

13)物質代謝に作用する代表的な薬物を列挙し、作用機構を説明できる。 

14)代表的な皮膚科用薬・眼科用薬を列挙し、作用機構を説明できる。 

15)漢方薬と西洋薬の違いや、漢方薬の副作用について説明できる。 

16)代表的な消毒薬を列挙し、その特徴を説明できる。 

17)新薬開発までの道のりを説明できる。日本国内で発生した代表的な薬害事例を説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 10/4 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
薬理学を学ぶにあ

たって、薬理学の

基礎知識（1） 

薬理学とは何か、薬による病気の

治療、薬が作用するしくみ 
田中 ゆき

え, 永田 将

司 

【到達目標】1-3)   

【学習方法】遠隔講義 

2 10/4 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
薬理学の基礎知識

（2） 
薬の体内挙動 永田 将司 【到達目標】1-3)   

【学習方法】遠隔講義 
3 10/11 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2 

薬理学の基礎知識

（3）・看護業務に必

要な薬の知識 

薬物相互作用、薬効の個人差に

影響する因子、薬物使用の有益

性と危険性、薬と法律、薬に関す

る単位、処方せん、添付文書 

永田 将司 【到達目標】1-3)   

【学習方法】登校講義 

4 10/11 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

抗感染症薬 感染症治療に関する基礎事項、

抗感染症薬各論、特殊な感染症

の治療薬、感染症の治療におけ

る問題点 

永田 将司 【到達目標】4)   

【学習方法】登校講義 

5 10/25 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
抗がん薬 がん治療に関する基礎事項、抗

がん薬各論 
永田 将司 【到達目標】5)   

【学習方法】演習（小テスト）、
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遠隔講義   

【事前学習】1-4回の復習

6 10/25 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

免疫治療薬 免疫系の基礎知識、免疫抑制薬、

免疫増強薬・予防接種薬

永田 将司 【到達目標】6)   

【学習方法】遠隔講義

7 11/8 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

抗アレルギー・抗

炎症薬

抗ヒスタミン薬と抗アレルギー

薬、炎症と抗炎症薬、関節リウマ

チ治療薬、痛風・高尿酸血症治療

薬、片頭痛治療薬

永田 将司 【到達目標】7)   

【学習方法】演習（小テスト）、

遠隔講義   

【事前学習】5-6回の復習

8 11/8 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

末梢での神経活動

に作用する薬物

神経系による情報伝達、自律神経

系作用薬、交感神経作用薬、副交

感神経作用薬、筋弛緩薬・局所麻

酔薬

永田 将司 【到達目標】8)   

【学習方法】遠隔講義

9 11/14 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

中枢神経系に作用

する薬物（1）

中枢神経系のはたらきと薬物、全

身麻酔薬、催眠薬・抗不安薬

永田 将司 【到達目標】9)   

【学習方法】演習（小テスト）、

遠隔講義   

【事前学習】7-8回の復習

10 11/14 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

中枢神経系に作用

する薬物（2）

抗精神病薬、気分障害治療薬、パ

ーキンソン症候群治療薬、抗てん

かん薬、麻薬性鎮痛薬

永田 将司 【到達目標】9)   

【学習方法】遠隔講義

11 11/21 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

心臓・血管系に作

用する薬物（1）

抗高血圧薬、狭心症治療薬、心不

全治療薬

永田 将司 【到達目標】10)   

【学習方法】演習（小テスト）、

遠隔講義   

【事前学習】9-10回の復習

12 11/21 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

心臓・血管系に作

用する薬物（2）

抗不整脈薬、利尿薬、脂質異常症

治療薬、血液に作用する薬物

永田 将司 【到達目標】10)   

【学習方法】遠隔講義

13 11/28 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

呼吸器系に作用す

る薬物

呼吸器系に作用する薬物 永田 将司 【到達目標】11)   

【学習方法】演習（小テスト）、

遠隔講義   

【事前学習】11-12回の復習

14 11/28 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

消化器・生殖器系

に作用する薬物

消化器系に作用する薬物、生殖

器・泌尿器系に作用する薬物

永田 将司 【到達目標】12)   

【学習方法】遠隔講義

15 12/13 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

物質代謝に作用す

る薬物、皮膚科用

薬・眼科用薬、漢方

薬、消毒薬

ホルモンとホルモン拮抗薬、治療

薬としてのビタミン、皮膚に使用

する薬物、眼科用薬、漢方医学の

基礎知識、漢方薬各論  消毒薬と

は、消毒薬の種類と応用、消毒薬

の適応

永田 将司 【到達目標】13-16)   

【学習方法】演習（小テスト）、

遠隔講義   

【事前学習】13-14回の復習

16 12/13 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

臨床薬理学 医薬品の開発、副作用と薬害 永田 将司 【到達目標】17)   

【学習方法】遠隔講義

授業方法 

Zoomを用いたオンライン形式（同期型）で行う。 

講義は教科書に沿って進めるので、必ず教科書を持参すること。 

また、アクティブラーニングを取り入れ、5、7、9，11、13、15 回目の講義冒頭に Webclass を用いて課題演習（小テスト）を行う。講義中に解

説を行いフィードバックする。 

成績評価の方法 

授業中に行う小テスト（20点）、筆記試験（80点）および出欠状況に基づき評価する。なお、筆記試験問題の一部は英語で出題する。 

成績評価の基準 

S（90点以上）、A（89-80点）、B（79-70点）、C（69-60点）、D（59点以下）の 5段階で評価を行う。 

本試験でDの場合、再試験を行う。再試験でもDとなった場合は不合格となる。 
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準備学習等についての具体的な指示 

解剖学・生理学・病理学をよく復習しておくこと。 

試験の受験資格 

全16回中12回以上出席したものに受験資格を認める。 

講義は Zoomを用いたオンライン形式で行うため、最初から最後まで参加しているログが確認できた場合を出席とする。 

教科書 

薬理学／吉岡充弘 [ほか著],吉岡, 充弘,泉, 剛,井関, 健,横式, 尚司,菅原, 満,：医学書院，2022 

備考 

2022 年度の授業評価では大きな改善を求める点はなかったが、引き続き、アクティブラーニング（小テスト）を取り入れた能動的な学習が

できる授業を行う。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 ゆきえ:yutanaka.rcc@tmd.ac.jp 

永田 将司:mna-mpha@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

田中 ゆきえ:随時（必ず事前に連絡を入れる） 

永田 将司:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること 
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時間割番号 013082 

科目名 Global Communication(Ⅰ) 科目 ID MT-213100-L 

担当教員 柿沼 晴, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴ

Ｈ[KAKINUMA SEI, JANELLE RENEE MOROSS, Warren Ashley Robert, Warren L Elizabeth] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名: Global Communication(Ⅰ) 

【科目責任者】Moross, Janelle; 柿沼 晴 

主な講義場所 

遠隔授業（同期型）、Zoom ID/PasscodeはWebClass参照 

授業の目的、概要等 

学生は医療技術に関連するトピックについて読み、議論します。 また、ディスカッション、インターネット調査、プレゼンテーションのスキ

ルを向上させるチャンスもあります。授業のスタイルは小グループで、健康トピック/病気に関する小グループのディスカッションと、英語

のネイティブスピーカーが討議を進める。 

授業の到達目標 

到達目標は海外留学や研究に興味のある学生に医療のトピック・課題についての知識を増し、トピックに関する自分の意見を持ち、英語

で包括的にそれを表現するのを助けることとする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/5 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

意見を述

べ、丁寧に

反対する方

法

グループ討

論、 宿題の

復習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

柿沼 晴

自分の意見を述べる方法を学び

ます。個人の予習   (WebClass

に資料がある)

2 4/12 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

医療技術者

の役割

グループ討

論、 宿題の

復習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある)

3 4/19 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

ラボおよび

診断エラー

グループ討

論、 宿題の

復習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある)

4 4/26 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

ウイルス グループ討

論、 宿題の

復習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある)

5 4/26 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

PCR検査 グループ討

論、 宿題の

復習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある)

6 5/10 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

HIV/AIDS グループ討

論、 宿題の

復習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある)

7 5/17 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

細菌 グループ討

論、 宿題の

復習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。 

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある)

8 5/24 13:00-14:30 遠隔授業 院内感染 グループ討 ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, ディスカッション スキルを向上さ
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（同期型） 論、 宿題の

復習 
ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある) 
9 5/31 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
抗生物質耐

性 
グループ討

論、 宿題の

復習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある) 
10 6/7 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
細胞とは何

ですか？ 
グループ討

論、 宿題の

復習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある) 
11 6/14 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
血液型 グループ討

論、 宿題の

復習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある) 
12 6/21 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
血液成分 グループ討

論、 宿題の

復習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある) 
13 6/28 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
アポトーシ

ス 
グループ討

論、 宿題の

復習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

ディスカッション スキルを向上さ

せます。新しい語彙を学びます。  

（小テスはWebClassで行う）; 

(WebClassに資料がある) 
14 7/5 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
口頭試問と

作文 
口頭試問と

作文 
ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

個人討論テースト （教員と生徒）  

提供されたトピックについて、授

業時間内にエッセイを書きます。 
15 7/5 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
口頭試問と

作文 
口頭試問と

作文 
ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

個人討論テースト （教員と生徒）  

提供されたトピックについて、授

業時間内にエッセイを書きます。 
16 7/20 08:50-10:20  TOEFL  ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

 

17 7/20 10:30-12:00  TOEFL  ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

 

 

授業方法 

全ての学習活動は英語で行われる 

１．英語で専門的医学知識の獲得に関する小グループ討論 

２．一般的な医学英語ボキャブラリー、語句、発音を教授する。前の週に行ったボキャブラリークイズを行う 

３．作文課題により作文技術の向上の機会を与える 

4. オンライン調査とプレゼンテーションスキルを向上させる機会。 

授業内容 

授業スケジュール参照 

成績評価の方法 

成績は、出席、宿題の組み合わせに基づいて決定されます。宿題は、授業前の章の先読み、WebClass でのオンライン語彙クイズ、学期

末の口頭試験、および授業活動への積極的な参加で構成されます。 

成績評価の基準 

出席5％、 

小テスト、宿題作文、オラル期末試験30％、 
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授業への積極的参加50%、 

2022 TOEFL/ITPの結果15％ 

準備学習等についての具体的な指示 

宿題は常に授業前に行うこと、課題はWebClassから入手すること 

試験の受験資格 

口頭試問と作文、前期と後期の最後のレッスンに行います。 

教科書 

この科目では教科書を用いない。教員は文章、語句練習、包括的質問をWebClassに準備してある。 

備考 

授業最終日から、科目についてのアンケートが webclass でできるようになっている。アンケートに回答しない場合は、定期試験の合否を

含む成績がwebclassに表示されない。 

昨年のアンケート結果に基づいて、グループとペアの練習パートナーはズームによって自動化され、毎週変更されます。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:jmoross.isc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:予約をしたい方は電子メールを送ってください。 
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第３学年 

 

100



① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/3 月

4 火
病原体検査学講義Ⅱ
（1）

登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学講義（1）
登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅱ(1)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(2)

登校(面接授
業)

情報検索室

5 水 血液検査学講義（2） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)（1）

同期型(zoom)

6 木 血液検査学講義（3）
登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学講義Ⅱ
（2）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学講義Ⅱ
（3）

登校(面接授
業)

講義室2

7 金
生理検査学実習Ⅲ
（1）

同期型
(zoom)

生理検査学実習Ⅲ
（2）

非同期型
(webclass)

病原体検査学講義Ⅱ
（4）

同期型(zoom)
病原体検査学講義Ⅱ
（5）

同期型(zoom)

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/10 月
医用システム情報学
講義Ⅱ(1)

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
講義Ⅱ(2)

登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学実習（1）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（2）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（3）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

11 火
病原体検査学講義Ⅱ
（6）

登校(面接授
業)

講義室4 血液検査学講義（4）
登校(面接授
業)

講義室4
医用システム情報学
実習Ⅱ(3)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(4)

登校(面接授
業)

情報検索室

12 水 血液検査学講義（5） 同期型(zoom) [選]生体医工学（1） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（2）

同期型(zoom) 海外研修報告会 同期型(zoom)

13 木
生理検査学実習Ⅲ
（3）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（4）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学講義Ⅱ

（7）
非同期型
(webclass)

病原体検査学実習Ⅱ
（1）

非同期型
(webclass)

病原体検査学実習Ⅱ
（2）

非同期型
(webclass)

14 金
生理検査学実習Ⅲ
（5）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（6）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学講義Ⅱ

（8）
非同期型
(webclass)

病原体検査学実習Ⅱ
（3）

非同期型
(webclass)

病原体検査学実習Ⅱ
（4

非同期型
(webclass)

③ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/17 月 [選]心電図判読（1）
同期型
(zoom)

移動時間が
無い学生は

講義室2
血液検査学講義（6）

登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学実習（4）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（5）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（6）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

18 火
医用システム情報学
講義Ⅱ(3)

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅱ(5)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(6)

登校(面接授
業)

情報検索室

19 水 血液検査学講義（7） 同期型(zoom) [選]生体医工学（2） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（3）

同期型(zoom) [選]遺伝学（1）
非同期型
(webclass)

20 木
生理検査学実習Ⅲ
（7）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（8）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学講義Ⅱ

（9）
登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ
（5）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ
（6）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

21 金 血液検査学講義（8） 同期型(zoom)
病原体検査学講義Ⅱ
（10）(14:00～15:30)

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ
（7）(15:40～
17:10)

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ
（8）(17:20～
18:50)

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

④ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

4/24 月 [選]心電図判読（2）
同期型
(zoom)

移動時間が
無い学生は

講義室2
血液検査学講義（9）

登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学実習（7）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（8）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（9）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

25 火
分析化学検査学Ⅲ
（1）

非同期型
(webclass)

病原体検査学講義Ⅱ

（11）
登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
講義Ⅱ(4)

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅱ(7)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(8)

登校(面接授
業)

情報検索室

26 水
分析化学検査学Ⅲ
（2）

非同期型
(webclass)

医用システム情報学
講義Ⅱ(5)

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学講義Ⅱ
（12）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ
（9）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ
（10）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

27 木
生理検査学実習Ⅲ
（9）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（10）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学講義Ⅱ
（13）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ
（11）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習
室1

病原体検査学実習Ⅱ
（12）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

28 金 [選]分子生物学（1）
同期型
(zoom)

病原体検査学講義Ⅱ
（14）

同期型(zoom)
病原体検査学講義Ⅱ
（15）

同期型(zoom)
生理検査学実習Ⅲ
（11）

非同期型
(webclass)

生理検査学実習Ⅲ
（12）

非同期型
(webclass)

⑤ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/1 月

2 火

3 水

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

２０２３年度専門科目時間割（検査技術学専攻：第３学年）

（前期）
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⑥ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/8 月 [選]心電図判読（3）
同期型
(zoom)

移動時間が
無い学生は

講義室4
血液検査学講義（10）

登校(面接授
業)

講義室4 血液検査学実習（10）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（11）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（12）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

9 火
病原体検査学講義Ⅱ
（16）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学講義Ⅱ
（17）

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅱ(9)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(10)

登校(面接授
業)

情報検索室

10 水 [選]生体医工学（3） 同期型(zoom) [選]生体医工学（4） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（4）

同期型(zoom) [選]遺伝学（2）
非同期型
(webclass)

11 木
生理検査学実習Ⅲ
（13）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（14）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学講義Ⅱ
（18）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ

（13）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ

（14）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

12 金 [選]分子生物学（2）
登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学講義（11）
登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学講義Ⅱ
（19）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ
（15）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ
（16）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

⑦ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/15 月 [選]心電図判読（4）
登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学実習（13）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（14）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（15）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

16 火
生理検査学講義Ⅲ
（1）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学講義Ⅲ
（2）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

医用システム情報学
講義Ⅱ(6)

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅱ(11)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(12)

登校(面接授
業)

情報検索室

17 水
分析化学検査学Ⅲ
（3）

同期型
(zoom)

分析化学検査学Ⅲ
（4）

同期型(zoom) [選]生体医工学（5） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（5）

同期型(zoom) [選]遺伝学（3）
非同期型
(webclass)

18 木
病原体検査学講義Ⅱ
（20）

登校(面接授
業) 講義室2

病原体検査学実習Ⅱ
（17）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ
（18）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

19 金 [選]分子生物学（3）
同期型
(zoom)

移動時間
病原体検査学講義Ⅱ
（21）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ
（19）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ
（20）

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

⑧ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/22 月 [選]心電図判読（5）
登校(面接授
業)

講義室4 血液検査学講義（12）
登校(面接授
業)

講義室4 血液検査学実習（16）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（17）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（18）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

23 火
医用システム情報学
講義Ⅱ(7)

登校(面接授
業)

講義室2

24 水
分析化学検査学Ⅲ
（5）

同期型
(zoom)

血液検査学講義（13） 同期型(zoom) [選]生体医工学(6） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)（6)

同期型(zoom) [選]遺伝学（4）
非同期型
(webclass)

25 木
生理検査学実習Ⅲ
（15）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（16）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

病原体検査学講義Ⅱ

（22）
登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ

（21）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ

（22）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

26 金
分析化学検査学Ⅲ
（6）

同期型(zoom)
病原体検査学講義Ⅱ
（23）(14:00～15:30)

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ

（23）(15:40～17:10)

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1

病原体検査学実習Ⅱ

（24）(17:20～18:50)

登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

⑨ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

5/29 月 [選]心電図判読（6）
登校(面接授
業)

講義室4 血液検査学実習（19）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（20）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（21）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

30 火
医用システム情報学
講義Ⅱ(8)

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅱ(13)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(14)

登校(面接授
業)

情報検索室

31 水
生理検査学実習Ⅲ
（17）

同期または
非同期

生理検査学実習Ⅲ
（18）

同期または非
同期

[選]生体医工学(7） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（7）

同期型(zoom) [選]遺伝学（5）
非同期型
(webclass)

6/1 木
生理検査学講義Ⅲ
（3）

登校(面接授
業)

講義室2
生理検査学講義Ⅲ
（4）

登校(面接授
業)

講義室2
病原体検査学実習Ⅱ
（25）(14:00～15:30)

同期型(zoom)
病原体検査学実習Ⅱ
（26）(15:40～17:10)

同期型(zoom)
病原体検査学実習Ⅱ
（27）(17:20～
18:50)

同期型(zoom)

2 金 [選]分子生物学（4）
同期型
(zoom)

血液検査学講義（14） 同期型(zoom)
病原体検査学実習Ⅱ
（28）

同期型(zoom)
病原体検査学実習Ⅱ
（29）

同期型(zoom)
病原体検査学実習Ⅱ
（30）

同期型(zoom)

⑩ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/5 月 [選]心電図判読（7）
登校(面接授
業)

講義室4
医用システム情報学
実習Ⅱ(15)

登校(面接授
業)

講義室4 血液検査学実習（22）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（23）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（24）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

6 火
生理検査学実習Ⅲ
（19）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（20）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 血液検査学実習（25）

登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学実習（26）
登校(面接授
業)

講義室2 血液検査学実習（27）
登校(面接授
業)

講義室2

7 水
生理検査学実習Ⅲ
（21）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（22）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 移動時間

Global
Communication(Ⅱ)
（8）

同期型(zoom) [選]生体医工学(8） 同期型(zoom)

8 木
生理検査学講義Ⅲ
（6）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学講義Ⅲ
（5）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 免疫検査学実習(1)

登校(面接授業) /
非同期型(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(2)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(3)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1

9 金
分析化学検査学Ⅲ
（7）

同期型
(zoom)

移動時間 免疫検査学実習(4)
登校(面接授業) /

非同期型(webclass)
3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(5)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(6)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1

⑪ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/12 月 [選]心電図判読（8）
登校(面接授
業)

講義室4 血液検査学実習（28）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（29）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習

室1 血液検査学実習（30）
登校(面接授
業)

3号館 検査学実習室1

13 火 [選]分子生物学（5）
同期型
(zoom)

移動時間
医用システム情報学
実習Ⅱ(16)

登校(面接授
業)

講義室2
医用システム情報学
実習Ⅱ(17)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(18)

登校(面接授
業)

情報検索室

14 水 血液検査学講義（15） 同期型(zoom) [選]生体医工学(9） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（9）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（10）

同期型(zoom)

15 木
生理検査学講義Ⅲ
（7）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学講義Ⅲ
（8）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 免疫検査学実習(7)

登校(面接授業) /
非同期型(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(8)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(9)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1

16 金 [選]分子生物学（6）
同期型
(zoom)

分析化学検査学Ⅲ
（8）

同期型(zoom)
免疫検査学実習
(10)(14:00～15:30)

登校(面接授業) /
非同期型(webclass)

3号館 検査学実習

室1

免疫検査学実習
(11)(15:40～17:10)

登校(面接授業) /
非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1

免疫検査学実習
(12)(17:20～18:50)

登校(面接授業) /
非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1
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⑫ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/19 月
生理検査学講義Ⅲ
（9）

登校(面接授
業)

講義室4
生理検査学講義Ⅲ
（10）

登校(面接授
業)

講義室4 移動時間 [選]遺伝学（6）
非同期型
(webclass)

20 火
生理検査学実習Ⅲ
（23）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（24）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3 移動時間 [選]遺伝学（7） 同期型(zoom) [選]遺伝学（8）

非同期型
(webclass)

21 水
医用システム情報学
実習Ⅱ(19)

同期型
(zoom)

[選]生体医工学(10） 同期型(zoom) [選]生体医工学(11） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（11）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（12）

同期型(zoom)

22 木
分析化学検査学Ⅲ
（9）

同期型
(zoom)

分析化学検査学Ⅲ
（10）

非同期型
(webclass)

免疫検査学実習(13)
登校(面接授業) /

非同期型(webclass)
3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(14)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(15)(
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1

23 金 [選]分子生物学（7）
同期型
(zoom)

移動時間 免疫検査学実習(16)
登校(面接授業) /

非同期型(webclass)
3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(17)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(18)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1

⑬ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

6/26 月
分析化学検査学Ⅲ
（11）

同期型
(zoom)

分析化学検査学Ⅲ
（12）

非同期型
(webclass)

医用システム情報学
実習Ⅱ(20)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(21)

登校(面接授
業)

情報検索室

27 火
生理検査学実習Ⅲ
（25）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（26）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

医用システム情報学
実習Ⅱ(22)

登校(面接授
業)

情報検索室
医用システム情報学
実習Ⅱ(23)

登校(面接授
業)

情報検索室

28 水
分析化学検査学Ⅲ
（13）

非同期型
(webclass)

[選]生体医工学(12） 同期型(zoom) [選]生体医工学(13） 同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（13）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（14）

同期型(zoom)

29 木
生理検査学講義Ⅲ
（11）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学講義Ⅲ
（12）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

分析化学検査学Ⅲ
（14）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（15）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（16）

登校(面接授
業)

7F
実習室

30 金 [選]分子生物学（8）
登校(面接授
業)

講義室2
分析化学検査学Ⅲ
（17）

登校(面接授
業)

講義室2
分析化学検査学Ⅲ
（18）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（19）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（20）

登校(面接授
業)

7F
実習室

⑭ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/3 月
分析化学検査学Ⅲ
（21）

同期型
(zoom)

分析化学検査学Ⅲ
（22）

非同期型
(webclass)

分析化学検査学Ⅲ
（23）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（24）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（25）

登校(面接授
業)

7F
実習室

4 火
生理検査学実習Ⅲ
（27）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（28）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

遺伝子検査学実習
（1）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（2）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（3）

登校(面接授
業)

8F
実習室

5 水 免疫検査学実習(19)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(20)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1

分析化学検査学Ⅲ
（26）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（27）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（28）

登校(面接授
業)

7F
実習室

6 木 免疫検査学実習(21)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(22)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(23)
登校(面接授業) /

非同期型(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(24)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(25)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1

7 金 免疫検査学実習(26)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(27)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(28)
登校(面接授業) /

非同期型(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(29)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習

室1 免疫検査学実習(30)
登校(面接授業) /

非同期型
(webclass)

3号館 検査学実習室1

⑮ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/10 月
分析化学検査学Ⅲ
（29）

登校(面接授
業)

講義室2
分析化学検査学Ⅲ
（30）

登校(面接授
業)

講義室2
遺伝子検査学実習
（4）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（5）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（6）

登校(面接授
業)

8F
実習室

11 火
生理検査学実習Ⅲ
（29）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（30）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

分析化学検査学Ⅲ
（31）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（32）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（33）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

12 水 [選]生体医工学（14） 同期型(zoom) [選]生体医工学（15） 同期型(zoom)

13 木
生理検査学講義Ⅲ
（13）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学講義Ⅲ
（14）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

遺伝子検査学実習
（7）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（8）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（9）

登校(面接授
業)

8F
実習室

14 金
分析化学検査学Ⅲ
（31）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（35）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（36）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（37）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（38）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

⑯ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/17

18 火
分析化学検査学Ⅲ
（39）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（40）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（41）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（42）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（43）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

19 水
分析化学検査学Ⅲ
（44）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（45）

登校(面接授
業)

7F
実習室

Global
Communication(Ⅱ)(15)
TOEFL/ITP

登校(面接授
業)

講義室2
Global
Communication(Ⅱ)(16)
TOEFL/ITP

登校(面接授
業)

講義室2

20 木
遺伝子検査学実習
（10）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（11）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（12）

登校(面接授
業)

8F
実習室

21 金
分析化学検査学Ⅲ
（46）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（47）

登校(面接授
業)

7F
実習室

分析化学検査学Ⅲ
（48）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（49）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

分析化学検査学Ⅲ
（50）

登校(面接授
業)

7F実習室
RI実験棟
(8号館)

⑰ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/24 月

25 火
生理検査学講義Ⅲ
（15）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（31）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

遺伝子検査学実習
（13）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（14）

登校(面接授
業)

8F
実習室

遺伝子検査学実習
（15）

登校(面接授
業)

8F
実習室

26 水
生理検査学実習Ⅲ
（32）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

生理検査学実習Ⅲ
（33）

登校(面接授
業)

8F実習室3
講義室3

27 木

28 金 前期定期試験

海の日

前期定期試験
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⑱ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/31 月

8/1 火

2 水

3 木

4 金

夏季休業　8/7(月)～

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

8/28 月

29 火

30 水

31 木

9/1 金

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/11 月

12 火

13 水 臨地実習説明会
登校(面接授
業)

講義室2

14 木
登校(面接授
業)

講義室1,2

15 金 接遇研修 同期型(zoom) 接遇研修 同期型(zoom)
卒業研究Ⅰ説明

会
同期型(zoom)

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/18 月

19 火 OSCE OSCE OSCE OSCE OSCE

20 水 OSCE OSCE OSCE OSCE OSCE

21 木 OSCE（補講） OSCE（補講） OSCE（補講） OSCE（補講） OSCE（補講）

22 金

③ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

前期定期試験(再試)

国家模試（合同）

敬老の日

臨地実習①

前期定期試験(再試)

前期定期試験(再試)

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

オープンキャンパス（予定）

（後期）

前期定期試験(再試)

前期定期試験(再試)
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④ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/2 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（1）

同期型
(zoom)

移動時間の
無い学生は

講義室2
[選]心臓生理学（1） 同期型(zoom)

移動時間の
無い学生は

講義室2
臨床病態学Ⅱ(1)

登校(面接授
業)

講義室2 臨床病態学Ⅱ(2)
登校(面接授
業)

講義室2

3 火

4 水

5 木

6 金
医学情報処理演習Ⅱ
（1）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅱ
（2）

登校(面接授
業)

情報検索室
Global
Communication(Ⅱ)
（17）※14:00～15:30

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（18）※15:40～17:10

同期型(zoom)

⑤ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

⑥ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/1
6

月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（2）

同期型
(zoom)

[選]心臓生理学（2） 同期型(zoom) 臨床病態学Ⅱ(3) 同期型(zoom)

17 火

18 水

19 木

20 金
医学情報処理演習Ⅱ
（3）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅱ
（4）

登校(面接授
業)

情報検索室
Global
Communication(Ⅱ)
（19）※14:00～15:30

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（20）※15:40～17:10

同期型(zoom)

⑦ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/2
3

月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（3）

同期型
(zoom)

[選]心臓生理学（3） 同期型(zoom) 臨床病態学Ⅱ(4) 同期型(zoom)

24 火

25 水

26 木

27 金
Global
Communication(Ⅱ)
（21）※14:00～15:30

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（22）※15:40～17:10

同期型(zoom)

⑧ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/3
0

月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（4）

同期型
(zoom)

[選]心臓生理学（4）
非同期型
(webclass)

臨床病態学Ⅱ(5)
登校(面接授
業)

講義室1 臨床病態学Ⅱ(6)
非同期型
(webclass)

31 火

11/1 水

2 木

3 金

⑨ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/6 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（5）

登校(面接授
業)

講義室2 [選]心臓生理学（5）
登校(面接授
業)

講義室2 臨床病態学Ⅱ(7)
登校(面接授
業)

講義室2 臨床病態学Ⅱ(8)
登校(面接授
業)

講義室2

7 火

8 水

9 木

10 金
医学情報処理演習Ⅱ
（5）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅱ
（6）

登校(面接授
業)

情報検索室

Global
Communication(Ⅱ)
（23） ※14:00～
15:30

同期型(zoom)

Global
Communication(Ⅱ)
（24） ※15:40～
17:10

同期型(zoom)

臨地実習⑤

臨地実習⑥

文化の日

臨地実習⑦

臨地実習②

スポーツの日

臨地実習③

臨地実習③

創立記念行事

臨地実習③

臨地実習④
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⑩ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/1
3

月 臨床病態学Ⅱ(9)
同期型
(zoom)

臨床病態学Ⅱ(10) 同期型(zoom) 進路指導ガイダンス 同期型(zoom) 進路指導ガイダンス 同期型(zoom) 進路指導ガイダンス 同期型(zoom)

14 火

15 水

16 木

17 金
医学情報処理演習Ⅱ
（7）

同期型
(zoom)

医学情報処理演習Ⅱ
（8）

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（25） ※14:00～15:30

同期型(zoom)

Global
Communication(Ⅱ)
（26） ※15:40～
17:10

同期型(zoom)

⑪ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/2
0

月

21 火

22 水

23 木

24 金
医学情報処理演習Ⅱ
（9）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅱ
（10）

登校(面接授
業)

情報検索室

Global
Communication(Ⅱ)
（27） ※14:00～
15:30

同期型(zoom)

Global
Communication(Ⅱ)
（28） ※15:40～
17:10

同期型(zoom)

⑫ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

28 火
〔選〕Learning　Medical
English(1)

同期型(zoom)

29 水

30 木

12/1 金
医学情報処理演習Ⅱ
（11）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅱ
（12）

登校(面接授
業)

情報検索室

Global
Communication(Ⅱ)
（29） ※14:00～
15:30

同期型(zoom)

⑬ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

卒業研究Ⅰ

〔選〕Learning　Medical
English(2)

同期型(zoom)

5 火
〔選〕生命理工学
概論(1)

登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(２)

登校(面接授
業)

講義室2

[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(1)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(2)

同期型(zoom)

7 木

8 金
医学情報処理演習Ⅱ
（13）

登校(面接授
業)

情報検索室
医学情報処理演習Ⅱ
（14）

登校(面接授
業)

情報検索室
Global
Communication(Ⅱ)
（30） ※14:00～15:30

同期型(zoom)

⑭ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]アドバンスド生理
機能検査学（７）

登校(面接授
業)

講義室4 [選]心臓生理学（７）
登校(面接授
業)

講義室4
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(3)

同期型(zoom)
移動時間の
無い学生は

講義室5

卒業研究Ⅰ

12 火
〔選〕生命理工学
概論(3)

登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(4)

登校(面接授
業)

講義室2 卒業研究Ⅰ

[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(4)

同期型(zoom) 卒業研究Ⅰ

14 木

15 金 卒業研究Ⅰ
医学情報処理演習Ⅱ
（15）

登校(面接授
業)

情報検索室
Global
Communication(Ⅱ)
（31） ※14:00～15:30

同期型(zoom)
Global
Communication(Ⅱ)
（32）※15:40～17:10

同期型(zoom) 卒業研究Ⅰ

13 水 卒業研究Ⅰ 各研究室

卒業研究Ⅰ

11/2
7

月
[選]アドバンスド生理

機能検査学（６）

各研究室

各研究室

卒業研究Ⅰ

各研究室

12/4 月

6 水

12/1
1

月 臨床病態学Ⅱ(14)
登校(面接授

業)

各研究室

各研究室

各研究室

各研究室

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ

同期型
(zoom)

臨地実習⑩

卒業研究Ⅰ 各研究室

卒業研究Ⅰ 各研究室

臨床病態学Ⅱ(13)
非同期型
(webclass)

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ 各研究室

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ

各研究室

講義室4

卒業研究Ⅰ 各研究室

[選]心臓生理学（６） 同期型(zoom) 臨床病態学Ⅱ(11) 同期型(zoom) 臨床病態学Ⅱ(12) 同期型(zoom)

臨地実習⑧

臨地実習⑨

勤労感謝の日
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⑮ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]アドバンスド生理
機能検査学（８）

登校(面接授
業)

講義室2 [選]心臓生理学（８）
登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕Learning　Medical
English(3)

同期型(zoom)
移動時間の
無い学生は

講義室3

〔選〕Learning　Medical
English(4)

同期型(zoom)
移動時間の無い
学生は講義室3

19 火
〔選〕生命理工学
概論(5)

登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(６)

登校(面接授
業)

講義室2 卒業研究Ⅰ

〔選〕Learning　Medical
English(5)

同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(6)

同期型(zoom)

21 木

22 金
〔選〕Learning　Medical
English(7)

同期型
(zoom)

〔選〕Learning　Medical
English(8)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(5)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(6)

同期型(zoom)

冬季休業　12/25(月)
～

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

1/1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

1/8 月

9 火
〔選〕生命理工学
概論(7)

登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕生命理工学
概論(8)

登校(面接授
業)

講義室2 卒業研究Ⅰ

[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(7)

同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅡ
(8)

同期型(zoom)

11 木

12 金

①

1/15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

①

1/22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

春季休業
1/29(月)～

後期定期試験

後期定期試験

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

卒業研究Ⅰ 各研究室

各研究室

各研究室

10 水

卒業研究Ⅰ 各研究室

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

卒業研究Ⅰ 各研究室

成人の日

卒業研究Ⅰ 各研究室

各研究室

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ 各研究室

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

各研究室

20 水 各研究室

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅰ

各研究室

12/1
8

月 臨床病態学Ⅱ(15)
登校(面接授

業)
講義室2
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時間割番号 013043 

科目名 血液検査学講義 科目 ID MT-330300-L 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Laboratory Hematology，Lecture 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

zoom（同期型） 

講義室2（3号館8階）または 4（3号館7階） 

授業の目的、概要等 

血液成分の産生機構・形態・機能についての基本事項を習得し，各種血液疾患における血液検査学の意義を習得する。 

授業の到達目標 

1) 血液の基礎：血液細胞の起源・分化について理解する。

2) 血球：赤血球・白血球・血小板の産生と崩壊、形態と機能について理解する。

3) 止血機構：血管と止血、血小板の機能について理解する。

4) 凝固・線溶系：血液凝固、線溶について理解する。

5) 検体の採取と保存：採血、検体管理について理解する。

6) 血液検査法：血球に関する検査、形態に関する検査、血小板・凝固・線溶検査について理解する。

7) 検査結果の評価：血液疾患（赤血球系・白血球系・造血器腫瘍・凝固・線溶異常など）を検査データから理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・

その他

1 4/4 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2

採血 採血行為の範囲・採血の種類, 

採血に際しての注意事項, 採血

の部位と手段, 乳幼児の採血

西尾 美和子 【到達目標】5)   

【学習方法】対面講義

2 4/5 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

血液の基礎 血液の成分、血球の形態と機

能、血球の産生と崩壊

西尾 美和子 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義

3 4/6 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2

白血球の産生, 白血球

異常

白血球の産生，白血球異常 東田 修二 【到達目標】2), 7)   

【学習方法】対面講義

4 4/11 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4

血小板, 血液凝固 血小板の機能，血液凝固制御

機序

伊藤 真以 【到達目標】2), 3), 4)   

【学習方法】対面講義

5 4/12 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

線溶, 出血性疾患 血液凝固制御機序，線溶制御

機序, 出血性疾患

伊藤 真以 【到達目標】4), 7)   

【学習方法】遠隔講義

6 4/17 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2

貧血 貧血症の分類、鉄欠乏性貧血・

再生不良性貧血・溶血性貧血・

巨赤芽球性貧血の病態

西尾 美和子 【到達目標】2), 7)   

【学習方法】対面講義

7 4/19 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

白血病 急性白血病・慢性白血病の病

態

東田 修二 【到達目標】2), 7)   

【学習方法】遠隔講義

8 4/21 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

血栓性疾患、播種性血

管内凝固症候群(DIC)

血栓性疾患，播種性血管内凝

固症候群 (DIC)

伊藤 真以 【到達目標】4), 7)   

【学習方法】遠隔講義

9 4/24 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2

骨髄異形成症候群, 多

発性骨髄腫, 悪性リンパ

腫

骨髄異形成症候群・多発性骨髄

腫・悪性リンパ腫の病態

東田 修二 【到達目標】2), 7)   

【学習方法】対面講義

10 5/8 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4

血液検査学(1) 血球に関する検査 西尾 美和子 【到達目標】6)   

【学習方法】対面講義

11 5/12 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2

血液検査学(2) 形態に関する検査 西尾 美和子 【到達目標】6)   

【学習方法】対面講義
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12 5/22 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4

血液検査学(3) 血小板に関する検査, 凝固・線

溶検査

西尾 美和子 【到達目標】6)   

【学習方法】対面講義

13 5/24 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

症例検討 血液検査データからみる疾患

検討（アクティブラーニング）

西尾 美和子 【到達目標】7)  

【学習方法】グループ

討論、グループワー

ク

14 6/2 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

ウイルスと血液疾患 EBウイルスなどウイルスが関

わる血液疾患の病態

今留 謙一, 

西尾 美和子

【到達目標】7)   

【学習方法】遠隔講義

15 6/14 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

総括 西尾 美和子 【到達目標】1)～7)   

【学習方法】遠隔講義

授業方法 

講義室での対面授業ないし zoomによる同期授業を実施する。 

配布資料は事前にWebClassで公開する。アクティブラーニングの一環として、アンケートソフトを使用した質疑や提示した症例や課題につ

いてグループで討論する。 

zoom 授業の際の質問は適宜 zoom のチャットで受け付けるが、授業後に zoom上で対応する時間を設ける。対面授業の際は適宜または

授業後に常時受け付ける。 

授業内容 

総論において，各血液成分の内容と，機能について概説する。また，血球の産生部位，産生機構などについて説明する。 

各論においては，血球成分については，赤血球・白血球・血小板のそれぞれについて，形態学，機能を習得する。また，止血・凝固線溶系

については，その機能について習得する。 

代表的な血液疾患について，その病態生理を理解するとともに，診断・治療・経過における血液検査学の意義を習得する。造血幹細胞移

植の基礎についても理解する。 

○血液細胞の起源・分化，赤血球の生成と異常について理解する。

○白血球：その生成と異常について理解する。

○血栓・止血：止血の機序と異常について理解する。

成績評価の方法 

血液検査学講義の評価は, 学期末筆記試験の成績によって行う。 

記述式問題と多肢選択式問題から構成される。一部、英語での問題が出題される。 

成績評価の基準 

学期末筆記試験の成績（100点満点）で評価し、評点を決める。 

学期末筆記試験の 10％相当を英語で出題する。総合成績が 60点以上のものを合格とする。 

授業態度（アクティブラーニングの参加）を評価に加えることもある。 

期末試験が合格に満たないものは再試験を実施する。再試験合格者は 60点とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

教科書の講義予定内容の箇所を読んでおくとよい。講義と復習で内容の理解が深まる。 

試験の受験資格 

2/3 以上の出席が定期試験ならびに追・再試験を受験する資格となる。講義の無断遅刻や無断早退が認められた場合には出席の要件を

満たさないものとすることがある。 

教科書 

血液検査学／奈良信雄，小山高敏 ほか著：医歯薬出版，2017-02 

アンダーソン血液学アトラス／小山高敏：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2014-11 

他科目との関連 

血液検査学は講義だけで習得されるものではなく，実習による習得がより重要である。また，臨床化学・病理検査学・免疫検査学との関連

も深い。 

履修上の注意事項 

講義では，血球の形態・造血幹細胞の動態などはよりよく理解できるようスライドを多く供覧する。その他教科書等では得られない知識や

応用のきく理解を習得できるよう講義を行うので，必ず遅刻せずに出席してほしい。 

備考  2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス）  西尾 美和子:mnishio.lmg@tmd.ac.jp 

109



時間割番号 013044 

科目名 血液検査学実習 科目 ID MT-350500-E 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Laboratory Hematology, Laboratory 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

保健衛生学実習室1（3号館8階）, 保健衛生学講義室2 

授業の目的、概要等 

各種血液疾患における血液検査学の意義、血液検査法を習得する。 

授業の到達目標 

(1) 検体の採取と保存：採血法を習得する。

(2) 血球に関する検査：血球算定、赤血球に関する検査など習得する。

(3) 形態に関する検査：塗抹標本の作製、染色法を習得する。血液像の観察をし、各血球の特徴を理解する。

(4) 血小板、凝固・線溶検査：血小板、凝固関係の検査を習得する。

(5) 血液検査結果の評価：得られた検査結果を理解し、疾患を判定する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・

その他

1-3 4/10 13:00-17:50 検査学実

習室1

採血法  赤血球

に関する検査

採血部位と手技，血液検体の扱い方，血

漿・血清の分離法を習得し，よく使われる器

具と抗凝固剤について学ぶ。  赤血球数・

ヘマトクリット値・ヘモグロビン濃度測定

法，赤血球指数算定法，赤血球の大きさの

測定について学ぶ。

西尾 美和子 【到達目標】1), 2), 5) 

【学習方法】実習

4-6 4/17 13:00-17:50 検査学実

習室1

赤血球沈降速

度、白血球数、

血小板数

赤血球沈降速度・白血球数・血小板数測定

法について学ぶ。

西尾 美和子 【到達目標】2)  

【学習方法】実習

7-9 4/24 13:00-17:50 検査学実

習室1

血液塗抹標本作

製と染色

末梢血塗抹標本の作製法と普通染色（ライ

ト，ギムザ染色）法を習得する。赤血球浸透

圧抵抗試験を習得する。

西尾 美和子 【到達目標】3)  

【学習方法】実習

10-12 5/8 13:00-17:50 検査学実

習室1

末梢血塗抹標本

の見方(1)

正常人末梢血塗抹標本を観察し，血球像の

観察法を身につける。  ペルオキシダー

ゼ染色法を習得する。

西尾 美和子 【到達目標】3)  

【学習方法】実習

13-15 5/15 13:00-17:50 検査学実

習室1

末梢血塗抹標本

の見方(2)

各種患者末梢血塗抹標本の観察を行い，

病的血球像の判別を学ぶ。  エステラーゼ

染色法を習得する。

西尾 美和子 【到達目標】3), 5) 

【学習方法】実習

16-18 5/22 13:00-17:50 検査学実

習室1

骨髄血の見方(1) 骨髄穿刺液標本の作成法を学び，正常骨

髄像を観察し，骨髄像の観察法を習得す

る。  網赤血球染色法を習得する。

西尾 美和子 【到達目標】3)  

【学習方法】実習

19-21 5/29 13:00-17:50 検査学実

習室1

骨髄像の見方(2) 各種患者骨髄液塗抹標本の観察を行い，

病的骨髄像の判別を学ぶ。  また末梢血

好中球アルカリフォスファターゼ染色法を

習得する。

西尾 美和子 【到達目標】3), 5) 

【学習方法】実習

22-24 6/5 13:00-17:50 検査学実

習室1

血小板の関係す

る検査

出血時間，毛細血管抵抗試験，血小板凝集

能の検査法を習得する。

西尾 美和子 【到達目標】4)  

【学習方法】実習 
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25-27 6/6 13:00-17:50 保健衛生

学科講義

室2

自動化された血

液検査

自動血球計数器, 白血球分類装置などに

ついて原理と測定の実際を習得する。

西尾 美和子 【到達目標】2), 5)   

【学習方法】対面講義

28-30 6/12 13:00-17:50 検査学実

習室1

凝固関係の検査 活性化部分トロンボプラスチン時間・プロト

ロンビン時間・フィブリノゲン値測定法を習

得する。

西尾 美和子 【到達目標】4)  

【学習方法】実習

成績評価の方法 

基本的には，実習毎にレポートやスケッチの提出を求め，実習時の積極性により評価する。 

3/4以上の出席を必須とする。 

血液検査学講義の定期試験に実習内容を含めることがある。 

成績評価の基準 

提出されたレポートやスケッチを基に 100点満点で評価する。 

実習中の積極性や態度により加点・減点が行われる。 

提出物の遅延により減点するので注意して欲しい。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前にwebclassで資料を配布するので、予習すること。教科書の実習予定内容の箇所を読んでおくと理解が深まる。 

試験の受験資格 

筆記試験は行わないが、3/4以上の出席が必須である。 

実習の無断遅刻や無断早退が認められた場合には出席の要件を満たさないものとすることがある。 

教科書 

血液検査学／奈良信雄 [ほか] 著,奈良, 信雄,小山, 高敏,東, 克巳,近藤, 弘,三村, 邦裕,小河原, はつ江,西岡, 淳二,：医歯薬出版，2016 

アンダーソン血液学アトラス／シャウナ C.アンダーソン ヤング, ケイラ B.ポールセン 著,小山高敏 訳,：メディカル・サイエンス・インター

ナショナル，2014 

血液検査学講義と同じ，血液検査学（医歯薬出版）を用いる。 

他科目との関連 

血液検査学講義により血液検査法の原理や意義を学び、本実習では操作法を具体的に習得する。  また、臨床化学・病理検査学・免疫検

査学との関連も深い。 

履修上の注意事項 

実習においては自ら積極的に手を動かすことに意味があり，必ず出席して習得すること。 

備考 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子：mnishio.lmg@tmd.ac.jp 
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時間割番号 013089 

科目名 分析化学検査学Ⅲ 科目 ID MT-352400-Z 

担当教員 大川 龍之介[OKAWA RYUNOSUKE] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Analytical Chemistry, Lecture III 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載 

授業の目的、概要等 

臨床化学検査，放射性同位元素技術学について学習する。臨床化学検査においては，患者から採取した主に血液に含まれる各種の成分

を生化学的に定量する方法を習得するとともに，得られた客観的な検査情報（検査値）が患者の診療に果たす役割について学習する。 

放射性同位元素技術では，原子の構造と放射能，放射線と物質との相互作用，アルファ線，ベータ線，ガンマ線などの性質，放射能，放射

線の単位，放射性同位元素の製造，分離と精製及び安全管理について理解する。 

授業の到達目標 

１）リポ蛋白の種類別に、その構造、代謝について説明できる 

２）アポリポ蛋白の種類とそれぞれの機能について説明できる 

３）血清脂質の測定法と臨床的意義について説明できる 

４）下垂体ホルモン、甲状腺ホルモン、副腎皮質ホルモンの分泌調節と疾患との関わりを説明できる 

５）カルシウム調節ホルモン、性腺ホルモン、膵ホルモン、等の分泌調節と疾患との関わりを説明できる 

６）電解質の測定法と臨床的意義を説明できる 

７）微量元素の測定法と臨床的意義を説明できる 

８）ICG、クレアチニンクリアランス検査の概要を説明できる 

９）非蛋白性窒素測定の方法と臨床的意義を説明できる 

１０）病院検査部の臨床化学検査の実際について、その概要を説明できる 

１１）病院検査部の標準化について、その概要を説明できる 

１２）臨床化学データを用いた基礎的な病態解析ができる 

１３）放射性同位元素のエネルギー単位について説明できる 

１４）放射性同位元素のα、β、γ崩壊について説明できる 

１５）放射性同位元素の原子構造について説明できる 

１６）放射性同位元素のα、β、γ線の性質について説明できる 

１７）放射性同位元素のγ線、X線と物質の相互作用について説明できる 

１８）X線の発生方法と線量の単位について説明できる 

１９）放射性同位元素の安全取扱法と管理法について説明できる 

２０）放射線の測定方法について説明できる 

２１）放射性医薬品を用いた in vivo検査の概要が説明できる 

２２）臨床検査データから病態を推定し、説明できる 

２３）尿沈渣標本を作製し、沈査画像を判読できる 

２４）タンパク電気泳動、免疫固定法検査を実施できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/25 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型）

脂質①（種類と機能） 非同期型 大川 龍之介 【到達目標】１），２）  【学習方法】非同期型講義  

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド

2 4/26 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型）

脂質②（脂質の検査と病態） 非

同期型

大川 龍之介 【到達目標】１），２），３）  【学習方法】非同期型講

義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド
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3 5/17 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
脂質③（種類と機能）同期型 大川 龍之介 【到達目標】１），２）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
4 5/17 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
脂質④（脂質の検査と病態）同

期型 
大川 龍之介 【到達目標】１），２），３）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
5 5/24 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
放射性同位元素検査技術学①

（放射線、放射性同位元素の物

理学Ｉ）同期型 

原 正幸 【到達目標】１３），１４）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義用スライド 

6 5/26 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
放射性同位元素検査技術学②

（放射線、放射性同位元素の物

理学ＩＩ）同期型 

原 正幸 【到達目標】１４），１５）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義用スライド 

7 6/9 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
放射性同位元素検査技術学③

（放射性同位元素の化学、放射

線生物学）同期型 

原 正幸 【到達目標】１６），１７）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義用スライド 

8 6/16 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
放射性同位元素検査技術学④

（自然放射線、放射線の人体に

及ぼす影響）同期型 

原 正幸 【到達目標】１８）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義用スライド 

9 6/22 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
放射性同位元素検査技術学⑤

（放射線、放射性同位元素取扱

のための関係法令） 

原 正幸 【到達目標】１９）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義用スライド 

10 6/22 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期

型） 

ホルモン 非同期型 大川 龍之介 【到達目標】４），５）  【学習方法】非同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
11 6/26 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
分析化学検査学のまとめ①（病

院検査部における臨床化学検

査の実際）同期型 

大川 龍之介,  

戸塚 実 
【到達目標】１０）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
12 6/26 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期

型） 

電解質と微量元素①（基礎編）

非同期型 
大川 龍之介 【到達目標】６），７）  【学習方法】非同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
13 6/28 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

機能検査（経口ブドウ糖負荷試

験，ＩＣＧ，クレアチニンクリアラ

ンス），RCPC 非同期型 

大川 龍之介 【到達目標】８）  【学習方法】非同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
14-16 6/29 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）コレステロール酵素法

（界面活性剤の影響） 
大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
17 6/30 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

電解質と微量元素②（応用編）

対面講義型 
大川 龍之介 【到達目標】６），７）  【学習方法】対面講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
18-20 6/30 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）リポ蛋白分画（リポタン

パク電気泳動） 
大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】実習  【事前学習】実

習用スライド，実習書 
21 7/3 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
分析化学検査学のまとめ②（病

院検査部における研究活動の

重要性）同期型 

大川 龍之介,  

川崎 健治 
【到達目標】１１）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
22 7/3 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期

型） 

非蛋白性窒素①（アンモニア，

尿素窒素，クレアチニン，尿

酸，ビリルビン）非同期型 

大川 龍之介 【到達目標】９）  【学習方法】非同期型講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
23-25 7/3 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）SDS-PAGE，WBによる

アポリポタンパクの検出① 
大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
26-28 7/5 13:00-17:50 保健衛生 （実習）SDS-PAGE，WBによる 大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】実習   
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学実習室 アポリポタンパクの検出② 【事前学習】実習用スライド，実習書 
29 7/10 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2 

非蛋白性窒素②（アンモニア，

尿素窒素，クレアチニン，尿

酸，ビリルビン） 

大川 龍之介 【到達目標】９）  【学習方法】対面講義   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
30 7/10 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

RCPC発表（アクティブラーニン

グ） 
大川 龍之介 【到達目標】２２）  【学習方法】対面講義（アクティ

ブラーニング）   

【事前学習】WebClass動画視聴/小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
31-33 7/11 13:00-17:50 保健衛生

学実習室, 

その他 

（実習）A班 尿沈渣/B班 放射

性同位元素の検出，定量の実

際 

大川 龍之介, 

田中 雅美 
【到達目標】A班 ２３），B班 ２０），２１）    

【学習方法】実習  【事前学習】実習用スライド，実

習書，小テスト回答/WebClass講義用スライド 
34-35 7/14 08:50-12:00 保健衛生

学実習室 
（非同期型講義）A班 尿沈渣 

非同期実習/（実習）B班 放射

性同位元素の検出，定量の実

際 

大川 龍之介 【到達目標】A班 ２３），B班 ２０），２１）    

【学習方法】A班 非同期型講義，B班 実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書，小テスト回答

/WebClass講義用スライド 
36-38 7/14 13:00-17:50 保健衛生

学実習室, 

その他 

（実習）タンパク電気泳動①（血

清蛋白分画） 
大川 龍之介 【到達目標】２４）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 

39-40 7/18 08:50-12:00 保健衛生

学実習室 
（実習）タンパク電気泳動②（血

清蛋白分画） 
大川 龍之介,  

田中 雅美 
【到達目標】２４）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
41-43 7/18 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）A班 放射性同位元素の

検出，定量の実際/B班 尿沈

渣 

大川 龍之介 【到達目標】A班 ２０），２１），B班 ２３）   

【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書，小テスト回答

/WebClass講義用スライド 

44-45 7/19 08:50-12:00 保健衛生

学実習室 
（実習）A班 放射性同位元素の

検出，定量の実際/（非同期型

講義）B班 尿沈渣 

大川 龍之介 【到達目標】A班 ２０），２１），B班 ２３）  【学習方

法】A班 実習，B班 非同期型講義  【事前学習】

実習用スライド，実習書，小テスト回答/WebClass

講義用スライド 
46-47 7/21 08:50-12:00 保健衛生

学実習室 
（実習）定量法の確認（個別実

習） 
大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
48-50 7/21 13:00-17:50 保健衛生

学実習室 
（実習）定量法の確認（個別実

習） 
大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】実習   

【事前学習】実習用スライド，実習書 
 

授業方法 

講義と実習を行う。講義は座学のみならず，任意の個人個人に質問しながらの講義とする。一部の授業は，与えられたテーマでグループ

ディスカッションをして，代表者がグループの意見を発表する（アクティブラーニング）。 

授業内容 

分析技術の進歩が著しい中にあって，最新の知識・技術的内容を取り入れる。一方，時代とともに古典的検査になっていても，成分分析の

考え方の基本や現代の技術および将来の展開への理解を助けるものについても学べるよう配慮する。また，得られた検査結果を単に定

量値として報告するだけでなく，検査情報として臨床へ提供できるように，検査値による病態解析能力を育成する内容とする。 

放射性同位元素技術学では，検査技術の学習の前提としてＲＩについての基礎知識を養成する。検査法を試料測定法と体外測定法に大別

し，原理と実際について習得させる。 

成績評価の方法 

学期末筆記試験および出席点，講義時の積極性により評価する。実習はレポート，プレゼンテーションや実習時の積極性により評価す

る。学期末試験には当該学習内容に関する英語の問題や実習内容も出題する。 

１）学期末筆記試験（分析化学） 100点 

２）学期末筆記試験（放射性同位元素技術学）100点 

３）実習レポート評価 100点 

４）講義および実習時の出席点・積極性 100点 

５）非同期型講義の課題・振り返り試験 100点 
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成績評価の基準 

１），２），３）において，それぞれ60点に達した場合に合格とする。最終的にいずれか一つでも不合格であった場合には，分析化学検査学

IIIを不合格とする。 

成績は｛［ 1):70%，2):30％］と 3) の平均｝:90％と 4):5% ，5)：5%として合算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に授業内容を記載したファイルを配布するので，必ず予習し，特に不明な点を明確にして授業に臨むこと。講義・実習後，不明な点は

メールにてすぐに質問し，わからないままにしないこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上、実習に４分の３以上出席し、聴講・実験をした者。内容の都合上、原則、遅刻は認められない。zoom による講義の場

合は、講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合に出席とする。非同期型講義の場合は，その際に課された課題を提

示された期限までに提出したことをもって出席とする。非同期型講義の次の同期型講義の初めに、振り返り試験を行う。 

教科書 

最新臨床検査学講座 臨床化学検査学 第 2 版／戸塚 実 編集,奥村 伸生 編集,浦山 修 編集,松下 誠 編集,山内 一由 編集,大川 龍之

介 編集,戸塚 実,奥村 伸生,浦山 修,松下 誠,山内 一由,大川 龍之介,：医歯薬出版，2022-01-26 

放射性同位元素検査技術学／小野口昌久, 川井恵一, 絹谷清剛 編集,：医歯薬出版，2018 

参考書 

臨床検査法提要 = Kanai's Manual of Clinical Laboratory Medicine／金井正光 監修,奥村伸生, 戸塚実, 矢冨裕 編集,：金原出版，2015 

他科目との関連 

教養課程で学習した化学，専門課程で学習する生化学が本科目の背景となる。検査管理総論および分析化学検査学 Iおよび IⅠは本科目

と深いかかわりがある。放射性同位元素技術学に関しても，ＲＩを用いるという特殊性を除けば基本的に同様である。また，検査結果の解

釈のためには生理学や血液学などの知識も必要である。 

履修上の注意事項 

非常勤講師の都合で授業内容が前後する場合は事前に連絡する。  欠席・遅刻をしないこと。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 
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時間割番号 013047 

科目名 医用システム情報学講義(Ⅱ) 科目 ID MT-330800-L 

担当教員 伊藤 南[ITO MINAMI] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Measurement，System and Information，Lecture（Ⅱ） 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

授業明細を参照 

授業の目的、概要等 

社会のＩＴ化が進む中、現代の医療は情報通信技術の支え無くしてはもはや成立しえず、情報科学がもたらす成果を十分理解し，それを

十分活用することが必要である。臨床検査技師として知っていてほしい、情報量の表現、情報のデジタル化、コンピュータ、通信ネットワ

ークの基本的な原理や知識を学ぶ。医療の IT化の例として電子カルテや病院情報システムについて学ぶ。 

授業の到達目標 

1.情報の概念、ITの概念、情報科学の成り立ち、ノイマン型コンピュータの基本要素を理解し、説明できる。 

2.情報を計量する意味、情報量の定義を理解し、説明できる。 

3.アナログ量とデジタル量の定義、A/D変換、サンプリング定理、データのフォーマットと圧縮法を理解し、説明できる。 

4.コンピュータのハードウェアとソフトウェアの概要を理解し、説明できる。 

5.ネットワークの構成、通信プロトコール、ネットワークの大規模化、インターネットの仕組みを理解し、説明できる。 

6.ネットワークのセキュリティーの考え方、通信暗号システムの仕組み（守秘、電子署名、電子認証）を理解し、説明できる。 

7.電子カルテ、病院情報システムの仕組みを理解し、説明できる。 

8.個人情報の定義、個人情報の取り扱い、病院における情報管理を理解し、説明できる。 

9.医療情報システムにおけるこれからの IT技術の利用法を理解し、説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/10 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2

情報科学入門 講義の目的、情報の概

念、情報科学の成り立ち

伊藤 南 【到達目標】1) 【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中のアンケート集計

2 4/10 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

情報量 情報の計量化、情報量

の定義（自己エントロピ

ー、平均情報量、結合エ

ントロピー、条件付きエ

ントロピー、相互情報

量）

伊藤 南 【到達目標】2)  【学習方法】対面講義、非同

期教材 

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中の小テストとアンケート集計

3 4/18 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

アナログデー

タとデジタル

データ

情報の容量、ビット列、

A/D変換、サンプリング

定理、データのフォーマ

ット

伊藤 南 【到達目標】3)  【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中の小テストとアンケート集計

4 4/25 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

コンピュータ 仮想化と階層化、ノイマ

ン型コンピュータ、ハー

ドウェアとソフトウェアの

概要、データの圧縮

伊藤 南 【到達目標】4)  【学習方法】対面講義、非同

期教材   

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中の小テストとアンケート集計

5 4/26 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2

ネットワーク ネットワークの構成とプ

ロトコル、ネットワーク

の大規模化

伊藤 南 【到達目標】5)  【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中の小テストとアンケート集計

6 5/16 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

インターネット

のセキュリテ

ィー

インターネット仕組み、

サイバー攻撃、情報セ

キュリティのＣＩＡ、ネット

伊藤 南 【到達目標】6)  【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中の小テストとアンケート集計
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ワークのセキュリティー

対策 
7 5/23 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

通信暗号シス

テム 
守秘、電子署名、電子認

証 
伊藤 南 【到達目標】6)  【学習方法】対面講義、非同

期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中の小テストとアンケート集計 
8 5/30 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室2 

電子カルテと

病院情報シス

テム 

カルテ情報、電子カルテ

の３原則、部門システ

ム、オーダリングシステ

ム、病院情報システム 

伊藤 南 【到達目標】7)  【学習方法】対面講義、非同

期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確認テストに

よる復習、講義中の小テストとアンケート集計 
 

授業方法 

配布資料、教科書をもとに講義する。配布資料は事前に WebClass で公開する。前回講義の内容を範囲として小テストを行う。講義中にア

ンケートソフトを利用した質疑やグループ討論を行う。講義中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。主に対面講義を実施するが、

状況により遠隔講義/同期で実施する場合もある。対面講義では大学の指針に従って感染症対策を行う。授業形態の変更等があれば随

時連絡する。講義の一部を非同期素材により補完する。 

授業内容 

授業明細を参照 

成績評価の方法 

１）学期末筆記試験の成績 

２）講義中の小テストの成績 

成績評価の基準 

学期末筆記試験の成績(１００点満点))に、講義中の小テストの成績（２０点以内に換算）を加えて、総合点とする。学期末筆記試験の 20%相

当を英語で出題する。総合点が６０点以上のものを合格とする。期末試験が合格点に満たないものには再試験を実施し、総合成績が６０

点以上のものを合格とする。特段の事情が認められる場合には科目責任者の判断で確認テストを実施し、成績が６０点以上のものを合格

とする。総合成績より評点を決める。本試験で合格したものは６０～１００点、再試験で合格したものは６０～７５点、確認テストで合格した

ものは６０点を範囲として比例換算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

①前回までの講義内容を理解していることを前提にして次の講義を行うので、よく復習してから講義に参加する。欠席者は特に注意する

こと。 

②配布資料は各自でWebClassよりダウンロード、印刷しておくこと。当日の資料配布なし。 

③講義前に、配布資料と教科書の関連範囲に目を通しておくこと（教科書との対応は授業明細の備考欄を参照）。 

④講義の一部を遠隔/非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。 

試験の受験資格 

２／３以上の出席をもって受験資格とする。対面講義の場合はカードリーダーの記録、遠隔講義の場合はアクセス記録により出席を確認

する。また講義中に行う小テストおよびアンケート形式の質疑応答へ参加によっても出席を確認する。講義の無断欠席や無断早退が認め

られた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、科目責任者より代替法を指示

する。 

教科書 

情報科学／松戸隆之 著,：医歯薬出版，2006 

参考書 

医療情報 情報処理技術編／日本医療情報学会医療情報技師育成部会／編集：篠原出版新社，2013 

他科目との関連 

医用システム情報学実習（Ⅱ）と補完する。医用工学は臨床検査学の周辺領域を広くカバーし、臨床検査を支えている。検査管理学、医用

システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる一連の講義、演習、実習として構成する。個別の検査機器

の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

①追加講義を医用システム情報学実習（Ⅱ）の枠で実施する(３回、実習の授業明細を参照）。到達目標の８．９がこれに該当する。追加講

義の内容は本科目の期末筆記試験および成績評価の範囲に含める。  ②医療情報システムは最近急速に発展している。新聞・テレビの

マスメディア等に，先端的な事例が報告されているので，日頃からこれらに関心を持つことが望ましい。  ③能動的な講義への参加、講

117



義時間を無駄に過ごさないことを希望する。  ④講義資料は事前にWebClass で閲覧できるようにしてあるので予習すること。  ⑤講義中

ないし講義後の質問を歓迎する。  ⑥講義中に、学習ツール「スグキク」を使用するので、インターネットに接続可能なスマホ、パソコンを

持参すること。  ⑦前回の講義の範囲で小テストを実施するので、必ず復習しておくこと。確認テストを利用するとよい。  ⑧講義の一部

を非同期素材により補完する。指示に従って事前に視聴してから講義に臨むこと。  ⑨著作権の問題があるのでZoom講義の撮影と講義

資料の受講者以外への公開を禁ずる。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南 ： minami.bse@tmd.ac.jp、  

オフィスアワー 

伊藤 南 ： ３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013048 

科目名 医用システム情報学実習(Ⅱ) 科目 ID MT-350900-E 

担当教員 伊藤 南, 本間 達[ITO MINAMI, HOMMA SATORU] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Measurement，System and Information，Laboratory（Ⅱ） 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

情報検索室(M&Dタワー４階) 

授業の目的、概要等 

医療のＩＴ化に際して、臨床検査もコンピュータとは無縁ではいられず、それを十分に理解し活用することが必要である。臨床検査技師とし

て知っていてほしい、コンピュータの動作原理やプログラミングの基本的な考え方を学ぶ。日常生活では直接関わる機会が少ないと思わ

れるので、実習を通じて体験的な理解を目指す。実習全体を通じて、①コンピュータのプログラミングに必要な、OS 操作実習を行う。②Ｃ

言語による初歩的なプログラム作成の演習課題を行う。プログラミングの特徴は、プログラムの書式を守りながら、既存のプログラムを発

展させて、変幻自在な処理を実現できることにある。単にプログラミング法の知識を習得するだけではなく、そうした基本的原理を状況に

合わせて応用する考え方を養う。 

授業の到達目標 

1.コンピュータの概要、アルゴリズムとプログラムの役割、プログラム作成の流れを理解し、説明できる。 

2.プログラムに対する文字(情報)の入力とプログラムから文字(情報)を出力する関数の動作を理解し，これを用いたプログラムを構築でき

る。 

3.条件によってプログラムの動作を分岐する関数の動作を理解し，これを用いたプログラムを構築できる。 

4.ループ関数の動作を理解し，これを用いたプログラムを構築できる。 

5.数学的演算を実現する関数の動作を理解し，これを用いたプログラムを構築できる。 

6.コンピュータのメモリ管理の概念とこれを取り扱うポインタの動作を理解し，これを用いたプログラムを構築できる。 

7.グラフィックを画面上に描画する関数の動作を理解し，これを用いたプログラムを構築できる。 

8.グラフィック関数を組みあわせて画面上にグラフを描画するためのプログラムを構築できる。 

9.複数の数学的な演算関数やループ関数，分岐処理を組みあわせて，加算平均や最小二乗法などの演算をおこなうためのプログラムを

構築できる。 

10.様々な関数の組み合わせにより，与えられた目的を実現するためのプログラムを構築できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-2 4/4 13:00-16:10 情報検

索室 
学習の概要、

コンパイラの

使い方 

オリエンテーション、実習用USB

の作成、実習の進め方、C言語、

MS-DOS、Ｃコンパイラの動作、

main関数とは 

伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】1) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning 
3-4 4/11 13:00-16:10 情報検

索室 
文字の表示，

データ入力 
printf関数、scanf関数、getc関数、

変数の型変換、エスケープシーク

エンス 

伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】2) 

【学習方法】演習、非同期教材【その

他】講義資料の事前配布、プログラ

ミング添削指導、e-learning 
5-6 4/18 13:00-16:10 情報検

索室 
繰り返し処理 for-while構文、if-else構文、

switch-case構文 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】3)、4) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning 
7-8 4/25 14:40-17:50 情報検

索室 
関数 三角関数、指数・対数関数、文字

列処理関数 
伊藤 南,  

本間 達 
【到達目標】5) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning 
9-10 5/9 14:40-17:50 情報検 ポインタ，ファ ポインタ、ファイル操作 伊藤 南,  【到達目標】6) 
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索室 イル操作 本間 達 【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning

11-12 5/16 14:40-17:50 情報検

索室

グラフィック関

数

line関数、circle関数、pset関数、

折れ線図や散布図の作成

伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】7)、8) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning

13-14 5/30 13:00-16:10 情報検

索室

応用課題(1) 伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】9)、10) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning

15 6/5 10:30-12:00 保健衛

生学科

講義室4

講義 病院情

報システムの

導入

病院情報システム 伊藤 南 【到達目標】講義の 7) 

【学習方法】対面講義、非同期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

16 6/13 13:00-14:30 保健衛

生学科

講義室2

講義 医療情

報・個人情報

の保護と取り

扱い

個人情報の定義、プライバシー

権、個人情報保護法、情報の２字

利用、インフォームドコンセント、

オプトアウト、匿名化、医療情報

のセキュリティー

伊藤 南 【到達目標】講義の 8) 

【学習方法】対面講義、非同期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

17-18 6/13 14:40-17:50 情報検

索室

応用課題(2) 伊藤 南 【到達目標】9)、10) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning

19 6/21 08:50-10:20 遠隔授

業（同期

型）

講義 医療情

報システムと

ITのサポート

医療過誤防止、電子タグ、ウェア

ラブルセンサ、生涯カルテ、地域

連携病院ネットワーク、AIによる

医療支援、データベース

伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】講義の 9) 

【学習方法】対面講義、非同期教材  

【その他】講義資料の事前配布、確

認テストによる復習、講義中の小テ

ストとアンケート集計

20-21 6/26 13:00-16:10 情報検

索室

応用課題(3) 伊藤 南 【到達目標】9)、10) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning

22-23 6/27 13:00-16:10 情報検

索室

応用課題(4) 伊藤 南, 

本間 達

【到達目標】9)、10) 

【学習方法】演習、非同期教材 

【その他】講義資料の事前配布、プ

ログラミング添削指導、e-learning

授業方法 

配布資料は事前に WebClass で公開する。配布した実習用テキストをもとに課題の計算処理を行うプログラムを作成する。実習内容の詳

細や手順は授業で説明する。コロナ肺炎等の感染症対策は大学の方針に従い、課題は各自が個別に行うものとする。課題の進捗に伴

い、各人が実習課題のレポートを随時提出する。それに対して口頭試問を行い、添削指導する。内容が不十分な場合は再提出を求める

場合もある。直接の指導は主に本間達（生体機能システム学）が担当する。原則として、演習では対面でのプログラミング添削指導 

e-learning による学習を行う。講義は遠隔講義（同期）を実施する。配布資料の事前公開、小テスト、事前課題、アンケ－ト形式の質問を行

う。講義中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。状況により、子演習や講義方法等に変更等がある場合は随時連絡する。 

授業内容 

授業明細を参照 

以下の内容については医用システム情報学講義Ⅱの追加講義として、講義と合わせて評価する。 

①講義 電子カルテ・病院情報システムの導入 

120



②講義 医療情報・個人情報の保護と取り扱い   

③講義 医療情報システムと ITのサポート 

以下の内容の履修については講義中に説明する 

①検査機器の概要 

②共通機器（秤量装置、分離装置、恒温装置、保冷装置、測光装置電気化学装置など）の原理・使用法・注意事項 

③各種検査機器（血液学的検査用、病理学的検査用、生化学的検査用、輸血・免疫検査用など）の原理・使用法・注意事項 

成績評価の方法 

１）出席状況、学習への取組態度 

２）レポートの評価 

３）演習中の口頭試問 

４）演習中の小テスト 

５）e-learning 

成績評価の基準 

１）出席状況 ２０%  （全実習日数の３/４以上） 

２）課題の到達度 ８０% レポート内容、演習中の口頭試問や小テストの結果、e-learningの結果を総合して評価する。 

出席状況を２０点満点、課題到達度を８０点満点に換算して総合成績とし、評点にする。総合得点が 60点以上の者を合格とする。 

演習では自分でプログラム内容を創意工夫することが重要であり、実習課題レポートの内容を重視する。レポート内容が規準を満たさな

い場合は、レポートの再提出を求めることがある。提出期限を守らない場合は成績評価の対象としない。評価方法の詳細を演習冒頭に説

明する。実習の時間内で３回講義（医療の IT化）を行うが、その評価は医用システム情報学講義（Ⅱ）の評価に含める。 

準備学習等についての具体的な指示 

プログラム作成には時間がかかるので、早めに課題をこなす。 

事前に配布する資料、教科書に目を通して、実習内容を理解した上で参加する。 

資料はWeb Classを通じて配布する。 

試験の受験資格 

3/4 以上の実習への出席および全提出課題の提出をもって受験資格とする。演習の無断欠席や無断早退が認められた場合には出席の

用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、担当教員より代替法を指示する。 

教科書 

実習用のテキスト（PDFファイル）を事前に配布する。 

他科目との関連 

医用システム情報学講義（Ⅱ）と補完する。医用工学は臨床検査学の周辺領域を広くカバーし、臨床検査を支えている。検査管理学、医用

システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる一連の講義、演習、実習として構成する。個別の検査機器

の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

作成したプログラムを記録するために 1GB 以上の新品の USB メモリを各自で用意する。  実習の時間内で３回講義（医療の IT 化）を行

う。教室が違うので注意する。講義の評価は医用システム情報学講義（Ⅱ）で行う。 

備考 

インターネット参照などによる剽窃の事例が後を絶たないが，本実習では一切認めないので注意すること。 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南:minami.bse@tmd.ac.jp、  

本間 達:hommtec@tmd.ac.jp  

オフィスアワー 

伊藤 南:３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013087 

科目名 生理検査学講義(Ⅲ) 科目 ID MT-332500-L 

担当教員 角 勇樹, 柿沼 晴, 赤座 実穂, 山口 純司[SUMI YUKI, KAKINUMA SEI, AKAZA MIHO, YAMAGUCHI Junnji] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Physiological Laboratory Science，Lecture（Ⅱ） 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

保健衛生学講義室３(３号館８階）、保健衛生学実習室３(３号館８階）、スキルスラボ(MDタワー地下1階)、など。 

詳細はwebclassで指示する。 

授業の目的、概要等 

1)生理検査用機器を駆使して被検者からいろいろな生理的情報を取得・解析し，そのデータを疾病の診断・治療に役立たせる生理検査学

を学ぶ。 

2)生理検査に携わる検査技師には機器の操作，生体現象の記録，データの整理・解析のみならず，疾病に対しての医学的知識が要求さ

れ、疾患に対しての理解を深める。 

授業の到達目標 

1)各種生理検査法における原理の習得し適応について理解、測定結果の解釈ができるようになる。 

2)電気機器に接することが多いので，機器障害への迅速な対応や安全対策、正しい結果が得られない場合のトラブルシューティングも学

ぶ。 

筆記試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、６０点以上をCとする。 

合否判定は素点によって行い、点数調整は行わない。 

なお、本試験合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その

他

1 5/16 08:50-10:20 検査学実習室3, 

スキルスラボ

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること

2 5/16 10:30-12:00 検査学実習室3, 

スキルスラボ

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること

3 6/1 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2, 検査

学実習室3, ス

キルスラボ

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること

4 6/1 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室2, 検査

学実習室3, ス

キルスラボ

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること

5 6/8 08:50-10:20 遠隔授業（同期

型）, 遠隔授業

（非同期型）

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   
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【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
6 6/8 10:30-12:00 遠隔授業（同期

型）, 遠隔授業

（非同期型） 

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
7 6/15 08:50-10:20 検査学実習室3, 

スキルスラボ 
生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
8 6/15 10:30-12:00 検査学実習室3, 

スキルスラボ 
生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
9 6/19 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室4, 検査

学実習室3, ス

キルスラボ 

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
10 6/19 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室4, 検査

学実習室3, ス

キルスラボ 

生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
11 6/29 08:50-10:20 検査学実習室3, 

スキルスラボ 
生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
12 6/29 10:30-12:00 検査学実習室3, 

スキルスラボ 
生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
13 7/13 08:50-10:20 検査学実習室3, 

スキルスラボ 
生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

脳波、伝導検査、など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

その他】詳細をwebclassで

確認すること 
14 7/13 10:30-12:00 検査学実習室3, 

スキルスラボ 
生理機能検査

学講義、クル

ズス、演習 

生呼吸機能、心電図、

腹部エコー、心エコ

ー、脳波、伝導検査、

など 

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実

習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること 
15 7/25 08:50-10:20 検査学実習室3, 

スキルスラボ 
生理機能検査

学講義、クル

呼吸機能、心電図、腹

部エコー、心エコー、

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義・演習・実
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ズス、演習 脳波、伝導検査、など 習のいずれか   

【その他】詳細をwebclass

で確認すること

授業方法 

オンライン講義、クルズス、演習(アクティブラーニングを含んでいる) 

授業内容 

生理検査学の内容は多岐にわたる。循環器系検査，呼吸器系検査，神経・筋機能検査，超音波検査，ＭＲＩ，サーモグラフィー，無散瞳眼

底検査，平衡機能検査（眼振電図検査，重心動揺検査）などについて学ぶ。 

成績評価の方法 

授業中に行う演習、レポート提出、実習試験、筆記試験にて生理検査学の知識・理解の達成度を評価する。 

成績評価の基準 

演習および学期末定期試験による試験点数を基本とし、講義中の態度などを加味して点数を増減し、基準にしたがって成績評価を行う。 

準備学習等についての具体的な指示 

生理学講義の範囲は広いため、学内・学外の多くの専門家に講義を依頼している。講義のテーマに関する準備学習をしておくこと。 

生理検査学は人を対象とする検査であり、コミュニケーション能力に加え、人と接する上での最低限の礼儀・倫理感が必要とされる。受講

態度にも留意すること。 

試験の受験資格 

講義全体で 2/3以上の出席がないものは、試験の受験資格を喪失する。 

モジュールの単位判定 

講義と実習は個別に期末試験を行い、それぞれ単位の認定を行う。 

教科書 

呼吸機能検査技術教本／日本臨床衛生検査技師会監修,日本臨床衛生検査技師会,：じほう，2016 

生理機能検査学／大久保善朗 [ほか] 著,大久保, 善朗,：医歯薬出版，2010 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 第2版／東條 尚子 編集,川良 徳弘 編集,東條 尚子,川良 徳弘,：医歯薬出版，2022-01-12 

参考書 

各担当講師がWebclassに資料を uploadする場合がある。 

他科目との関連 

解剖学，生理検査学Ⅰ，医学概論，総合講義，臨床病態学，医用機器・工学，心臓生理学などと関連する。 

履修上の注意事項 

クルズスや演習は少人数制とし班分けをしてローテーションする。  個人個人の詳細な割り当ておよび日程はWebclassに掲載する。 

備考 

実習と講義は有機的に結合していて、厳密な分離は困難である。 

実習は百聞に一見はしかずの学習が行え、一期一会であるので全出席が前提である。遅れずに出席すること。 

理論は講義で身につけるが、特に演習やクルズスは教科書では学べない学習を行うので全出席が前提である。 

参照ホームページ 

生理検査は人を対象とした動的な検査であり、各種ホームページにて動画や図表、イラストを参照すると理解が進む場合がある。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3号館16階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 
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時間割番号 013088 

科目名 生理検査学実習(Ⅲ) 科目 ID MT-352600-E 

担当教員 角 勇樹, 柿沼 晴, 赤座 実穂, 山口 純司[SUMI YUKI, KAKINUMA SEI, AKAZA MIHO, YAMAGUCHI Junnji] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Physiological Laboratory Science, Laboratory（Ⅱ） 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

保健衛生学実習室３(３号館８階)、スキルスラボ(MDタワー地下1階)、ほか 

webclassもしくは教務からの通知によって指示を出すので、確認して参加すること。 

授業の目的、概要等 

1）生理検査用機器を駆使して被検者からいろいろな生理的情報を取得・解析し，そのデータを疾病の診断・治療に役立たせる生理検査学

を体得する。 

2) 電気機器に接することが多いので，機器障害への迅速な対応や安全対策も学ぶ。

3) 生理検査は直接人体に接する検査法であるので，倫理性やコミュニケーション能力も要求される。検査時における患者へ配慮や急変

時の対応についても学ぶ。 

授業の到達目標 

1) 生理検査学講義（ⅡI）の教育目標を参照。

2) 生理検査機器の取り扱いの実技，および生理検査法の手順を修得する。

3) 検査時の患者の急変への対応や検査機器障害への迅速な対応や安全対策を学ぶ。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/7 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

2 4/7 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期型）

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

3 4/13 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室3, 

検査学実習

室3

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

4 4/13 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室3, 

検査学実習

室3

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

5 4/14 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

6 4/14 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

7 4/20 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  
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スラボ 経伝導検査、など 赤座 実穂,  

山口 純司 
【その他】詳細をwebclassで確認すること 

8 4/20 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

9 4/27 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

10 4/27 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

11 4/28 14:40-16:10 遠隔授業

（非同期型） 
生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

12 4/28 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

13 5/11 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹, 

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

14 5/11 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

15 5/25 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

16 5/25 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

17 5/31 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期型） 
生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

18 5/31 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期型） 
生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

19 6/6 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 
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山口 純司

20 6/6 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

21 6/7 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

22 6/7 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

23 6/20 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

24 6/20 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

25 6/27 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

26 6/27 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

27 7/4 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

28 7/4 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

29 7/11 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

30 7/11 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること

31 7/25 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ

生理検査

学実習

呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など

角 勇樹, 

柿沼 晴, 

赤座 実穂, 

山口 純司

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか  

【その他】詳細をwebclassで確認すること
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32 7/26 08:50-10:20 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

33 7/26 10:30-12:00 検査学実習

室3, スキル

スラボ 

生理検査

学実習 
呼吸機能、心電図、腹部エ

コー、心エコー、脳波、神

経伝導検査、など 

角 勇樹,  

柿沼 晴,  

赤座 実穂,  

山口 純司 

【到達目標】1), 2),3)   

【学習方法】講義・演習・実習のいずれか   

【その他】詳細をwebclassで確認すること 

 

授業方法 

シュミレーターや人形、あるいは人に対して実際に検査を行う。最も効率的な学習法は人に教えることであるので、学生同士で教え合う形

式もとっている。これらの手法を用いたアクティブ・ラーニングが中心となっており、自学自習を行うことが必要である。 

授業内容 

循環器系検査， 神経・筋機能検査， 呼吸器系検査， 腹部超音波検査などの生理検査法について実習を行う。 

成績評価の方法 

実習への出席状況・服装・実習態度と共に、各実習にはレポート・スケッチの提出を求める。 

実技試験を行い、実践能力を評価する。実技試験に合格しないものには単位を認定しない。 

出席規定を満たし、実技試験に合格したものについて、試験の受験資格を認め、定期試験ではマルチプルチョイス形式の筆記試験を行

い、それを評価の中心として成績を評価する。 

定期試験で６０点以上の者に単位を認定する。 

なお、本試験合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績とする。 

成績評価の基準 

実技試験を行い、実践能力を評価する。実技試験に合格しないものには単位を認定しない。 

出席規定を満たし、実技試験に合格したものについて、試験の受験資格を認め、定期試験ではマルチプルチョイス形式の筆記試験を行

い、それを評価の中心として成績を評価する。 

定期試験で６０点以上の者に単位を認定する。 

なお、本試験合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

生理機能検査では、患者の苦痛を最低限にするための努力が必要とされる。実習開始までに検査の内容・意味・手順は理解しておくこと。 

また、自分が得た知識を人に教えることは、自らの理解を深める上で重要であると共に、コミュニケーション能力を養う訓練でもある。指導

を担当する際は上記の点に留意して準備すること。 

試験の受験資格   実習の 3/4以上の出席がないものは、試験の受験資格を喪失する。 

モジュールの単位判定   生理機能検査学Ⅲ実習全体で単位を認定する 

教科書 

呼吸機能検査技術教本／日本臨床衛生検査技師会監修,日本臨床衛生検査技師会,：じほう，2016 

生理機能検査学／大久保善朗 [ほか] 著,大久保, 善朗,：医歯薬出版，2010 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 第2版／東條 尚子 編集,川良 徳弘 編集,東條 尚子,川良 徳弘,：医歯薬出版，2022-01-12 

他科目との関連 

生理検査学講義(Ⅱ)、生理検査学実習(ⅠI)、生理検査学講義(Ⅲ)、臨床病態学、臨地実習と関連する。 

履修上の注意事項 

少人数制とし、班分けをして各実習項目をローテーションする。  個人個人の詳細な割り当ておよび日程はWebclassに掲載する。 

備考 

遅れずに出席すること。自ら機器を手にとってみること，被検者の心理面にも十分注意すること。被験者が病院の患者や身内だと思って

実習を行うこと。 

参照ホームページ 

生理検査は人を対象とした動的な検査であり、各種ホームページにて動画や図表、イラストを参照すると理解が進む場合がある。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3号館16階 呼吸器•神経系解析学教授室   (来室の前にメールで予約してください) 
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時間割番号 013051A 

科目名 病原体検査学講義(Ⅱ) 科目 ID MT-331300-L 

担当教員 齋藤 良一, 太田 悠介[SAITO RYOICHI, OOTA Yuusuke] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical microbiology，Lecture（Ⅱ） 

【科目責任者】齋藤 良一 

主な講義場所 

対面授業：時間割で示された場所 

遠隔授業（同期・非同期）：Zoom 

授業の目的、概要等 

第 1 年次に学んだ病原体検査学講義（Ⅰ）の内容をもとに、医学的に重要な微生物（細菌、真菌、ウイルス）の詳しい特徴とそれらが引き

起こす感染症に加え、病原診断や治療、感染制御に寄与しうるような微生物学的および分子生物学的検査法等を学ぶ。 

授業の到達目標 

1）微生物検査の概要とバイオハザードについて説明できる 

2）病原細菌の分類、感染の伝播および病原性のメカニズム、検査室で使用される分離・同定法や薬剤感受性試験法について説明できる 

3）医学真菌学領域で重要な真菌の分類、検査室で使用される分離・同定法や薬剤感受性試験法について説明できる 

4）検体採取法や検体別の微生物検査法、分子生物学的手法を用いた迅速検出法について説明できる 

5）ウイルスの分類、感染の伝播および病原性のメカニズム、検査室で使用される分離・同定法について説明できる 

6）医療関連感染とそれに関わる疫学解析、またその制御について説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/4 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室2 
臨床微生物検査

総論，通性嫌気

性グラム陽性球

菌（１） 

臨床微生物検査の概要，

バイオハザード，

Staphylococcus属の特徴

と感染症 

齋藤 良一 【到達目標】1), 2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 

2 4/6 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
通性嫌気性グラ

ム陽性球菌（２） 
Streptococcus属，

Enterococcus属などの特

徴と感染症 

齋藤 良一 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 
3 4/6 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
好気性グラム陽

性桿菌（１） 
Listeria属，

Corynebacterium属，

Nocardia属などの特徴と感

染症 

齋藤 良一 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 

4 4/7 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
好気性グラム陽

性桿菌（２） 
Mycobacterium属の特徴と

感染症 
齋藤 良一 【到達目標】2),  4) , 6)  

【学習方法】遠隔講義、討論 

【事後課題】小テスト 
5 4/7 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
通性嫌気性グラ

ム陰性桿菌（１） 
Enterobacteriaceaeの特徴

と感染症（１） 
齋藤 良一 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】遠隔講義、討論 

【事後課題】小テスト 
6 4/11 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室4 
通性嫌気性グラ

ム陰性桿菌（２） 
Enterobacteriaceaeの特徴

と感染症（２） 
齋藤 良一 【到達目標】2),  4) , 6) 

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 
7 4/13 13:00-14:30 遠隔授業

（非同期型） 
通性嫌気性グラ

ム陰性桿菌（３） 
Enterobacteriaceaeの特徴

と感染症（３） 
齋藤 良一 【到達目標】2),  4) , 6) 

【学習方法】非同期講義 

【事後課題】WebClass上で小テスト 
8 4/14 13:00-14:30 遠隔授業

（非同期型） 
グラム陰性球菌 Neisseria属，Moraxella属な

どの特徴と感染症 
齋藤 良一 【到達目標】2),  4) 

【学習方法】非同期講義 

【事後課題】WebClass上で小テスト 
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9 4/20 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
通性嫌気性グラ

ム陰性桿菌（３） 
Vibrio属の特徴と感染症 齋藤 良一 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 
10 4/21 14:00-15:30 保健衛生学

科講義室2 
ブドウ糖非発酵

好気性グラム陰

性桿菌 

Pseudomonas属，

Burkholderia属などの特徴

と感染症 

齋藤 良一 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 
11 4/25 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
通性嫌気性グラ

ム陰性小桿菌 
Pasteurella属，

Haemophilus属，

Actinobacillus属などの特

徴と感染症 

太田 悠介 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 

12 4/26 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
化学療法薬と薬

剤耐性菌 
抗微生物薬の種類や作

用，薬剤感受性検査法，細

菌の抗菌薬耐性機構 

齋藤 良一 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 
13 4/27 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
好気性グラム陰

性桿菌 
Bordetella属，Brucella属，

Francisella属，Legionella属

などの特徴と感染症 

齋藤 良一 【到達目標】2),  4), 6)  

【学習方法】対面講義、討論 

【事後課題】小テスト 
14 4/28 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
微好気性グラム

陰性らせん菌 
Campylobacter属，

Helicobacter属，

Treponema属などの特徴

と感染症 

太田 悠介 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】遠隔講義、討論 

【事後課題】小テスト 

15 4/28 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
偏性嫌気性菌 偏性嫌気性菌の特徴と感

染症 
齋藤 良一 【到達目標】2),  4), 6)  

【学習方法】遠隔講義、討論 

【事後課題】小テスト 
16 5/9 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
中間テスト，グル

ープワーク（１） 
第１回目～第15回目まで

の講義内容 
齋藤 良一 【到達目標】1), 2), 4), 6)  

【学習方法】対面講義、グループワ

ーク・討論 
17 5/9 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
グループワーク

（２），解説 
グループ討論 齋藤 良一 【到達目標】1), 2), 4), 6)   

【学習方法】対面講義、グループワ

ーク・討論 、課題発表【事後課題】

発表後のスライド 
18 5/11 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
細菌（その他） マイコプラズマ，リケッチ

ア，クラミジアの特徴と感

染症 

齋藤 良一 【到達目標】2),  4)   

【学習方法】遠隔講義、討論 

【事後課題】小テスト 
19 5/12 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
臨床微生物検査

法 
医療機関検査室で行われ

る検体別検査法 
齋藤 良一 【到達目標】1), 2),  4)   

【学習方法】対面講義、討論 
20 5/18 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
真菌 主要な真菌症と起因菌 齋藤 良一 【到達目標】3),  4), 6)  

【学習方法】対面講義、討論【事後課

題】小テスト 
21 5/19 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
ウイルス（１） DNAウイルスと感染症 齋藤 良一 【到達目標】5)  

【学習方法】対面講義、討論【事後課

題】小テスト 
22 5/25 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
ウイルス（２） RNAウイルスと感染症 齋藤 良一 【到達目標】5)  

【学習方法】対面講義、討論【事後課

題】小テスト 
23 5/26 14:00-15:30 保健衛生学

科講義室2 
感染症のコントロ

ールと疫学 
医療機関における感染防

止対策、疫学解析 
齋藤 良一 【到達目標】6)  

【学習方法】対面講義、討論 
 

授業方法 

対面授業・遠隔授業（同期型）：WebClassで事前配布した資料をもとに講義し、質疑応答やグループ討論を行う。 

遠隔授業（非同期型）：WebClassで配布された資料を視聴後、提示された課題を期限内に提出する。 
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授業内容 

具体的な内容は授業スケジュールに示したが、臨床微生物学全般にわたる基礎的な内容に加え、発展的な内容についても講義を行う。

また、感染症の病原診断に関してもその概略を述べるだけでなく、先進的な分子生物学的手法を含む微生物検査法を合わせて講義す

る。 

成績評価の方法 

定期試験成績（75 点）、小テスト・課題内容（15 点）および授業態度（10 点）により総括的評価を行う（100 点満点）。定期試験は多肢選択問

題で構成され、基本的な専門用語を英語で示す問題も一部に含まれる。 

成績評価の基準 

「成績評価の方法」に示した項目の合計が 60点以上の場合を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

病原体検査学講義Ⅰの内容を復習しておく必要がある。また講義前に事前配布資料で予習し、関連する内容は教科書でも学習すること。 

試験の受験資格 

本学の試験規則を満たす者。但し、出席管理は以下のように行う。 

・対面授業：出席管理システム（カードタッチ）で判断する。講義開始30分以上の遅刻は欠席とみなす。

・遠隔授業（同期型）：zoomのアクセス時間と講義中に行う小テストや質疑応答等により判断する。講義開始30分以上経過後のアクセスは

欠席とみなす。 

・遠隔授業（非同期型）：動画視聴後に提示された課題を期限内に提出した場合、出席とする。

教科書 

臨床微生物学／松本哲哉 編集,：医歯薬出版，2017 

参考書 

標準微生物学／神谷茂, 錫谷達夫編集,中込, 治,神谷, 茂,錫谷, 達夫,：医学書院，2018 

シンプル微生物学／小熊惠二, 堀田博, 若宮伸隆編集,小熊, 恵二,堀田, 博,若宮, 伸隆,：南江堂，2018 

臨床微生物検査技術教本／日本臨床衛生検査技師会監修,日本臨床衛生検査技師会,：丸善出版，2017 

他科目との関連 

臨床医学（感染症学、感染制御学）のほか、免疫学、生化学、病理学、公衆衛生学などの科目と密接な関係を持っている。 

履修上の注意事項 

臨床微生物学の範囲は広く講義時間数は限られているので、毎回出席することが大切である。また講義内容の復習や講義で詳しく触れ

なかった事項も自主学習し、単元ごとに知識の定着を図って欲しい。講義・実習に関わる資料は全て著作物であり、著作権の関係上、外

部に流出することの無いように十分気を付けること。 

備考 

前年度の授業評価結果を踏まえ、 今年度も引き続き丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

齋藤 良一:r-saito.mi@tmd.ac.jp 

太田 悠介:y-ota.micr@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

齋藤 良一:随時（必ず事前に連絡を入れること） 

太田 悠介:随時（必ず事前に連絡を入れること） 
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時間割番号 013052 

科目名 病原体検査学実習(Ⅱ) 科目 ID MT-351400-E 

担当教員 齋藤 良一, 太田 悠介[SAITO RYOICHI, OOTA Yuusuke] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical microbiology，Laboratory（Ⅱ） 

【科目責任者】齋藤 良一 

主な講義場所 

対面実習：検査学実習室１（３号館８階） 

オンライン実習、非同期実習：Zoom 

授業の目的、概要等 

病原体検査学講義（Ⅰ）と（Ⅱ）の内容をもとに、細菌、真菌およびウイルス感染症の病原診断や感染制御、治療等に貢献する基本的な微

生物学的検査法を学ぶ。一部では先進的な微生物学的検査法についても概説する。 

授業の到達目標 

1）病原細菌の染色法や分離・同定法、薬剤感受性試験法を実践できる 

2）臨床検体の採取法や現在、検査室で行われる微生物検査法を実践できる 

3）臨床で分離頻度が高い病原真菌の染色法や分離・同定法について実践できる 

4）ウイルスの同定法や抗体検査法について実践できる 

5）病原体同定等の遺伝子検査の基盤技術を説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 4/13 14:40-17:50 遠隔授業

（非同期

型）

無菌操作法 各種病原体検査

など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1) 

【学習方法】動画視聴 

【事後課題】WebClassにて小テスト

3-4 4/14 14:40-17:50 遠隔授業

（非同期

型）

グラム陽性球菌とグラ

ム陰性桿菌の同定法

各種病原体検査

など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】2) 

【学習方法】動画視聴 

【事後課題】WebClassにて小テスト

5-6 4/20 14:40-17:50 検査学実

習室1

染色法、培養法、培地

作製（１）

染色、分離培養、

菌種同定など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1), 2) 

【学習方法】対面実習、グループワーク

7-8 4/21 15:40-18:50 検査学実

習室1

染色法、培養法、培地

作製（２）

染色、分離培養、

菌種同定など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1), 2) 

【学習方法】対面実習、グループワーク

9-10 4/26 14:40-17:50 検査学実

習室1

主要なグラム陽性球菌

の菌種同定（1）

染色、分離培養、

菌種同定など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1), 2) 

【学習方法】対面実習、グループワーク

11-12 4/27 14:40-17:50 検査学実

習室1

主要なグラム陽性球菌

の菌種同定（２）

染色、分離培養、

菌種同定など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1), 2), 5) 

【学習方法】対面実習、グループワーク 

【事後課題】レポート

13-14 5/11 14:40-17:50 検査学実

習室1

主要なグラム陰性桿菌

の菌種同定（１）

染色、分離培養、

菌種同定など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1), 2) 

【学習方法】対面実習、グループワーク

15-16 5/12 14:40-17:50 検査学実

習室1

主要なグラム陰性桿菌

の菌種同定（２）

染色、分離培養、

菌種同定など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1), 2), 5) 

【学習方法】対面実習、グループワーク 

【事後課題】レポート

17-18 5/18 14:40-17:50 検査学実

習室1

Haemophilus属、Vibrio

属、偏性嫌気性菌の菌

種同定、薬剤感受性検

査法、真菌検査法（１）

染色、分離培養、

菌種同定、薬剤

感受性など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1)-3), 5) 

【学習方法】対面実習、グループワーク

19-20 5/19 14:40-17:50 検査学実

習室1

Haemophilus属、Vibrio

属、偏性嫌気性菌の菌

種同定、薬剤感受性検

染色、分離培養、

菌種同定、薬剤

感受性など

太田 悠介, 

齋藤 良一

【到達目標】1)-3), 5) 

【学習方法】対面実習、グループワーク

【事後課題】レポート
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査法、真菌検査法（２） 
21-22 5/25 14:40-17:50 検査学実

習室1 
疑似臨床検体を用いた

菌種同定及び薬剤感受

性検査（１） 

染色、分離培養、

菌種同定、薬剤

感受性など 

太田 悠介,  

齋藤 良一 
【到達目標】1)-3), 5)  

【学習方法】対面実習、PBL、グループワ

ーク・討論 
23-24 5/26 15:40-18:50 検査学実

習室1 
疑似臨床検体を用いた

菌種同定及び薬剤感受

性検査（２） 

染色、分離培養、

菌種同定、薬剤

感受性など 

太田 悠介,  

齋藤 良一 
【到達目標】1)-3), 5) 

【学習方法】対面実習、PBL、グループワ

ーク・討論 
25-27 6/1 14:00-18:50 遠隔授業

（同期型） 
疑似臨床検体を用いた

菌種同定及び薬剤感受

性検査（３） 

プレゼンテーショ

ン作成など 
太田 悠介,  

齋藤 良一 
【到達目標】1)-3), 5) 

【学習方法】オンライン実習、PBL、グル

ープワーク・討論 
28-30 6/2 13:00-17:50 遠隔授業

（同期型） 
疑似臨床検体を用いた

菌種同定及び薬剤感受

性検査（４）、全体のまと

め 

課題発表など 太田 悠介,  

齋藤 良一 
【到達目標】1)-5) 

【学習方法】オンライン実習、グループワ

ーク・討論、 

【事後課題】発表後のスライド 
 

授業方法 

対面実習と Zoom による同期型・非同期型実習にて実施する。双方の形式においてグループごとに課題に取組み、得られた結果をまと

め・発表し、最後に全体で討論を行う。 

授業内容 

「授業スケジュール」参照 

成績評価の方法 

課題内容、出席状況およびグループ討論参加等の実習態度により総括的評価を行う。 

成績評価の基準 

実習に 4分の 3以上出席しており、かつ課題内容（80％）と実習態度（20％）の評価を合算後、最終的に 60％以上であった場合を合格とす

る。 

準備学習等についての具体的な指示 

病原体検査学講義（Ⅰ）および（Ⅱ）の内容を復習してから望む必要がある。また実習に関連する内容は予め実習書や教科書で確認して

おくこと。 

試験の受験資格 

本学の専門科目履修規則を満たす者。出席管理は実習開始時ならびに実習中に確認する。 

教科書 

臨床微生物学／松本哲哉 編集,：医歯薬出版，2017 

参考書 

臨床微生物検査技術教本／日本臨床衛生検査技師会監修,日本臨床衛生検査技師会,：丸善出版，2017 

臨床微生物検査ハンドブック／小栗豊子編集,小栗, 豊子,：三輪書店，2017 

他科目との関連 

臨床医学（感染症学、感染制御学）などの科目と密接な関係を持っている。 

履修上の注意事項 

1）病原微生物を扱うため実習中は細心の注意を払うこと  2）実習中は配布されたガウンを着用すること  3）各作業の終了時に速乾性擦

式消毒薬等で手指消毒すること  4）スケッチのため色鉛筆を準備する  その他、講義・実習に関わる資料は全て著作物であり、著作権

の関係上、外部に流出することの無いように十分気を付けること。 

備考 

前年度の授業評価結果を踏まえ、 今年度も引き続き丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

齋藤 良一:r-saito.mi@tmd.ac.jp 

太田 悠介:y-ota.micr@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

齋藤 良一:随時（必ず事前に連絡を入れること） 

太田 悠介:随時（必ず事前に連絡を入れること） 
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時間割番号 013054 

科目名 免疫検査学実習 科目 ID MT-351700-E 

担当教員 田中 ゆきえ[TANAKA Yukie] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Immunology，Laboratory 

【科目責任者】 田中 ゆきえ 

主な講義場所 

保健衛生学実習室１（３号館８階）で行う。 

授業の目的、概要等 

臨床検査に用いられる免疫学的方法の代表的なものについて、方法、原理、意義を理解する。 

授業の到達目標 

1. フローサイトメトリーの測定原理を理解し、リンパ球サブセット解析を実施する。

2. 輸血検査の基礎（血液型検査, 交差適合試験, 不規則抗体検査）を理解し、実施できる。

3. 免疫グロブリン異常症（骨髄腫）の検査である免疫電気泳動の原理と方法、意義を理解し、実施できる。

4. ELISA法による自己免疫疾患の抗核抗体検査を実施し評価する。

ELISA法の原理と方法を理解し、実施できる。 

5. 間接蛍光抗体法による自己免疫疾患の抗核抗体の観察を実施し、結果を評価できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その

他

1-3 6/8 13:00-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

1-3

flow cytometry（１） 田中 ゆきえ （到達目標）1）   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料

4-6 6/9 13:00-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

4-6

flow cytometry（２） 田中 ゆきえ （到達目標）1）   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料

7-9 6/15 13:00-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

7-9

輸血検査（１） 田中 ゆきえ （到達目標）2）   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料

10-12 6/16 13:00-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

10-12

輸血検査（２） 田中 ゆきえ （到達目標）2）   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料

13-15 6/22 13:00-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

13-15

免疫電気泳動（１） 田中 ゆきえ （到達目標）3）   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料

16-18 6/23 13:00-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

16-18

免疫電気泳動（2） 田中 ゆきえ （到達目標）3）   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料

19-20 7/5 08:50-12:00 検査学実習室1 免疫検査学実習

19,20

免疫電気泳動（3）／血液

型検査（3）予備

田中 ゆきえ （到達目標）3, 4)   

（学習方法）全体討論    

（事前学習）Weblclass資料

21-25 7/6 08:50-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

21-25

ELISA（１）／抗核抗体（１） 田中 ゆきえ （到達目標）4, 5)   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料

26-30 7/7 08:50-17:50 検査学実習室1 免疫検査学実習

26-30

ELISA（２）／抗核抗体（２） 田中 ゆきえ （到達目標）4, 5)   

（学習方法）グループ実習   

（事前学習）Weblclass資料
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授業方法 

対面実習にて行う。実習内容ごとにレポートの提出を求める。あるいは、グループごとに課題に取組み、得られた結果を全体でまとめ・発

表する。 

成績評価の方法 

定期試験成績（80点）、出席・課題内容（20点）により総括的評価（100点満点）を行う。定期試験は多肢選択問題で構成され、基本的な専門

用語を英語で示す問題も一部に含まれる。 

成績評価の基準 

実習に 4分の 3 以上出席しており、かつ定期試験成績（80％）、出席および実習態度・課題内容（20％）の評価を合算後、最終的に 60％以

上であった場合を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

免疫検査学講義の内容を再度復習しておく必要がある。更に実習内容を毎回予習、復習をすること。 

試験の受験資格 

本学の専門科目履修規則を満たす者。出席管理は実習開始時ならびに実習中に確認する。 

教科書 

免疫検査学／窪田哲朗 [ほか] 編集,窪田, 哲朗,藤田, 清貴,細井, 英司,梶原, 道子,：医歯薬出版，2020 

参考書 

Cellular and Molecular Immunology／Abbas A K, et al.：Elsevier，2018 

履修上の注意事項 

講義・実習に関わる資料は全て著作物であり、著作権の関係上、外部に流出することの無いように十分気を付けること。 

備考 

前年度の授業評価結果を踏まえ、 今年度も引き続き丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 ゆきえ ： yutanaka.rcc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

田中 ゆきえ ：随時（必ず事前に連絡を入れる） 
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時間割番号 013055B 

科目名 遺伝子検査学実習 科目 ID MT-351900-E 

担当教員 鈴木 喜晴, 松沢 優[SUZUKI NOBUHARU, MATSUZAWA Yu] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Genetics，Laboratory 

【科目責任者】鈴木喜晴 

【科目担当者】鈴木喜晴、松沢優 

主な講義場所 

検査学実習室１（３号館８階） 

授業の目的、概要等 

遺伝子検査学と遺伝子工学の基礎実験法を学び、様々な検査法や研究方法に共通する原理と手技を習得する。 

・疾患の原因となる塩基置換・欠失等の検出・解析方法を習得する。

・遺伝子工学的技術を用いて組換えタンパク質を作製する方法を学ぶ。

授業の到達目標 

１）目的に応じた解析方法の原理や各種試薬・機器の性質・性能を理解する。 

２）１を十分に理解した上で、実験手技を習得する。 

３）得られた結果を科学的に考察し、客観的に口頭と記述で論じることができる。 

４）他のグループの結果や考察を聞き、論理的に議論できる。 

各回での目標は以下の通りである。 

１回目：シークエンス解析とPCR-RFLP解析、さらに組換えタンパク質作製のためのPCR法、核酸精製法、制限酵素反応を習得する。 

２回目：シークエンス解析方法を学ぶ。アガロース電気泳動による PCR-RFLP 解析方法、さらに組換えタンパク質作製のための核酸精製

法を習得する。 

３回目：組換えタンパク質作製のためのアガロース電気泳動とライゲーションを習得する。 

４回目：組換えタンパク質作製のためのアルカリプレップ法とトランスフェクション法を学ぶ。 

５回目：アガロース電気泳動による組換えタンパク質作製のための発現プラスミドの解析、蛍光顕微鏡を用いた組換えタンパク質の発現

解析を学ぶ。結果を考察・発表し、総括する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-3 7/4 13:00-17:50 検査学実

習室1

1. シークエンス解析

法-1／2. PCR-RFLP

法-1／3. 組換えタン

パク質作製法-1

1-1, 2-1, 3-1. PCR法と

PCR産物（DNA断片）の精

製／2-1, 3-1. 制限酵素反

応

鈴木 喜晴, 

松沢 優

【到達目標】１）、２）  

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習

4-6 7/10 13:00-17:50 検査学実

習室1

1. シークエンス解析

法-2／2. PCR-RFLP

法-2／3. 組換えタン

パク質作製法-2

1-2. ダイターミネーター法

結果の解析／2-2. アガロ

ース電気泳動（PCR-RFLP

法の結果解析）／3-2. 制

限酵素反応後のDNA断片

の精製

鈴木 喜晴, 

松沢 優

【到達目標】１）、２）  

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習

7-9 7/13 13:00-17:50 検査学実

習室1

3. 組換えタンパク質

作製法-3

3-3. アガロース電気泳

動、ライゲーション

鈴木 喜晴, 

松沢 優

【到達目標】１）、２）  

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習

10-12 7/20 13:00-17:50 検査学実

習室1

3. 組換えタンパク質

作製法-4

3-4. アルカリプレップ法、

トランスフェクション法

鈴木 喜晴, 

松沢 優

【到達目標】１）、２）  

【学習方法】対面実習  

【事前学習】実習書・資料予習

13-15 7/25 13:00-17:50 検査学実

習室1

3. 組換えタンパク質

作製法-5／結果発表

3-5. アガロース電気泳動

（発現プラスミド作製の結

果解析）、組換えタンパク

鈴木 喜晴, 

松沢 優

【到達目標】１）、２）、３）、４）  

【学習方法】対面実習／プレゼ

ンテーション・ディスカッション  
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質の検出（蛍光顕微鏡観

察、結果解析）／結果の報

告

【事前学習】実習書・資料予習

授業方法 

実習書と資料を用いて実習課題の説明を行い、班毎に実習を進める。アクティブラーニングとして、原理や手順の説明を理解した上で、自

らの手を動かして実験を進める。さらに、解析遺伝子の決定やPCR用プライマーのデザイン、結果報告の際、グループディスカッション等

のアクティブラーニングを行い習得度を高める。 

授業内容 

授業スケジュールを参照 

成績評価の方法 

１）出席状況、学習への取組態度 

２）レポートの評価 

成績評価の基準 

原則、全出席を必要とする。 

１）実習に取り組む姿勢（出席状況、予習や復習に基づく原理や手順の理解度、積極性、グループメンバーとの協力姿勢など）：40点 

２）レポート（客観的記載法、要点のまとめ、結果の論理的考察）：60点 

上記に従い、60点以上（100点満点）で合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回事前にWebClassから実習書や資料をダウンロードし、実習当日までに予習をしておくこと。 

試験の受験資格 

試験は行わないが、成績評価のためには、原則、全出席を必要とする。遅刻や早退となる際は、必ず科目責任者に連絡して理由を説明

すること。勘案すべき事情のために欠席した場合は、その旨科目責任者に連絡をすること。 

他科目との関連 

遺伝子検査学的実験手法は、生化学、臨床化学、免疫検査学、血液検査学、病原体検査学等の他の分野の検査法や研究方法の基礎とな

る。 

履修上の注意事項 

講義資料、講義動画、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ずる。  実習室での対面実習の際

は、白衣を着用すること。実験机の周りは常に整理整頓し、特に毒物・劇物に指定されている化学物質の取り扱いについては、説明を良く

聞き、十分に注意すること。実習に関する事以外での携帯電話・スマートフォンの使用は慎むこと。 

備考 

前年度のアンケート結果を参考にして、zoom 遠隔授業でのグループディスカッションを減らし、実習室での対面実習とグループディスカッ

ションを増やした。 

連絡先（メールアドレス） 

鈴木 喜晴:nsuzbb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

鈴木 喜晴:オフィスアワーは特に定めない 3号館16階 
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時間割番号 013057A 

科目名 医学情報処理演習(Ⅱ) 科目 ID MT-451200-S 

担当教員 伊藤 南[ITO MINAMI] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Principles and Practice of Medical Information Processing（Ⅱ） 

【科目責任者】伊藤南 

主な講義場所 

図書館情報検索室（M&Dタワー４階） 

授業の目的、概要等 

臨床検査や科学研究において大量のデータを取り扱う機会が増えている。大量のデータを効率的に処理するだけでなく、統計学的な考え

方に沿ってデータの意味するところを正しく理解することが求められている。本演習では、根拠に基づく医療（ＥＢＭ）の考え方や実践法を

学び、それを支える医療データベース、文献データベースの利用方法を修得する。生物統計学の基本的な考え方を学ぶ。表計算ソフト

（エクセル）を利用して、データの関連性や因果関係を解析する方法を学ぶ。医療データの解析に欠かせない、ロジスティック曲線や生存

曲線の解析について学ぶ。今後ますます必要性が高まると思われる、多変量解析やベイズ統計の基本的な考え方を学ぶ。 

授業の到達目標 

1.精度管理における検定の役割について理解し、説明できる。 

2.EBM（根拠に基づく医療）における統計検定の役割を理解し、説明できる。 

3.フィッシャーの３原則、交絡と交互作用、因果関係と相関関係について理解し、説明できる。 

4.パラメトリック検定における信頼区間、区間推定、標本数の決め方、比率の検定について理解し、説明できる。 

5.対応のある二群のデータ間の差を検定できる（McNemar検定、１標本ｔ検定、Wilcoxonの符号付き順位和検定）。 

6.２因子間の独立性を検定できる（フィッシャーの正確確率検定、カイ二乗適合度検定）。 

7.２因子多群のデータの差を検定できる（２元配置分散分析）。 

8.２変量のデータの相関解析、回帰分析を行える。 

9.一般線形回帰モデルによる多変量解析、最尤法、AICについて理解し、説明できる。 

10.ポアソン回帰、ロジスティック回帰、生存曲線の解析について理解し、説明できる 

11.エクセルのソルバーによる数値解析、EZRを利用して多変量解析を行える。 

12.ベイズ推定、 適中率とベイズ定理について理解し、説明できる。 

13.推測統計学とベイズ統計学の違いについて理解し、説明できる。 

14.統計検定を正しく利用する意義について理解し、説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1-2 10/6 08:50-12:00 情報検索

室

精度管理と統

計検定～デー

タの関係性

演習の目的、医学的根拠、

EBMと統計検定、EBMの実

践、フェアな比較、フィッシャ

ーの３原則、実験デザイン

伊藤 南, 【到達目標】1)、2)、3) 

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、提出課題の添削指

導

3-4 10/20 08:50-12:00 情報検索

室

関連のあるデ

ータの比較

パラメトリック検定の補足（点

推定と区間推定、標本サイ

ズ、非比率の検定）、関連の

あるデータの検定（マクネマ

ー検定、１標本のｔ検定、

Wilcoxonの符号付き順位和

検定）

伊藤 南, 【到達目標】4)、5) 

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テスト、

提出課題の添削指導

5-6 11/10 08:50-12:00 情報検索

室

二因子の関係

を見る

独立性の検定（フィッシャー

の正確確率検定、χ²適合度検

定）、分散分析（繰り返しのあ

る２元配置分散分析、繰り返

伊藤 南, 【到達目標】6)、7) 

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テスト、
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しのない２元配置分散分析、

枝分かれ配置分散分析）

提出課題の添削指導

7-8 11/17 08:50-12:00 遠隔授業

（同期型）

相関と回帰 フェアな比較の方法、因果関

係と相関関係、相関解析、回

帰分析（単回帰、重回帰、ダ

ミー変数、モデルの選択）

伊藤 南, 【到達目標】8) 

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テスト、

提出課題の添削指導

9-10 11/24 08:50-12:00 情報検索

室

多変量解析 最尤法、数値解析（ソルバ

ー）、最適モデルの選択、ポ

アソン回帰

伊藤 南, 【到達目標】9)、10) 

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テスト、

提出課題の添削指導

11-12 12/1 08:50-12:00 情報検索

室

多変量解析

（Ⅱ）

ロジスティック回帰、オッズ

比、傾向スコア、生存曲線、

比例ハザードモデル、EZR

伊藤 南, 【到達目標】10)、11) 

【学習方法】講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テスト、

提出課題の添削指導

13-14 12/8 08:50-12:00 情報検索

室

ベイズ推定 ベイズ定理と適中率、ベイズ

更新、ベイズ推定、MCMC法

伊藤 南, 【到達目標】12) 

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テスト、

提出課題の添削指導

15 12/15 10:30-12:00 情報検索

室

まとめ 推測統計学vsベイズ統計

学、統計検定を理解すること

の意義

伊藤 南, 【到達目標】13)、14) 

【学習方法】対面講義 

【その他】講義資料の事前配布、確認

テストによる復習、講義中の小テスト 

授業方法 

情報検索室で演習を実施する。配布資料をもとに演習内容を説明する。配布資料は事前に WebClass で公開する。課題は各人が行うもの

とし、メールにより随時添削指導する。OK がでるまではコメントに従って修正し再提出すること。課題の途中での質問も歓迎する。前回演

習の内容を範囲として小テストを行う。演習中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。コロナ肺炎等の感染症対策は大学の方針に

従う。状況により遠隔講義（同期）により実施する。授業方法の変更等がある場合は随時連絡する。 

授業内容 

授業明細を参照 

成績評価の方法 

（１）提出課題 

（２）小テスト 

（３）期末試験（総合演習）の成績 

成績評価の基準 

期末テストでは小テスト形式の問題と演習問題を課す。試験の成績(１００点満点))に、講義中の小テストの成績（２０点以内に換算）を加え

て、総合点とする。未提出ないし終了していない課題数に応じて現点する。総合点が６０点以上のものを合格とする。期末試験が合格点に

満たないものには再試験を実施し、総合成績が６０点以上のものを合格とする。特段の事情が認められる場合には科目責任者の判断で

確認テストを実施し、成績が６０点以上のものを合格とする。総合成績より評点を決める。本試験で合格したものは６０～１００点、再試験

で合格したものは６０～７５点、確認テストで合格したものは６０点を範囲として比例換算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

①配布資料はWebClassよりダウンロードできるので、講義前に印刷しておくこと。 

②講義前に、配布資料と教科書の関連範囲に目を通しておくこと（教科書との対応は授業明細の備考欄を参照）。 

③統計検定の方法や手順については事前に確認しておくこと。 

④コンピュータを自分で操作して慣れることが重要である。演習中の実習や提出課題で学んだことをそれ以降の演習ですぐに使えるよう

に復習しておくこと。必ず自分で操作できるように反復練習すること。 
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⑤提出された課題について添削指導のコメントを返信するので、必ず課題を修正して再度提出すること。 

試験の受験資格 

①演習中に指示した提出課題をすべて提出すること。 

②2/3 以上の出席をもって受験資格とする。遠隔講義の場合は、講義中に行う小テストにより出席確認とする。演習の無断欠席や無断早

退が認められた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、担当教員より代替法

を指示する。 

教科書 

入門統計学 : 検定から多変量解析・実験計画法まで／栗原伸一 著,：オーム社，2011 

やさしい保健統計学 = Health statistics made simple／縣俊彦著,県, 俊彦,：南江堂，2019 

参考書 

統計学図鑑／栗原伸一, 丸山敦史 共著,：オーム社，2017 

医療情報 医療情報システム編／日本医療情報学会医療情報技師育成部会／編集,：篠原出版新社，2013 

バイオサイエンスの統計学 : 正しく活用するための実践理論／市原清志 著,：南江堂，1990 

医学統計データを読む : 医学・医療に必要な統計学活用法／ベス・ドーソン, ロバート・G.トラップ 著,澤智博, 森田茂穂 監訳,：メディカル・

サイエンス・インターナショナル，2006 

他科目との関連 

医学情報処理演習（Ⅰ）と合わせて、臨床検査や研究に必要な統計検定の方法を一通りカバーする。医用工学は臨床検査学の周辺領域

を広くカバーし、臨床検査を支えている。検査管理学、医用システム情報学（Ⅰ）（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅰ）（Ⅱ）は、医用工学に関わる

一連の講義、演習、実習として構成する。個別の検査機器の取り扱いについては生理検査学講義・実習等の教科を参照すること。 

履修上の注意事項 

①表計算ソフトは情報検索室にインストールされているソフトウェアを基準とする。2023/2/1現在はマイクロソフト社のExcel2016を使用す

る。自分のコンピュータを使用する際にバージョンの違いについては各自で対応すること。  ②演習中に作成したファイルを保存するた

めのＵＳＢメモリを各自用意すること（1GB 程度、医用システム情報学実習（Ⅱ）、医学情報処理演習（Ⅱ）でも使用する）。  ③すでに別の

統計学の教科書を持っている場合は、教科書を購入する必要はない。  ④回数が少ないので出席に注意すること。  ⑤著作権の問題が

あるので Zoom講義の撮影と講義資料の受講者以外への公開を禁ずる。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南:minami.bse@tmd.ac.jp、 

オフィスアワー 

伊藤 南:３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013058A 

科目名 臨床病態学（Ⅱ） 科目 ID MT-431300-L 

担当教員 柿沼 晴, 赤座 実穂, 山口 純司[KAKINUMA SEI, AKAZA MIHO, YAMAGUCHI Junnji] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Medicine（II） 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

登校型、同期型、非同期型が混在するのでwebclassで随時確認して参加すること。 

授業の目的、概要等 

今までに学んだ臨床検査をどのように臨床に用いるのか、疾患の病因・病態の理解と共に臨床医学の観点から学ぶことを目的とする。 

授業の到達目標 

1) 各臓器領域別に、疾患の概念を理解できる

2) 各臓器領域別に、どのような疾患・病態において、必要な臨床検査と、その異常について理解できる。

各講義はオムニバス形式で行われるため、各回の講師が、臨床検査技師にとって必要な臨床病態について概説し、講義に基づいた筆記

試験を講師が出題する。 

試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

合否判定に関しては定期試験の素点によって行い、点数調整は行わない。 

ただ、本試験合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 10/2 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

臨床病態Ⅱ

（1）

臨床病態Ⅱ：

消化器疾患

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習   

【その他】詳細はwebclassで確認すること

2 10/2 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2

臨床病態Ⅱ

（2）

臨床病態Ⅱ：

消化器疾患

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習   

【その他】詳細はwebclassで確認すること

3 10/16 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

臨床病態Ⅱ

（3）

臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司, 

森 崇寧

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること

4 10/23 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

臨床病態Ⅱ

（4）

臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司, 

辻本 和峰

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること

5 10/30 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1

臨床病態Ⅱ

（5）

臨床病態Ⅱ：

膠原病リウマ

チ疾患

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司, 

保田 晋助

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること

6 10/30 14:40-16:10 遠隔授業

（非同期

型）

臨床病態Ⅱ

（6）

臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司, 

磯田 健志

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習、 

【その他】詳細はwebclassで確認すること

7 11/6 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

臨床病態Ⅱ

（7）

臨床病態Ⅱ：

脳神経疾患

角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること

8 11/6 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2

臨床病態Ⅱ

（8）

臨床病態Ⅱ：

脳神経疾患

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること
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9 11/13 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
臨床病態Ⅱ

（9） 
臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司, 

朝蔭 孝宏 

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること 

10 11/13 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
臨床病態Ⅱ

（10） 
臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司,  

岡本 師 

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること 

11 11/27 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
臨床病態Ⅱ

（11） 
臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司,  

石川 智則 

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること 

12 11/27 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
臨床病態Ⅱ

（12） 
臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司,  

藤原 基裕 

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること 

13 12/4 13:00-14:30 遠隔授業

（非同期

型） 

臨床病態Ⅱ

（13） 
臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司,  

立石 宇貴秀 

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること 

14 12/11 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4 

臨床病態Ⅱ

（14） 
臨床病態Ⅱ：

循環器疾患 
角 勇樹, 柿沼 晴,  

赤座 実穂, 山口 純司 
【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習   

【その他】詳細はwebclassで確認すること 
15 12/18 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2 

臨床病態Ⅱ

（15） 
臨床病態Ⅱ:講

義項目は

webclassで確

認すること 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司,  

稲次 基希 

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】遠隔講義、演習 

【その他】詳細はwebclassで確認すること 

 

授業方法 

各領域の専門診療科より講師を招き、オムニバス形式で各々の臨床病態学概論について講義を行う。担当講師と講義形式に関しては、

別途連絡（WebclassとZoomを併用）するので、必ず教務・webclassでの連絡を確認すること。 

アクティブ・ラーニングが中心となっており、自学自習を行うことが必要である。 

授業内容 

講義のみで実習は行わない。 

講義内容は各診療科専門領域概論である。 

各回によって、登校、Zoom、Webclassを併用して実施する。 

時間割については、別途教務・webclassにおける連絡の通りとするので、確認すること。 

成績評価の方法 

筆記試験により成績評価を行う。 

合否判定は素点によって行い、出席点などによる点数調整は行わない。 

 

成績評価の基準 

単位判定はモジュール全体で行う。 

成績評価はマルチプルチョイス形式の筆記試験の結果に基づいて評価する。 

筆記試験における評点により評価を行い、試験で 60点以上の者に単位を認定する。 

試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

合否判定は素点によって行い、出席点などによる点数調整は行わない。 

ただ、本試験 60 点以上の合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、上記

の基準に従って最終成績とする。 
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準備学習等についての具体的な指示 

臨床病態学(Ⅰ)で講義があった科目内容については復習しておくこと。 

今までに学んだ検査項目について、それが異常値を示す主な疾患について復習しておくこと。 

試験の受験資格 

本学規定の出席基準に満たない場合は試験の受験資格を欠く。すなわち、計15回の講義のうち、10回以上の出席がなければ、試験の受

験資格を喪失する。出席の有無は、登校の場合は規定通りで判定し、同期型では Zoom の視聴ログにより視聴していたことが確認できた

ことをもって、判定する。 

Webclassの非同期授業の場合は、受講履歴から最初から最後までを視聴していたことが確認できた（90分の授業時間に対して、最低でも

45 分以上の視聴履歴があることをもって出席としてみなす）こと、及び、指定の視聴確認テストがあった場合には、視聴確認テストを受験

したこと、の両者があることをもって出席と認める。すなわち確認テストで満点をとっていても、講義の視聴履歴が 45 分以上なければ、出

席とは認めない。 

webclassの授業視聴は、試験終了までは視聴可能な状態にしておくので、それまでに視聴すれば良い。視聴確認テストは授業日程から１

週間に限定されているので、留意すること。なお、視聴確認テストの答えは公表しない。 

モジュールの単位判定 

臨床病態学（Ⅱ）モジュール全体で単位判定を行う。 

参考書 

最新臨床検査学講座 病態学/臨床検査医学総論 第2版／奈良信雄, 他編,：医歯薬出版，2021 

ハリソン内科学 第5版／ﾃﾞﾆｽ L.ｶｽﾊﾟー  ほか 編,福井次矢,黒川清 日本語版監,ﾃﾞﾆｽ.L.ｶｽﾊﾟー ,ﾌｸｲﾂｸﾞﾔ,ｸﾛｶﾜｷﾖｼ,：ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｻｲｴﾝｽ･ｲﾝﾀｰﾅ

ｼｮﾅﾙ，2017-03-16 

はじめの一歩の病態・疾患学 : 病態生理から治療までわかる／林洋編,林, 洋,：羊土社，2018 

他科目との関連 

臨床病態学(Ⅰ)で講義があった科目内容については復習しておくこと。  生理機能検査学、解剖学、病理学、分析化学と関連している。 

履修上の注意事項 

時間割については、本シラバスは暫定的であり、別途教務・webclass における連絡の通りとする。変更の可能性もあるので、必ず受講の

直前に時間割を確認すること。 

備考 

講義中の講師との質疑応答を介してアクティブ・ラーニングを行う。 

講師との discussionを通じて、疾患の理解を深めるように進めることを求める。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 
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時間割番号 013060A 

科目名 臨地実習 科目ID MT-471400-E 

担当教員 齋藤 良一, 太田 悠介[SAITO RYOICHI, OOTA Yuusuke] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3 単位数 7 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Practice 

【科目責任者】齋藤 良一 

授業の目的、概要等 

これまで学習した医学，臨床検査学等の知識や技術が実践現場でどのように活用されているのかを理解した上で，今後既存の検査技

術や手法をどのように発展させられるかを考える。加えて，医療における臨床検査技師の責務を学び，自覚や責任感を養う。 

小グループに分かれて東京医科歯科大学病院検査部，病理部および輸血部内の各臨床検査部門をローテートし，実践的な臨床検査

を展開する。一部の部門ではそのプロセスを見学する。 

授業の到達目標 

１）医療における臨床検査技師の責務と臨床検査の意義を述べることができる 

２）各種臨床検査の基本的な実践技術を展開することができる 

３）各種検査機器の仕組みや操作法、精度管理法を述べることができる 

４）検査室の運営に関わる検査情報管理法を述べることができる 

５）患者への対応や態度を身につけ，実践することができる 

６）チーム医療における臨床検査技師の役割を他の関連職種の役割と共に理解し，述べることができる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-2 9/26 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
3-5 9/26 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
6-7 9/27 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
8-10 9/27 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
11-12 9/28 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
13-15 9/28 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
16-17 10/3 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
18-20 10/3 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
21-22 10/4 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
23-25 10/4 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
26-27 10/5 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 

28-30 10/5 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
31-32 10/10 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
33-35 10/10 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳 太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 
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参照 【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
36-37 10/11 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
38-40 10/11 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
41-42 10/13 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
43-45 10/13 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
46-47 10/17 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
48-50 10/17 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
51-52 10/18 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
53-55 10/18 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
56-57 10/19 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
58-60 10/19 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
61-62 10/24 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
63-65 10/24 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
66-67 10/25 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
68-70 10/25 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
71-72 10/26 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
73-75 10/26 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
76-77 10/31 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
78-80 10/31 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
81-82 11/1 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
83-85 11/1 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
86-87 11/2 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 

88-90 11/2 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
91-92 11/7 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
93-95 11/7 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
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96-97 11/8 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
98-100 11/8 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
101-102 11/9 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
103-105 11/9 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
106-107 11/14 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
108-110 11/14 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
111-112 11/15 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
113-115 11/15 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
116-117 11/16 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
118-120 11/16 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
121-122 11/20 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
123-125 11/20 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
126-127 11/21 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
128-130 11/21 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
131-132 11/22 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
133-135 11/22 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6 

)【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
136-137 11/28 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
138-140 11/28 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
141-142 11/29 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
143-145 11/29 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
146-147 11/30 08:50-12:00  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
148-150 11/30 13:00-17:50  臨地実習 臨地実習手帳

参照 
太田 悠介, 齋藤 良一 【到達目標】1)-6) 

【学習方法】対面実習、非同期ビデオ 
 

授業内容 

臨地実習手帳を参照 

成績評価の方法 

臨地実習指導者と各担当教員が評価を行い，その評価を基に科目責任者が総合的に判定する。主要な評価項目は，出席状況，実習

への取組態度，臨床検査の知識，実践技術力である。 

146



成績評価の基準 

上記の評価項目等を総合的に評価し，総合得点が 60 点以上の者を合格とする。なお，必要出席日数は本学試験規則に準じて全実習

日数の３/４以上である。 

準備学習等についての具体的な指示 

講義で習った基本的事項について復習した上で実習に臨むこと。 

臨地実習書に具体的なスケジュールが記載されている。 

教科書 

各教科目の担当教員や実習指導者が指示する。 

参考書 

臨地実習ガイドライン 2013 - 日本臨床衛生検査技師会 

www.jamt.or.jp/data/asset/docs/臨地実習ガイドライン%202013.pdf 

なお，2022 年度入学生以降は下記を参照 

臨地実習ガイドライン 2021 - 日本臨床衛生検査技師会 

https://www.jamt.or.jp/data/asset/docs/edition2_gudeline.pdf 

履修上の注意事項 

病院内は公の場であるから，身だしなみや態度に十分気をつけること。私語は慎むこと。遅刻は厳禁。 

備考 

ツイッター等への投稿に対する注意事項について  

実習で知り得た患者や住民の情報を、無断で外部に持ち出したり、不用意に公の場で話したり、ソーシャルメディア（ツイッター、ブロ

グ、ソーシャルネットワーキングサービス、動画共有サイトなど）に発信してはならない。諸君の軽率な行動が、個人情報の漏洩や、個

人の尊厳・感情を傷つけることにつながり、受け入れ先をはじめ多くの人に迷惑をかけることになる。いったん拡散した情報は取り消

すことができないので、情報の取り扱いに注意すること。 

2021 年度の授業評価結果を踏まえ、2022 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

齋藤 良一:r-saito.mi@tmd.ac.jp 

太田 悠介:y-ota.micr@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

齋藤 良一:随時（必ず事前に連絡を入れること） 

太田 悠介:随時（必ず事前に連絡を入れること） 
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時間割番号 013061A 

科目名 卒業研究(Ⅰ) 科目 ID MT-463100-S 

担当教員 星 治[HOSHI OSAMU] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Undergraduate Research 

【科目責任者】星 治 

担当教員：検査技術学専攻に所属する教員 

主な講義場所 

研究指導教員の指示に従う。 

授業の目的、概要等 

指導教員と相談の上，それぞれテーマに沿って研究を行い，その結果を 4 年生時に、卒業論文として提出するとともに，卒業研究発表会

において口頭発表する準備を行う。 

授業の到達目標 

①臨床検査および関連分野の研究に触れることによって，論文の読み方，実験の進め方，研究結果のまとめ方，口頭発表の方法等の基

本を学ぶ。さらに一連の過程を通して，科学的思考法を身につける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 到達目標・学習方法・その他

1-2 12/1 14:40-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

3-4 12/4 08:50-12:00 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

5-6 12/4 14:40-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

7-8 12/5 08:50-12:00 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

9-13 12/6 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

14-18 12/7 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

19-20 12/8 14:40-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

21-22 12/11 08:50-12:00 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

23-24 12/11 14:40-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

25-26 12/12 08:50-12:00 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

27 12/12 16:20-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

28-32 12/13 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

33-37 12/14 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

38 12/15 08:50-10:20 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

39 12/15 16:20-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

40-41 12/18 08:50-12:00 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

42-43 12/18 14:40-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

44-45 12/19 08:50-12:00 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

46 12/19 16:20-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

47-51 12/20 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

52-56 12/21 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

57 12/22 13:00-14:30 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

58-62 1/4 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

63-67 1/5 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

68-69 1/9 08:50-12:00 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

70 1/9 16:20-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

71-75 1/10 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

76-80 1/11 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。

81-85 1/12 08:50-17:50 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ ①・学習方法は各指導教員の指示による。
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授業内容 

研究内容と指導法は指導教員に一任する。 

１）研究テーマの選択 

研究指導者名，受け入れ人数，テーマ等の一覧を学生に提示し，学生の希望を尊重しつつ指導教員を決定する。 

２）研究期間は 4年の前期までとする。 

３）卒業研究論文の提出と研究発表 

卒業論文は A4 用紙の両面を用い，図表を含めて３枚以内。文献はおおむね 10 編以内。表紙は無し。用語は日本語を用い，文字は全て

印字をすることとし，文字，図，表ともそのまま製本できる状態であること。 

論文形式で，要旨，はじめに，方法，結果，考察，文献の順で記載すること。 

成績評価の方法 

直接指導する教員が評価する。 

成績評価の基準 

評価が 60点以上の場合を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

本学の倫理研修を必ず受講し、修了していること。修了していない場合、卒業研究を行うことはできない。 

試験の受験資格 

研究指導教員の指示に従い十分な研究活動を行った場合に、評価を受ける資格を有する。 

参考書 

研究指導教員に指定された書籍・論文を参考にする。 

他科目との関連 

3年生までに履修した様々な科目と，また大学院進学後の様々な科目とも関連がある。 

履修上の注意事項 

所属する研究室のきまりや約束事を必ず守ること。遅刻をしないこと。研究には積極的に参加すること。 

備考 

卒業研究指導者となることができるのは，本学生体検査科学専攻の教員および，保健衛生学科の教育に関わった実績のある教員とす

る。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治 ： o-hoshi.aps@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

星 治 ：オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 
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時間割番号 013083 

科目名 Global Communication(Ⅱ) 科目 ID MT-312200-L 

担当教員 柿沼 晴, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴ

Ｈ[KAKINUMA SEI, JANELLE RENEE MOROSS, Warren Ashley Robert, Warren L Elizabeth] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名:Global Communication(Ⅱ) 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

遠隔授業（同期型）、Zoom ID/Passcodeは WebClass参照 

授業の目的、概要等 

学生は医療技術に関連するトピックについて読み、議論します。 また、ディスカッション、インターネット調査、プレゼンテーションのスキ

ルを向上させるチャンスもあります。授業のスタイルは、人体の臓器系と病気/ラボテストに関する小グループディスカッションになり、英

語のネイティブスピーカーが討議を進める。 

授業の到達目標 

到達目標は海外留学や研究に興味のある学生に医療のトピック・課題についての知識を増し、トピックに関する自分の意見を持ち、英語

で包括的にそれを表現するのを助けることとする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/5 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

体の器官系 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

柿沼 晴

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

2 4/12 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

心機能 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

3 4/19 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

炎症マーカ

ー

グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

4 5/10 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

グループ

1-4発表

グループ発

表、Q&A

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

グループ 1~4 は、講師から提

供されたトピックについて PPT 

プレゼンテーションを行い、続

いてQ&A

5 5/17 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

グループ

5-8発表

グループ発

表、Q&A

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

グループ 5~8 は、講師から提

供されたトピックについて PPT 

プレゼンテーションを行い、続

いてQ&A

6 5/24 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

免疫系（ワ

クチン接種）

グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

7 5/31 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

外皮系 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)
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8 6/7 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
筋骨格系 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある) 
9 6/14 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
メタボリッ

ク・シンドロ

ーム 

グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある) 
10 6/14 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
発表：グル

ープ１ 
 ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A 
11 6/21 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
慢性閉塞性

肺疾患 
グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある) 
12 6/21 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
発表：グル

ープ 2 
 ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A 
13 6/28 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
口頭試問と

作文 
口頭試問と

作文 
ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

個人討論テースト （教員と生

徒） 提供されたトピックについ

て、授業時間内にエッセイを書

きます。 
14 6/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
口頭試問と

作文 
口頭試問と

作文 
ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

個人討論テースト （教員と生

徒） 提供されたトピックについ

て、授業時間内にエッセイを書

きます。 
15 7/19 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2 

TOEFL    

16 7/19 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2 

TOEFL    

17 10/6 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
肺機能 グループ討

論、ロール

プレイ、 個

人の予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある) 
18 10/6 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
発表：グル

ープ 3 
 ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A 
19 10/20 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
消化器機能 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある) 
20 10/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
発表：グル

ープ 4 
 ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ 

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A 

21 10/27 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
腎臓機能 グループ討

論、 宿題の

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び
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復習、ロー

ルプレイ

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

22 10/27 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

発表：グル

ープ 5

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A

23 11/10 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

肝臓機能 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

24 11/10 15:40-17:10 遠隔授業

（同期型）

発表：グル

ープ 6

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A

25 11/17 14:00-15:30 遠隔授業

（同期型）

泌尿生殖器

機能

グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

26 11/17 15:40-17:10 遠隔授業

（同期型）

発表：グル

ープ 7

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A

27 11/24 14:00-15:30 遠隔授業

（同期型）

甲状腺機能 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

28 11/24 15:40-17:10 遠隔授業

（同期型）

発表：グル

ープ 8

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

インストラクターが提供するトピ

ックに関する PPT プレゼンテ

ーション、その後の Q&A

29 12/1 14:00-15:30 遠隔授業

（同期型）

膵臓機能 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

30 12/8 14:00-15:30 遠隔授業

（同期型）

神経学 グループ討

論、 宿題の

復習、ロー

ルプレイ

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスはWebClassで

行う）; (WebClassに資料がある)

31 12/15 14:00-15:30 遠隔授業

（同期型）

口頭試問と

作文

口頭試問と

作文

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

32 12/15 15:40-17:10 遠隔授業

（同期型）

口頭試問と

作文

口頭試問と

作文

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ

授業方法 

全ての学習活動は英語で行われる 

１．英語で専門的医学知識の獲得に関する小グループ討論 

２．一般的な医学英語ボキャブラリー、語句、発音を教授する。ボキャブラリークイズを行う 

３．作文課題により作文技術の向上の機会を与える 

4. オンライン調査とプレゼンテーションスキルを向上させる機会。

授業内容   

授業スケジュール参照
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成績評価の方法 

成績は、出席、宿題の組み合わせに基づいて決定されます。宿題は、授業前の章の先読み、WebClass でのオンライン語彙クイズ、学期

末の口頭試験、および授業活動への積極的な参加で構成されます。 

成績評価の基準 

出席5％、 

小テスト、宿題作文、オラル期末試験30％、 

授業への積極的参加50%、 

2022 TOEFL/ITPの結果15％ 

準備学習等についての具体的な指示 

宿題は常に授業前に行うこと、課題はWebClassから入手すること 

試験の受験資格 

口頭試問と作文、前期と後期の最後のレッスンに行います。 

教科書 

この科目では教科書を用いない。教員は文章、語句練習、包括的質問をWebClassに準備してある。 

備考 

授業最終日から、科目についてのアンケートが webclass でできるようになっている。アンケートに回答しない場合は、定期試験の合否を

含む成績がwebclassに表示されない。 

昨年のアンケート結果に基づいて、グループとペアの練習パートナーはズームによって自動化され、毎週変更されます。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:jmoross.isc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:予約をしたい方は電子メールを送ってください。 
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② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

③ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

海外研修報告会 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

④ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（1） 同期型(zoom)

各研究室

[選]遺伝学（1）
非同期型
(webclass)

卒業研究Ⅱ

5 水 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

各研究室

月

木 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ

２０２３年度専門科目時間割（検査技術学専攻：第４学年）

（前期）　※卒業研究の時間帯に選択科目及び自由科目を受講してもよい。

卒　　 　業　 　研　 　究　 　Ⅱ 各研究室

4/3 月 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

4 火
医療人間学概論(1)
（法学）

同期型(zoom)

21 金 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

19 水 卒　　業　　研　　究　　Ⅱ

各研究室

20 木 卒業研究Ⅱ 各研究室 総合講義(4) 同期型(zoom) 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

6

7 金 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

18 火
医療人間学概論(3)
（法学）

同期型(zoom)

12 水 卒　　業　　研　　究　　Ⅱ

各研究室

木 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

卒　　業　　研　　究　　Ⅱ

総合講義(3) 同期型(zoom) 卒　　業　　研　　究　Ⅱ 各研究室

13

各研究室

4/17 総合講義(2) 同期型(zoom) 各研究室月

卒業研究Ⅱ

卒　　業　　研　　究　　Ⅱ 各研究室

14 金 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ

卒業研究Ⅱ 各研究室11 火
医療人間学概論(2)
（法学）

同期型(zoom) 総合講義(1) 同期型(zoom)

4/10
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⑤ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（2） 同期型(zoom)
[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(1)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

[選]分子生物学（1） 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

⑥ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

⑦ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（3） 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

[選]遺伝学(2）
非同期型
(webclass)

卒業研究Ⅱ

[選]分子生物学（2）
登校(面接授
業)

講義室2

卒業研究Ⅱ

⑧ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（4）
登校(面接授
業)

講義室2
[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(2)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

[選]遺伝学（3）
非同期型
(webclass)

卒業研究Ⅱ

[選]分子生物学（3） 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

７Ｆ実習室 公衆衛生学実習（4）
登校(面接授

業)

12

5/15 月 卒業研究Ⅱ 各研究室

16

17 水

19

火

卒業研究Ⅱ 各研究室

医療人間学概論(7)
（法学）

同期型(zoom) 卒　　 　業　 　研　 　究　 　Ⅱ 各研究室

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　Ⅱ

各研究室

７Ｆ実習室 公衆衛生学実習（5） 登校(面接授業) ７Ｆ実習室18 木 卒業研究Ⅱ 各研究室 公衆衛生学実習（3）
登校(面接授

業)

各研究室

火

木 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ

卒　　　業　　　研　　　究　　　Ⅱ

金 卒業研究Ⅱ 各研究室 公衆衛生学講義（3）
非同期型
(webclass)

各研究室

卒業研究Ⅱ 各研究室

各研究室 各研究室

各研究室 公衆衛生学講義（1）
登校(面接授

業)
講義室4 公衆衛生学講義（2）

登校(面接授
業)

卒　　業　　研　　究　　Ⅱ

公衆衛生学講義（4）
非同期型
(webclass)

医療概論・関係法規
（2）

同期型(zoom)

同期型(zoom)

講義室4
医療概論・関係法規
（1）

同期型(zoom)

公衆衛生学実習（2）
登校(面接授

業)
７Ｆ実習室 卒業研究Ⅱ

金

3 水 憲法記念日

5 金 こどもの日

4 木 みどりの日

26 水 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

各研究室

医療人間学概論(5)
（法学）

同期型(zoom) 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

27

28 金

5/1 月

2

各研究室

各研究室

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

各研究室

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室 公衆衛生学実習（1） 各研究室

5/8 月

9 火
医療人間学概論(6)
（法学）

10 水

11 木

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

各研究室

各研究室卒　　 　業　 　研　 　究　 　Ⅱ

登校(面接授
業)

７Ｆ実習室

卒　　業　　研　　究　　Ⅱ

総合講義(5)

各研究室

25 火
医療人間学概論(4)
（法学）

同期型(zoom) 各研究室

4/24 月 同期型(zoom) 卒　　業　　研　　究　　Ⅱ 各研究室

各研究室

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ
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⑨ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（5）
登校(面接授
業)

講義室4
[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(3)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

[選]遺伝学（4）
非同期型
(webclass)

卒業研究Ⅱ

⑩ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（6）
登校(面接授
業)

講義室4
[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(4)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

[選]遺伝学（5）
非同期型
(webclass)

卒業研究Ⅱ

[選]分子生物学（4） 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

⑪ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（7）
登校(面接授
業)

講義室4
[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(5)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

⑫ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]心電図判読（8）
登校(面接授
業)

講義室4
[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(6)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

[選]分子生物学（5） 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

[選]分子生物学（6） 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

14 水 卒業研究Ⅱ 各研究室

15 木 卒　業　研　究　Ⅱ

講義室2 卒　業　研　究　Ⅱ 各研究室
医療概論・関係法規
（6）

同期型(zoom)金 卒　業　研　究　Ⅱ 各研究室 公衆衛生学講義（11）
登校(面接授

業)

各研究室

各研究室 公衆衛生学実習（12）
登校(面接授

業)
情報検索室 公衆衛生学実習（13）

登校(面接授
業)

情報検索室 卒業研究Ⅱ 各研究室

13 火 各研究室

卒業研究Ⅱ 各研究室

各研究室 各研究室

卒　　 　業　 　研　 　究　 　Ⅱ 各研究室

各研究室

情報検索室 卒業研究Ⅱ 各研究室

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　Ⅱ

卒　業　研　究　Ⅱ 各研究室 公衆衛生学実習（8）
登校(面接授

業)
情報検索室

登校(面接授
業)

卒業研究Ⅱ

各研究室

卒業研究Ⅱ 各研究室

各研究室 各研究室

講義室2卒　業　研　究　Ⅱ 各研究室 公衆衛生学講義（7）
登校(面接授

業)
講義室2 公衆衛生学講義（8）

卒業研究Ⅱ 各研究室

各研究室

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ

各研究室

講義室2
医療概論・関係法規
（4）

登校(面接授
業)

各研究室

公衆衛生学実習（9）
登校(面接授

業)

同期型(zoom) 卒業研究Ⅱ 各研究室公衆衛生学講義（６）

登校(面接授
業)

講義室2

各研究室

卒　　　業　 　研　　　究　　Ⅱ 各研究室
医療概論・関係法規
（3）

卒　業　研　究　Ⅱ 各研究室 公衆衛生学講義（5） 同期型(zoom)

各研究室

登校(面接授
業)

情報検索室 卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅱ 各研究室登校(面接授業) 講義室2卒業研究Ⅱ 各研究室 公衆衛生学実習（6）
登校(面接授

業)
講義室2 公衆衛生学実習（7）

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ

16

卒業研究Ⅱ 各研究室 公衆衛生学実習（10）
登校(面接授

業)
情報検索室 公衆衛生学実習（11）

登校(面接授
業)

講義室2
医療概論・関係法規
（5）

登校(面接授
業)

講義室2卒業研究Ⅱ 各研究室 公衆衛生学講義（9）
登校(面接授

業)
講義室2 公衆衛生学講義（10）

各研究室

月 卒業研究Ⅱ 各研究室

2 金

各研究室

5/29

30 火

5/31 水

6/1 木

9 金

6/12 月 卒業研究Ⅱ 各研究室

6/5 月

各研究室

6 火

7 水

8 木

5/22 月

23 火
医療人間学概論(8)
（法学）

同期型(zoom)

25 木

26 金

24 水 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　Ⅱ

各研究室

各研究室
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⑬ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]遺伝学（6）
非同期型
(webclass)

[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(7)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

[選]遺伝学（7） 同期型(zoom) [選]遺伝学（8） 同期型(zoom)

[選]分子生物学（7） 同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

⑭ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]分子生物学（8）
登校(面接授
業)

講義室2

卒業研究Ⅱ

⑮ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

[選]English for
 Health Care SciencesⅠ
(8)

同期型(zoom)

卒業研究Ⅱ

①

7/10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

②

7/17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

7 金

30

7/3 月

4 火

5 水

29 木

金 公衆衛生学実習（15）

各研究室

6 木

卒　 　業　 　研　 　究　 　Ⅱ

総合講義(8～12)国試模試7月分（講義室２）

前期定期試験

前期定期試験

海の日

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

夏季休業　7/24(月)～

各研究室

総合講義（13～17)：包括医療統合教育（チーム医療入門）

総合講義（18～22）：包括医療統合教育（チーム医療入門）

卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　Ⅱ 各研究室

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

登校(面接授
業)

講義室2
登校(面接授

業)
７Ｆ実習室 公衆衛生学講義（14）

登校(面接授
業)

講義室2 公衆衛生学講義（15）
医療概論・関係法規
（8）

登校(面接授
業)

講義室2

７Ｆ実習室 卒　　業　　研　　究　　Ⅱ 各研究室22 木 卒業研究Ⅱ 各研究室 公衆衛生学実習（14）
登校(面接授

業)

21 水 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ 各研究室

6/19 月 総合講義(6)
登校(面接授
業)

講義室2 総合講義(7)
登校(面接授
業)

講義室2 卒業研究Ⅱ 各研究室

各研究室 各研究室

20 火 卒　　 　　業　　 　　研　　 　　究　　 　　Ⅱ

卒　　業　　研　　究　　Ⅱ

登校(面接授
業)

講義室2

23

6/26 月

卒業研究Ⅱ 各研究室27 火

講義室2 公衆衛生学講義（13）
登校(面接授

業)
講義室2

医療概論・関係法規
（7）

登校(面接授
業)

講義室2金 卒　業　研　究　Ⅱ 各研究室 公衆衛生学講義（12）
登校(面接授

業)

各研究室

28 水
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① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/11 月

12 火

13 水

14 木
登校(面接授
業) 講義室1,2

15 金 総合講義(28)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(29)

登校(面接授
業) 講義室2

③ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

④ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/25 月

26 火

27 水

28 木 (選)AI 実践演習(1) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

29 金 総合講義(30)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(31)

登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(32)

登校(面接授
業) 講義室2

⑤ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/2 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（1）

同期型(zoom) [選]心臓生理学（1） 同期型(zoom)

3 火 総合講義(33)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(34)

登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(35)

登校(面接授
業) 講義室2

4 水

5 木 (選)AI 実践演習(2) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

6 金

⑥ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

⑦ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/16 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（2）

同期型(zoom) [選]心臓生理学（2） 同期型(zoom)

17 火 総合講義(36)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(37)

登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(38)

登校(面接授
業) 講義室2

18 水

19 木 (選)AI 実践演習(3) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

20 金

（後期）

卒業研究発表会　準備　保健衛生学講義室１（３号館18階）

卒業研究発表会　保健衛生学講義室１（３号館18階）

総合講義(23～27）国試模試9月分（講義室1,2） 総合講義(23～27）国試模試9月分（講義室1,2）

敬老の日

スポーツの日

創立記念行事
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⑧ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/23 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（3）

同期型(zoom) [選]心臓生理学（3） 同期型(zoom)

24 火 総合講義(39)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(40)

登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(41)

登校(面接授
業) 講義室2

25 水

26 木

27 金

⑨ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/30 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（4）

同期型(zoom) [選]心臓生理学（4）
非同期型
(webclass)

総合講義(42)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(43)

登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(44)

登校(面接授
業) 講義室2

31 火

11/1 水

2 木

3 金

⑩ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/6 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（5）

登校(面接授
業)

講義室2 [選]心臓生理学（5）
登校(面接授
業)

講義室2 総合講義(45)
登校(面接授
業)

講義室4 総合講義(46)
登校(面接授
業)

講義室4 総合講義(47)
登校(面接授
業)

講義室4

7 火

8 水

9 木 (選)AI 実践演習(4) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

10 金
登校(面接授
業) 講義室1

⑪ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/13 月 総合講義(53)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(54)

登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(55)

登校(面接授
業) 講義室2

14 火

15 水

16 木 (選)AI 実践演習(5) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

17 金

⑫ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/20 月 総合講義(56)(Ⅰ)
登校(面接授
業) 講義室2 総合講義(57)(Ⅰ)

登校(面接授
業) 講義室2

21 火

22 水 (選)AI 実践演習(6) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

23 木

24 金

⑬ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

11/27 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（6）

同期型(zoom) [選]心臓生理学（6） 同期型(zoom)

28 火
〔選〕Learning　Medical
English(1)

同期型(zoom)

29 水

30 木

12/1 金

⑭ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

12/4 月
〔選〕Learning　Medical
English(2)

同期型(zoom)

5 火

6 水
総合講義（58）(Ⅰ)試
験

登校(面接授
業) 講義室4 総合講義(59)(Ⅰ)試験

登校(面接授
業) 講義室4

7 木 (選)AI 実践演習(7) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

8 金

⑮ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

12/11 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（7）

登校(面接授
業) 講義室4 [選]心臓生理学（7）

登校(面接授
業) 講義室4

12 火

13 水
総合講義（60）(Ⅱ)試
験

登校(面接授
業) 講義室4 総合講義(61)(Ⅱ)試験

登校(面接授
業) 講義室4

14 木 (選)AI 実践演習(8) 同期型(zoom)
移動時間が
無い学生は5

15 金

総合講義（48～52）国試模試11月分（講義室1） 総合講義（48～52）国試模試11月分（講義室1）

勤労感謝の日

文化の日
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⑯ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

12/18 月
[選]アドバンスド
ﾞ生理機能検査学（8）

登校(面接授
業)

講義室2 [選]心臓生理学（8）
登校(面接授
業)

講義室2
〔選〕Learning　Medical
English(3)

同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(4)

同期型(zoom)

19 火

20 水
〔選〕Learning　Medical
English(5)

同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(6)

同期型(zoom)

21 木

22 金
〔選〕Learning　Medical
English(7)

同期型(zoom)
〔選〕Learning　Medical
English(8)

同期型(zoom)

冬季休業
12/25(月)～

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

1/1 月

2 火

3 水

4 木 総合講義（再試）
登校(面接授
業) 講義室4 総合講義（再試）

登校(面接授
業) 講義室4

5 金
登校(面接授
業) 講義室1

①

1/8 月

9 火 後期定期試験

10 水 後期定期試験

11 木 後期定期試験

12 金 後期定期試験

②

1/15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

1/22 月

23 火

24 水

25 木

26 金
登校(面接授
業) 講義室1

春季休業　1/29(月)～

卒 業 式　3月（日にち未定）

成人の日

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

補講・再試

総合講義(67～71)国試模試2月分（講義室１）

総合講義(62～66)国試模試（合同）１月分（講義室1）
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時間割番号 013019A 

科目名 公衆衛生学講義 科目ID MT-232100-L 

担当教員 角 勇樹, 河原 智樹[SUMI YUKI, KAWAHARA Tomoki] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 保健師、看護師 

英文名：Pablic Health，Lecture 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

・遠隔授業（同期型）

・対面の場合は、保健衛生学講義室４(３号館７階)ほか

授業の目的、概要等 

疾病を予防し人々の健康増進に資する科学的な手法を含む、幅広い学問体系より成る公衆衛生学について、基本的な知識・技術を習

得する。臨床検査技師として、将来、多職種と連携しながら国民の健康の保持増進に資する活動をしていくために、保健・医療・福祉の

制度や動向、人々の健康に影響する環境要因、生活習慣等について理解する。 

授業の到達目標 

公衆衛生学の膨大な領域の中から、将来、医療の一翼を担う臨床監査技師として必要不可欠な知識を効率よく学習でき、自ら課題を課

し、それを自己解決できる能力を養う上での基礎知識を習得することを目標とする。 

＜授業の到達目標＞ 

１）健康・予防の概念、衛生統計について理解し説明できる。 

２）母子・成人・高齢者保健について理解し説明できる。 

３）精神保健、産業保健、学校保健について理解し説明できる。 

４）健康教育について理解し説明できる。 

５）社会保障と医療・介護について理解し説明できる。 

６）疫学及び疫学研究、感染症の予防、健康と環境について理解し説明できる。 

７）栄養保健について理解し説明できる。 

８）1）～7）の知識を組み合わせて、多職種連携に応用していく態度を身につける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 5/12 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4

公衆衛生概

論等

1)公衆衛生概論、健康の定義、予

防の概念など：WHO による健康

の定義、ICF の考え方、一次予

防、二次予防、三次予防の考え

方、健康の保持増進

角 勇樹, 

河原 智樹

【到達目標】 1)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

2 5/12 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4

感染症対策・

予防

1)日本における感染症対策の仕

組み（平時および流行拡大時）、

予防接種の仕組み

河原 智樹 【到達目標】 1)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視

3 5/19 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

母子・成人・

老人保健 1

1)子どもの発達、2)母子における

国内の主要な保険統計

河原 智樹, 

山岡 祐衣

【到達目標】 2)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

4 5/19 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

母子・成人・

老人保健 2

1)高齢者のライフステージにおけ

る国内の主要な保険統計、2)健康

課題、3)保険政策

河原 智樹, 

森田 彩子

【到達目標】2)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

5 5/26 13:00-14:30 遠隔授業

（非同期

型）

母子・成人・

老人保健 3

1)母子保健 河原 智樹, 

藤原 武男

【到達目標】 2)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

6 5/26 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

国際保健 1)国際機関の役割とは何か、日本

の公的な国際協力と民間の国際

協力

河原 智樹 【到達目標】1)   

【学習方法】全体講義   

【事前学習】WebClass 動画視聴
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7 6/2 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

環境と健康

1

1)気候変動と健康 河原 智樹, 

西村 久明

【到達目標】 6)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

8 6/2 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2

環境と健康

2

1)がん疫学と社会との関係 河原 智樹, 

花房 真理

子

【到達目標】 6)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

9 6/9 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

疫学1 1)疫学とは・疫学的指標など：疫

学的考え方、特に重要な疫学指

標（罹患率、有病割合

河原 智樹 【到達目標】 1), 6)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

10 6/9 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2

疫学2 1)疫学の考え方。疫学研究の種

類・バイアス・交絡：観察研究（横

断研究、コホート研究、症例対照

研究）と介入研究および情報バイ

アス、選択バイアス、交絡

河原 智樹 【到達目標】 1), 6)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

11 6/16 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

精神保健・産

業保健

1)精神保健・産業保健：精神的健

康、ライフサイクルにおける精神

保健、精神保健福祉対策、薬物依

存、職場のストレス・暴力、産業疲

労、トータル・ヘルス・プロモーシ

ョンョン

河原 智樹, 

土井 理美

【到達目標】 1), 3)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

12 6/23 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

栄養保健 1)栄養保健：食品衛生、栄養に関

する主要統計な

河原 智樹, 

谷 友香子

【到達目標】 7)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

13 6/23 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2

社会保障・医

療介護

1)医療保険制度：公的医療保険制

度の理念と仕組み、その課題 2)

介護保険制度：人口静態統計・人

口動態統計、介護保険制度の理

念と仕組み、その課題（特に医療

保険制度との比較から）

河原 智樹, 

岡田 就将

【到達目標】 1), 5)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

14 6/30 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室2

健康教育・学

校保健

1)ヘルスケアビジネスと起業 河原 智樹, 

伊角 彩, 

土井 理美

【到達目標】 1), 4)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

15 6/30 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室2

健康教育・学

校保健

1)ヘルスケアビジネスと起業 河原 智樹, 

伊角 彩, 

土井 理美

【到達目標】 1), 4)    

【学習方法】全体講義    

【事前学習】WebClass 動画視聴

授業方法 

Zoom を用いた同期型授業と対面講義を組み合わせて行う。 

講義の他に、グループワーク、リフレクションペーパー等を通してアクティブラーニングを行う。 

成績評価の方法 

以下の項目について総合的に評価を行う。 

１）出席状況 

※出席とは同期型授業、対面授業等への参加をさす。

２）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度 

※原則、Zoom のカメラはオンとし，顔が映るように設定する。

※授業中の発言状況、グループワーク・資料の作成・プレゼンテーションへの責任ある参加度合い。

３）期末テスト 

※授業で学んだ英語を試験に引用することもあるため、よく理解しておく必要がある。 

成績評価の基準 

１）出席状況（30％） 
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２）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度（30％） 

３）期末テスト（40％） 

出席状況を 30 点満点、課題到達度を 30 点満点、期末テストを 40 点満点に換算して総合成績とし、評点にする。総合得点が 60 点以上

の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

シラバスに書かれている内容について、事前に参考書等などで予習をしてくることが望ましい。 

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 2／3 以上出席していること。 

参考書 

公衆衛生学／照屋浩司, 川村堅 著,照屋, 浩司,川村, 堅, 1961-,：医歯薬出版，2022 

・(財)厚生統計協会：国民衛生の動向，厚生の指標臨時増刊，(財)厚生統計協会，東京 

他科目との関連 

全ての他領域科目と相互に関連する科目であり、さらに法律、工学、心理学、統計学、経済学、人文科学等や行政と密接な関係があ

る。 

履修上の注意事項 

内容が多岐にわたるため講義・実習共に欠席するとその部分の再講習は不可能で、欠落箇所の穴埋めは難しい。広い社会常識が求

められるので、マスメディアにおける医療問題にはよく注意しておくこと。 

備考 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3 号館16 階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 

河原 智樹:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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時間割番号 013020A 

科目名 公衆衛生学実習 科目ID MT-252200-E 

担当教員 角 勇樹, 河原 智樹[SUMI YUKI, KAWAHARA Tomoki] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 保健師、看護師 

英文名：Pablic Health，Laboratory 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

・保健衛生学実習室（３号館７階）

・保健衛生学講義室２(３号館８階)

・情報検索室（Ｍ＆Ｄタワー４階）

授業の目的、概要等 

少子高齢化や新型感染症の流行等を背景に、個人レベルでも、行政レベルでも、予防医学のひとつの流れである公衆衛生学の重要性と

その手法はますます高まる。今後、臨床検査技師となる受講者が、検査技術学にとどまらず、人々の望ましい生活習慣の獲得・普及に向

けて多職種と協働しながらその役割を担っていけるよう、公衆衛生学に関わる基本的な知識や技術を習得する。 

 人間を取り巻く環境・社会要因と人間の健康・疾患との関わりを考え、それを健康の維持・増進・疾患の予防・早期発見・早期治療に役立

てるために必要な知識・技術を習得する。健康上の諸現象を疫学的に把握し、それが健康の保持増進、疾患予防の上でいかに利用され

ているかを理解する。国民の健康保持・増進のための制度・組織についての知識を習得する。 

授業の到達目標 

公衆衛生学の膨大な領域の中から、将来医療に携わる学生が必要不可欠な知識を効率よく学習でき、自ら課題を課し、それを自己解決で

きる能力を養う上での基礎知識を習得することを目標とする。 

＜到達目標＞ 

1）公衆衛生学実習に伴う基本的概念について理解する。 

2）公衆衛生に必要な各種環境測定について理解し、実際に器具を用いて測定できる。 

3）疫学に必要な知識を獲得し、寄与危険度などの適切な計算ができる。 

4）臨床検査技師として求められる公衆衛生学の基礎的知識を獲得する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他

1-2 5/11 13:00-16:10 保健衛生

学実習室

生活環境測定 1)公衆衛生学実習の基)公衆衛生学

実習の基本的概念、実習で求めら

れる学習課題等を学ぶ。2)室内環境

測定の原理・特徴、測定機器を用い

て、生活環境各所の測定を行う。

角 勇樹, 

河原 智樹, 

原田 直昌

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】実習 

【事前学習】なし

3-4 5/18 10:30-14:30 保健衛生

学実習室

化学物質と健康

影響

1)化学物質による健康影響と規制基

準についてその基準の設定や根拠

について学ぶ。

河原 智樹, 

吉岡 範幸

【到達目標】1) 

【学習方法】実習 

【事前学習】なし

5 5/18 14:40-16:10 保健衛生

学実習室

上・下水道 1)上下水道のシステムとその規制

基準について学び、身近な水の水

質検査の実施。

河原 智樹, 

吉岡 範幸

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】実習 

【事前学習】なし

6-7 5/23 13:00-16:10 保健衛生

学科講義

室2

プログラミング演

習1

この実習では、臨床検査で得られた

データをRを用いて解析する方法を

学ぶ。

河原 智樹 【到達目標】 3)    

【学習方法】実習 

【事前学習】参考図書を

参照

8-9 6/1 13:00-16:10 情報検索

室

プログラミング演

習2

Rは、統計解析やデータ可視化に優

れたツールであり、臨床研究におい

ても広く活用されている。

河原 智樹 【到達目標】 3) 

【学習方法】実習 

【事前学習】参考図書を

参照
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10-11 6/8 13:00-16:10 情報検索

室

プログラミング演

習3

授業では、R を使ってデータの読み

込み、前処理、基本統計量の計算、

グラフの描画などを行い、実際に臨

床データの解析を体験する

河原 智樹 【到達目標】R でグラフを

描画できる    

【学習方法】実習    

【事前学習】参考図書を

参照

12-13 6/15 13:00-16:10 情報検索

室

プログラミング演

習4

プログラミングの基礎的な知識も学

び、臨床研究におけるデータ解析

の重要性や有用性について理解を

深める。

河原 智樹 【到達目標】 3)    

【学習方法】実習 

【事前学習】参考図書を

参照

14 6/22 13:00-14:30 保健衛生

学実習室

公衆衛生学実習

総括 1-①

臨床検査技師の国家試験形式の問

題をもとに、公衆衛生学実習に関す

る理解を深める。公衆衛生学実習全

体を通じた評価・まとめを行う。

河原 智樹 【到達目標】 4)    

【学習方法】実習 

【事前学習】参考図書を

参照

15 6/30 10:30-12:00 保健衛生

学実習室

公衆衛生学実習

総括 1-②

臨床検査技師の国家試験形式の問

題をもとに、公衆衛生学実習に関す

る理解を深める。公衆衛生学実習全

体を通じた評価・まとめを行う。

河原 智樹, 

吉岡 範幸

【到達目標】 4)    

【学習方法】実習 

【事前学習】参考図書を

参照

授業方法 

対面による実習と Zoom を用いた同期型授業を行う。 

環境測定といった実技等を通してアクティブラーニングを実施する。 

成績評価の方法 

以下の項目について総合的に評価を行う。 

１）出席状況 

・出席とは同期型授業および対面による授業への参加をさす。

２）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度 

・原則、Zoom のカメラはオンとし，顔が映るように設定する。

・授業中の発言状況、グループワーク・資料の作成・プレゼンテーションへの責任ある参加度合い。

３）期末テスト 

・テキストや配布資料等に記載された英語（単語や文章）をそのまま試験に引用することがある。よく理解しておく必要がある。実施日・

実施方法いついては、授業中または WebClass 等を通じて伝える。 

４）課題レポート 

・課題内容について個別にレポートを作成・提出する。課題は授業中または WebClass 等を通じて提示する。

成績評価の基準 

１）出席状況（30％） 

２）演習への取り組み姿勢・授業への参加態度（20％） 

３）テスト（30％） 

４）課題レポート（20％） 

出席状況を 30 点満点、演習への取り組み姿勢・授業への参加態度を 20 点満点、テストを 30 点満点、課題レポートを 20 点満点に換算し

て総合成績とし、評点にする。総合得点が 60 点以上の者を合格とする 

準備学習等についての具体的な指示 

シラバスに書かれている内容について、事前に参考書等などで予習をしてくることが望ましい。 

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 3／4 以上出席していること。zoom での出席は、最初から最後まで参加しているログが確認できた場合に認

める。 

参考書 

最新臨床検査学講座 公衆衛生学 2022 年版／照屋浩司, 川村堅 著,照屋, 浩司,川村, 堅, 1961-,：医歯薬出版，2022 

・(財)厚生統計協会：国民衛生の動向，厚生の指標臨時増刊，(財)厚生統計協会，東京 

・すべての医療従事者のための RStudio ではじめる医療統計/笹渕裕介 他：株式会社金芳 
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他科目との関連 

全ての他領域科目と相互に関連する科目であり,さらに法律，工学，心理学，統計学，経済学，人文科学等や行政と密接な関係がある。 

履修上の注意事項 

内容が多岐にわたるため講義・実習共に欠席するとその部分の再講習は不可能であり、欠落箇所の穴埋めは難しい。また，広い社会常

識が求められるので、マスメディアにおける医療問題にはよく注意しておくこと。 

備考 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3 号館16 階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 

河原 智樹:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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時間割番号 013021A 

科目名 医療概論・関係法規 科目 ID MT-232300-L 

担当教員 角 勇樹, 河原 智樹[SUMI YUKI, KAWAHARA Tomoki] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Medical Ethics，Laws and Regulations 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

・遠隔授業（同期型）

・対面の場合は、保健衛生学講義室４(３号館７階)ほか

授業の目的、概要等 

医療法規では医学・医療を取り巻く社会情勢や医学研究を概観し医学とは何かを考える。関係法規では臨床検査および検査技術に関

する法規をはじめ、医事法規、薬事法規、保健衛生法規、予防衛生法規、環境衛生法規、労働衛生法規、社会保障・福祉関連法規など

について学ぶ。 

授業の到達目標 

医学・医療とは何かを理解し、医学医療のあり方を考える力、高い倫理観を持ち、医療に携わるにふさわしい感性を養う。また医療職

に関わる法規を理解することを目標とする。 

以下について学習し、理解できることを目標とする。 

1)法の概念、法令の種類、法の読み方、臨床検査技師関連法規とその種類 

2) 労働基準法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法（労働保険法）

3) 臨床検査技師とは：臨床検査技師の役割と使命、期待される姿、臨床検査技師における心構えと一般的な注意 

4) 総則、免許、試験、業務、罰則 

5) 医療倫理、法規の概念、医療安全、法的知識と責任範囲 

6) 医療法、内部精度管理、外部精度管理調査など、保健助産師看護師法、診療放射線技師法、臨床工学技士法、個人情報保護法、臨

床研究法 

7) 毒物及び劇物取締法、医薬品、医療機器などの品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（医薬品医療機器等法）、医薬品医

療機器総合機構（PMDA）、麻薬及び向精神薬取締法、大麻取締法 

8) 医療における倫理、医療倫理、個人情報の取り扱い方、他 

9) 医療の展望、チーム医療、テイラーメード医療、他 

10) 検査の目的と業務範囲、検査の注意事項、患者の心理と対応 

11) 医師法 

12) 地域保健法、母子保健法、健康推進法、他 

13) 感染症の予防及び感染症患者に対する医療に関する法律（感染症法）、予防接種法、検疫法 

14) 食品衛生法、環境基本法、公害健康被害の補償等に関する法 

15) 死体解剖保存法 

16) 生活保護法、障害者基本法、障害者自立支援法 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・

その他

1 5/12 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

1. 法の概念

2. 労働衛生法規

1)法の概念、法令の種類、法の読み

方、臨床検査技師関連法規とその種類  

2) 労働基準法、労働安全衛生法、労

働者災害補償保険法（労働保険法）

角 勇樹, 

河原 智樹

【到達目標】 1), 2)   

【学習方法】全体講義  

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前

に参照すること

2 5/19 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

3. 臨床検査技師

の役割と使命  

4. 臨床検査技師

等に関する法律

3) 臨床検査技師とは：臨床検査技師

の役割と使命、期待される姿、臨床検

査技師における心構えと一般的な注

意  4) 総則、免許、試験、業務、罰則

【到達目標】 3), 4)   

【学習方法】全体講義  

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前
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に参照すること 
3 5/25 16:20-17:50 保健衛生

学科講義

室2 

5. 医療安全管理

学   

6. 医事法規 

5) 医療倫理、法規の概念、医療安全、

法的知識と責任範囲  6) 医療法、内

部精度管理、外部精度管理調査など、

保健助産師看護師法、診療放射線技

師法、臨床工学技士法、個人情報保護

法、臨床研究法 

河原 智樹 【到達目標】 5), 6)   

【学習方法】全体講義   

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前

に参照すること 

4 6/2 16:20-17:50 保健衛生

学科講義

室2 

7. 薬事法規 7) 毒物及び劇物取締法、医薬品、医

療機器などの品質、有効性及び安全

性の確保等に関する法律（医薬品医療

機器等法）、医薬品医療機器総合機構

（PMDA）、麻薬及び向精神薬取締法、

大麻取締法 

河原 智樹 【到達目標】 7)   

【学習方法】全体講義   

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前

に参照すること 

5 6/9 16:20-17:50 保健衛生

学科講義

室2 

8. 医学とは何

か：医療・医学の

歴史、臨床検査と

は   

9. 臨床検査にお

ける心構えと一

般的注意   

10. 臨床生理学

の総論   

11. 医事法規   

12. 保健衛生法

規 

8) 医療における倫理、医療倫理、個

人情報の取り扱い方、他  9) 医療の

展望、チーム医療、テイラーメード医

療、他  10) 検査の目的と業務範囲、

検査の注意事項、患者の心理と対応  

11) 医師法  12) 地域保健法、母子保

健法、健康推進法、他 

河原 智樹 【到達目標】 8), 9), 10), 

11), 12)   

【学習方法】全体講義   

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前

に参照すること 

6 6/16 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
13. 予防衛生法

規 
13) 感染症の予防及び感染症患者に

対する医療に関する法律（感染症

法）、予防接種法、検疫法 

河原 智樹 【到達目標】 13)   

【学習方法】全体講義   

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前

に参照すること 
7 6/23 16:20-17:50 保健衛生

学科講義

室2 

14. 関連法規：

JAS法、景品表

示法、特定商取

引法   

15. 環境衛生法

規 

14) 食品衛生法、環境基本法、公害健

康被害の補償等に関する法 
河原 智樹 【到達目標】 14)   

【学習方法】全体講義   

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前

に参照すること 

8 6/30 16:20-17:50 保健衛生

学科講義

室2 

16. 医事法規   

17. 社会保障・福

祉関連法規 

15) 死体解剖保存法  16) 生活保護

法、障害者基本法、障害者自立支援法 
河原 智樹 【到達目標】 15), 16)   

【学習方法】全体講義   

【事前学習】教科書の

授業該当範囲を事前

に参照すること 
 

授業方法 

本講義は主に教科書 1「臨床検査学講座 関係法規」の内容に沿って進めていくが、講義スライドや資料、あるいはビデオを用いた解

説をしながらすすめる。演習問題や口頭での設問、考えを問う等のアクティブラーニングも活用する。 

成績評価の方法 

合計回数の 3分の 2以上の出席を必要とする。 

期末筆記試験（満点=100点）によって成績評価を行う。 

上記に従い、６０点以上で合格とする。60 点未満の場合、再試験（筆記試験）を行い、60 点以上で合格とする。学期末試験には英語の

問題を 10%程度出題する。 
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成績評価の基準 

１）出席状況（30％） 

２）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度（30％） 

３）期末テスト（40％） 

出席状況を 30点満点、課題到達度を 30点満点、期末テストを 40点満点に換算して総合成績とし、評点にする。総合得点が 60点以上

の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

シラバスに書かれている内容について、事前に参考書等などで予習をしてくることが望ましい。 

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 2／3以上出席していること。 

参考書 

臨床検査学講座 関係法規／宮島喜文 他編：医歯薬出版，2022 

他科目との関連 

臨床検査技師の職務に関わる全ての科目と関連する。 

履修上の注意事項 

講義資料、講義動画、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ずる。 

備考 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3号館16階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 

河原 智樹:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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時間割番号 013085 

科目名 総合講義 科目 ID MT-433000-L 

担当教員 伊藤 南, 坂本 秀生, 三村 邦裕, 東田 修二, 村田 満, 平井 伸英[ITO MINAMI, SAKAMOTO Hideo, MIMURA 

KUNIHIRO, TODA SHUJI, MURATA MITSURU, HIRAI NOBUHIDE] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 4 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：General Medical Technology 

【科目責任者】伊藤 南 

主な講義場所 

保健衛生学講義室１（３号館１８階） 

保健衛生学講義室２（３号館８階） 

保健衛生学講義室４（３号館７階） 

ないし 遠隔 

（授業明細を参照すること） 

授業の目的、概要等 

これまで学んできた集大成ならびに国家試験受験の準備として、各分野の総合的かつ重点的なまとめを行なう。社会に出る準備として、

臨床検査関連の第一線で活躍されている先生方に up-to-date な知識や技術に関する講義のほか、臨床検査の現状と求められる臨床検

査技師像について講義していただく。チーム医療の演習を通じて、他の医療分野について学び、医療の一分野としての臨床検査について

理解を深める。最終学年における進路指導、国家試験対策と並行して実施する。 

授業の到達目標 

１）検査技術学専攻を卒業後，どのような職種に進もうとも，臨床検査技師の資格を取得しておくことが肝要である。これまで学んできた臨

床検査学の全般にわたる科目について，重要，かつ，up-to-date な臨床検査学に関する知識を整理しつつ講義を行い，確実な知識として

身に付ける。その結果として、臨床検査技師の国家試験合格に十分な知識、技能を修養したことを確認する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/11 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型） 
本学検査部の業

務、精度管理、先

進医療  -臨地実

習とキャリアパス

設計のために- 

 東田 修二 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】講義資料の事前配布 

2 4/17 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型） 
メンタルヘルス

について 
 平井 伸英 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】講義資料の事前配布 
3 4/18 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型） 
臨床検査技師の

国際化 
 坂本 秀生 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】講義資料の事前配布 
4 4/20 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型） 
臨床検査医学と

病院検査部-最近

の動向- 

 村田 満 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】講義資料の事前配布 

5 4/24 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型） 
各種認定資格と

これからの臨床

検査 

 三村 邦裕 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】講義資料の事前配布 

6 6/19 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室2 
病院における臨

床検査技師とし

てのやりがいと、

これから必要とさ

れる人材 

  【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】講義資料の事前配布 

7 6/19 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
多職種連携教育 チーム医療入門事

前勉強会（チーム

医療入門担当委員） 

 【到達目標】1)【学習方法】グループ

ワーク【その他】詳細は後日連絡 
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8-12 6/29 08:50-17:50 保健衛生学

科講義室2

模擬試験(7月分)

13-17 7/4 08:50-17:50 多職種連携教育 チーム医療入門（チ

ーム医療入門担当

委員）

【到達目標】1)【学習方法】グループ

ワーク【その他】詳細は後日連絡

18-22 7/5 08:50-17:50 多職種連携教育 チーム医療入門（チ

ーム医療入門担当

委員）

【到達目標】1)【学習方法】グループ

ワーク【その他】詳細は後日連絡

23-27 9/14 08:50-17:50 保健衛生学

科講義室2, 

保健衛生学

科講義室1

模擬試験(9月分)

28 9/15 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 星 治 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

29 9/15 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 山口 純司 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

30 9/29 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 赤座 実穂 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

31-32 9/29 14:40-17:50 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 伊藤 南 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

33 10/3 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 藤代 瞳 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

34-35 10/3 14:40-17:50 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 副島 友莉恵 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

36 10/17 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 西尾 美和子 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

37 10/17 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 副島 友莉恵 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

38 10/17 16:20-17:50 遠隔授業（非

同期型）

まとめ講義 詳細は後日連絡 角 勇樹 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

非同期【その他】詳細は後日連絡

39 10/24 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 西尾 美和子 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

40-41 10/24 14:40-17:50 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 本間 達 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

42 10/30 13:00-14:30 遠隔授業（同

期型）

まとめ講義 詳細は後日連絡 熊谷 貴 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】詳細は後日連絡

43-44 10/30 14:40-17:50 遠隔授業（同

期型）

まとめ講義 詳細は後日連絡 齋藤 良一 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】詳細は後日連絡

45 11/6 13:00-14:30 遠隔授業（同

期型）

まとめ講義 詳細は後日連絡 太田 悠介 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】詳細は後日連絡

46 11/6 14:40-16:10 遠隔授業（同

期型）

まとめ講義 詳細は後日連絡 柿沼 晴 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】詳細は後日連絡

47 11/6 16:20-17:50 遠隔授業（同

期型）

まとめ講義 詳細は後日連絡 田中 ゆきえ 【到達目標】1)【学習方法】遠隔講義/

同期【その他】詳細は後日連絡

48-52 11/10 08:50-17:50 保健衛生学

科講義室1

模擬試験(11月

分)

53-54 11/13 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室2

まとめ講義 詳細は後日連絡 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡

55 11/13 16:20-17:50 遠隔授業（非 まとめ講義 詳細は後日連絡 角 勇樹 【到達目標】1)【学習方法】対面講義
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同期型） 【その他】詳細は後日連絡 
56-57 11/20 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室2 
まとめ講義 詳細は後日連絡 鈴木 喜晴 【到達目標】1)【学習方法】対面講義

【その他】詳細は後日連絡 
58-59 12/6 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室4 
卒業試験（Ⅰ）    

60-61 12/13 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室4 
卒業試験（Ⅱ）    

62-63 1/4 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室4 
卒業試験（Ⅲ）    

64-68 1/5 08:50-17:50 保健衛生学

科講義室1 
模擬試験(1月分)    

69-73 1/26 08:50-17:50 保健衛生学

科講義室1 
模擬試験(2月分)    

 

授業方法 

原則として対面授業で実施する。具体的な授業方法は各教員の指示に従うこと。コロナ肺炎等の感染症対策は大学の方針に従う。状況に

より、授業方法の変更等がある場合は随時連絡する。 

授業内容 

授業明細を参照 

１．臨床検査の最新状況：外部より非常勤講師を招いて，臨床検査学に関する最新の知識について学ぶ。 

 ①臨床検査医学と病院検査部 

   各部門の業務と管理、検査体制と業務内容、組織と運営、機器管理と物品管理 

   人事管理と安全管理、情報管理、財務管理 

 ②検査部の業務、精度管理、先進医療 

 ③（未定） 

 ④各種認定資格とこれからの臨床検査 

 ⑤臨床検査技師の国際化 

２．メンタルヘルスについて 

３．多職種連携教育 

 ①チーム医療、栄養サポートチーム、感染症対策チーム 

 ②医学科、歯学科、口腔保健学科の学生と共に、チュートリアル方式のグループワークを行う。 

４．まとめ講義：各講義科目の担当教員がそれぞれの専門分野の特徴を包含しながら，まとめの講義を行う。 

５．模擬テスト：国家試験対応 

６．卒業試験  

詳細日程、内容についてはWebClass等により後日連絡するする。 

成績評価の方法 

国家試験に準じた総合講義試験を卒業認定のための最終試験として実施する。 

成績評価の基準 

総合講義試験（Ⅰ）、総合講義試験（Ⅱ）を実施する（各１００題、１００点満点）。２回の成績がそれぞれ６０点以上ないしは２回の合計点が

１２０点以上の者を合格とする。追試験ないし再試験として、総合講義試験（Ⅲ）を実施する（１００題、１００点満点）。原則として６０点以上

のものを合格とするが、試験問題の難易度、直近の模擬試験の成績を参考に合格点を調整することもある。試験結果を１００点満点に換

算して総合成績とし、評点とする。再試験合格者の評点は６０点とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

各担当教員より随時指示する。 

試験の受験資格 

全講義の出席を原則とする。特段の理由があると認められる場合以外に欠席や早退したもの、講義の無断欠席や無断早退が認められた

ものは、面談等により進路指導を行う。全体として 2/3以上の出席が認められないものは総合講義試験の受験を認めない。 

原則として総合講義試験（Ⅰ、Ⅱ）の結果で卒業の可否を判定する。病気以外の理由による総合講義試験の欠席は認めない。病気欠席の

場合は診断書の提出を義務とする。病気以外の理由による欠席は０点扱いとする。  病気欠席したものは追試験、不合格者は再試験とし

て総合講義試験（Ⅲ）を受験する。総合講義試験（Ⅰ、Ⅱ）のどちらも病気以外の理由により欠席した場合は再試験の受験を認めない。 
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教科書 

各担当教員からの指示に従うこと。 

参考書 

これまで講義で使用されてきた教科書。 

他科目との関連 

基礎ならびに専門の臨床検査に関係する全ての科目が関連している。 

履修上の注意事項 

最終学年における進路指導、国家試験対策と並行して実施する。7月、9月、11月、1月、2月に実施する国家試験形式の模擬試験（有料）

を必ず受験すること。  著作権の問題があるので Zoom講義の録画、外部への公開は禁じる。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南:minami.bse@tmd.ac.jp、  

オフィスアワー 

伊藤 南:３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 
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時間割番号 013092 

科目名 卒業研究(Ⅱ) 科目 ID MT-463100-S 

担当教員 星 治[HOSHI OSAMU] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 4 単位数 8 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Undergraduate Research 

【科目責任者】星 治 

担当教員：検査技術学専攻に所属する教員 

主な講義場所 

研究指導教員の指示による。 

授業の目的、概要等 

指導教員と相談の上，それぞれテーマに沿って研究を行い，その結果を卒業論文として提出するとともに，卒業研究発表会において口頭

発表する。 

授業の到達目標 

①臨床検査および関連分野の研究に触れることによって，論文の読み方，実験の進め方，研究結果のまとめ方，口頭発表の方法等の基

本を学ぶ。さらに一連の過程を通して，科学的思考法を身につける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-5 4/3 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ 星 治 ①・学習方法は各指導教員による。 
6-9 4/4 10:30-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

10-14 4/5 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
15-19 4/6 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
20-24 4/7 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
25-29 4/10 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
30-32 4/11 13:00-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
33-37 4/12 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
38-42 4/13 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
43-47 4/14 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

48 4/17 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
49-51 4/17 13:00-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
52-54 4/18 13:00-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
55-59 4/19 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

60 4/20 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
61-63 4/20 13:00-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
64-68 4/21 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

69 4/24 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
70-71 4/24 13:00-16:10  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
72-75 4/25 10:30-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
76-80 4/26 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
81-85 4/27 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
86-90 4/28 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
91-95 5/1 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
96-99 5/2 10:30-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

100-104 5/8 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
105-108 5/9 10:30-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
109-113 5/10 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
114-115 5/11 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
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116 5/11 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
117-118 5/12 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
119-123 5/15 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
124-127 5/16 10:30-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
128-132 5/17 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

133 5/18 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
134 5/18 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
135 5/19 10:30-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

136-140 5/22 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
141 5/23 10:30-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
142 5/23 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

143-147 5/24 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
148-151 5/25 08:50-16:10  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
152-153 5/26 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

154 5/26 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
155-159 5/29 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
160-164 5/30 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
165-169 5/31 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
170-171 6/1 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

172 6/1 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
173-174 6/2 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
175-179 6/5 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
180-184 6/6 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
185-189 6/7 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
190-191 6/8 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

192 6/8 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
193-194 6/9 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
195-199 6/12 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
200-204 6/13 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
205-209 6/14 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
210-211 6/15 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

212 6/15 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
213-214 6/16 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

215 6/16 14:40-16:10  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
216 6/19 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

217-219 6/19 13:00-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
220-224 6/20 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
225-229 6/21 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
230-231 6/22 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
232-233 6/22 14:40-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

234 6/23 10:30-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
235-239 6/26 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
240-244 6/27 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
245-249 6/28 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

250 6/30 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
251-255 7/3 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
256-260 7/6 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
261-265 7/7 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
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266-270 9/11 08:50-17:50 保健衛生学科

講義室1 
卒業研究Ⅱ 卒業研究発表会の

準備作業 
 発表会での各自の役割分担を決め

た上で、その準備作業を進める。 
271-275 9/12 08:50-17:50 保健衛生学科

講義室1 
卒業研究Ⅱ 卒業研究発表会  役割分担にしたがい、発表会の運

営を円滑に行う。 
 

授業内容 

研究内容と指導法は指導教員に一任する。 

１）研究テーマの選択 

研究指導者名，受け入れ人数，テーマ等の一覧を学生に提示し，学生の希望を尊重しつつ指導教員を決定する。 

２）研究期間は 4年の前期とする。 

３）卒業研究論文の提出と研究発表 

卒業論文は A4 用紙の両面を用い，図表を含めて３枚以内。文献はおおむね 10 編以内。表紙は無し。用語は日本語を用い，文字は全て

印字をすることとし，文字，図，表ともそのまま製本できる状態であること。 

論文形式で，要旨，はじめに，方法，結果，考察，文献の順で記載すること。 

提出期限 

成績評価の方法 

指導教員による評価（80点）と研究発表会における評価委員による評価（20点）とを合わせて総合的に評価する。 

成績評価の基準 

総合的な評価が 60点以上の場合を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

研究をするにあたり、本学の倫理研修を受講し、修了していること。修了していない場合は、卒業研究を行うことはできない。 

試験の受験資格 

研究指導教員の指示に従い十分な研究活動を行った場合に、評価を受ける資格を有する。 

参考書 

研究指導教員に指定された書籍・論文を参考にする。 

他科目との関連 

3年生までに履修した様々な科目と，また大学院進学後の様々な科目とも関連がある。 

履修上の注意事項 

所属する研究室のきまりや約束事を必ず守ること。遅刻をしないこと。研究には積極的に参加すること。 

備考 

卒業研究指導者となることができるのは，本学生体検査科学専攻の教員および，保健衛生学科の教育に関わった実績のある教員とす

る。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治 ： o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

オフィスアワー 

星 治 ：オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 

 

177



選択科目/自由科目 
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選択科目および自由科目の履修について 

１．選択科目 

東京医科歯科大学医学部履修規則別表1，保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程に記載されてい

るとおり，選択科目は第2学年，第3学年，または第4学年において，合計6単位以上修得しなければなら

ない。第4学年においては，そのうち2単位以上修得しなければならない。 

なお，今年度開講選択科目一覧の表の中の選択科目以外に，四大学連合複合領域コースとして開講さ

れている科目の中の，東京工業大学または一橋大学の教員による講義を受講した場合に，それらの科目

を4単位を上限として選択科目の一部とみなすことができる。その際には，あらかじめ定められた出願

受付期間中（4月上旬）に複合領域コースの「願書」と「履修届」を提出しておくことが必要であり，

詳細は教務係に問い合わせること。 

また，臨地実習の時間帯に選択科目を受講することはできないが，卒業研究の時間帯には指導教員の

了解を得た上で受講することができる。 

２．自由科目 

自由科目は卒業要件に含まれない。第4学年においては卒業研究の時間帯に指導教員の了解を得た上で

受講してもよい。 

３. 受講手続（1. 2.共通）

1) 履修登録

「前期・通年開講科目」及び「後期開講科目」共，それぞれの学期の初めの定められた期間に履修登

録すること。

2) 履修科目の変更

教務係が登録内容を集計し，申請状況を掲示するので，登録の誤りがある場合は，指定された期間内

に教務係に申し出ること（以後変更不可）。 

3) 授業

各科目とも，学期最初の授業より出席をとるので，履修予定の科目については最初から出席すること。 

［補足説明］ 

・ 選択科目および自由科目は，履修登録を行わなければ履修することができない。

・ 複合領域コースの科目を受講するためには，複合領域コースの「願書」と「履修届」の提出が必要。
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2023.4.3

選択科目・自由科目は、履修登録を行わなければ履修することができません。

履修登録前に、「選択科目および自由科目の履修について」と対象科目のシラバスをよく読んでください。

（抜粋※選択科目は第2学年，第3学年，または第4学年において，合計6単位以上修得しなければならない。

※第4学年においては，そのうち2単位以上修得しなければならない。）

【申請場所】・・・webclass⇒教務係等からのお知らせ⇒選択科目⇒ 2023年度 前期選択科目 履修登録フォーム

(事務連絡先) 保健衛生教務係

gakumu2.adm@tmd.ac.jp

２０２３年度開講　選択科目・自由科目一覧【検査技術学専攻】

１．選択科目　※四大学連合複合領域コース開講科目の履修について・・・今回は登録対象ではありません。

番号 授業科目
単位認定教員

（所属）
主な開講

日時
単位

今年度
履修可能

学年

1 遺伝学
田中　敏博
　難治疾患研究所
　（疾患多様性遺伝学分野）

水曜５限 1 ２・３・４

2 English for Health Care Sciences（Ⅰ）
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

月曜５限 1
２・４

（12名程度）

3 生体医工学
三林　浩二
　生体材料工学研究所

（センサ医工学分野）
水曜３限 2 ３

4 分子生物学
後藤　利保
　難治疾患研究所
（分子細胞生物学分野）

金曜１限 1 ２・３・４

5 心電図判読
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

月曜１限 1 ３・４

6 心臓生理学
笹野　哲郎
　医歯学総合研究科
　（循環制御内科学分野）

月曜２限 1 ３・４

7 アドバンスド生理機能検査学
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

月曜１限 1 ３・４

8 English for Health Care Sciences（Ⅱ）
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

水曜４限 1
２・３

（12名程度）

9
Learning Medical English
(2019年度入学者からは選択科目)

大川　龍之介
　医歯学総合研究科
　（臨床分析・分子生物学分野）

水曜
４・５限

1
２・３・４

(看護･検査合わせて
12名)

10 AI 実践演習
角　勇樹
　医歯学総合研究科
　（生命情報応用学分野）

木曜
５限

1 ２・４

11 生命理工学概論
伊藤　南
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

火曜
３・４限

1 ２・３

４
(上限)

２・３・４

２．自由科目　※短期海外研修Ａ～Ｄの履修について・・・今回は登録対象ではありません。

番号 授業科目
単位認定教員

（所属）
主な開講

日時
単位

今年度
履修可能

学年

3
短期海外研修Ａ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 1

4
短期海外研修Ｂ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 ２

5
短期海外研修Ｃ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 ３

6
短期海外研修Ｄ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 ４

後
期

2
Learning Medical English
(2018年度入学者までは自由科目)

大川　龍之介
　医歯学総合研究科
　（臨床分析・分子生物学分野）

水曜
４・５限

1
２・３・４

(看護･検査合わせて
12名)

上記科目のほか、全学科共通科目については科目ごとに連絡します。

選択科目履修登録について

【申請方法】・・・webclass より申請

前
期

後
期

四大学連合複合領域コース開講科目

通
年
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時間割番号 013025 

科目名 遺伝学 科目 ID MT-490200-L 

担当教員 田中 敏博[TANAKA TOSHIHIRO] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名:Human Genetics 

【科目責任者】田中 敏博 

主な講義場所 

2023年度は遠隔講義を主とする。 

授業の目的、概要等 

遺伝学の一般的なイメージは、両親から受け継ぐ遺伝 (heredity) であろうが、1905 年に遺伝学 genetics という用語を初めて用いた 

Bateson が同じ書簡において遺伝学を heredity and variation と定義しているように、多様性 (variation) の学問でもある。近年ではむしろ

多様性の理解に重点が置かれている。例えば、ヒトゲノム計画において、生命の設計図であるヒトゲノム配列の全容が明らかになった後

に、ハップマップ計画において、ゲノム多様性のひとつの現れである一塩基多型 (SNP) のゲノム上の地図を作成し、個人間のゲノム配

列の違いが個人間のさまざまな多様性にどのように寄与しているかを解明する研究の礎となっている。大げさに言えば、この成果に基づ

き、「普遍性の科学」から「多様性の科学」へとパラダイムシフトが起こっている。 

十人十色という言葉があるように、ヒトは身長、体重、性格等、多様性を持つ。同様に、疾患のなりやすさや治療反応性、薬剤副作用にお

いても個人差がある。ヒトの多様性、疾患の多様性を遺伝学的側面から理解するための基礎となる知識を取得することが本科目の目的で

ある。 

授業の到達目標 

医療・医学の現場においてしばしばみられる「ヒトの多様性」「疾患多様性」を遺伝学的側面から理解するためのアプローチ方法につい

て、基本的知識を習得すること。 

1. 核酸の構造と遺伝子発現の基本原理について理解し、説明できる。 

2. 細胞と染色体の基礎について理解し、説明できる。 

3. 細胞間相互作用の基本原理と免疫系の生物学について理解し、説明できる。 

4. 哺乳類の初期発生、細胞分化、幹細胞について理解し、説明できる。 

5. 遺伝形式について理解し、説明できる。 

6. DNAを取り扱う上で用いられる主な手法について理解し、説明できる。 

7. 遺伝子とゲノムの構造と発現の解析について理解し、説明できる。 

8. 哺乳類細胞での遺伝子操作の原理について理解し、説明できる。 

9. ヒトゲノムの構造と機能について理解し、説明できる。 

10. 遺伝子の調節とエピゲノムについて理解し、説明できる。 

11. ヒトの遺伝的多様性について理解し、説明できる。 

12. ヒトの集団遺伝学について理解し、説明できる。 

13. 比較ゲノム学とゲノムの進化について理解し、説明できる。 

14. 人類の進化について理解し、説明できる。 

15. 染色体異常と構造バリアントについて理解し、説明できる。 

16. 分子病理学について理解し、説明できる。 

17. 単一遺伝子疾患の遺伝子のマッピングおよび同定について理解し、説明できる。 

18. 複雑疾患：感受性因子の同定と発症機序について理解し、説明できる。 

19. がんの遺伝学・がんゲノムについて理解し、説明できる。 

20. 医療と法医学での遺伝学的検査について理解し、説明できる。 

21. モデル生物と疾患のモデル化について理解し、説明できる。 

22. 遺伝学的アプローチによる疾患治療について理解し、説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他 
1 4/19 16:20-17:50 遠隔授業 DNA, 染色体、 １．核酸の構造と遺伝子発現の基本原理  永田 有希 【到達目標】1,2,3,4,5   
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（非同期型） 細胞、発生、遺

伝の基礎 
２．細胞と染色体の基礎  ３．細胞間相互作

用の基本原理と免疫系の生物学  ４．哺乳類

の初期発生、細胞分化、幹細胞  ５．遺伝形

式 

【学習方法】非同期

ビデオ 

2 5/10 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
ゲノムの理解

（前半） 
１．DNAを取り扱う上で用いられる主な手法  

２．遺伝子とゲノムの構造と発現の解析  ３．

哺乳類細胞での遺伝子操作の原理 

永田 有希 【到達目標】6,7,8   

【学習方法】非同期

ビデオ 
3 5/17 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
ゲノムの理解

（後半） 
１．ヒトゲノムの構造と機能を明らかにする  

２．遺伝子の調節とエピゲノム 
永田 有希 【到達目標】9,10   

【学習方法】非同期

ビデオ 
4 5/24 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
個人間、種間

の遺伝的多様

性（前半） 

１．ヒトの遺伝的多様性の概要  ２．ヒトの集

団遺伝学 
竹本 暁 【到達目標】11,12   

【学習方法】非同期

ビデオ 
5 5/31 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
個人間、種間

の遺伝的多様

性（後半） 

１．比較ゲノム学とゲノムの進化  ２．人類の

進化 
竹本 暁 【到達目標】13,14   

【学習方法】非同期

ビデオ 
6 6/19 14:40-16:10 遠隔授業

（非同期型） 
ヒトの遺伝性

疾患（分子病理

学） 

１．染色体異常と構造バリアント  ２．分子病

理学：表現型と遺伝型をつなぐ 
竹本 暁 【到達目標】15,16   

【学習方法】非同期

ビデオ 
7 6/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
ヒトの遺伝性

疾患（疾患遺伝

子の同定） 

１．単一遺伝子疾患の遺伝子のマッピングお

よび同定  ２．複雑疾患：感受性因子の同定

と発症機序の理解 

田中 敏博 【到達目標】17,18   

【学習方法】遠隔授

業 
8 6/20 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
ヒトの分子遺

伝学の応用 
１．がんの遺伝学・がんゲノム   ２．医療と

法医学での遺伝学的検査   ３．モデル生物

と疾患のモデル化   ４．遺伝学的アプロー

チによる疾患治療 

森田 圭一 【到達目標】

19,20,21,22   

【学習方法】非同期

ビデオ 
 

授業方法 

zoom による授業（非同期あるいは同期）を実施する。 

教科書をもとに講義する。グループ討論を行う授業がある。 

対面授業や同期授業の場合は授業中の質問を受ける。 

授業後のメールでの質問も受ける。 

COVID-19 等感染症対策は大学の方針に従う。 

授業方法の変更等が必要な場合は事前に告知する。 

成績評価の方法 

授業への出席点(8点ｘ8コマ）とレポート(36点)による。 

出席点について 

 遠隔授業の場合は、最初から最後まで授業に参加しているログが確認できた場合に認める。 

 グループ討論の際の積極性により、加点することがある。 

レポートについて 

 レポートの課題は「遺伝学的多様性と医療」とする。分量は問わない。詳細は７コマ目の授業の際に伝える。 

 6月末日までに、科目責任者にメールへの添付ファイルの形で送信すること。 

成績評価の基準 

A+：90点以上 

A：80-89点 

B：70-79点 

C：60-69点 

準備学習等についての具体的な指示 

本講義は以下の教科書の内容に沿って行う。あらかじめ目を通して、専門用語の意味などの基本的な事項については理解しておくことが

必要である。 
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試験の受験資格 

試験は行わない。出席点およびレポートの評点により評価する。 

教科書 

ヒトの分子遺伝学／トム・ストラッチャン, アンドリュー・リード著 ; 戸田達史, 井上聡, 松本直通監訳,Strachan, T.,Read, A. P. (Andrew),戸田, 

達史,井上, 聡,松本, 直通,：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2021 

他科目との関連 

「遺伝子・染色体検査学」、「分子生物学」、「生化学」、「遺伝子検査学実習」等を受講することにより，本講義の理解をより一層深めることが

できると思われる。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 敏博:ttana.brc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

田中 敏博:毎週火曜日 11:00-13:00 M&Dタワー8階 疾患バイオリソースセンター教授室・教員室 
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時間割番号 013026A 

科目名 生体医工学 科目 ID MT-390100-L 

担当教員 三林 浩二, 飯谷 健太, 橋本 良秀, 岸田 晶夫, 木村 剛, 中島 義和, 小野木 真哉, 杉野 貴明, 梶 弘和, 池

内 真志, 梨本 裕司, 堀 武志[MITSUBAYASHI KOJI, IITANI Kennta, HASHIMOTO YOSHIHIDE, KISHIDA AKIO, 

KIMURA TSUYOSHI, NAKAJIMA Yoshikazu, ONOGI Shinnya, SUGINO Takaaki, KAJI Hirokazu, IKEUCHI Masashi, 

NASHIMOTO YUJI, HORI Takeshi] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Biomedical Engineering 

【科目責任者】三林浩二 

主な講義場所 

2023年度は遠隔講義を主とする。 

状況により登校へ変更の可能性がある。 

授業の目的、概要等 

・工学を医学へ応用する境界領域としての生体医工学について、検査や治療用医療機器から再生医療工学にわたる広い分野を学び、当

該領域の情報や技術を理解する。 

・電子工学，機械工学，計測工学、細胞工学、高分子化学などの考え方の基本を修得する。

・生体医工学について現状を把握し、当該領域の進展に応じて自ら好奇心を以って理解を進めることができる基礎能力を身につける。

授業の到達目標 

1)学修者は、医工学領域の一般的な情報や技術を理解できる。 

2)学修者は、医工学に関心をもって、当該領域の実験や簡単な研究に取り組むことができる。 

3)学修者は、一般的な医工学の記事や情報を把握し、ディスカッションができる。 

4)学修者は、簡単な医工学機器や装置について、その役割や機能を理解できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/12 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

ガイダンス/

生体医工学

の概要

シラバス及び講

義の進め方、成

績について/生体

医工学について

三林 浩二 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習

2 4/19 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

生体ガス計

測

生体ガスの高感

度計測とイメージ

ング

飯谷 健太 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習

3 5/10 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

循環器系人

工臓器

人工心臓、人工

血管、心臓弁な

ど

橋本 良秀 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習

4 5/10 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

物質交換系

人工臓器

人工肺、透析な

ど

岸田 晶夫 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習

5 5/17 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

再生医療工

学入門

再生医療の基礎

と最新の成果

木村 剛 【到達目標】1)～4)    

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）    

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習

6 5/24 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

生体イメー

ジング

生体イメージング

基礎（X-ray 画像

撮影、X-ray CT 

中島 義和 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   
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画像撮影、MRI、

超音波診断画像

撮影、生体光学

画像計測） 

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 

7 5/31 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
コンピュータ

統合手術支

援 

手術ナビゲーシ

ョン・ロボット支援

における空間統

合法と、画像解析

結果の応用 

小野木 真哉 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 

8 6/7 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
人工知能生

体解析 
生体信号・画像解

析法と生体モデ

リング、それらの

医療応用 

杉野 貴明 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 
9 6/14 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
ドラッグデリ

バリーシス

テムと細胞

組織工学 

ドラッグデリバリ

ーシステムと細

胞組織工学の基

礎と最近の研究

動向 

梶 弘和 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 

10 6/21 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
微細加工と

マイクロ流

体デバイス 

微細加工とマイク

ロ流体デバイス

の基礎とバイオ

応用 

梨本 裕司 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 
11 6/21 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
生体模倣シ

ステム 
生体模倣システ

ムの基礎と最近

の研究動向 

堀 武志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 
12 6/28 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
顕微計測 光学顕微鏡、電

子顕微鏡、原子

間力顕微鏡の原

理と生命科学に

おける応用 

池内 真志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 

13 6/28 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
精密医工学 精密加工・操作技

術の基礎と低侵

襲医療機器への

応用 

池内 真志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 
14 7/12 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
生体分子ロ

ボティクス 
生体分子を利用

したナノ構造デ

バイスの作製技

術と生命科学へ

の応用 

池内 真志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 

15 7/12 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
センサ医工

学とまとめ 
新たなセンサ計

測と「生体医工

学」のまとめ 

三林 浩二 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass配付資料＆課題による学習 
 

授業方法 

事前配布の資料や課題そして参考資料に基づき、講義(PBL:Problem-based Learning)を行う。 

当該領域の新たな情報を紹介し、理解を深めると共に、その意義や問題点を考える。 

また事前課題についてフィードバックを行う。 
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授業内容 

生体医工学の授業内容 

①ガイダンス/生体医工学の概要、②生体ガス計測、③循環器系人工臓器、④物質交換系人工臓器、⑤再生医療工学入門、⑥生体イメー

ジング、⑦コンピュータ統合手術支援、⑧人工知能生体解析、⑨微細加工とマイクロ流体デバイス、⑩細胞組織工学、⑪ソフトマターと医

工学、⑫顕微計測、⑬ドラッグデリバリーシステム、⑭精密医工学、⑮センサ医工学とまとめ 

成績評価の方法 

（1）学期末筆記試験（またはレポート）の成績と（2）授業・課題への取組みにより評価する。 

成績評価の基準 

（1）学期末筆記試験の成績（100点満点）に、（2）授業・課題への取組み（最大20点）として、総合的に評価（以下の基準）する。総合成績が

60点以上のものを合格とし、評点を決める。期末試験が合格に満たないものは再試験を実施する。再試験合格者は 60点とする。 

A+＝90～100 

A＝80～89 

B＝70～79 

C＝60～69 

D＝60未満 

F＝期末試験を未受験（講義に 10回（2/3）以上の出席がない場合） 

準備学習等についての具体的な指示 

配布資料および参考資料にて事前学習する。 

また最新の生体医工学に関する情報を科学雑誌やwebソースより入手し、準備学習する。 

試験の受験資格 

講義に 10回（2/3）以上の出席をした者に限る。 

教科書 

教科書に相当する資料や最新情報を配布し、授業に用いる。 

参考書 

「非接触」が拓く新しいバイタルモニタリング = Non-Contact Vital Signs Monitoring : 革新的な健康管理と医療・介護への応用／三林浩二 

監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2021 

テレワーク社会を支えるリモートセンシング = Advanced remote sensing for supporting telework／三林浩二 監修,三林, 浩二,：シーエムシ

ー出版，2021 

酵素トランスデューサーと酵素技術展開 = Enzyme transducers and evolutions of enzymatic technology : 酵素センサ, バイオ電池, そして

酵素処理応用 (食品, 医薬, 修復)／三林浩二 監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2020 

Chemical, gas, and biosensors for internet of things and related applications／edited by Kohji Mitsubayashi, Osamu Niwa, Yuko Ueno,三林, 浩

二,Niwa, Osamu. [丹羽修],Ueno, Yuko. [上野祐子],：Elsevier，2019 

代謝センシング = Metabolic sensing : 健康, 食, 美容, 薬, そして脳の代謝を知る／三林浩二 監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2018 

生体ガス計測と高感度ガスセンシング/ 三林浩二監修／三林, 浩二,：シーエムシー出版，2017 

スポーツバイオ科学と先進スポーツギアの開発／三林浩二監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2015 

スマート・ヒューマンセンシング : 健康ビッグデータ時代のためのセンサ・情報・エネルギー技術／三林, 浩二,：シーエムシー出版，2014 

ヴィジュアルでわかるバイオマテリアル／古薗勉, 岡田正弘編著,古薗, 勉,岡田, 正弘,：学研メディカル秀潤社，2018 

人工臓器イラストレイティッド／日本人工臓器学会編集,日本人工臓器学会,：はる書房，2007 

他科目との関連    特になし 

履修上の注意事項   3年生履修科目 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

参照ホームページ 

【アクティブラーニングの種類】   PBL（Problem-based Learning) 

連絡先（メールアドレス） 

三林 浩二:m.bdi@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

三林 浩二:毎週月曜日 AM.11:00-PM.12：00 ２１棟(生材研）５階503B室 
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時間割番号 013093 

科目名 生命理工学概論 科目 ID MT-130901-L 

担当教員 伊藤 南, 影近 弘之, 玉村 啓和, 位髙 啓史, 川下 将一, 横井 太史, 松元 亮[ITO MINAMI, KAGECHIKA 

HIROYUKI, TAMAMURA HIROKAZU, ITAKA Keiji, KAWASHITA Masakazu, YOKOI Taishi, MATSUMOTO AKIRA] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2～3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Practice of Medical Sciences 

【科目責任者】伊藤 南 

主な講義場所 

３号館８階、保健衛生学講義室2 

授業の目的、概要等 

医療の目的は疾患の治療だけではなく、総合的かつ多面的にヒトの QOL 向上を図ることにある。また保健医療の現場においては専門の

枠を超えた問題意識の共有が必要となる。そのために、様々な分野について広く興味、感心を持つ必要がある。臨床検査を学ぶにあた

り、治療や臨床研究のみならず、様々な医用デバイスや生体素材の開発との関連性に着目して頂きたい。この講義は約一ヶ月の短期集

中型のプログラムとし、本学生体材料工学研究所に所属する教員により、創薬や生体素材開発に関連する研究を俯瞰する講義を行う。単

に知見を広げるだけではなく、将来のキャリアパスを考える上で参考になることを期待する。 

授業の到達目標 

1)創薬や生体素材開発に関連する研究の最新事情を学び、相互に理解する基盤とする。2)臨床検査との関連性を通じて、臨床検査の発

展性とその方向について考える。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 12/5 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
生命理工概論の概

要／ケミカルバイ

オロジー概論 

生命理工学とケミカル

バイオロジー研究 
影近 弘之 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
2 12/5 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
医薬化学研究と創

薬 
メディシナルケミスト

リーの基礎 
影近 弘之 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
3 12/1

2 
13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
創薬とバイオミメテ

ィックⅠ 
バイオミメティックの

化学と中分子・低分子

創薬 

玉村 啓和 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
4 12/1

2 
14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
創薬とバイオミメテ

ィックⅡ 
バイオミメティックの

化学と中分子・低分子

創薬 

玉村 啓和 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
5 12/1

9 
13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
核酸分子を用いた

創薬 
核酸医薬、mRNA医

薬、mRNAワクチン 
位髙 啓史 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
6 12/1

9 
14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
ソフトマターとドラッ

グデリバリーシス

テム 

 松元 亮 【到達目標】1),2)   

【学習方法】対面講義   

【事前学習】事前に配布する講義資料

に目を通しておくこと 
7 1/9 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
バイオマテリアル I 骨修復用バイオマテ

リアルとがん治療用

バイオマテリアル 

川下 将一 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
8 1/9 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
バイオマテリアル II リン酸カルシウム系

バイオマテリアル 
横井 太史 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
 

 

授業方法 
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対面形式での講義を実施する。授業方法は各講師により異なるので、指示に従うこと。コロナ肺炎等の感染症対策は大学の方針に従う。

状況により授業方法の変更等がある場合は随時連絡する。 

授業内容 

1. 影近弘之「生命理工概論の概要／ケミカルバイオロジー概論／医薬化学研究と創薬」 

2. 玉村啓和「創薬とバイオミメティックⅠ・Ⅱ」 

3. 位髙啓史 「核酸分子を用いた創薬」 

4. 松元亮「ソフトマターとドラッグデリバリーシステム」 

5. 川下将一「骨修復用バイオマテリアルとがん治療用バイオマテリアル」 

6. 横井太史「リン酸カルシウム系バイオマテリアル」 

成績評価の方法 

講義への積極的な参加を期待する。全講義終了後に２件のレポートを提出する。 

１. 担当教員からの指示に従ってレポートを提出する。 

２. 講義を担当した教員を２人選び、それぞれの講義について、①講義内容の要約、②講義中にあなたが注目したこと（あるいは疑問に

思ったこと）、注目した理由、それに対するあなたの考え（意見、提案）、③講義でもっと聴きたいと思ったこと、を A4 レポート用紙 1～2 ペ

ージにまとめ、指定された期日までに科目責任者に提出する。 

成績評価の基準 

講義担当者へ提出するレポートと科目責任者に提出するレポートをもとに評価する。到達目標に達したものは60点、優れたものは80点、

希に優れたものは 100点を目安に評価する。講義への参加状況を考慮する。担当教員の評価を合算したのち、総合成績（１００点満点）に

換算して評点とする。総合成績が６０点以上のものを合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

随時、各担当教員より指示する。事前に配布する講義資料に目を通しておくこと 

試験の受験資格 

オムニバス形式の実習であるので、原則としてすべての講義に出席することを求める。出席の確認は各講師の指示に従うこと。講義の無

断欠席や無断早退が認められた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、代

替法について担当教員から指示する。全体として 2/3以上の出席が認められなければ評価しない。 

教科書 

特に指定しない。 

他科目との関連 

生体医工学（三林 浩二、２単位）の生体計測デバイス関する講義と合わせて、生体材料研究所に関連する研究トピックスをカバーする。 

履修上の注意事項 

随時、各担当教員より指示する。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートをWebClassで実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南:minami.bse@tmd.ac.jp、  

オフィスアワー 

伊藤 南:３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 

 

189



時間割番号 013029 

科目名 分子生物学 科目 ID MT-493200-L 

担当教員 後藤 利保[GOTO TOSHIYASU] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Molecular Biology 

【科目責任者】後藤 利保 

遺伝情報の維持、複製、発現の基本的なしくみを理解し、生命現象を遺伝子発現制御の観点から考える力を身につける。 

主な講義場所 

zoomを用いた同期型オンライン授業、及び、講義室2での対面授業。 

授業の目的、概要等 

分子生物学は分子を通して、生命現象を理解する学問である。分子生物学の基本的知識無くしては先端的な医学や生物学の理解は覚束

ない時代となっている。分子生物学を含む生命科学の最前線は日々急速に前進しているので、教科書には記載されていない最新の話題

も交えて、解り易く講義する。 

授業の到達目標 

クロマチン修飾、転写、RNAプロセシング、翻訳などの遺伝子発現制御機構や、DNAの修復、複製などの遺伝情報維持機構の基本的なし

くみを分子レベルで理解する。 

さまざまな遺伝子発現制御が個体発生や老化などの生命現象にどのように関わっているのかを理解する。 

１）生物を物質として捉え、基礎的な遺伝情報の転写、翻訳に関わる物質を説明できる。 

２）mRNAの転写制御機構の概要を説明できる。 

３）DNAの複製機構やテロメアの構造と維持の機構、がん化や老化との関連を説明できる。 

４）真核生物のmRNAの転写開始に関わる機構を説明できる。 

５）真核生物のmRNAの転写後プロセシングや細胞内局在の制御機構の概要を説明できる。 

６）DNAの損傷と修復機構の概要を説明できる。ゲノム編集の概要を説明できる。 

７）mRNAの核外輸送、細胞内局在、翻訳機構について説明できる。 

８）mRNAの品質管理機構、非コードRNAの機能、エピジェネティックな制御機構の概要を説明できる。 

これらの基礎知識を基にして、最新の分子生物学関連の記事や原著論文を自身で通読できる能力を身につけることを最終目標とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/28 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
遺伝子発現制

御機構概論 
生物を物質として捉え、基礎的

な遺伝情報の転写、翻訳に関

わる物質について概説する 

後藤 利保 【到達目標】 １）  

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
2 5/12 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2 

メッセンジャー

RNAの転写 
原核生物および真核生物にお

けるメッセンジャーRNAの転写

制御機構について概説する 

後藤 利保 【到達目標】 2）   

【学習方法】 対面講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 

3 5/19 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
がん化・老化

の遺伝子発現

制御 

DNAの複製、テロメアの構造と

維持機構について概説し、が

ん化・老化との関連を概説する 

後藤 利保 【到達目標】 3）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
4 6/2 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
メッセンジャー

RNAの転写開

始 

真核生物のmRNAの転写開始

に関わる機構について概説す

る 

後藤 利保 【到達目標】 4）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
5 6/13 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
メッセンジャー

RNAのプロセ

シング 

真核生物のmRNAの転写後プ

ロセシングや細胞内局在の制

御機構の概要について概説す

後藤 利保 【到達目標】5）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試
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る 験問題を提出（詳細は別記） 
6 6/16 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
DNAの損傷と

修復 
DNAの損傷の種類やその修復

機構について概説する。遺伝

子工学のツールとしてのゲノム

編集について概説する 

平岡 優一 【到達目標】 6）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
7 6/23 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
メッセンジャー

RNAのプロセ

シング後の機

構と翻訳 

mRNAの核外輸送、細胞内局

在、翻訳機構について概説す

る 

後藤 利保 【到達目標】 7）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
8 6/30 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2 

mRNAの品質

管理機構、及

び、非コード

RNAの機能 

mRNAの品質管理、その他の

非コードRNAの転写や機能、

エピジェネティックな転写制御

機構について概説する 

後藤 利保 【到達目標】 8）   

【学習方法】 対面講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
 

授業方法 

zoom上で、スライドを用いた同期授業、及び、講義室にて対面授業を行う。 

アクティブラーニングとして、学生による試験問題の作成と解答を実施する（通常試験とは別に各自の個別の試験として通常試験時に別

途解答していただく）。 

授業の内容から学生が各自、自分に対して試験問題を１題作成し、その試験問題を各授業終了後、当日中にメールで担当教員（後藤利

保）に出題する。解答として何を書くかまでを考えて、自らに出題すること。 

ただし、以下の試験問題は採用しない。 

１、翌日以後に着信したメールに書かれた試験問題 

２、欠席した日に着信したメールに書かれた試験問題 

３、授業の内容から逸脱した試験問題 

授業内容 

授業スケジュールを参照。 

成績評価の方法 

筆記試験（通常） 

多肢選択式問題 20題 各1点 合計20点 

記述式問題 4題 各10点 合計40点 

筆記試験（個別） 

各授業日に提出した自らへの試験問題 8題 各5点 合計40点 

合計で 90点以上でA+、80点以上でA、70点以上でB、60点以上でC、60点未満で不可とする。 

不可の場合の追試やレポート提出は行いません。 

成績評価の基準 

自分自身による試験問題の作成と解答を通して、講義内容を理解しているか。 

分子生物学の基本的な知識を習得できているか。 

講義の内容を理解し自分の言葉で表現できているか。 

準備学習等についての具体的な指示 

講義が始まるまでの期間に準備は必要ないが、講義を受けたら、該当する内容について、例示の参考書など大学レベルの内容の書籍を

読んで次の週までに復習し、講義で配布された小テストに自分で解答できるようにすること。図書館等で必要な文献等を読み、辞書等を

引き、それでも不明な点は教員に積極的に質問するなど、受講者個人の講義外での活動に期待している。遺伝学など他の講義とも密接

に関わるので、科目相互の連関にも目を配り、生命現象を分子レベルで理解して自分の言葉で説明できるよう、理解を深めること。 

試験の受験資格 

講義に 5回以上出席すること。 

zoom での出席は、講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合。 

参考書 

分子細胞生物学／H. Lodish [ほか著],Lodish, Harvey F.,Berk, Arnold,Kaiser, Chris,Krieger, Monty,Bretscher, Anthony,Ploegh, Hidde L.,Amon, 

Angelika,Martin, Kelsey C.,榎森, 康文,堅田, 利明,須藤, 和夫(1947-),富田, 泰輔,仁科, 博史,山本, 啓一(1948-),：東京化学同人，2019-12 

細胞の分子生物学／Bruce Alberts [ほか] 著 ; 青山聖子 [ほか] 翻訳,Alberts, Bruce,Johnson, Alexander D.,Lewis, Julian,Morgan, David 
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Owen,Raff, Martin C.,Roberts, K. (Keith),Walter, Peter,青山, 聖子,斉藤, 英裕,滋賀, 陽子,田口, マミ子,滝田, 郁子,中塚, 公子,羽田, 裕子,船田, 

晶子,宮下, 悦子,中村, 桂子,松原, 謙一,：ニュートンプレス，2017 

ワトソン遺伝子の分子生物学／James D. Watson [ほか] 著 ; 滋賀陽子 [ほか] 訳,Watson, James Dewey,Baker, Tania,Bell, Stephen 

P.,Gann, Alexander,Levine, Michael S.,Losick, Richard,滋賀, 陽子,滝田, 郁子,羽田, 裕子,宮下, 悦子,中村, 桂子,：東京電機大学出版局，2017 

遺伝子発現制御機構―クロマチン，転写制御，エピジェネティクス／田村隆明・浦聖恵 編著：東京化学同人，2017 

基礎分子生物学／田村隆明, 村松正實 著,：東京化学同人，2016 

分子生物学の幅広い基礎知識を得る上では、各自でできるだけ新しい本を参考書として購入することを薦める。ここに紹介した日本語訳

のものより英語版の方が新しい版を入手できる可能性がある。大学院への進学を考える者には在学中に少なくとも１冊を通読することを

薦める。 

他科目との関連 

これまで他科目で学習したあるいは今後学習するすべての生命現象を遺伝子の発現制御の視点から考察できるよう、この科目の理解を

深めてもらいたい。 

履修上の注意事項 

分子生物学や細胞生物学などの実験系の研究室で大学院に進みたい、あるいはバイオテクノロジー関連のベンチャーなどで働くことを

考慮している学生諸君に受講を薦めたい。自ら率先して質問や討論をするような、講義への積極的な参加を希望する。 

備考 

ただ単なる出席点ではなく、その代わりとなるように、アクティブラーニングの一環として、各講義終了後に自作の試験問題を提出してもら

うようにしている。試験日に個別試験として自作の試験の解答にて最終的な評価としている。 

改善点として、自作問題の作成時に、必ず答えられるような質問を提出することを授業内で説明する。また、対面授業では質疑応答の時

間をできる限り増やす。 

参照ホームページ 

特になし。 

連絡先（メールアドレス） 

後藤 利保:後藤 利保：goto.mcb@mri.tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

後藤 利保:後藤 利保:平日8:15-17:00 

M&Dタワー23階 N-2311号室 
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時間割番号 013031 

科目名 心臓生理学 科目 ID MT-490500-L 

担当教員 笹野 哲郎[SASANO TETSUO] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 3～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Cardiac Physiology 

【科目責任者】笹野 哲郎 

授業の目的、概要等 

心臓が血液を循環するためのしくみを学ぶ。 

循環生理検査の際に、心電図判読で困らない程度の読解力を身につける。 

授業の到達目標 

(1) 心臓の電気生理学の基礎を説明できる。 

(2) 心電図の基礎と正常心電図が説明できる。 

(3) 健常心および病態における心電図波形の成り立ちが理解できる。 

(4) 不整脈心電図の見方が説明できる。 

(5) 運動負荷心電図・ホルター心電図を判読できる。 

(6) 心電図判読演習により、心電図が判読できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 10/2 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（１） 
心臓電気生理の基

礎 
笹野 哲郎 【到達目標】(1)   

【学習方法】遠隔講義  【その他】 
2 10/16 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（２） 
心電図の基礎と正

常心電図 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)   

【学習方法】遠隔講義  【その他】 
3 10/23 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（３） 
不整脈心電図 笹野 哲郎 【到達目標】(2)(3)   

【学習方法】遠隔講義  【その他】 
4 10/30 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期型） 
心臓生理学

（４） 
運動負荷心電図・ホ

ルター心電図 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)(4)   

【学習方法】非同期ビデオ  【その他】 
5 11/6 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
心臓生理学

（５） 
正常及び病態心に

おける心電図変化

とその成り立ち 

笹野 哲郎 【到達目標】(3)   

習方法】対面講義  【その他】 

6 11/27 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（６） 
心電図判読グルー

プ演習（1） 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)(4)(6)   

【学習方法】グループワーク  【その他】 
7 12/11 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
心臓生理学

（７） 
心電図判読グルー

プ演習（2） 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)(4)(6)   

【学習方法】グループワーク  【その他】 
8 12/18 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
心臓生理学

（８） 
心電図判読テスト 笹野 哲郎 【到達目標】(6)   

【学習方法】テスト  【その他】 
 

授業方法 

講義室での対面授業または Zoom による同期授業を原則とする。配付資料をもとに講義するが、配付資料は講義開始前までに WebClass

で公開する。講義中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。講義の一部では、あらかじめ配布した問題に対するアクティブラーニン

グを行うほか、アンケートソフトを利用した質疑などを講義中に行う。 

授業内容 

心臓電気生理の基礎、心電図の基礎、不整脈・虚血性心疾患などの個別の心電図判読、ホルタ―心電図、運動負荷心電図、国家試験の

過去問演習 

成績評価の方法 

1) 第8回の心電図判読テストの成績 

 テストを提出しない場合、不合格とする。 

2）講義中の小テストの成績 

 小テストは講義中の任意の時間に 1回または複数回行う。回答しない場合は欠席と同様の扱いとし、成績評価から減点する。 
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3）講義中の質問などの積極的参加状況 

 積極的な参加は加点対象とする。また、対面・Zoomともに途中退出は欠席と同様の扱いとし、成績評価から減点する。 

成績評価の基準 

1) 心電図判読テスト 50点満点 

2) 講義中の小テスト 50点満点 

3) 参加状況については、内容に応じて加点対象とする。最大20点 

  また欠席・途中退出は減点対象とする。最大50点。 

準備学習等についての具体的な指示 

人体構造病学・生理検査学講義の心臓に関する箇所を十分理解して来ること。 

試験の受験資格 

試験は行わず、講義中の小テストを含む平常点とレポートにより評価する。出席は取らないが、小テストの提出状況と回答状況は評価の

対象とする。 

教科書 

目からウロコの心電図 = Don't worry, ECG interpretation.／古川哲史 著,：ライフメディコム，2011 

参考書 

：ライフメディコム 

そうだったのか!臨床に役立つ不整脈の基礎／中谷晴昭, 古川哲史, 山根禎一 著,：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2012 

臨床薬理学／井上智子, 窪田哲朗編 ; 井上智子 [ほか] 執筆,井上, 智子,窪田, 哲朗,：医学書院，2017 

病態学/臨床検査医学総論／奈良信雄, 高木康,和田隆志 編：医歯薬出版，2021 

：新潮社 

：成美堂出版 

他科目との関連 

生理検査学講義の心電図の項目と相補的な内容となり、臨地実習における心電図判読とも関連します。 

履修上の注意事項 

同期型講義の際は、チャットでの質問を随時受け付けます。  疑問点は積極的に質問してください。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClassで実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

笹野 哲郎 ： sasano.cvm@tmd.ac.jp  M&Dタワー13階南西角 

オフィスアワー 

笹野 哲郎 ： オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 
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時間割番号 013075 

科目名 アドバンスド生理機能検査学 科目 ID MT-492600-L 

担当教員 柿沼 晴, 角 勇樹, 赤座 実穂, 山口 純司[KAKINUMA SEI, SUMI YUKI, AKAZA MIHO, YAMAGUCHI Junnji] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 3～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Advanced Physiological Laboratory Science 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

2023年度はオンライン授業（Zoomまたは非同期）及び登校型の双方により実施する。 

時間割は変更の可能性があるので、webclassを随時確認すること。 

授業の目的、概要等 

生理検査学講義で扱わない最先端、あるいは高度な生理機能検査を学ぶ。 

これらを学ぶ事により、生体の仕組みに対する理解を深める。 

生理機能検査を通じて、疾患の病態生理についても学ぶ。 

授業の到達目標 

1)新規の生理機能検査の原理、結果評価について概説出来る。 

2)関連する疾患病態生理について概説出来る。 

後述のように、出席点を 50点、レポート点を 50点として評価し、総合成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上を

Cとする。 

レポートの成績評価は、各領域の講師が講義内容に基づいて判定する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他 
1 10/2 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

1 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
2 10/16 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

2 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
3 10/23 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

3 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
4 10/30 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

4 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
5 11/6 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2 
アドバンスド生

理機能検査学

5 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、対

面講義 
6 11/27 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

6 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
7 12/11 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室4 
アドバンスド生

理機能検査学

7 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、 

対面講義 
8 12/18 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2 
アドバンスド生

理機能検査学

8 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclassに掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、対

面講義 
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授業方法 

Zoomによる同期型授業を中心とし、webclassを併用する場合がある。 

時間割は別途webclassに掲載するので確認すること。 

アクティブ・ラーニングが中心となっており、自学自習を行うことが必要である。 

授業内容 

消化器系検査、呼吸器系検査、神経・筋機能検査、循環器系検査、それを用いた病態生理などについて学ぶ。時間割は別途 webclass に

掲載する。 

成績評価の方法 

定期試験の実施はしない。 

授業の最終回終了後にレポート１通の提出をもって理解度を問う。レポートの課題は、初回の授業時に伝達する。出席評価 50 点、及び、

レポート評価50点の合計点をもって最終評価とする。 

期限を過ぎて提出されたレポートは採点対象としない。従って、期限〆切後にレポートを提出しても、60 点以上は獲得できず不合格にな

ることに留意すること。 

成績評価の基準 

生理検査学の知識・理解の達成度、講義中の討論における参加を総合的に評価する。 

出席点を 50点、レポート点を 50点として評価し、総合成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

レポートの成績評価は、各領域の講師が講義内容に基づいて判定する。 

出席点は出席率をもって計算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

基本的な生理機能検査についてあらかじめ復習しておく事。 

試験の受験資格 

定期試験は実施しない。しかし、単位認定のためには規定の出席数が必要であり、計８回の講義のうち、５回以上の出席がなければ、単

位認定はしない。出席の有無は、同期型の場合 Zoom の視聴ログにより、最初から最後までを視聴していたことが確認できたことをもっ

て、判定する。webclass の非同期授業の場合は、webclass の視聴履歴により最初から最後までを視聴していたことが確認できたか、指定

の視聴確認テストがあった場合には、全問正解をもって受講したとみなす。なお、視聴確認テストで合格であっても webclass で 90 分の受

講時間に対して視聴履歴が 45分以下だった場合は、出席とは判定しないので留意すること。登校型は教務の規定通りの判定となる。 

モジュールの単位判定 

本講義全体で単位を判定する。 

教科書 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 第2版／東條 尚子 編集,川良 徳弘 編集,東條 尚子,川良 徳弘,：医歯薬出版，2022-01-12 

参考書 

各担当講師がWebclassに資料を uploadする場合がある。 

他科目との関連 

解剖学，生理検査学Ⅰ，医学概論，総合講義，臨床病態学，医用機器・工学，心臓生理学などと関連。 

履修上の注意事項 

時間割、予定は別途webclassに掲載し、同期型か非同期型の指示があるので確認すること。 

備考 

アクティブ・ラーニングについては、授業中にレポート課題を説明する。 

また、講義中の講師との質疑応答を介してアクティブ・ラーニングを行う。 

参照ホームページ 

生理検査は人を対象とした動的な検査であり、各種ホームページにて動画や図表、イラストを参照すると理解が進む場合がある。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3号館16階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 
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時間割番号 013090 

科目名 心電図判読 科目 ID MT-492300-Z 

担当教員 柿沼 晴, 藤代 瞳[KAKINUMA SEI, FUJISHIRO Hitomi] 

開講時期 2023年度前期 対象年次  単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Analysis of Electrocardiogram 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

Zoom IDは別途教務より連絡される。 

授業の目的、概要等 

心電図の基礎を学習し、心電図判読技術を高め、資格習得(心電図検定3級)を目指す。 

授業の到達目標 

1) 正常な心電図と異常な心電図の差異を説明できる。 

2) 心電図検定3級合格レベルの判読力を身につける。 

筆記試験では講義で扱った内容に基づき、心電図検定と同等の難易度の問題を出題する。 

試験の成績で 90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

合否判定（単位認定）に関しては試験により 60点以上を合格要件とするので留意されたい。 

なお、本試験合格者に関しては、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績（評価）とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/17 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
心電図の基礎1 心電図の基礎 柿沼 晴, 藤代 瞳 【到達目標】1)   

【学習方法】遠隔講義、演習 
2 4/24 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
心電図の基礎2 P波、QRS波、ST 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1)   

【学習方法】遠隔講義、演習 
3 5/8 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
心電図の基礎3 T波、U波、QT 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1)   

【学習方法】遠隔講義、演習 
4 5/15 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
心電図判読演習1 不整脈波形1 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
5 5/22 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習2 不整脈波形2 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
6 5/29 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習3 特徴ある異常波形 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
7 6/5 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習4 過去問演習 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
8 6/12 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習5 過去問演習 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
 

 

授業方法 

講義形式、問題を解く演習形式。 

アクティブ・ラーニングが中心となっており、自学自習を行うことが必要である。 

授業内容 

心電図検定過去問の判読、東京医科歯科大学病院検査部の心電図の判読。 

成績評価の方法 

定期試験を行う。 

試験での評価を90%、講義における参加の状況を担当教官が評価し、その評点を10%として総合評価をする。合計で60点以上の者を合格

とする。 

本試験の筆記試験が 60点未満の場合は他の評価にかかわらず再試験とする。 

再試験後の上記総合評価が 60点未満であった場合は単位を認定しない。 
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成績評価の基準 

筆記試験での評価を 90%、講義における参加の状況を担当教官が評価し、その評点を 10%として総合評価をする。 

評点90点以上をA+、80点以上をA、70点以上をB、60点以上をCとする。 

本試験 60 点以上の合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、上記の基準

に従って最終成績とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に教科書を読み、演習課題に取り組むこと。 

課題は別途教官より指示される。 

試験の受験資格 

2023年度は Zoom同期型講義と登校型を併用して行う。 

全８回中、５回以上の出席がないものは定期試験の受験資格を認めない。 

出欠判定は同期型は Zoom の視聴履歴を確認し、講義を最初から最後まで参加していることが確認できた場合を出席とする。登校型では

教務の規定通りとなる。 

モジュールの単位判定 

本講義全体で単位判定を行う。 

教科書 

心電図検定公式問題集&ガイド : 受検者必携!2級/3級／日本不整脈心電学会心電図検定委員会 編著,：メディカ出版，2018 

これならわかる!心電図の読み方 : モニターから 12誘導まで／大島一太著,大島, 一太,：ナツメ社，2017 

心電図の読み方パーフェクトマニュアル : 理論と波形パターンで徹底トレーニング!／渡辺重行, 山口巖編,渡辺, 重行,山口, 巖,：羊土社，

2006 

参考書 

実力心電図 : 「読める」のその先へ／日本不整脈心電学会 編,日本不整脈心電学会,：日本不整脈心電学会，2022 

他科目との関連 

生理検査学講義/実習の心電図の項目、心臓生理学 

履修上の注意事項 

講義は解説が中心となるため、事前に心電図を判読して講義に臨むこと。 

備考 

講義中の講師との質疑応答を介してアクティブ・ラーニングを行う。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

藤代 瞳:fujishiro.aps@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 
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時間割番号 014001 

科目名 AI実践演習 科目 ID MT-493600-S 

担当教員 角 勇樹[SUMI YUKI] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：AI Practice Exercise 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

Zoomによる同期および非同期 

授業の目的、概要等 

プログラミングを行い、実行することによりAIについて active learningを行う 

授業の到達目標 

1) AIについて様々な基本的概念を理解する 

2) 実践して経験する 

3) 応用として個々のニーズに応じたカスタマイズができる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 9/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Tkinter,Pillowに

よる画像処理 
IDE(Integrated Development 

Environment, 統合開発環境) の

構築、Python基本的文法、Tkinter

の使い方、PILの使い方 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習にてアニメ作成 

2 10/5 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
オブジェクト指向

とイベント処理 
Python基本的文法、Tkinterの使

い方、PILの使い方、オブジェクト

指向とイベント処理 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習にて電卓作成 
3 10/19 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
ウインドウと画

像処理 
Tkinter,Pillowによる画像処理 角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習にて画像編集ソフトの

作成 
4 11/9 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習1 NN(neural network)、Deep 

learning(深層学習)、Fully 

Connected Layer(全結合層)、

Backpropagation(逆誤差伝搬)、誤

差関数 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(MNIST画像分類) 

5 11/16 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習2 畳み込み(convolution neural 

network)、Max pooling、データー

拡張、k分割交差検証 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(MNIST画像分類) 
6 11/22 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習3 過学習、Dropout、Batch 

normalization、残差ネットワーク 

(Residual network)、転移学習、

GradCam 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(転移学習による画像

分類、eXception,GradCam) 
7 12/7 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習4 U-network  Segmentation 角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(犬と猫の

Segmentation) 
8 12/14 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習5 Object detection 角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(YOLOによる real time 

object detection) 
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授業方法 

基本的概念を同期および非同期授業にて学習し、例として提示されたプログラムを改変して提示された課題提出により成績判定を行うの

で、自主的にプログラミングし課題を提出すること 

授業内容 

課題提出により成績判定を行うので、自主的にプログラミングし課題を提出すること 

成績評価の方法 

複数の課題提出内容により成績判定を行う 

成績評価の基準 

課題提出内容を相対評価し、成績をつける。課題提出を行わなかった場合、提出内容が要求水準を満たさないことが続いた場合には単

位認定を行わない。 

準備学習等についての具体的な指示 

「医療とAI・ビッグデータ入門」を履修している必要がある。 

Pythonについて基本的な事項は理解していることが望まれる。 

試験の受験資格 

課題提出により成績判定を行うので、自主的にプログラミングし課題を提出すること 

他科目との関連 

「医療とAI・ビッグデータ入門」、「医療とAI・ビッグデータ入門」と  関連がある 

履修上の注意事項 

「医療とAI・ビッグデータ入門」を履修している必要がある。 

備考 

希望する学生にはクラウド上の高速deep learning serverアクセス権限を付与する。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹 ： ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹 ：毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3号館16階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 
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時間割番号 013079A 

科目名 Learning Medical English 科目 ID MT-492900-L 

担当教員 大川 龍之介, 副島 友莉恵, 赤座 実穂, 太田 悠介[OKAWA RYUNOSUKE, SOEJIMA YURIE, AKAZA MIHO, 

OOTA Yuusuke] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

Learning Medical English 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載。 

授業の目的、概要等 

 現在、多くの人々が海外旅行し、多くの物資が世界中に運ばれ、多量の情報がインターネットで流れ、国際化が進んでいる。また明日を

担う本学の看護学生、臨床検査学生は、世界を舞台にして活躍することが期待されている。そのためには、単なる日常英会話能力だけで

なく、臨床の現場で用いる用語や患者との接遇に用いる用語など、医療における英語の知識を学ばなければならない。さらに、英語の文

献を読む力、国際学会での英語のプレゼンテーション能力も身に着ける必要である。 

 本科目では前半では採血、検体検査、生理機能検査に関連した英語、患者への接遇について、後半では、国際誌の読み方、国際学会

でのプレゼンテーションの仕方について学ぶ。募集の上限は看護、検査合わせて 12 名である。応募者が多い場合には書類、面接などに

より選抜する。 

授業の到達目標 

本科目の到達目標は臨床の現場、国際誌、国際学会でのプレゼンテーションで用いる様々な医学英語を学び活用できることにある。学生

は教科書にある基本的な英単語や語句を理解し記憶する事が求められる。 

１）採血に関する英単語，必要な会話ができる 

２）血液検査に関する英単語，必要な会話ができる 

３）尿・糞便検査に関する英単語，必要な会話ができる 

４）生理機能検査に関する英単語，必要な会話ができる 

５）検体採取に関する英単語，必要な会話ができる 

６）文献の読み方について説明できる 

７）国際学会での発表の仕方を説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 11/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第１，２章 やさしい英語，役立つ英

語，血液検査 
大川 龍之介 【到達目標】１），２）   【学習方法】同期型講

義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 

2 12/4 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第３，４章 尿検査，便検査  採血

に関するプレゼンテーション（アクテ

ィブラーニング） 

大川 龍之介 【到達目標】３）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 

3 12/18 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第５～７章 生理機能検査① 赤座 実穂 【到達目標】４）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
4 12/18 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第８～１１章 生理機能検査② 赤座 実穂 【到達目標】５）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
5 12/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方① 太田 悠介 【到達目標】６）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
6 12/20 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方② 太田 悠介 【到達目標】６）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
7 12/22 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテー

ション① 
副島 友莉恵 【到達目標】７）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
8 12/22 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテー

ション② 
副島 友莉恵 【到達目標】７）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
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授業方法 

zoomによる講義形式（同期型）。 

授業内容 

4名の教員によるオムニバス形式 

成績評価の方法 

講義参加状況、小試験またはプレゼンテーションの成績、講義時の積極性により評価する。 

１）講義の参加状況 10点 

２）小試験の成績 80点 

３）講義時の積極性 10点 

成績評価の基準 

１），２），３）の合計が 60点に達した場合に合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回、授業前に、教科書の章を予習すること。また各担当教員の二回目の授業の最初に前回学習分の理解度を知るための小試験を行う

ので、復習をしておくこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上出席した者。 

教科書 

臨床検査技師のための医学英語 : 実用会話・文献の読み方／奈良信雄, 西元慶治著,奈良, 信雄,西元, 慶治,Petersen, Mark,：医歯薬出

版，2019 

参考書 

特に指定しない。 

履修上の注意事項 

3回以上欠席の場合は不可とするので出席に注意すること。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 
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時間割番号 013062 

科目名 English for Health Care Sciences(Ⅰ) 科目 ID MT-491600-L 

担当教員 柿沼 晴, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ[KAKINUMA SEI, JANELLE RENEE 

MOROSS, Warren L Elizabeth] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：English for Health Care Sciences(Ⅰ) 

（英語討論 グローバルな意識） 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

遠隔授業（同期型）、Zoom ID/Passcodeは WebClass参照。 

授業の目的、概要等 

ネイティブの英語講師によって促進される旅行/毎日の会話関連のトピック/問題に関する小グループディスカッションになります。 

学生の登録は 15に制限されています。 

授業の到達目標 

海外旅行に興味のある学生が世界の旅行や文化の問題についての知識を深めるのを助けるために、トピックについて自分の意見を考え

出し、それらの意見を英語で包括的に表現します。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他

1 4/24 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Introductions,Meeting 

people,Family,  

Starting and finishing 

conversations,Giving 

compliments

柿沼 晴,  

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

2 5/15 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Hobbies and interests, 

Giving opinions and 

reasons, Agreeing and 

Disagreeing

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

3 5/22 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Food, Restaurants 

and eateries, Food 

Allergies

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

4 5/29 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Shopping (various 

situations)

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

5 6/5 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Asking for and giving 

directions

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

6 6/12 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Various travel 

situations

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

7 6/19 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Staying healthy abroad, 

Illnesses, Symptoms

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を
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学  びます。 
8 7/3 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Messages, numbers, 

phone inquiries 
グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。 
 

授業方法 

グループ討論、ロールプレイ、個人の予習 

授業内容 

授業スケジュール参照 

成績評価の方法 

１）出席状況 

２）学習への取組態度 

３）課題の到達度 

成績評価の基準 

１）出席状況：全回数の 2/3（11/16）以上の出席を必要とする。 

２）学習への取組態度 70%：積極的な参加を評価する。本講義はスピーキングを重視するため、ディスカッションや旅行等で起こりうる場

面を想定した会話演習での発言や参加態度を特に重視する。 

３）課題の到達度 30%：与えられた課題に対する到達度を評価する。また、課題ごとの発言で見られるスピーキングスキルの改善・向上も

評価の対象とする。 

これらを総合して評点する（100点満点）。総合得点が 60点以上の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

宿題は少ないこと 

WebClass参照 

試験の受験資格 

本科目においては最終試験は行わないが、成績評価は「出席」、「討論の参加」によって評価される。 

教科書 

WebClass参照 

他科目との関連 

ヘルスケア科学のための英語の最初の部分です。 2年生から 4年生までがこのクラスに申し込むことができます。 

履修上の注意事項 

成績は、クラス活動への積極的な参加に基づいて決定されます。 以前にこのコースを受講したことのある学生は、単位なしでのみ申請

できます。 

備考 

留学を希望するすべての医療技術の学生のためのスタディツアーの前後に必要です。 フィンランド、ラオス、タイ、ネパールなど。 

授業最終日から、科目についてのアンケートが webclass でできるようになっている。アンケートに回答しない場合は、定期試験の合否を

含む成績がwebclassに表示されない。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:jmoross.isc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:予約をしたい方は電子メールを送ってください。 
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時間割番号 013063 

科目名 English for Health Care Sciences(Ⅱ) 科目 ID MT-392000-L 

担当教員 柿沼 晴, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ[KAKINUMA SEI, JANELLE RENEE 

MOROSS, Warren L Elizabeth] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2～3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：English for Health Care Sciences(Ⅱ) 

（英語討論 グローバルな意識） 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

遠隔授業（同期型）、Zoom ID/Passcodeは WebClass参照。 

授業の目的、概要等 

ネイティブの英語講師によって促進される旅行/毎日の会話関連のトピック/問題に関する小グループディスカッションになります。 

学生の登録は 15に制限されています。 

授業の到達目標 

海外旅行に興味のある学生が世界の旅行や文化の問題についての知識を深めるのを助けるために、トピックについて自分の意見を考え

出し、それらの意見を英語で包括的に表現します。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・

その他 
1 12/6 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Introductions,  Asking 

and   Giving opinions,  

Agreeing and 

disagreeing 

 柿沼 晴,  

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
2 12/6 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Thanking/ Apologizing グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
3 12/11 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Making a complaint グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
4 12/13 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Advice,  Making 

suggestions 
グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
5 12/22 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Lost and Found,  

Describing things 
グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
6 12/22 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Reporting a crime,  

Describing a person or 

a situation 

グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
7 1/10 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Asking for permission,  

Asking people to do 

things,Offering your 

help 

グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
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8 1/10 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Making appointments, 

Showing interest, 

Handing conversation 

starters 

グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
 

授業方法 

グループ討論、ロールプレイ、個人の予習 

授業内容 

授業スケジュール参照 

成績評価の方法 

１）出席状況 

２）学習への取組態度 

３）課題の到達度 

成績評価の基準 

１）出席状況：全回数の 2/3（11/16）以上の出席を必要とする。 

２）学習への取組態度 70%：積極的な参加を評価する。本講義はスピーキングを重視するため、ディスカッションや旅行等で起こりうる場

面を想定した会話演習での発言や参加態度を特に重視する。 

３）課題の到達度 30%：与えられた課題に対する到達度を評価する。また、課題ごとの発言で見られるスピーキングスキルの改善・向上も

評価の対象とする。 

これらを総合して評点する（100点満点）。総合得点が 60点以上の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

WebClass参照 

宿題は少ないこと 

試験の受験資格 

本科目においては最終試験は行わないが、成績評価は「出席」、「討論の参加」によって評価される。 

教科書 

WebClass参照 

他科目との関連 

ヘルスケア科学のための英語の最初の部分です。 2年生から 3年生までがこのクラスに申し込むことができます。 

履修上の注意事項 

成績は、クラス活動への積極的な参加に基づいて決定されます。 以前にこのコースを受講したことのある学生は、単位なしでのみ申請

できます。 

備考 

留学を希望するすべての医療技術の学生のためのスタディツアーの前後に必要です。 フィンランド、ラオス、タイ、ネパールなど。 

授業最終日から、科目についてのアンケートが webclass でできるようになっている。アンケートに回答しない場合は、定期試験の合否を

含む成績がwebclassに表示されない。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:jmoross.isc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3号館16階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:予約をしたい方は電子メールを送ってください。 
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＜自由科目＞ 
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時間割番号 013086 

科目名 短期海外研修A 科目 ID MT-190800-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 1 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他 
1 4/17 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等） 

西尾 美和子 日時は未定である。 

2 10/18 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。  

海外研修報告会を通じ

た体験学習を行う。 
 

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFLによる語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者はEnglish for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。 
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備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：shio.lmg@tmd.ac.jp 
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時間割番号 013076 

科目名 短期海外研修B 科目 ID MT-293000-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他 
1 4/17 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等） 

西尾 美和子 日時は未定である。 

2 10/18 18:00-19:30 未定, 遠

隔授業

（同期型） 

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。海外

研修報告会を通じた体験

学習を行う。 
 

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFLによる語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者はEnglish for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。 
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備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：mnishio.lmg@tmd.ac.jp 
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時間割番号 013077 

科目名 短期海外研修C 科目 ID MT-392100-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他

1 4/17 18:00-19:30 未定, 

遠隔授業

（同期型）

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等）

西尾 美和子 日時は未定である。

2 10/18 18:00-19:30 未定, 

遠隔授業

（同期型）

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。  

海外研修報告会を通じ

た体験学習を行う。

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFLによる語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者はEnglish for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。
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備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：mnishio.lmg@tmd.ac.jp 
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時間割番号 013078 

科目名 短期海外研修D 科目 ID MT-492700-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023年度通年 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他 
1 4/17 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等） 

西尾 美和子 日時は未定である。 

2 10/18 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。海

外研修報告会を通じた

体験学習を行う。 
 

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFLによる語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者はEnglish for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。 
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備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：mnishio.lmg@tmd.ac.jp 
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時間割番号 013079A 

科目名 Learning Medical English 科目 ID MT-492900-L 

担当教員 大川 龍之介, 副島 友莉恵, 赤座 実穂, 太田 悠介[OKAWA RYUNOSUKE, SOEJIMA YURIE, AKAZA MIHO, 

OOTA Yuusuke] 

開講時期 2023年度後期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

Learning Medical English 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載。 

授業の目的、概要等 

 現在、多くの人々が海外旅行し、多くの物資が世界中に運ばれ、多量の情報がインターネットで流れ、国際化が進んでいる。また明日を

担う本学の看護学生、臨床検査学生は、世界を舞台にして活躍することが期待されている。そのためには、単なる日常英会話能力だけで

なく、臨床の現場で用いる用語や患者との接遇に用いる用語など、医療における英語の知識を学ばなければならない。さらに、英語の文

献を読む力、国際学会での英語のプレゼンテーション能力も身に着ける必要である。 

 本科目では前半では採血、検体検査、生理機能検査に関連した英語、患者への接遇について、後半では、国際誌の読み方、国際学会

でのプレゼンテーションの仕方について学ぶ。募集の上限は看護、検査合わせて 12 名である。応募者が多い場合には書類、面接などに

より選抜する。 

授業の到達目標 

本科目の到達目標は臨床の現場、国際誌、国際学会でのプレゼンテーションで用いる様々な医学英語を学び活用できることにある。学生

は教科書にある基本的な英単語や語句を理解し記憶する事が求められる。 

１）採血に関する英単語，必要な会話ができる 

２）血液検査に関する英単語，必要な会話ができる 

３）尿・糞便検査に関する英単語，必要な会話ができる 

４）生理機能検査に関する英単語，必要な会話ができる 

５）検体採取に関する英単語，必要な会話ができる 

６）文献の読み方について説明できる 

７）国際学会での発表の仕方を説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 11/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第１，２章 やさしい英語，役立つ英

語，血液検査 
大川 龍之介 【到達目標】１），２）  【学習方法】同期型講

義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
2 12/4 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第３，４章 尿検査，便検査  採血に

関するプレゼンテーション（アクティブ

ラーニング） 

大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 

3 12/18 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第５～７章 生理機能検査① 赤座 実穂 【到達目標】４）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
4 12/18 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第８～１１章 生理機能検査② 赤座 実穂 【到達目標】５）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
5 12/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方① 太田 悠介 【到達目標】６）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
6 12/20 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方② 太田 悠介 【到達目標】６）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
7 12/22 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテーシ

ョン① 
副島 友莉恵 【到達目標】７）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
8 12/22 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテーシ

ョン② 
副島 友莉恵 【到達目標】７）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass講義スライド，教科書 
 

216



授業方法 

zoomによる講義形式（同期型）。 

授業内容 

4名の教員によるオムニバス形式 

成績評価の方法 

講義参加状況、小試験またはプレゼンテーションの成績、講義時の積極性により評価する。 

１）講義の参加状況 10点 

２）小試験の成績 80点 

３）講義時の積極性 10点 

成績評価の基準 

１），２），３）の合計が 60点に達した場合に合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回、授業前に、教科書の章を予習すること。また各担当教員の二回目の授業の最初に前回学習分の理解度を知るための小試験を行う

ので、復習をしておくこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上出席した者。 

教科書 

臨床検査技師のための医学英語 : 実用会話・文献の読み方／奈良信雄, 西元慶治著,奈良, 信雄,西元, 慶治,Petersen, Mark,：医歯薬出

版，2019 

参考書 

特に指定しない。 

履修上の注意事項 

3回以上欠席の場合は不可とするので出席に注意すること。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022年度の授業評価結果を踏まえ、2023年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 
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学生周知事項
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学 生 周 知 事 項 
 

１ 連絡・通知 
すべての告示，通知，連絡（試験関係，休講，講義室変更，奨学金関係，健康診断，授業料の

納付，呼び出し等）は，Web Class（電子掲示板）により行います。 

新たに掲示があった場合はメーリングリストで周知するので、１日に１回はメールを確認するように

心がけ、見落として不利益を被らないよう十分注意してください。 

 

２ 電話等による学生の呼び出し等 
電話等による学生の呼び出しは，緊急かつ重大な場合を除いて一切行わないので，各関係者

に説明しておいて下さい。 

 

３ 学生証 
学生証は，本学の学生である旨を証明するものです。 

入学時に交付したものを４年間使用しますので，紛失・破損等のないよう大切に取り扱って下さ

い。 

また，定期試験受験時，通学定期券の購入時等に提示を求められたときに提示できるよう，常

に携帯するようにして下さい。 

（１） 再交付 

学生証を紛失又は破損等した場合は，速やかに学務企画課（１号館西１階）に申し出て，再

交付の手続きをとって下さい。 

再交付には費用がかかりますので注意してください。また再交付まで約１ヶ月近くかかりま

す。 

（２） 返却 

卒業，退学，除籍，又は有効期間が経過した場合は，速やかに学生証を学務企画課に返

却して下さい。なお、返却できない場合は費用を負担することになります。 

 

４ 証明書等 
証明書等は，保健衛生教務係にて発行するものと，自動発行機にて発行するものがあります。 

（1） 保健衛生教務係（受付時間：８：３０～１７：１５） 

次に掲げるものは，保健衛生教務係で発行しますので証明書交付願を提出して下さい。 

（交付は，原則として，提出のあった日の明後日となります。） 

①成績証明書 

②調査書 

③英文の在学証明書（交付に１週間程度要します。） 

④通学証明書（交通機関から請求された場合に限る。） 

バス及び鉄道の通学定期券を購入する場合は，住居の最寄り駅又は大学の最寄り駅に

て学生証を提示し，直接購入して下さい。 

⑤実習用定期 

卒業研究等により本学以外の地に通学する場合は，実習用定期の発行が可能な為，必

要が生じた者は，保健衛生教務係に申し出てください。 

なお，鉄道会社の許可を受けるまでに１ヶ月程度要しますので留意してください。（例：４月

から必要な場合は，２月中に手続きをとること。） 

※その他：上記以外の証明書等については，個々に保健衛生教務係に相談して下さい。 
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（２） 自動発行機（利用時間：月～金 ８：３０～２１：００） 

在学証明書・卒業見込み証明書（第４学年在籍者のみ）は，学生談話室（５号館４階）に設

置されている[自動発行機]にて発行します。 

（問い合わせ先）学務企画課企画調査係（03-5803-5074） 

 

５ 学生旅客運賃割引証（学割証） 
（１） 学生が課外活動又は帰省などでＪＲ線を利用する場合，乗車区間が片道100kmを超えるとき

に旅客運賃の割引（２割）を受けることができるものです。 

この制度は，修学上の経済的負担を軽減し，学校教育の振興に寄与することを目的とするも

のなので，計画的に使用すること。（年間使用限度：１０枚／人） 

（２） 次に掲げる行為があったときは，普通運賃の２倍の追徴金を取られるばかりでなく，本学の全

学生に対する学割証の発行が停止されることがありますので，乱用又は不正に使用することのな

いよう注意して下さい。 

①他人名義の学割証を使って乗車券を購入したとき 

②名義人が乗車券を購入し，これを他人に使用させたとき 

③使用有効期間を経過したものを使用したとき 

（３） 学割証は，学生談話室（５号館４階）に設置されている「自動発行機」にて発行します。 

（利用時間：８：３０～２１：００） 

（問い合わせ先）学生支援事務室 学生支援総括係（03-5803-5077） 

 

６ 住所・氏名等の変更 
本人又は保証人の住所・本籍又は氏名等（電話番号を含む。）に変更が生じた場合は，速やか

に保健衛生教務係に申し出て所定の手続きをとって下さい。 

この手続きを怠った場合，大学から本人又は保証人に緊急に連絡する必要が生じても連絡が

取れないので注意して下さい。 

 

７ 休学，復学，退学，欠席 
（１） 休学 

病気その他の事由により，引き続き３ヶ月以上休学する場合は，「休学願」を保健衛生教務係

に提出し，学長の許可を受けて下さい。（病気の場合は，医師の診断書を添付して下さい。） 

なお，休学にあたっては，事前に「学年担当教員」又は「グループ担当教員」と面談し，休学

事由及び休学によって生じる修学上の諸問題等について十分相談して下さい。 

また，休学を許可される期間は，在学期間内通算して２年を超えることができません。（特別の

事情があると学長が認めたときは，更に１年以内の休学を許可することがありますので，事前に保

健衛生教務係に相談してください。） 

（２） 復学 

休学している学生が，休学許可期間の途中又は満了時に復学を希望する場合は，復学願

（保証人連著）を保健衛生教務係に提出し，学長の許可を受けて下さい。（病気を事由に休学

した場合は，医師の診断書と保健管理センター発行の復学に関する意見書を添付して下さ

い。） 

（３） 退学 

病気その他の事由により，学業を継続することが困難となり，退学しようとする場合は，退学願

（保証人連著）を保健衛生教務係に提出し，学長の許可を受けて下さい。 

なお，退学するにあたっては，事前に学年担当教員，グループ担当教員と面談し，退学事由

等について十分相談して下さい。 

（４） 授業の欠席 

病気その他特別な事情により授業を欠席する（した）場合は，欠席届を保健衛生教務係に提

出して下さい。（病気の場合は，「診断書」を添付して下さい。） 
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８ ロッカーの貸与 
各人にロッカー（学部在籍中は，同じロッカーを使用）を貸与します。 

私物は講義室等に置かず、全てロッカーに保管して下さい。 

教室及びロッカー室内での盗難が多発しているので，貴重品等の管理は厳重にして下さい。 

また，各人の責による備品等の破損については，各人の負担により現状に復して下さい。 

 

９ 授業中（大学行事，課外授業を含む。）の本人及び賠償責任が伴う事故

等 
入学時に加入した「学校教育災害傷害保険」（学研災）及び「医学生教育研究賠償責任保険」

（医学賠）の対象となります。 

（詳細は「学生生活の手引」参照） 

なお，針刺し事故（Ｂ型・Ｃ型肝炎）が起こった場合は，職員健康管理・環境安全管理事務室安

全衛生係（５号館：03-5803-4619）へ連絡のうえ指示を受けた後，保健衛生教務係に事故報告書

を提出して下さい。 

ただし，他人に対する針刺し事故については上記の「医学賠」保険の対象となります。 

 

10 遺失物及び拾得物 
学内での遺失物又は拾得物の届出は以下のとおりとなります。 

・遺失または拾得した建物の防災センターまたは守衛所 

 

11 その他 
（１） クラブ，サークル等宛の郵便物等は，学生支援課の窓口で保管していますので，責任者は適

宜確認して下さい。なお，個人宛の郵便物等は，特別の場合を除き大学に配達されることがな

いようお願いします。 

（２） 事務上の窓口 

① 教務事務・・・・・・・・・・・医学部保健衛生教務係（３号館６階：03-5803-5119） 

② 授業料の納入・・・・・・・財務部財務企画課資金管理係（１号館西３階：03-5803-5042） 

③ 奨学金・授業料免除・・学生支援事務室 学生支援総括係 

（５号館３階：03-5803-5077） 

④ 針刺し事故・・・・・・・・・職員健康管理・環境安全管理事務室安全衛生係 

（５号館３階：03-5803-4619） 
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台風等の自然災害や交通機関運休による休講措置（湯島地区） 

台風等の自然災害や交通機関運休に伴う湯島地区で行う授業、試験の休講措置等につ

いて 

 台風等の自然災害や交通機関運休に伴う授業の休講、試験の延長を決定した場合

は、下記により本学のホームページ「学生生活」のお知らせ欄に掲載します。 

○台風などで首都圏に直接災害が予想される場合

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前６時３０分までに  

公示する。 

  ・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前１０時までに公示  

する。 

○首都圏における交通機関(JR及び大手私鉄・地下鉄など）が全面的に運転を休止

している場合  

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前６時３０分までに 

公示する。 

  ・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前１０時までに公示 

する。 

URL 

https://www.tmd.ac.jp/faculties/kyukou/ 
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《参 考》 

諸  様  式 

１   証明書交付願 （自動発行機にて発行しているものを除く。） 

証明書は，原則として請求日の明後日以降発行する。（英文によるものを除く。） 

２  住所・本籍地変更届  
 変更したことを証明する書類が必要です。（運転免許証、戸籍抄本等） 

３  改姓届（戸籍抄本添付） 

４  保証人変更届 

５  学生証（身分証明証）紛失、盗難、破損届 兼 再発行申請書 
学生証の再発行を申請する時に、学務企画課企画調査係に提出 

６  授業欠席届（病気の場合は「診断書」を添付） 

病気その他特別な事情により授業を欠席する場合に提出 

７  再試験申請書（未提出者は，権利を喪失するので必ず提出すること。） 

定期試験不合格者は，原則再試験実施日の７日前までに教務係に提出 

８  再試験欠席届 
病気その他特別な事情により再試験を欠席した場合に提出 

９  追試験申請書（未提出者は，権利を喪失するので必ず提出すること。） 

病気，他やむを得ない理由により定期試験を欠席した者は，原則当該定期試験終了後５日以内に教務係に提出 

１０ 休学願 
グループ担当教員又は学年担当教員の面談後，専攻主任の面談（押印）を受けてから提出 

（緊急時等で専攻主任が不在の場合は，教育委員長の面談で可） 

１１ 休学期間延長願 
グループ担当教員又は学年担当教員の面談後，専攻主任の面談（押印）を受けてから提出 

（緊急時等で専攻主任が不在の場合は，教育委員長の面談で可） 

１２ 復学願 
グループ担当教員又は学年担当教員の面談後，専攻主任の面談（押印）を受けてから提出 

（緊急時等で専攻主任が不在の場合は、教育委員長の面談で可） 

１３ 退学願 
グループ担当教員又は学年担当教員の面談後，専攻主任の面談（押印）を受けてから提出 

（緊急時等で専攻主任が不在の場合は、教育委員長の面談で可） 
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医学部長 事  務  長 副事務長 係 長 起案者

専

証 明 書 交 付 願

（西暦） 年 月  日

医 学 部 長 殿

□ 医学部医学科 第 学年

□ 医学部保健衛生学科 第 学年

（☑看護学専攻 □検査技術学専攻）

□ 医学部医学科専攻生（ 講座・分野） 

□ 医学部保健衛生学科専攻生

 （ 学専攻）

学籍番号

氏  名  

生年月日  （西暦） 年 月 日生

下記により証明書（和文・英文）の交付をお願いいたします。

記

証明書の種類 枚 数 ※証明書番号 請求理由及び提出先

１．成績証明書

厳封（□希望 □不要）

（請求理由）

２．卒業見込証明書

（M6・N4・MT4 のみ発行）  

３．在学証明書

（英文のみ）

（提出先）

４．在学期間証明

（専攻生のみ）

５．終了証明書

（専攻生のみ）

６．ＣＢＴ成績表

７． （備考）

注 ) １．「※証明書番号」欄は記入しないこと。  

注 ) ２．受取の際本人確認のために学生証（身分証明書）を提示していただきます。  

代理で受け取る場合は必ず委任状を持参してください。

注
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住所・本籍地変更届 

 

                           （西暦）    年   月   日 

 

     東京医科歯科大学医学部長  殿 

 

                                          □ 医学部医学科 第  学年 

                                          □ 医学部保健衛生学科 第  学年 

                                            （□看護学専攻 □検査技術学専攻） 

                                  学籍番号         

     

                                     氏  名                  

                                       

 

このたび，下記のとおり変更しましたのでお届けいたします。 

 

                                         記 

 

変 更 者 

 

□本 人                              

□保 証 人 (保証人氏名：             続柄：     ) 

 

□ 住  所 

 

 

〒    －         TEL．                

 

 

□ 本 籍 地  

 

 

 

 

                    

                         

 医学部長 事務長 副事務長 係   長 起案者 

         

   

         

  専   

 

 

 

 

 

 
 

  注）変更該当個所の□をチェックしてください。       

  注）提出の際は、変更内容の分かる書類（運転免許証・住民票・ 

     戸籍謄本・外国人登録証等）を提示してください。 

教務ｼｽﾃﾑ 債権変更 学籍簿 名簿 
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 医学部長   事務長  副事務長 係   長 起案者 

         

    

         

  専   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
改  姓  届 

 

（西暦）     年    月    日 

 

     東京医科歯科大学医学部長  殿 

 

                                        □ 医学部医学科 第  学年 

                                        □ 医学部保健衛生学科 第  学年 

                                        （□看護学専攻 □検査技術学専攻） 

                                  学籍番号         

 

                                       氏  名               

 

                                    

 

このたび，下記のとおり改姓しましたのでお届けいたします。 

 

記 

 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

 

旧  姓 

 (ﾌﾘｶﾞﾅ) 

 

新  姓 

 

 

 

 

 

（改姓理由) 

 

 

 

 

 

 注）戸籍抄本又は謄本を添付すること。 

   

 

教務ｼｽﾃﾑ 債権変更 学籍簿 台帳 名簿 
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 医学部長 事務長 副事務長 係    長 起 案 者  

         

    

         

  専   

 

 

 

 

 

 
 

 

保 証 人 変 更 届 

 

（西暦）    年   月   日 

 

     東京医科歯科大学医学部長  殿 

 

                                  □ 医学部医学科 第  学年 

                                  □ 医学部保健衛生学科 第  学年 

                                 （□看護学専攻 □検査技術学専攻） 

                                 学籍番号         

 

                                  氏  名               ○印 

 

このたび，下記のとおり保証人（正･副）を変更しましたのでお届けいたします。 

 

記 

 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

 

氏  名 

 

 

 

 

 

学生との関係 

 

 

 

                              ○印 

 

       年   月    日生 

 

職    業 

 

 

 

本 籍 地 

 

 

 

 

 

住  所 

 

 

 

〒    －           TEL．                

                            
 

 

 

 

  注）氏名欄に押印してください。 

 

 

債権変更 学籍簿 
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別紙様式   

 
 

 事務部長 課 長 副 課 長 専門職員 係 長 係 員 

専 専 
    

学生証（身分証明書）紛失、盗難、破損届 

兼 再発行申請書 
  年  月  日 

 国立大学法人東京医科歯科大学長 殿 

                          年度入学   第    学年 

□ 学部（   学部      学科    専攻） 
□ 修士課程     □ 博士課程 
□ 博士（前期）課程 □ 博士（後期）課程 

   （          分野） 
□ その他（            ）  

学籍番号 第 号 

氏  名（自署）                

生年月日        年    月    日生 
 
下記のとおり、学生証（身分証明書）を（紛失しました・盗難に遭いました・破損しました）ので、

届け出るとともに、再発行を申請（します。しません。） 
なお、学生証（身分証明書）が見つかったときは、直ちに申し出ます。 
 

記 

 理由・紛失状況等                                  
 
 

・紛失 (盗難 )日時：    年  月  日  時  分頃 

・警察への届出日等：    年  月  日（     警察署） 

 
再発行手数料 

 

財務企画課確認欄 

  □本人負担   

  □免除    

 
 ※ 必要事項を記入のうえ、財務企画課収入管理係で再発行にかかる手数料 1,500 円を支払うこと。 
   なお、既納の手数料は、いかなる理由があっても返還しません。 
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医学部長 学  科  長 専攻主任 事 務 長  副事務長 係    長 起 案 者  
         

  専   

         

         

  専   

         

         

  専   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 欠 席 届  

 

（西暦）   年  月  日 

     医 学 部 長  殿 

 

                                       □ 医学部医学科 第  学年 

                                       □ 医学部保健衛生学科 第 学年 

                                        （□看護学専攻 □検査技術学専攻）  

 

                                       学籍番号         

 

                                       氏  名              

 

 
                                  欠席し ま す      
      下記のとおり，授業を          のでお届けいたします。 

                  欠席しました 
 

 

記 

 

１．欠席期間   自（西暦）    年   月   日 

 

                  至（西暦）    年   月   日 

 

 

２．欠席理由（病気による場合は，医師の診断書を添付すること。） 

 

                                           

 

                                           

 

                                           

 

                                           
 

                                           

専 専
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医学部長 学  科  長 専攻主任 事務長 副事務長 係 長 起案者

専 専 専 専 専

再 試 験 申 請 書

（西暦）  年 月 日

医 学 部 長 殿

□ 医学部医学科 第 学年

□ 医学部保健衛生学科 第 学年

（□看護学専攻 □検査技術学専攻）

学籍番号

氏  名

下記科目について，再試験の申請をしますのでよろしくお願いいたします。

記

申請科目名 担当教員名 申請科目名 担当教員名

１． ６．

２． ７．

３． ８．

４． ９．

５． 10．  
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再 試 験 欠 席 届  

 

                                                    （西暦）    年   月   日  

 

     医 学 部 長  殿  

 

                                       □ 医学部医学科 第  学年  

                                       □ 医学部保健衛生学科 第  学年  

                                              （        学専攻）  

                                       学籍番号          

 

                                       氏  名                

 

下記のとおり再試験を欠席しましたのでお届けいたします。  

 

記  

 

１．試験科目名 ：                  （教員名：       ）  

         （西暦）    年   月   日施行  

 

２．欠 席 理 由（病気による場合は，医師の診断書を添付すること。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 医学部長  学  科  長 専攻主任 事務長  副事務長  係    長  起案者
         

   

         

         

  専   

         

        

  専   

        

       

専 
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 医学部長 学  科  長 専攻主任 事 務 長 副事務長 係    長 起 案 者
         

   

         

         

  専   

         

       

  専  

        

       

  専  

        

専 

 

専  

 

 

 

 

 

 

 

追 試 験 申 請 書 

 

                                               （西暦）    年   月   日 

 

     医 学 部 長  殿 

 

                                       □ 医学部医学科 第  学年 

                                       □ 医学部保健衛生学科 第  学年 

                                          （□看護学専攻 □検査技術学専攻）  

 

                                       学籍番号         

 

                                       氏  名                

 

 下記のとおり定期試験を欠席しましたので，追試験を施行してくださいますようお願い

いたします。 

記 

 

１．試験科目名 ：                  （教員名：       ） 

         （西暦）    年   月   日施行 

 

２．欠 席 理 由     （病気による場合は，医師の診断書を添付すること。） 
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休 学 願

年  月 日  

  東京医科歯科大学長  殿  教授認印  

医学部  科 第  学年  

（  学専攻）  

学 籍 番 号 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

本 人 氏 名     

保証人氏名  

下記のとおり休学したいので，ご許可くださいますようお願いいたします。 

記  

１．休学理由  

２．休学期間 自  年  月    日  

至  年  月    日 （ ヶ月）  

３．休学中の連絡先  

本  人  〒 －  TEL． 

保  証  人  〒 －  TEL． 

注)１．休学理由は，裏面にできるだけ具体的に記入してください｡ 

   ２．休学理由が，病気を理由とする場合は, 医師の診断書を添付 

してください｡ 

財務管理課収入管理掛照合欄  

前期授業料  後期授業料  
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休  学  期  間  延  長  願

年  月 日  

     東京医科歯科大学長  殿 教授認印 

医学部 科 第  学年 

（ 学専攻） 

学 籍 番 号      

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

本 人 氏 名         

保証人氏名   

下記のとおり休学期間を延長したいので，ご許可くださいますようお願いいたします。 

記 

１．休学期間延長理由 

２．休学延長期間

  年  月  日～  年  月  日までのところ

    年  月  日～  年  月  日まで延長（ ヶ月）  

３．休学中の連絡先 

本  人 〒  －     TEL． 

保  証  人 〒  －     TEL． 

注)１．休学理由は，裏面にできるだけ具体的に記入してくだ

さい｡ 

   ２．休学理由が，病気を理由とする場合は ,医師の診断書  

  を添付してください｡ 

経理課出納掛照合欄 

前期授業料 後期授業料 
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復 学 願

 年  月 日 

     東京医科歯科大学長  殿 教授認印 

医学部 科 第  学年 

（ 学専攻） 

学 籍 番 号       

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

本 人 氏 名     

保証人氏名  

年  月  日付けで復学したいので， 下記のとおり休学しておりましたが，    

ご許可くださいますようお願いいたします。 

記 

１．休学理由 

２．休学許可期間 自   年  月  日 

至    年  月  日 

注)病気を理由として休学した場合は ,医師の診断書を添付してください｡ 
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退 学 願

年  月 日 

     東京医科歯科大学長  殿 教授認印 

医学部 科 第  学年 

（ 学専攻） 

学 籍 番 号      

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

本 人 氏 名         

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

保証人氏名  

下記のとおり退学したいので，ご許可くださいますようお願いいたします。 

記 

１．退学理由 

２．退 学 日     年  月    日付  

 注）退学理由は，裏面にできるだけ具体的に記入してくだ

さい｡ 

経理課出納掛照合欄 

前期授業料 後期授業料 
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講義室一覧
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講義室等一覧 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  

３号館 
保健衛生学講義室１（１８階） 
保健衛生学講義室２・３（８階） 
保健衛生学講義室４・５（７階） 
医学部事務部保健衛生教務係（６階） 

５号館 
職員健康管理・環境安全管

理事務室（３階） 
保健管理センター（２階） 
第２ゼミナール室（２階） 
大学生協（地下１階） 

１号館西 
学務企画課（１階） 
演習室１・２（６階） 
OH 第３講義室（７階） 

M＆D タワー 
共用講義室１・２（２階） 
情報検索室１・２（４階） 
共用セミナー室４（２２階） 
共用セミナー室１０（８階） 
共用セミナー室１１（６階） 
共用セミナー室１２（６階） 

D 棟北 
防災センター横 
D 棟時間外入口 

D 棟南 
歯学部特別講堂（４階） 
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東京医科歯科大学学則 

 

                                                 平 成 １ ６ 年 ４ 月 １ 日  

                                                 規  程  第  ４  号  

 

第１章 総則 

 

第１条 本学は、医学及び歯学の理論並びに応用を教授研究し、併せて人格の陶冶をなすものであ

る。 

２ 各学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的については、当該学科にお

いて別に定める。 

 

第２条 本学に、国立大学法人東京医科歯科大学組織運営規程（平成１６年規程第１号。以下「組

織運営規程」という。）の定めるところにより、次の学部及び学科を置く。 

   医 学 部  医学科 

保健衛生学科 

歯 学 部  歯学科 

口腔保健学科 

２ 医学部保健衛生学科に、看護学専攻及び検査技術学専攻を置く。 

３ 歯学部口腔保健学科に、口腔保健衛生学専攻及び口腔保健工学専攻を置く。 

４ 本学に、組織運営規程の定めるところにより、教養部を置く。 

 

第３条 医学部医学科及び歯学部歯学科の修業年限は６年、医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保

健学科の修業年限は４年とする。 

 

第４条 学生の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学科・専攻  入学定員 編入学定員 収容定員 

医 学 部 

 

 

 

 

 

歯 学 部 

 

 

医 学 科 

保健衛生学科 

看護学専攻 

検査技術学専攻 

 

 

歯 学 科 

口腔保健学科 

 口腔保健衛生学専攻 

 口腔保健工学専攻 

 人 

８５ 

 

５５ 

３５ 

 

 

５３ 

 

２２ 

１０ 

人 

５（２年次編入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５（２年次編入） 

人 

５３５ 

 

２２０ 

１４０ 

 

 

３１８ 

 

８８ 

５５ 

 

第２章  授業科目 

 

第５条 削除 

 

第６条 本学の授業科目は、全学に共通する教育科目（以下「全学共通科目」という。）と専門に

関する教育科目（以下「専門科目」という。）とする。 
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２ 全学共通科目は教養部において、専門科目は各学部において行う。 

３ 全学共通科目の開設授業科目及び単位数は、別に定める。 

４ 専門科目の開設授業科目及び単位数は、別に定める。 

 

第３章  学年、学期及び休業日 

 

第７条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第８条 学年を分けて、次の学期とする。 

    前期 ４月１日から９月３０日まで 

    後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

 

第９条 授業を行わない日（以下「休業日」という。）は次のとおりとする。 

(1) 日曜日及び土曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

(3) 本学創立記念日  １０月１２日 

(4) 春季休業 

(5) 夏季休業 

(6) 冬季休業 

２  前項の規定にかかわらず、教育上必要がある場合には、休業日に授業を行うことができる。 

３ 第１項第４号から第６号の期間は、各学部において別に定める。 

４ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

 

第４章 入学、休学、転学、留学、退学及び除籍 

 

第１０条 入学の時期は、学年の始期とする。 

 

第１１条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者 

(3) 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号） 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（同省令附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和

２６年文部省令第１３号）に定める大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) 学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって、本学において、大学に

おける教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、１８歳に達したもの 
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第１２条 大学医学部医学科の卒業者で歯学部歯学科に、大学歯学部歯学科の卒業者で医学部医学

科に編入学を希望する者があるときは、欠員がある場合に限り、選考の上、相当の学年に入学の

許可をすることがある。 

 

第１３条 大学医学部医学科の学生で医学部医学科に、大学歯学部歯学科の学生で歯学部歯学科に、

大学（短期大学並びに外国の大学及び短期大学を含む。）の学生で医学部保健衛生学科又は歯学

部口腔保健学科に転入学を希望する者があるときは、欠員がある場合に限り、選考の上、相当の

学年に入学を許可することがある。 

 

第１４条 医学部医学科の２年次に編入学をすることができる者は、次の各号の一に該当する者

で、選考の上、入学を許可する。 

(1) 大学を卒業した者（医学を履修する課程を卒業した者を除く。） 

(2) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与さ

れた者 

(3) 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者（学校教育における１５年の課

程を修了し、学士の学位に相当する学位を取得したと大学において認めた者を含む。） 

 

第１５条 削除 

 

第１６条 医学部保健衛生学科の２年次に編入学することができる者は、四大学連合憲章に基づく

協定による複合領域コースを履修しており、かつ、協定大学の学部に２年次以上在学した者で、

選考の上、入学を許可する。 

 

第１７条 削除 

 

第１８条 削除 

 

第１８条の２ 歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻の２年次編入学をすることができる者は、次

の各号の一に該当する者で、選考の上、入学を許可する。 

(1) 高等専門学校又は短期大学を卒業した者 

(2) 大学を卒業した者 

(3) 歯科技工士を養成する専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすもの

を修了した者 

 

第１９条 本学学生で退学した者が再び入学を請うときは、欠員がある場合に限り、選考の上、原

学年以下に入学を許可することがある。 

２ 前項に規定するもののほか、第２５条の規定による休学者が退学（休学期間満了のため学部を

退学した者をいう。）し、本学医学部医学科又は歯学部歯学科に再び入学を志願するときは、原

学科の原学年以上に入学を許可する。ただし、懲戒事由等に相当する事由があると認められる志

願者の入学については、選考の上許可するものとする。 

３ 前２項に規定するもののほか、第３１条の２の規定による退学者が本学医学部医学科又は歯学

部歯学科に再び入学を志願するときは、退学時の在籍学科の在籍学年以上に入学を許可する。た

だし、懲戒事由等に相当する事由があると認められる志願者の入学については、選考の上許可す

るものとする。 

 

第２０条 編入学、転入学及び再入学により入学し、その後所定の年限在学した者は、第３条に規

定する年限を在学したものとみなす。 
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第２１条 本学に入学を志願する者は、所定の手続により、学長に願い出なければならない。 

 

第２２条 入学志願者については、学長が当該学部教授会及び教養部教授会の意見を聴いて選考を

行う。 

２ 前項に規定するもののほか、入学者の選考に関し必要な事項は別に定める。 

 

第２３条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、定められた期日までに本学の学生

としての本分を守る旨、誓約書に署名し、その他所定の書類を提出するとともに、入学料を納付

するものとする。ただし、第４５条の規定により入学料の免除又は徴収猶予を申請し受理された

者にあっては、当該免除又は徴収猶予を許可し又は不許可とするまでの間、入学料の徴収を猶予

する。 

２ 学長は、前項の手続を完了した者に入学を許可する。 

３ 学長は、入学（再入学及び転入学等を含む。）を許可した者に対し、学生証を交付するものと

する。 

４ 前項に規定するもののほか、学生証に関し必要な事項は別に定める。 

 

第２４条 学生は、病気、留学その他の事由により引き続き３月以上休学しようとするときは、所

定の手続により、学長に願い出て許可を受けなければならない。この場合、学長は当該学部教授

会に意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への

通知による。）、その可否を決定するものとする。 

 

第２５条 本学医学部医学科又は歯学部歯学科に４年以上在学した者が引き続き大学院医歯学総

合研究科博士課程に在学するために休学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出

て許可を受けなければならない。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて、その可否を

決定するものとする。 

 

第２６条 前２条の規定による休学者で、休学期間中にその事由が消滅したときは、所定の手続に

より、復学の許可を学長に願い出ることができる。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴

いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、

その可否を決定するものとする。 

 

第２７条 休学期間は、通算して２年を超えることはできない。ただし、特別の事由があるときは、

学長は当該学部教授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長

から当該学部長への通知による。）、さらに１年以内の休学を許可することがある。 

２ 大学院医歯学総合研究科博士課程に在学する者の第２４条の規定による休学期間及び第２５条

の規定による休学期間は、第１項の規定にかかわらず、通算して３年を超えることができない。

ただし、特別の事由があるときは、学長は当該学部教授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修

している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、さらに１年以内の休学

を許可することができる。 

３ 休学した期間は、修業年限及び在学年限に算入しない。 

 

第２８条 学長は、学生が病気その他の事由により修学が不適当と認められるときは、当該学部教

授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長へ

の通知による。）、休学を命ずることがある。 

 

第２９条 学生は、学長の許可なくして、他の大学、本学の他の学科又は専攻に入学を志願するこ
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とはできない。 

 

第３０条 学生が転学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出て許可を受けるもの

とする。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生に

ついては、教養部長から当該学部長への通知による。）、その可否を決定するものとする。 

２ 前項の許可を与えたときは、退学とする。 

 

第３０条の２ 本学の学生が学修のため外国の大学等（外国の学校教育制度に位置づけられた教育

施設で学位授与権を有するもの又はこれに相当する教育研究機関で、かつ本学と学生交流協定を

締結した又は事前の協議をおこなったものをいう。）に留学を願い出たときは、それが教育上有

益と認められた場合において許可することがある。 

２ 前項の規定による許可は、当該学部教授会の意見を聴いて、学長が決定する。 

３ 前項の許可を得て留学する期間は、原則１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合には、

さらに１年を限度として留学期間の延長を認めることがある。 

４ 第３項の許可を受けて留学した期間は、第３条に規定する修業年限及び第３２条に規定する在

学年限に算入する。ただし、第２４条の規定により許可された留学（以下「休学留学」という。）

については、この限りではない。 

５ 留学を許可された学生は、休学留学の場合を除き、留学期間中においても本学の授業料を納付

しなければならない。 

６ 留学を許可された学生において、次の各号の一に該当したときには、本学と外国の大学等との

協議に基づき、教授会等の意見を聴いて学長が留学を取り消すことができる。 

（1）外国の大学等が所在する国の情勢や自然災害等により、学修が困難であると認められるとき。 

（2）留学生として、外国の大学等の規則に違反し、又はその本分に反する行為が認められるとき。 

（3）その他留学の趣旨に反する行為があると認められるとき。 

７ 留学に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第３１条 学生が病気その他の事由で退学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出

てその許可を受けるものとする。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて（全学共通科

目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、その可否を決

定するものとする。 

 

第３１条の２ 四大学連合憲章に基づく協定による複合領域コースを履修している者が協定大学に

編入学するために退学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出て許可を受けなけ

ればならない。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて、その可否を決定するものとす

る。 

 

第３２条 医学部医学科及び歯学部歯学科の学生は１０年を、医学部保健衛生学科及び歯学部口腔

保健学科の学生は８年を超えて在学することができない。 

２ 編入学、転入学及び再入学により入学した者の在学年限は、各学部において定める。 

 

第３３条 学長は、学生が次の各号の一に該当するときは、当該学部教授会の意見を聴いて（全学

共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、除籍す

る。 

(1) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

(2) その他病気等の事由により、成業の見込みがないと認められる者 

(3) 在学期間が第３２条に定める在学年限を超える場合に退学の意思を示さないと

き。 
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(4) 第２４条、第２５条又は第２８条により休学し、第２７条に定める期間内に復

学又は退学の意思を示さないとき。 

(5) 死亡又は行方不明となったとき。 

(6) 入学料の免除の申請をした者で、免除を許可されなかったもの又は半額免除を

許可されたものが、納付すべき入学料を免除の不許可又は半額免除の許可を告知

した日から起算して１４日以内に納付しないとき。 

(7) 入学料の徴収猶予の申請をした者で、徴収猶予を許可されなかった者が、納付

すべき入学料を徴収猶予の不許可を告知した日から起算して１４日以内に納付し

ないとき。 

(8) 入学料の徴収猶予を許可された者が、納付期限までに入学料を納付しないとき。 

(9) 授業料を所定の期日までに納入しない者で、督促を受け、なおかつ納入を怠る

とき。 

２ 前項第６号は、第４５条第３項の規定により徴収猶予の申請をした者には適用し

ない。 

 

第５章  教育課程、履修方法及び単位等 

 

第３４条 本学は、各学部及び学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目

を自ら開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。 

２ 教育課程の編成に当たっては、本学は、学部等の専攻に係る専門の学芸を教授す

るとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する

よう適切に配慮するものとする。 

 

第３４条の２ 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分け、

これを各年次に配当して編成するものとする。  

２ 前項の授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれ

らの併用により行うものとする。 

３ 文部科学大臣の別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度

に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

４ 第２項の授業を、外国において履修させることが出来る。また前項の規定により、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる

場合についても、同様とする。 

５ 卒業に必要な修得すべき単位数のうち、前２項の規定による方法で履修し修得し

た単位数は、６０単位を超えないものとする。ただし、卒業要件となる単位数が１

２４単位を超える学科にあっては、その超える単位数を６０単位に加えて卒業要件

として認定することができる。 

 

第３４条の３ 本学において必要と認めるときは、学校教育法第１０５条に規定する

本学の学生以外の者を対象とした特別の課程を編成するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、特別の課程の編成に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第３４条の４ 学生が授業科目を履修し、試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、その学修の成果を評

価して試験によらずに単位を与えることができる。 

 

第３５条 前条に定める他、履修及び学習の評価方法については、各学部及び教養部の教授会の意

見を聴いて学長が定める。 
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第３６条 １単位の授業科目を、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準と

し、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学習等を考慮して、１単

位当たりの授業時間を次の基準により、各学部及び教養部の教授会の意見を聴いて学長が定め

る。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間の範囲 

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間の範囲 

 

第３６条の２ 一年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、三十五週にわ

たることを原則とする。 

 

第３６条の３ 各授業科目の授業は、十週又は十五週にわたる期間を単位として行う

ものとする。ただし、教育上必要があり、かつ、十分な教育効果をあげることがで

きると認められる場合には、この限りでない。 

 

第３６条の４ 本学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに一年間の授業の計

画をあらかじめ明示するものとする。 

２ 本学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性

を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準

にしたがって適切に行うものとする。 

 

第３６条の５ 各授業科目の評価は、A＋、A、B、C、D、F に分け、A＋、A、B、C を合

格とし、D、F を不合格とする。 

２  学修の評価に関し必要な事項は別に定める。 

３ 学生は、学修の評価に対し不服があるときは、所定の手続により異議を申し立て

ることができる。 

 

第３６条の６ 本学大学院に進学を志望する学生に対し、所属する学部の長が教育上

有益と認めるときは、学生が進学する研究科の長の許可を得て、当該研究科の授業

を履修することができる。 

２ 前項に定めるもののほか、本学大学院の授業科目の履修に関し必要な事項は、別

に定める。 

 

第３７条 本学の教育上有益と認めるときは、本学に入学（編入学、転入学等を除く。）する前の

大学（短期大学を含む。）において修得した単位（大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）

第３１条第１項及び第２項の規定する科目等履修生及び特別の課程（履修証明プログラム）履修

生として修得した単位を含む。）は合計３０単位を限度として、本学における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。ただし、第３条に定める修業年限を短縮することはで

きない。 

２ 前項に係る手続等については、各学部及び教養部において定める。 

 

第３８条 本学の教育上有益と認めるときは、学生が本学の定めるところにより他の大学において

履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したとみなすことのできる単位数は、前条第１項及び同条

第４項の規定により修得したものとみなす単位数と合わせて３０単位を限度とす

る。 
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３ 第１項に係る手続等については、各学部及び教養部において定める。 

４ 第１項の規定は、第３０条の２により学生が外国の大学等に留学する場合、休学留学の場合、

外国の大学等が行なう通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び学生が外国

の大学等の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施

設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国におい

て履修する場合においても準用する。 

 

第６章 卒業及び学位 

 

第３９条 卒業の認定は、第３条に定める年限を在学し、かつ、第６条第３項及び第４項に定める

授業科目を、医学部医学科においては２１９単位以上、歯学部歯学科においては１９９単位以上、

医学部保健衛生学科看護学専攻においては１３０．５単位以上、医学部保健衛生学科検査技術学

専攻においては１４２単位以上、歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻においては１２８単位

以上、歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻においては１２９単位以上を修得した者に対し、当

該学部教授会の意見を聴いて学長が行う。 

 

第４０条  前条による卒業者には、次の区分により学士の学位を授与する。 

学  部 学科・専攻 学 位       

医 学 部 

 

 

 

 

 

 

 

歯 学 部 

 

医学科 

 

保健衛生学科 

 

 看護学専攻 

 

 検査技術学専攻 

 

歯学科 

 

口腔保健学科 

学士（医 学      ） 

 

 

 

学士（看 護 学      ） 

 

学士（保 健 学      ） 

 

学士（歯 学      ） 

 

学士（口腔保健学      ） 

 

第７章  検定料、入学料及び授業料 

 

第４１条 授業料、入学料及び検定料の額については、別に定める。 

 

第４２条 入学志願者は、出願と同時に検定料を納付しなければならない。 

 

第４３条  授業料の額は、別に定めるところによるものとし、年額の２分の１ずつを次の２期に分

けて納付しなければならない。 

    前期             ５月３１日まで 

    後期             １１月３０日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、学生の申出があったときは、前期に係る授業料を徴収するときに、

当該年度の後期に係る授業料を併せて徴収するものとする。 

３ 入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については、第１項の規定にかかわらず、入学

を許可される者の申出があったときは、入学を許可するときに徴収するものとする。 
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第４４条 既納料金は、如何なる理由があっても返還しない。 

２ 第４２条の規定に基づき徴収した検定料について、第１段階目の選抜で不合格となった者から

返還の申出があったときは、前項の規定にかかわらず、第２段階目の選抜に係る額に相当する額

を返還する。 

３ 前条第３項の規定に基づき授業料を納付した者が、入学年度の前年度の３月３１日までに入学

を辞退した場合には、第１項の規定にかかわらず、納付した者の申出により当該授業料に相当す

る額を返還する。 

４ 前条第２項及び第３項の規定に基づき授業料を納付した者が、後期分授業料の徴収時期以前に

休学又は退学した場合には、第１項の規定にかかわらず、後期分の授業料に相当する額を返還す

る。 

５ 学生又は学生の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が風水害等の

災害を受ける等やむを得ない事情があると学長が認めた場合には、授業料、入学料及び検定料に

ついて、第１項の規定にかかわらず、返還することができる。 

 

第４５条 本学に入学前１年以内において、入学する者の学資負担者が死亡し、又は入学する者若

しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、入学料の納付が著しく困難であると認められる者及

び当該者に準ずる者であって、学長が相当と認める事由がある者については、本人の申請により、

入学料の全額又は半額を免除することがある。 

２ 本学に入学する者であって、経済的理由によって納付期限までに入学料の納付が 困難であり、

かつ、学業優秀と認められる者、入学前１年以内において学資負担者が死亡し、又は入学する者

若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、納付期限までに入学料の納付が困難であると認め

られる者及びその他やむを得ない事情があると認められる者については、本人の申請により、入

学料の徴収猶予をすることがある。 

３ 入学料の免除の申請をした者で、免除を許可されなかつた者又は半額免除を許可された者のう

ち、前項該当する者は、免除の不許可又は半額免除の許可を告知した日から起算して１４日以内

に徴収猶予の申請をすることができる。 

４ 前３項の取扱いについては、別に定める。 

 

第４６条 停学に処せられた者の授業料は徴収するものとする。 

 

第４７条 行方不明、その他やむを得ない事情がある者の授業料は、所定の手続により徴収を猶予

することがある。 

 

第４８条 死亡又は行方不明、あるいは授業料の未納を理由として除籍を命ぜられた者の未納の授

業料は全額を免除することがある。 

 

第４９条 授業料の納付期限以前に休学又は退学の許可を受けた者の授業料の全額又はその一部を

免除することがある。 

２ 前項の取扱については別に定める。 

３ 各学期の中途で復学する者のその期の授業料は、復学当月から当該学期末までの月割計算によ

り復学の際徴収する。 

 

第５０条 経済的理由によって授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者及び学

生又は学生の学資負担者が風水害等の災害を受け、授業料の納付が困難と認められる者について

は、本人の申請により授業料の全額若しくはその一部を免除又は徴収猶予することがある。 

２ 前項の取扱いについては別に定める。 
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第５１条 削除 

第５２条 削除 

第８章  大学院 

第５３条 本学に、組織運営規程の定めるところにより、大学院を置く。 

２ 大学院の学則は、別に定める。 

第９章  外国人留学生 

第５４条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者が

あるときは、本学の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、外国人留学生として入学を許

可することがある。 

２ 外国人留学生については、別に定める。 

第１０章  科目等履修生、聴講生、特別聴講学生及び短期交流学生 

第５５条 本学の学生以外の者で、本学が開設する一又は複数の授業科目を履修することを志願す

る者があるときは、選考の上、科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 前項により入学した者には、第３４条の規定を準用し、単位を与える。 

３ その他科目等履修生については、別に定める。 

第５６条 特定の授業科目について聴講を志願する者があるときは、選考の上、聴講生として入学

を許可することがある。 

２ 聴講生については、別に定める。 

第５７条 他の大学の学部学生で、当該大学との協定に基づき、本学が開設する一又は複数の授業

科目の履修を志願する者があるときは、選考の上、特別聴講学生として入学を許可する。 

２ 特別聴講学生については、別に定める。 

第５７条の２ 本学以外の国内外の教育施設に学生として在学中である者で、本学の教員から特定

の事項について、指導又は助言を受け本学で研究又は研修等を行うことを志願するものがあると

きは、短期交流学生として受入を許可することがある。 

２ 短期交流学生に関し必要な事項は、別に定める。 

第１１章  懲  戒 

第５８条 学長は、学生が本学の諸規則に違反し、その他学生の本分に反する行為をしたときは、

当該学部教授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当

該学部長への通知による。）、これを懲戒する。 

２ 懲戒は、退学、停学、訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者

(2) 学内の秩序を著しく乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

４ 懲戒に関し必要な事項は、別に定める。 
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第１２章  寄 宿 舎        

 

第５９条 本学に寄宿舎を置く。 

２ 寄宿舎に関する規定は、別に定める。 

 

附 則  

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ 第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科の平成１６年度から平成１８年度までの 

３年次編入学員及び収容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区 分 

平 成 

16年度 

平 成 

17年度 

平 成 

18年度 

３年次編入学定員        － － １０ 

収容定員 ２５ ５０ ８５ 

３ 国立大学法人の成立前の東京医科歯科大学に平成１６年３月３１日に在学し、引き続き本学の

在学者となった者（以下「在学者」という。）及び平成１６年４月１日以後在学者の属する学年

に再入学、転入学び編入学する者の教育課程の履修については、この学則の規定にかかわらず、

なお従前の例による。 

４ この学則の施行前に廃止前の東京医科歯科大学学則（昭和２７年学規第１号）の規定によりな

された手続その他の行為は、この学則の相当規定によりなされた手続その他の行為とみなす。  

附 則（平成１７年３月２３日規程第２号）  

１  この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

２  平成１７年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成１

７年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成１８年３月２８日規程第１号） 

１ この学則は平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年３月３１日において現に本学に在学する者（以下在学者という。）及び平成１８年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の第３

９条、別表（１）及び別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による 

附 則（平成１９年３月２９日規程第３号）      

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。     

２ 平成１９年３月３１日において現に本学に在学する者（平成１８年度に入学した者を除く。以

下「在学者」という。）及び平成１９年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は

編入学する者については、改正後の別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による。

  

附 則（平成２０年１月１６日規程第１号）  

１  この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２  改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科の平成２０

年度から平成２２年度までの収容定員は、次のとおりとする。 

学部・学科・専攻 
収 容 定 員 

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

医学部保健衛生学科    

看護学専攻 ２１５ ２１０ ２１５ 

検査技術学専攻 １３５ １３０ １３５ 

歯学部口腔保健学科 １１８ １１６ １１８ 

附 則（平成２０年３月２６日規程第５号） 

250



 

 

１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 平成２０年４月１日において現に本学に在学する者（平成１８年度に入学した者を除く。以下

「在学者」という。）及び２０年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学

する者については、改正後の別表（１）及び別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。  

附 則（平成２１年１月８日規程第１号） 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この学則改正前に、本学に４年以上在学し、引き続き大学院医歯学総合研究科博士課程に入学

するため、平成２１年４月１日より休学を願い出ている者については、改正後の東京医科歯科大

学学則第２５条の２の規程を適用する 

３ この学則の施行の際限に本学に４年以上在学し、引き続き大学院医歯学総合研究科博士課程に

入学するため、退学した者が再び入学を志願する場合の取扱いは、なお従前の例による。 

４ 平成２１年３月３１日において現に本学に在学する者（以下｢在学者｣という。）及び平成２１

年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学する者については、改正後の別表（２）の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２１年３月１９日規程第３号）  

１  この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２  改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２１年度から平成２５年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

学部・学科 
収 容 定 員 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

医学部医学科 ４８０ ４９０ ５００ ５１０ ５２０ 

 

３  平成２１年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

１年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表（１）及び別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による。ただし、平成２１年４月

１日以降に歯学部口腔保健学科に３年次編入学する者については、改正後の別表（２）の規定を

適用する。 

附 則（平成２１年１２月１８日規程第９号） 

 この規程は、平成２２年１月１日から施行する。 

附 則（平成２２年３月３０日規程第３号） 

１ この学則は，平成２２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２２年度から平成２６年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

学部・学科 
収 容 定 員 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

医学部医学科 ５００ ５２０ ５４０ ５６０ ５８０ 

３ 平成２２年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

２年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規程第１号） 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２３年度から平成２７年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 

収 容 定 員 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 
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収容定員 ５２５ ５５０ ５７５ ６００ ６１５ 

３ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部歯学科の平成２３年度から平成２７年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 

収 容 定 員 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

収容定員 ３５８ ３４６ ３３４ ３２２ ３２０ 

４ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科の平成２３年度から平成２５年度まで

の収容定員は、次のとおりとする。 

         年度 

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

口腔保健衛生学専攻 収容定員 １１５ １１０ １０５ 

口腔保健工学専攻 
２年次編入定員  ５ ５ 

収容定員 １０ ２５ ４０ 

   附 則（平成２３年６月３０日規程第６号） 

この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月３０日規程第３号） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２４年度から平成２７年度までの編

入学定員等は、次のとおりとする。 

年度 

区分 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

編入学定員 
５（２年次編入） 

５（３年次編入） 
５（２年次編入） ５（２年次編入） ５（２年次編入） 

収容定員 ５５５ ５８０ ６０５ ６２０ 

３ 平成２４年度においては、改正後の第１４条の「２年次」は「３年次及び２年次」と読み替え

るものとする。 

附 則（平成２４年９月２８日規程第８号） 

この学則は、平成２４年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２５年３月１２日規程第２号） 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２５年度から平成２９年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

附 則（平成２７年３月３０日規則第５１号） 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日規程第４号） 

 この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年５月１１日規程第７号） 

この学則は、平成２８年５月１１日から施行し、平成２８年５月１日から適用する。 

附 則（平成２８年１２月１２日規程第１１号） 

この学則は、平成２８年１２月１２日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年３月３１日規程第１号） 

年度 

区分 
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

収容定員 ５８１ ６０７ ６２３ ６２９ ６３０ 
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この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年５月１日規程第１号） 

この学則は、平成３０年５月１日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

  附 則（令和２年３月３１日規程第２号） 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の令和２年度から令和８年度までの入学

定員等は、「地域の医師確保等の観点からの令和２年度医学部入学定員の増加について 

 （令和元年９月２日付け元文科高第３９１号・医政医発０９０２第３号文部科学省高等教育局

長・厚生労働省医政局長通知）」に基づき、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

入学定員 １００ １００ ８５ ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

収容定員 ６３０ ６２９ ６１３ ５９７ ５８１ 

 

年度 

区分 
令和７年度 令和８年度 

入学定員 ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

収容定員 ５６５ ５５０ 

  附 則（令和２年１１月１０日規程第９号） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻の令和３年度の

収容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和３年度 

収容定員 ９４ 

   附 則（令和３年３月２４日規程第６号） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和３年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規定

にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和３年１２月２１日規程第１０号） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規

定にかかわらず、なお従前の例による。 
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附 則（令和４年１月１７日規程第１号） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月１日以

降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

３ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の令和４年度から令和９年度までの入学定

員等は、「地域の医師確保等の観点からの令和４年度医学部入学定員の増加について（令和３年

８月１６日付け３文科高第５０１号・医政発０８１６第９号文部科学省高等教育局長・厚生労働

省医政局長通知）」に基づき、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

入学定員 １００ ８５ ８５ ８５ ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

収容定員 ６２８ ６１２ ５９６ ５８０ ５６５ ５５０ 

附 則（令和４年３月２８日規程第６号） 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

 附 則（令和４年１０月１１日規程第１２号） 

１ この学則は令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５ 

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後 

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和５年１月１１日規則第１号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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2023 年度入学者適用 

東京医科歯科大学学部専門科目履修規則 
 

平成２２年３月３０日  

規 則 第 ４ １ 号  
 

（趣旨） 

第１条 東京医科歯科大学における専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）の履修に関して

は、東京医科歯科大学学則(平成１６年規程第４号。以下「学則」という。)定めるもののほか、この

規則の定めるところによる。 
 

（専門科目の単位数及び履修学年） 

第２条 専門科目の単位数及び履修学年については、別表１に定めるとおりとする。 

２ 前項の単位数及び履修学年は、医学部教授会又は歯学部教授会の意見を聴いて学長が定めるものと

する。 
 

（授業） 

第３条 専門科目の授業は、講義、演習若しくは実習により行い、必修科目、選択科目又は自由科目と

する。 
 

（授業時間） 

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。 

 (1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間 

 (2) 実習については、３０時間から４５時間 

２ 前項の授業時間の設定においては、次の事項に配慮しなければならない。 

(1) 学習目標を十分に満たすこと 

(2) 履修時間及び自主的学修時間の確保 

３ 第１項の規定にかかわらず、医学部保健衛生学科検査技術学専攻の講義実習の１単位当たりの授業

時間は２５時間とし、講義１０時間・実習１５時間の割合で構成する。 

 

（編入学者、転入学者の単位認定） 

第５条 学則第１２条から第１８条の２までの規定により編入学及び転入学の許可をするときは、既修

得単位を全学共通科目及び専門科目に相当する単位として、一部又は全部を認定するものとする。 

２ 前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に相当する科目

については、当該学生が在籍する学部（以下「在籍学部」という。）において行うものとする。 

３ 在籍学部は、入学を許可する学年及び履修方法等について、教養部と協議するものとする。 

 

（再入学の単位認定） 

第６条 学則第１９条の規定により再入学を許可された者の当該学部における既修得単位は、全学共通

科目及び当該学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。 

 

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限） 

第７条 学則第１２条から第１９条の規定により、編入学、転入学及び再入学を許可された者の在学年

限は、学則第３２条第１項に定める在学年限から入学を許可されたまでの経過学年数を減じた年数と

する。 

 

（試験及び単位） 

第８条 履修した授業科目については、試験を行う。ただし、試験を行うことが困難な授業科目等につ

いては、試験によらず、学修の成果をもって、又は指定した課題についての報告をもって試験に替え

ることがある。 

２ 前項の試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

３ 実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。ただし、一授業

科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格しなければ単位を修得する

ことができない。 
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４ 実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認定が行われな

ければ所定の単位を修得することができない。 

５ 学習の評価は、別表２のとおりとする。 

６ 単位の認定は、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て当該学部長がこれを行う。 

７ 試験の方法に関しては別に定める。 

 

（進級等要件） 

第９条 学生は、別表３に示す要件を満たさなければ、進級又は所定の授業科目の履修又は単位を修得

することができない。 

２ 休学期間を除き、同一学年の在籍は２年までとし、２年を超える学生は、特別に考慮すべき事由の

ない限り、学則第３３条第１項第１号に規定する「成業の見込みがない」者として、同条により除籍

する。 

３ 前項の場合において、大学は、教授会等における審議を行う前に、除籍の対象となる学生に対し、

書面又は口頭による弁明の機会を与えなければならない。ただし、当該学生が、弁明の機会を与えら

れたにもかかわらず、正当な理由なく欠席し、又は文書を提出しなかった場合は、この権利を放棄し

たものとみなす。 

４ 第２項の場合において、教授会等における審議の後、当該学生から不服が申立てられた場合で、学

部長が再審議の必要性があると判断したときは、学部長は、教育委員会等に再度審議を行わせるもの

とする。 

 

（卒業認定） 

第１０条 学生の卒業認定は、学則第３９条により行うものとする。 

 

（補足） 

第１１条 この規則に定めるもののほか履修に関し必要な事項は各学部教授会の議を経て別に定める。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部履修規則（平成１６年規則第２０１号）は、廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部履修規則（平成１６年規則第２１３号）は、廃止する。 

４ 平成２２年３月３１日において現に医学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学するものについては，改正後の別表の規程にかか

わらず，なお従前の東京医科歯科大学医学部履修規則の例による。 

５ 平成２２年３月３１日において現に歯学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学する者については，改正後の別表の規程にかかわ

らず，なお従前の東京医科歯科大学歯学部履修規則の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規則第１５号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２３年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年２月３日規則第１９号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年３月３０日規則第６０号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年３月２９日規則第５６号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 
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２ 平成２５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表１

（３）の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号） 

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。 

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次に入学した

者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。 

 （平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後の別表１

（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。 

全学科共通選択科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

選
択
科
目 

医療リーダーシッ 

プ特論１ 
1 ○ ○     

医療リーダーシッ 

プ特論２ 
1  ○     

医療リーダーシッ 

プ特論３ 
1  ○     

医療リーダーシッ 

プ特論４ 
1   ○ ○ 

（※２） 
  

医療リーダーシッ 

プ特論５ 
1   ○ 

（※１） 
   

国際教養特論１ 
1 ○ ○     

国際教養特論２ 1  ○ ○ ○ 
（※２）   

国際教養特論３ 1  ○ ○ ○ 
（※２）   

計 8       

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。 

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することができる。 

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３

を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができない。 

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を履修するこ

とができない。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年６月１日規則第１４０号） 

 （施行期日等） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 
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 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 前項の規定にかかわらず、平成２３年度から平成２６年度までに入学した者のうち、平成２６年

１２月１日において、現に本学に在学する者（以下「平成２３年度以降に入学した在学者」とい

う。）及び平成２７年４月１日以降に平成２３年度以降に入学した在学者の属する学年に再入

学、転入学又は編入学する者の別表１（４）の 

「 

包括臨床実習 41           ○ ○ ○ 

」は、 

「 

包括臨床実習 43           ○ ○ ○ 

」と、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース 
2    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

6 
            

」は、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース 
 2   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

8 
            

 」と読み替え、平成２６年１２月１日から適用する。 

３ 平成２２年度以前に入学した者のうち、平成２６年１２月１日において、現に本学に在学する者

（以下「平成２２年度以前に入学した在学者」という。）及び平成２７年４月１日以降に平成２２

年度以前に入学した在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。ただし、歯学科専門科目学科課程表については、

次のとおりとし、平成２６年１２月１日から適用する。 

授業科目 ３年 ４年 ５年 ６年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

人体の構造と機能 ○ ○             

生命の分子的基盤と 

細胞の機能 

○               

病理   ○             

感染と生体防御   ○             

生体材料   ○             

歯科放射線基礎   ○             

歯科医療入門 ○               

歯科医療基礎     ○           

咬合育成・発達       ○         

う蝕と歯髄疾患       ○ ○       

歯周病         ○       

咬合回復       ○ ○       

顎口腔医療         ○ ○     

全身と歯科医療         ○ ○     

臨床体験実習 ○ ○   ○         

学年混合選択セミナー ○   ○   ○       

課題統合セミナー   ○   ○ ○       

総合課題演習 ○ ○             
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研究体験実習     ○           

臨床情報処理           ○     

包括臨床実習           ○ ○ ○ 

デンタルエクスターン 

シップ（選択科目）※ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長寿口腔健康科学コ 

ース（選択科目） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※所定のプログラムを修了した学生に対し、１プログラムにつき１単位を認定する。 

  但し、同一年次・年度に認定できる単位は、１単位を上限とする。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７０号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の「 
Learning  Medical English    ○ ○ ○ 

 

 」は、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７１号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７３号） 
（施行期日等） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（２）

及び（３）のうち次に掲げる科目並びに（７）及び（８）を除いて、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

  別表１（２） 国際保健福祉Ⅰ、国際保健福祉Ⅱ及び国際保健福祉Ⅲ 

  別表１（３） アドバンスド生理機能検査学、短期海外研修（Ⅰ）、短期海外研修（Ⅱ）、短期海外

研修（Ⅲ）及び Learning Medical English 

３ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

附則（平成２８年１１月７日規則第１５９号）    

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。     

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及 び平成２９

年４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。   

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の｢ 

実践看護英語             〇   

｣は、平成２９年４月１日から適用する。 

    附 則（平成２９年３月３０日規則第５０号） 
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１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表 1 の（２）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２）実践看護英語Ⅰ、実践看護英語Ⅱ及び実践看護英語Ⅲ 

附 則（平成２９年３月３１日規則第５４号） 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２９年６月１日規則第６８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年６月１日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 研究実践プログラムⅠ、研究実践プログラムⅡ、研究実践プログラムⅢ、 

        研究実践プログラムⅣ及び研究実践プログラムⅤ 

附 則（平成２９年７月６日規則第１０１号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年７月６日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表３（１）医

学科（７）及び注３を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年１２月２７日規則第１３７号） 

 この規則は、平成２９年１２月２７日から施行し、平成２９年４月１日から適用する 

   附 則（平成３０年５月８日規則第３２号） 

１ この規則は、平成３０年５月８日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

２ 平成３０年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３０年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（２）及

び（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２） 国際保健福祉Ａ、国際保健福祉Ｂ、国際保健福祉Ｃ、国際保健福祉Ｄ   

別表１（３） 短期海外研修（Ａ）、短期海外研修（Ｂ）、短期海外研修（Ｃ）、短期海外研修（Ｄ） 

 生体医工学の科目については、平成２８年度入学者から適用する。 

附 則（平成３０年９月２６日規則第１３０号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１

年４月１日以降に、在学者の属する学年に再入学、転入学、転入学又は編入学する者については、改

正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則（平成３０年１０月２４日規則第１３１号） 

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年１２月２０日規則第１１９号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。     

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２７年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和元年５月８日規則第５５号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和元年５月８日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

の次に掲げる科目及び別表３（１）医学科（８）及び注４を除いて、改正後の別表の規定にかかわら
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ず、なお従前の例による。 

 別表１（１）臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ 

附 則（令和元年５月８日規則第５６号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和元年５月８日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

及び（４）並びに別表３（１）及び（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 総合診療・地域医療 

 別表１（４） 総合診療・地域医療 

 別表３（１） 総合診療・地域医療 

 別表３（３） 総合診療・地域医療 

附 則（令和２年３月１１日規則第４９号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和２年４月

１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（１）、（３）

及び（４）の次に掲げる科目並びに別表３（１）の（５）、注１及び別表３（３）の（４）、注を除い

て、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 医歯学基盤教育（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ）、社会医学及び行動科学 

 別表１（３） 神経科学、心電図判読、Learning Medical English 

 別表１（４） 医歯学基盤教育（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ） 

３ 前項の規定にかかわらず、Learning Medical English については、平成３１年４月１日に入学した

者のみ改正後の別表１（３）を適用する。 

附 則（令和３年１月１５日 規則第３号）    

１ この規則は、令和３年１月１５日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者については、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 
附 則（令和３年２月３日 規則第１６号） 

（施行期日等） 
１ この規則は、令和３年２月３日より施行し、令和２年４月１日から適用する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和２年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）及び

別表２のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表１（７）及び別表２ オンライン異文化交流 

附 則（令和３年３月３１日規則第４０号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。ただし、第９条、別表１（４）及び別表３（１）は、

令和２年４月１日から適用する。 
（施行期日等） 

附 則（令和４年１月１７日規則第６号） 
１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４
月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（２）及
び別表１（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例
（別表１（３）電子顕微鏡学を除く。）による。 

 別表１（２）インディペンデントスタディＡ 
 別表１（２）インディペンデントスタディＢ 
別表１（２）インディペンデントスタディＣ 

別表１（３）生命理工学概論 
附 則（令和４年１月３１日規則第１０号） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
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２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月
１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）のうち
次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
別表１（７）ポストコロナ社会における感染症対策 

附 則（令和４年２月１５日規則第１５号） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び 

令和４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正前の

別表１（７）のうち次に掲げる科目は、令和５年３月３１日までの間は存続するものとする。 

   別表１（７） Introduction to Medical Anthropology 

   別表１（７） Decision-making in the Health Sciences 

   別表１（７） Health in Contemporary Japanese Society 

附 則（令和４年３月１日規則第１６号） 

１ この規則は、令和４年４月１日より施行する。 

２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月

１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（６）のうち

次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表１ （６） 口腔保健工学エクスターンシップ 

附 則（令和４年３月２２日規則第４４号）  

（施行期日等） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）のうち、令和２

年度までに入学した者、及び令和４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編

入学する者（以下「再入学等者」という。）のうち、令和２年度までに入学した者の属する学年に

再入学、転入学又は編入学する者への改正後の別表の適用は、次に掲げる科目を除いて、なお従前

の例による。 

 別表１（７）医療とAI・ビッグデータ応用、AI実践演習 

３ 在学者のうち令和３年度に入学した者、及び再入学等者のうち令和３年度に入学した者の属する

学年に再入学、転入学または編入学する者への改正後の別表の適用は、次に掲げる科目を除いて、

なお従前の例による。 

別表１（１）及び（４）医療とAI・ビッグデータ応用 

 別表１（７）医療とAI・ビッグデータ応用、AI実践演習 

   附 則（令和４年１０月１１日規則第１３２号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和５年１月１１日規則第４号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、次に掲げる科目

を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（３）及び（７）医療と AI・ビッグデータ応用 

附 則（令和５年２月９日規則第９号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）の

うち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（７）疫学基礎 
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 別表１（７）生物統計学基礎 

別表１（７）生物統計学応用 I 

別表１（７）生物統計学応用 II 

別表１（７）臨床試験方法論基礎 

別表１（７）臨床試験方法論応用 

別表１（７）口腔疫学基礎 

別表１（７）疫学応用 
附 則（令和５年３月６日規則第２６号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４月
１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の規定
にかかわらず、なお従前の例による。 
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（２）保健衛生学科（看護学専攻）教育課程 

授業科目 

 単位数     履修学年 備 考 

必修 

 

選択 

 

 

自由 

  

   

 

１年 

 

  

２年 

  

３年 

  

４年 
 

専
門
基
礎
分
野 

解剖学 3   ○        

生理学 3     ○      

生化学 2   ○        

薬理学Ⅰ 1     ○      

薬理学Ⅱ 1     ○      

病理学 1   ○        

微生物学 1   ○       

栄養学 1   ○       

疫学 1       ○    

病態学 5     ○      

憲法   2 ○ ○ ○ ○ ※3 

英語Ⅱ   1～4  ○ ○ ○ 
※3 

※4 

System-based medical 

terminology Ⅰ 
1     ○   

Nurse-Patient 

Communication 
1      ○  

IMRAD Format 

Presentation in English 
  1   ○ ○ ※3 

Diagnostic Procedures in 

English 
  1    ○  

アカデミック・リテラシー 1   ○     

専
門
共
通
分
野 

AI・データサイエンスのための

数学 
2   ○     

医療と AI・ビッグデータ入門 2   ○     

国際保健看護学Ⅰ 1   ○     

国際保健看護学Ⅱ 1      ○  

産業保健学 1      ○  

保健医療福祉制度論 2    ○    

看護制度論 1   ○     

健康教育学演習 1    ○    

卒業論文Ⅰ 1     ○   

卒業論文Ⅱ 2     ○ ○  

実践看護英語Ⅰ   1  ○    

実践看護英語Ⅱ   1   ○   

別表１ 

（１） 医学科教育課程 省略 
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実践看護英語Ⅲ   1    ○  

国際保健福祉Ａ   1 ○     

国際保健福祉Ｂ   1  ○    

国際保健福祉Ｃ   １   ○   

国際保健福祉Ｄ   1    ○  

インディペンデントスタディＡ   1  ○    

インディペンデントスタディＢ   1   ○   

インディペンデントスタディＣ   1    ○  

専
門
領
域
別
分
野 

基
礎
看
護
学 

人間の健康と看護 1   ○     

基盤看護学Ⅰ 1    ○    

基盤看護学Ⅱ 1    ○    

基盤看護学演習Ⅰ 2    ○    

基盤看護学演習Ⅱ 1    ○    

基盤看護学実習Ⅰ 1   ○     

基盤看護学実習Ⅱ 2    ○    

フィジカルアセスメント 1    ○    

成
人
看
護
学 

成人の健康と看護 2    ○    

成人看護学 2    ○    

クリティカルケア看護学 1     ○   

成人看護学演習 1      ○    

成人・老年看護学実習Ⅰ 3     ○   

緩和ケア看護学 1     ○   

精
神
看
護
学 

心の健康と看護Ⅰ 2    ○    

心の健康と看護Ⅱ 1    ○    

精神看護学演習 1     ○   

精神看護学実習 2     ○   

小
児
看
護
学 

小児の健康と看護 1    ○    

小児看護学Ⅰ 1    ○    

小児看護学Ⅱ 1     ○   

小児看護学演習 1     ○   

小児看護学実習 2     ○   

母
性
看
護
学 

性と生殖と健康と看護 1     ○   

周産看護学Ⅰ 1     ○   

周産看護学Ⅱ 1     ○   

周産看護学演習 1     ○   

周産看護学実習 2     ○   

老
年
看
護
学 

高齢者の健康と看護 1     ○   

老年看護学 2     ○   

老年看護学演習 1     ○   
リハビリテーション看護学※

２ 
 1    ○   

成人・老年看護学実習Ⅱ 3     ○   
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公
衆
衛
生
看
護

公衆衛生看護学Ⅰ 1    ○    

公衆衛生看護学Ⅱ 1     ○   
公衆衛生看護学Ⅲ※１  2     ○  
公衆衛生看護学演習※１  3     ○  
公衆衛生看護学実習※１  4     ○  

在
宅
看
護
学 

在宅看護学Ⅰ 2    ○    
在宅看護学Ⅱ 2     ○   
在宅看護学演習 1     ○   
在宅看護学実習 2     ○   

看
護
の
統
合
と
実
践 

看護の統合と実践 1   ○        

多職種連携Ⅰ 0.5   ○       

多職種連携Ⅱ 0.5    ○    

看護の統合と実践実習 3      ○  

災害看護学 1    ○    
クリティカルシンキング・ク

リエイティブシンキング 
1      ○  

看護マネジメント学 1      ○  

成人・老年看護学実習Ⅲ※２  2     ○  

総合看護学実習※２  1     ○  

計 98 13 15～18        

・保健師国家試験受験資格取得を選択する者は、※１の３科目を選択すること。保健師国家試験受験資

格取得を選択しない者は、※２の３科目を選択すること。 

・※３ 履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができ

る。 

・※４ 英語Ⅱ（A）・（B）・（C）・（D）各１単位 
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（３）保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程 

区 分 授業科目 
単位数 履修学年（履修対象学年） 備考 

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年  

形態・病態制御学系 人体構造学講義 3   ○        

人体構造学実習 1     ○      

病理検査学講義（Ⅰ） 1   ○       

病理検査学講義（Ⅱ） 3    ○    

病理検査学実習 2     ○      

血液検査学講義 2     ○     

血液検査学実習 2       ○    

物質・代謝学系 生化学講義（Ⅰ） 2   ○       

生化学講義（Ⅱ） 1    ○    

生化学実習 1     ○      

薬理学 2    ○    

分析化学検査学Ⅰ 2   ○      講義・実習 

分析化学検査学Ⅱ 4     ○    講義・実習 

分析化学検査学Ⅲ 3       ○   講義・実習 

機能調節・制御学系 医用システム情報学講義

(Ⅰ) 
1   ○      

 

医用システム情報学講義

(Ⅱ) 
1       ○   

 

医用システム情報学実習

(Ⅰ) 
1     ○     

 

医用システム情報学実習

(Ⅱ) 
1       ○   

 

生理学講義 3     ○      

臨床生理検査学講義(Ⅰ) 2     ○      

臨床生理検査学講義(Ⅱ) 2       ○    

生理学実習 1    ○    

臨床生理検査学実習(Ⅰ) 3     ○      

臨床生理検査学実習(Ⅱ) 2       ○    

病因・病態学系 病原体検査学講義(Ⅰ) 1    ○       

病原体検査学講義(Ⅱ) 3       ○    

病原体検査学実習(Ⅰ) 1     ○      

病原体検査学実習(Ⅱ) 2       ○    

免疫検査学講義 3     ○     

免疫検査学実習 2       ○    

遺伝子・染色体検査学講義 2     ○      

遺伝子検査学実習 1       ○    

検査管理・社会医学系臨床検査総合管理学 1.5   ○       

医学情報処理演習(Ⅰ) 1     ○      

医学情報処理演習(Ⅱ) 1         ○  

公衆衛生学講義 2        ○  

公衆衛生学実習 1        ○  

医療概論・関係法規 1        ○  

総合分野 臨床病態学（Ⅰ） 2     ○      

臨床病態学（Ⅱ） 2         ○  

多職種連携Ⅰ 0.5   ○    全学共通 

多職種連携Ⅱ 0.5    ○   全学共通 

多職種連携Ⅲ 1      ○ 全学共通 

総合講義 2         ○  

277



 

臨地実習 12       ○   

卒業研究（Ⅰ） 1     ○   

卒業研究（Ⅱ） 6         ○  

遺伝学（※１）  1   ○ ○ ○  

生命理工学概論（※１）  1   ○ ○   

生体医工学  2    ○   

分子生物学（※１）  1   ○ ○ ○  

心臓生理学（※１）  1   ○ ○ ○  
アドバンスド生理機能検

査学（※１） 
 1    ○ ○ 

 

心電図判読（※１）  1    ○ ○  
AI 実践演習（※１）  1   ○  ○  

四大学連合複合領域コー

ス開講科目（※１） 
    ○ ○ ○ 

 

短期海外研修Ａ   1 ○     

短期海外研修Ｂ   1  ○    

短期海外研修Ｃ   1   ○   

短期海外研修Ｄ   1    ○  

AI・データサイエンスのた

めの数学 
2   ○    全学共通 

医療と AI・ビッグデータ入

門 
2   ○    全学共通 

医療と AI・ビッグデータ応

用（※１） 
 1   ○ ○ ○ 全学共通 

アカデミック・リテラシー 1   ○    全学共通 

外国語 Learning Medical English

（※１） 
 1   ○ ○ ○  

英語Ⅱ（※１）（※２）  1～4   ○ ○ ○ 全学共通 

System-based medical 

terminology Ⅰ 
1     ○  全学共通 

Diagnostic Procedures 

in English 
1      ○ 全学共通 

IMRAD Format 

Presentation in English 

（※１） 

  1   ○ ○ 全学共通 

計 102.5 12～15 5      

 

（選択科目の履修）                                           

１ 卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。第４学年ではそのうち 

２単位以上を修得しなければならない。 

２ 選択科目６単位のうち２単位以上は外国語科目を修得しなければならない。                

３ 四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は 

 一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場合，４単位を上限として単位を修得したものとみ

なすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース 履修の手引き」を確認すること。 

 （自由科目の履修）                                         

４ 自由科目は卒業要件には含まれない。 

※１ 履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができ

る。 

※２ 英語Ⅱ（Ａ）・（Ｂ）・（Ｃ）・（Ｄ）各１単位 

 

（４）歯学科教育課程～（６）口腔保健学科（口腔保健工学専攻）教育課程 省略 
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（７）全学科共通自由科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

Moral and Political  

Philosophy for Medicine 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Biosocial Research 

Topics 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Problem-solving in the  

Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Applied Critical Thinking  

for Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Fundamentals of Global  

Health 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Leadership 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Negotiation 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Design Thinking 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

オンライン異文化交流 

(※１) 
0.5～3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ポストコロナ社会における感染症 

対策 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

医療とAI・ビッグデータ応用（※２ 

）（※３） 
1  ○ ○ ○ ○ ○ 

AI実践演習（※３） 1  ○ ○ ○ ○ ○ 

アントレプレナー教育 1  ○ ○ ○ ○ ○ 

疫学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学応用I 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学応用II 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
臨床試験方法論基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
臨床試験方法論応用 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
口腔疫学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
疫学応用 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 20.5～

23 

      

※１ 所定のプログラムを修了した学生に対し、0.5 単位を認定する。但し、同一年次・年度に認定で
きる単位は、0.5 単位を上限とする。 

※２  別表１（１）及び（４）のうち医療と AI・ビッグデータ応用を必修科目として履修する学生又は
履修して単位を付与された学生を除く。 

※３  別表１（３）のうち医療と AI・ビッグデータ応用及び AI 実践演習を選択科目として履修する学
生又は履修して単位を付与された学生を除く。 

 
（８）医学科地域特別枠推薦入試入学者必修科目 省略 
 

別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち 低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 
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※全学科共通自由科目のうち、「オンライン異文化交流」の評価は、以下のとおりとする。 

 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を達成している 合格 合格 

当該科目の到達目標を達成していない 不合格 不合格 

 

別表３ 

（１）医学科 省略 

 

（２）保健衛生学科（看護学専攻及び検査技術学専攻） 

（１） 

（看護学専攻）第１学年の必修科目に未履修科目があるとき、または不合格科目が２科目

以上あるときは、第２学年に進級することができない。 

（検査技術学専攻）第１学年の専門科目のうち、講義実習科目に未履修科目があるとき、

または不合格科目が２科目以上あるときは、第２学年に進級することができない。 

 

（２） 

（看護学専攻）第１学年の必修科目及び第２学年の必修科目に未履修科目または不合格科

目があるときは、第３学年に進級することができない。 

（検査技術学専攻）第１学年の専門科目に不合格科目があるときは、第３学年に進級する

ことができない。また、第２学年の必修科目に未履修科目があるとき、または不合格

科目が２科目以上あるときは、第３学年に進級することはできない。 

 
（３） 
（看護学専攻）第３学年の必修科目に未履修科目または不合格科目があるときは、第４学

年に進級することはできない。 
（検査技術学専攻）第３学年の必修科目に未履修科目または不合格科目があるときは、第

４学年に進級することはできない。 

 

備考 

未履修科目：授業科目を３分の２以上（実習科目の場合は４分の３以上）履修しなかった科目、又は

授業科目を３分の２以上（実習科目の場合は４分の３以上）履修したにも関わらず試験

等を放棄し、単位認定できない科目。再履修を要する。 

不合格科目：授業科目を３分の２以上履修し、試験等を経て不合格の認定となった科目。 

 

 

（３）歯学科～（５）口腔保健学科（口腔保健工学専攻） 省略 
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東京医科歯科大学医学部保健衛生学科履修内規 

 

平成２３年 ２月１６日 

医学部保健衛生学科長制定 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学学部専門科目履修規則（平成２２年規則第４１号。以下「履

修規則」という。）第１１条に基づき、医学部保健衛生学科における専門に関する教育科目の履修に

関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（学習の評価） 

第２条 科目試験の成績については、授業科目ごとに担当教員が採点し、履修規則別表２のとおり学

習の評価を行う。 

２ 正当な理由がなく試験を受験しなかった場合の評価は、Ｆとする。 

３ 第１項及び前項の学習の評価に、平常の学修の成果を加味することができる。 

４ 合否判定の結果について異議がある学生は、掲示後１週間以内に別に定める「成績評価異議申し

立て書」を医学部事務部保健衛生教務係に提出することができる。 

 

 （仮進級） 

第３条 進級要件を満たさない者については、特別な事情がある場合に限り、保健衛生学科教育委員

会において協議し、仮進級を認めることができる。 

２ 仮進級者は、翌年度に実施される不合格科目の定期試験を受験し、合格しなければならない。 

 

 （ＧＰ） 

第４条 評価とＧＰとの対応は次のとおりとする。 

 

評価 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ 

GP 4.0 3.5 3.0 2.0 1.0 0.0 

 

２ 卒業要件に含まない科目のうち、単位を認定されなかった科目については、未履修科目とし、ＧＰ

Ａ（Grade Point Average）の計算式には算入しない。 

３ 選択科目及び自由科目のうち、卒業要件に含まない単位のＧＰについては、学生の申請があれば、

ＧＰＡの計算式に算入しないものとする。 

４ 前項の申請時期は、第４学年の後期履修登録時とし、以降の変更は原則として認めない。 

 

附 則 

１ この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 国立大学法人の成立前の東京医科歯科大学医学部に平成２３年３月３１日に在学し、引き続き本 

 学部の在学者となったもの（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者の属する 

 学年に再入学、転入学及び編入学する者については、この内規の規定にかかわらず、なお従前の例 

 による。 

附 則（平成２８年３月３１日制定） 

１ この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 
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２ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

   附 則（平成２８年１０月１２日制定） 

 この内規は、平成２８年１１月１日から施行する。 
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（第２条関係） 
    平成  年  月  日 

 
成績評価異議申し立て書 

 
学部                

 
学科・専攻             

 
学籍番号              

 
氏名                

 

授 業 科 目 名  担 当 教 員  

（問い合わせ内容） 

 
 
 

担 当 教 員 へ の 連 絡      年   月   日に          にて連絡 

（教員の回答）     年    月    日 

学 生 へ の 連 絡      年    月    日 に連絡 

担 当 教 員 か ら 
教 務 係 へ の 連 絡 

成績訂正：有（訂正後の成績            ）・無 
     年    月    日  氏名           

教 務 係 確 認 欄      年    月    日 
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保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2023年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義（Ⅰ） 1 ○

病理検査学講義（Ⅱ） 3 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義（Ⅰ） 2 ○

生化学講義（Ⅱ） 1 ○

生化学実習 1 ○

薬理学 2 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 3 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理学講義 3 ○

臨床生理検査学講義(Ⅰ) 2 ○

臨床生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理学実習 1 ○

臨床生理検査学実習(Ⅰ) 3 ○

臨床生理検査学実習(Ⅱ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 3 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

臨床検査総合管理学 1.5 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

多職種連携Ⅰ 0.5 ○ 全学共通

多職種連携Ⅱ 0.5 ○ 全学共通

多職種連携Ⅲ 1 ○ 全学共通

総合講義 2 ○

臨地実習 12 ○

卒業研究(Ⅰ) 1 ○

卒業研究(Ⅱ) 6 ○

遺伝学 1 ○ ○ ○ ※１

生体医工学 2 ○

生命理工学概論 1 ○ ○ ※１

分子生物学 1 ○ ○ ○ ※１

心臓生理学 1 ○ ○ ○ ※１

アドバンスド生理機能検査学 1 ○ ○ ※１

心電図判読 1 ○ ○ ※１

AI 実践演習 1 ○ ○ ※１

四大学連合複合領域コース開講科目 ○ ○ ○ ※１

短期海外研修Ａ 1 ○

短期海外研修Ｂ 1 ○

短期海外研修Ｃ 1 ○

短期海外研修Ｄ 1 ○

AI・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽのための数学 2 ○

医療とAI・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ入門 2 ○

医療とAI・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ応用 1 ○ ○ ○ ※１

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾘﾃﾗｼｰ 1 ○ 全学共通

Learning Medical English 1 ○ ○ ○ ※１

英語Ⅱ※２ 1～4 ○ ○ ○ 全学共通

System-based medical terminology Ⅰ 1 ○ 全学共通

Diagnostic Procedures in English 1 ○ 全学共通

IMRAD Format Presentation in English 1 ○ ○ 全学共通

102.5 12～15 5

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　選択科目６単位のうち２単位以上は外国語科目を修得しなければならない。
３　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
４　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
（自由科目の履修）
５　自由科目は卒業要件に含まれない。
※１履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
※２英語Ⅱ（A）・（B）・（C）・（D）各１単位

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語
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保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2022年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 3 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理学講義 3 ○

臨床生理検査学講義(Ⅰ) 2 ○

臨床生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理学実習 1 ○

臨床生理検査学実習(Ⅰ) 3 ○

臨床生理検査学実習(Ⅱ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 3 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

臨床検査総合管理学 2 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 12 ○

卒業研究(Ⅰ) 1 ○

卒業研究(Ⅱ) 6 ○

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

99 12 4

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語

285



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2021年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究(Ⅰ) 2 ○

卒業研究(Ⅱ) 8 ○

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 12 6計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

286



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2020年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究(Ⅰ) 2 ○

卒業研究(Ⅱ) 8 ○

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 12 6

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語

287



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2019(平成31)年度入学者
備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究(Ⅰ) 2 ○

卒業研究(Ⅱ) 8 ○

神経科学 1 〇 〇 〇 2020年度より廃止

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 12 6

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語

288



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2018(平成30)年度入学者
備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義（Ⅰ） 2 ○

人体構造学講義（Ⅱ） 1 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学（Ⅰ） 2 ○

臨床病態学（Ⅱ） 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究 10 ○

神経科学 1 〇 〇 〇 2020年度より廃止

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 11 7計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

289



東京医科歯科大学試験規則 

 

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 

規 則 第 １ 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東京医科歯科大学における全学に共通する教育科目及び専門

に関する教育科目（以下「授業科目」という。）の試験に関して、東京医科歯科大

学学則（平成１６年規程第４号。以下「学則」という。）、東京医科歯科大学全学

共通科目履修規則（平成１６年規則第２１７号。）及び東京医科歯科大学学部専門

科目履修規則（平成２２年規則第４１号。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

 

（試験の種類） 

第２条 試験は、本試験、追試験及び再試験とする。 

 

（試験の方法） 

第３条 試験は、筆答試験、コンピュータ活用試験、口答試験及び実地試験のいず

れかによって行う。  

 

 （本試験） 

第４条 本試験は、定期試験及び共用試験をいう。  

２ 共用試験は、医学部医学科及び歯学部歯学科において行う。  

 

（定期試験） 

第５条 定期試験とは、履修した授業科目について行う試験をいう。 

２ 定期試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 定期試験を受験することのできる者は原則として次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習  当該授業科目の授業時間数の３分の２以上履修した者 

(2) 実習  当該授業科目の授業時間数の４分の３以上履修した者  

４ 定期試験の結果は、公示する。  

５ 第３項に定めるもののほか、定期試験の受験資格に関し必要な事項は、医学部、

歯学部又は教養部（以下「部局」という。）において別に定めることができる。 

 

（共用試験） 

第６条 共用試験とは、知識・問題解決能力を主として評価する多肢選択形式のコ

ンピュータ活用試験（ＣＢＴ）及び技能・態度を主として評価する客観的臨床能

力試験（ＯＳＣＥ）をいう。 

２ 共用試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 共用試験を受験することのできる者は医学部医学科及び歯学部歯学科において
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別に定める。 

４ 共用試験の結果は、公示する。  

 

（追試験） 

第７条 追試験とは、病気、その他止むを得ない理由により本試験を受験できなか

った者に対して行う試験をいう。ただし、追試験は原則として１回限りとする。 

２ 追試験を受験しようとする者（以下「追試験申請者」という。）は、所定の受験

申請書に医師の診断書等の証明書類を添えて、本試験終了後原則として５日以内

に医学部長、歯学部長又は教養部長（以下「学部長等」という。）に願い出て、許

可を受けなければならない。 

３ 学部長等は、前項の申請について、教育委員会又は教務委員会と協議のうえ、

その可否を決定し、追試験申請者に通知するものとする。  

４ 追試験受験決定が否の場合は、本試験を不合格とする。  

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第２項に定めるもののほか、追試験の申請に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

 

（再試験） 

第８条 再試験とは、本試験又は追試験を受験し、不合格となった者に対し行う試

験をいう。ただし、再試験は、原則として１回限りとする。  

２ 再試験の実施日時は、指定の期日までに公示する。 

３ 再試験は当該学部長等の判断により、受験を許可しないことがある。  

４ 再試験受験決定が否の場合は、当該授業科目を不合格とする。  

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第３項に定めるもののほか、再試験の許可に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

 

（試験の成績） 

第９条 本試験、追試験及び再試験による成績については、科目責任者が１００点満

点で採点し、６０点以上を「当該科目の到達目標のうち最低限を達成した」もの

として合格とする。  

２ 共用試験の成績については、前項の規定にかかわらず、医学部医学科及び歯学部

歯学科において別に定める。 

 

（成績の報告） 

第１０条 科目責任者は、本試験、追試験及び再試験について所定の用紙に採点結

果を記入し、指定の期日までに当該学部長等に報告しなければならない。 

２ 医学科教育委員会委員長又は歯学科教育委員会委員長は、共用試験について所

定の用紙に採点結果を記入し、指定の期日までに当該学部長に報告しなければな

らない。 
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（罰則） 

第１１条 試験において不正行為があったときは、学則第５８条の規定による懲戒

の手続きをとるものとする。  

 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、試験に関し必要な事項は別に定める。  

 

附 則 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部試験規則（平成１６年規則２０２号）は廃止する。  

３ 東京医科歯科大学歯学部試験規則（平成１６年規則２１４号）は廃止する。  

４ この規則は、平成２３年３月３１日において現に医学部または歯学部に在学する者（以

下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者が所属する学年に再入  学、転

入学するものについては、改正後の規則にかかわらず、なお従前の東京医科  歯科大学

医学部試験規則または東京医科歯科大学歯学部試験規則の例による。 

附  則（平成２８年３月３１日規則第７４号）  

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。  
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東京医科歯科大学医学部保健衛生学科試験内規 

 

平 成 ２ ３ 年  ２ 月 １ ６ 日 

     医 学 部 保 健 衛 生 学 科 長 制 定 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学試験規則（平成２３年４月１日規則第１号。以下「試験規則」

という。）第７条第６項及び第８条第６項並びに第１２条に基づき、医学部保健衛生学科に

おける専門に関する教育科目の試験に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （追試験） 

第２条 追試験の時期は、原則として各期の期間内に実施するものとする。 

 

（再試験） 

第３条 再試験の時期は、原則として各期の期間内に予め設定した再試験期間内に実施するものとす

る。ただし、第４学年で履修した科目の再試験は、第４学年の年度末とする。 

２ 再試験の実施日時は、試験実施日２週間前までに公示する。 

３ 再試験を受験しようとする者は、所定の申請書により、原則として試験期日３日前までに医学部

長に願い出なければならない。 

 
附 則 

１ この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部に平成２３年３月３１日に在学し、引き続き本学部の在学者となったも

の（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以後在学者の属する学年に再入学、転入学

及び編入学する者に係る試験については、この内規の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 附 則 

１ この内規は令和５年４月１日から施行する。 
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東京医科歯科大学学部教育におけるＧＰＡ制度 
取り扱いに関する要項 

 

平成２８年３月３１日 

制        定 

 

（目的） 

第１条 東京医科歯科大学の学部教育におけるＧＰＡ (Grade Point Average) 制度の運

用については、東京医科歯科大学全学共通科目履修規則（平成１６年制定）、東京医科

歯科大学医学部医学科専門科目履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学医学部

保健衛生学科履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部歯学科専門科目履

修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科専門科目履修内規

（平成２３年制定）に定めるほか、この要項の定めるところによる。 

 

（定義） 

第２条 この要項において、ＧＰＡとは、個々の学生の学習到達度をはかる数値で、履修登

録した科目毎の評価（Ａ＋,Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆ）を４から０までの点数に置き換えて単位数

を掛け、その総和を履修登録単位数の合計で割った平均点とする。 

２ ＧＰＡ対象授業科目は、次の各号を除く授業科目とする。 

(1) Ａ＋,Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆによる学習の評価を行わない科目  

(2) 他大学等で単位を修得し、本学として学習の評価を行わず「認定」とした科目 

(3) 卒業要件に含まない科目のうち学生が申請して学科等が認めた科目（成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される） 

(4) ＧＰＡへの算入が適当でないと学科等が認めた科目（シラバスおよび成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される） 

 

（学習の評価及びＧＰ） 

第３条 学習の評価及び Grade Point（ＧＰ）は、次のとおりとする。 

評 価 ＧＰ 評価基準 

Ａ＋ ４．０ 当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した 

Ａ ３．５ 当該科目の到達目標を全て達成した 

Ｂ ３．０ 当該科目の到達目標を概ね達成した 

Ｃ ２．０ 当該科目の到達目標のうち最低限を達成した 

Ｄ １．０ 当該科目の到達目標を達成していない 

Ｆ ０．０ 到達目標の達成度を評価できない 

（ＧＰＡの種類及び計算方法） 

第４条 ＧＰＡは、当該学年に履修した第２条第２項に定めるＧＰＡ対象授業科目につい
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て、「当該年度のＧＰＡ」、「累積ＧＰＡ」に区分し、各区分は次に定める方法により計算

するものとする。 

 

＊ ＧＰＡの計算式 

（ ４×Ａ＋取得単位数＋３．５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数 

当該年度の  ＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ取得単位数＋０×Ｆ取得単位数） 

ＧＰＡ＝                     当該年度の総履修登録単位数 

 

（４×Ａ＋取得単位数＋３．５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数 

累 積    ＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ取得単位数＋０×Ｆ取得単位数） 

ＧＰＡ＝                        総履修登録単位数 

 

２ 前項の計算式において、総履修登録単位数には不可となった科目の単位を含むが、履修

取消とした科目の単位は含まない。 

３ 計算値は四捨五入して小数第２位まで求めるものとする。 

 

（ＧＰＡ計算期日） 

第５条 ＧＰＡの計算は、学年ごとに所定の期日までに確定した成績に基づいて行う。 

 

（成績証明書への記載） 

第６条 成績証明書への記載は、累積ＧＰＡを使用する。 

 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、ＧＰＡ制度の実施に関して必要な事項は、各学科等

において、別に定める。 

 

   附 則 

１ この要項は、平成２８年４月１日から施行し、平成 28 年度入学者から適用する。 

  平成 27 年度以前入学者についても、GPA を計算する場合は、秀を A+、優を A、良を

B、可を C、不可を D、評価なしを Fとみなし、適用する。 

   附 則（平成３０年９月６日制定） 

この要項は、平成３０年９月６日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 
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国立大学法人東京医科歯科大学における授業欠席に関する取扱要項 
 

 
令和２年１１月３０日 

制 定 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、国立大学法人東京医科歯科大学（以下「本学」という。）における授業欠

席に関する取扱いについて必要な事項を定める。 

 

（公欠及びその要件） 

第２条 この要項において、公欠とは、本学が認める一定の事由によりやむを得ず正課を欠席し

た場合、これを出席として取扱うことをいう。 

２ 本学の学生が、次の各号の事由によりやむを得ず正課を欠席する場合は、これを公欠として

取扱う。 

(1) 感染症に罹患した場合 

(2) 親族が死亡した場合 

(3) 裁判員制度による裁判員又は裁判員候補者に選任された場合 

(4) その他学長が必要と認める場合 

 

（公欠の手続及び様式） 

第３条 前条第２項各号による公欠の具体的な基準及び手続については、別表のとおりとする。 

２ 前条第２項第３号又は第４号により公欠が認められた場合は、欠席届の写を回付する等の方

法により授業担当教員にその旨通知することとする。 

 

（公欠とされた学生への配慮義務） 

第４条 授業担当教員は、公欠とされた学生に対し、履修上不利とならないよう配慮するものと

する。 

 

（公欠期間中の試験の取扱い） 

第５条 公欠期間中の試験に関する追試験等の取扱いについては、当該授業科目を開講する学部

長又は研究科長の定めるところによる。 

 

（公欠以外の欠席） 

第６条 公欠以外の理由により１週間以上欠席する場合は、欠席届を速やかに各学科又は各専攻

の教務係へ提出することとする。 

 

附 則 

 この要項は、令和２年１１月３０日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 
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別表（第３条関連） 

公欠事由 条件 公欠として認め

られる期間 

手続等 

感染症に罹患した場

合 
学校保健安全法施行

規則（昭和３３年６

月１３日文部省令第

１８号）第１８条 

に規定する感染症に

罹患した場合、又は

感染しているおそれ

がある場合 

学校保健安全法施行

規則（昭和３３年６

月１３日文部省令第

１８号）第１９条 

に規定する期間 

欠席届と証拠となる

書類（診断書等）を

添付し、担当係へ提

出すること。 

親族が死亡した場合 配偶者及び１親等、

２親等の親族の死亡

に伴い必要と認めら

れる葬儀、服喪その

他の行事のため授業

に出席できなかった

場合 

親族に応じ次に掲げ

る連続する暦日数

（葬儀のため遠隔の

地に赴く場合にあっ

ては、往復に要する 

日数を加えた日数）

の期間 

欠席届と証拠となる

書類（会葬礼状等）

を添付し、担当係へ

提出すること。 

配偶者及び１親等の

親族の場合（父母・

子）は、死亡した日

から起算して連続７

日（休日を含む。） 

２親等（祖父母、兄

弟姉妹等）の場合

は、死亡した日から

起算して連続３日

（休日を含む。） 

裁判員制度による裁

判員又は裁判員候補

者に選任された場合 

裁判員又は裁判員候

補者としての任務を

果たす場合 

裁判所へ出頭する日 欠席届と証拠となる

書類（裁判所からの

通知書等）を添付

し、担当係へ提出す

ること。 

その他学長が必要と

認める場合 

学長が必要と認める

場合 

学長が必要と認めた

期間 

欠席届と証拠となる

書類（学長が必要と

認めたことがわかる 

書類）を添付し、担

当係へ提出するこ

と。 
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検査技術学専攻第３学年における臨地実習履修要件 

 2021 年度臨地実習より適⽤  

 
2021 年 7 ⽉７⽇ 

保健衛⽣学科教育委員会 
 

 
 臨地実習は、病院等において⾏われるものであり、あらかじめ、それぞれの実習を⾏うに
⼗分な基礎知識を持つことが必要であることから、3 年次前期の必修科⽬に合格したもので
なければ、これを履修することができない。 
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検査技術学専攻第３学年における卒業研究（Ⅰ）履修要件 

                 
2022 年 12 ⽉ 7 ⽇ 

保健衛⽣学科教育委員会 
 
 
   卒業研究（Ⅰ）は、臨床検査および関連分野の研究を遂⾏するため⼗分な基礎知識を

持つことが必要であることから、第２学年および第３学年（前期のみ）の必修科⽬に未
履修科⽬、または不合格科⽬があるときは、卒業研究（Ⅰ）を履修することはできない。 

 
  この要件は、2023 年 4 ⽉ 1 ⽇から適⽤する。 
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＜標題紙見本＞ 

医学部保健衛生学科レポート 

学   部 医学部 

学  科 保健衛生学科（看護学専攻） 

科 目 名 「産業保健学」 

標 題 「産業の場における看護職の五管理」 

↑ 

感想の場合は、“感想「○○○○○○○○○○○○」”と書く。

提出月日 令和○○年○月○日 

専  攻 看護学専攻 

学  年 ○学年

学籍番号 ○○○○○○○○ 

氏  名 山田 花子 

山田 花子 
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産業保健の根幹を成す、産業の場で看護職が行う五管理について、その概要と業務の具体的事項

を述べる。 

・ 産業の場における看護職の五管理について

１． 産業保健と五管理

２． 作業環境管理

３． 作業管理

４． 健康管理

５． 労働衛生教育

６． 総括管理

７． まとめ

８． 参考文献

――――――――――――――――――以下省略――――――――――――――――――――

※作成要領

１．レポート本文はワープロ打ちとする。

２．フォーマットは A４版・MS 明朝体・10.5 サイズとし、横 44 文字、縦 32 行で印

字する。 

３．すべてのページの１行目右上に氏名を記載し、最終行下欄にページ番号を付す。 

※レポート本文のページ数、図、表、写真等の使用・貼付等については、担当教員

の指示に従う。 

４．表題紙は、別様とする。  

５．書き出しは 2 行目 2 コマ目から始める。 

６．英数文字は半角とする。 

６．最後に引用文献及び参考文献の記載を記載する。 

※書式は、「お茶の水醫學雑誌」に準ずる。

＜書き方例＞ 

  引用文献 

論文の場合 

1) 宮崎美砂子，春山早苗：最新地域看護学.各論２.日本看護協会出版会

；2006：81-88.

著書の一部の場合 

2) 鈴木太郎，山田華子：糖尿病性神経障害，小島次郎編 糖尿病，大学出版，東京，

1986.pp975-982.
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